

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　生まれ変わりを信じるか？




　くだらない。死んだら生まれ変わるなんて迷信だ。ありえない。

　そう思うか？




　僕の話をしよう。

　かつて僕は日本という国で暮らしていた。二十九年あまり、それなりにいろいろあったが、終わりはあっけなく訪れた。そして、僕は生まれ変わった。

　輪りん廻ね転生という言葉がある。読んで字のごとく、回転しつづける車輪のように、生き物が死んでは生まれ、また死んでは生まれ、それを繰り返すことだ。

　そういう思想というか、宗教的な世界観というか、考え方があることは知っていた。でも、真に受けてはいなかった。たとえ人が輪廻転生するとしても、前世のことを覚えていないのなら意味がない。本当に転生したのだと証明することもできない。

　僕は覚えていた。生まれ変わるたびに、僕の記憶は増えていった。

　そう、僕が生まれ変わったのは一度きりじゃない。

　僕は何度も生まれ変わった。

　日本で死に、ビヨールという国のポマ村で死んだ。アーカイムという国では戦場に出て死んだ。デュラーンという国の樹海で死んだ。サントマルタンという国でも死んだ。

　しかも、日本では幸いにも二十九歳まで生きられたけれど、あとの四度は早死にした。なんと四回とも享年十八歳だった。

　ついでに、同じ顔をした女に何回も殺された。




　殺されても、僕は生まれ変わってしまう。

　一回でいいから、死んで生まれ変わってみて欲しい。そうすれば僕の気持ちがわかる。

　死ぬのはなかなかきつい。何回死んでも慣れない。生まれ変わっても幼児のころは幼児でしかないし、毎度のことながら前の記憶には混乱させられる。達観した八十歳のような六歳児になれるかというと、意外とそうはいかない。

　把握している限りでは六回目の人生を、僕は半人前の傭よう兵へいとして生きていた。

　それから、アークラントの魔王の庶子だったことが判明したり、政略結婚させられたり、大陸の西から帝国が攻めこんできたり、帝国東方征圧軍を率いて魔王を殺した女が、僕を何回も殺した女と同じ顔の女だったり、彼女と決戦することになったり──。

　まあとにかく、いろいろあってややこしいけれど、きみが耳を傾けてくれるのなら、もうしばらくロワジュディアン・ヨルテュールの話を続けようと思う。







[image: Ⅰ章　黒い稲妻]

「おまえが大将かよ！」

　彼女はさながら雷光のように突撃して、血の雨を降らせる。

　相手があの赤い戦士でなければ、今までどおり彼女は全身に返り血を浴び、おどろおどろしい通り名にふさわしい様相を呈していたはずだ。

　人は彼女を、血まみれダーリャダーリヤ・ブラツド、と呼ぶ。

「僕は！　大将じゃない！」

　東征軍こと帝国東方征圧軍、純潔騎士団の筆頭騎士ミカエル・ベアトリクスは、並大抵ではないどころか、異様な剣才の持ち主だ。水深はごく浅いが、底は泥だからきわめて足場が悪い。ほとんどぬかるみのようなこの沼地で、右へ左へと素早く動き、あるいは鋭く踏みこんで剣を閃ひらめかせる。ミカエルはダーリャを押し返している。

「我が！　帝国東方征圧軍の！　大将は！　東方元げん帥すい閣下！　リンゼリカ・フォーエヴァランス様！　ただお一人だ……！」

「そのリンゼリカとやらは！」

　ダーリャは跳びのいた。いったん距離をとるのか。いや、すぐにふたたび突進した。よりいっそう加速して、ミカエルを攻めたてる。

「行方不明じゃないか！　今ごろどこぞでくたばってるんじゃないのか!?」

「黙れ、劣等種が！　黙れ！　劣等種の分際で！　天剣持ちとは……！」

「おまえら上等な人間とやらの！　専売特許じゃなくて、残念だったな！」

「臭い、臭い、臭い！　鼻が曲がる！　おまえたち劣等種は！　臭いんだよ！」

「血ち腥なまぐさいか、そうだろうさ！　おまえらのクソまずい血を、ずいぶん啜すすったからな！」

「この……！　けだものめ！」

「そのけだものに、おまえはやられるんだ！　悔しいか!?」

「この僕が！　やられるものか……！」

　ミカエルとダーリャの罵りあいを交えた熾し烈れつな一騎討ちは、一進一退だ。でも、ミカエルの動作が次第に大きくなってきている。ダーリャの挑発に乗せられ、激げつ昂こうして力が入っているのだろう。

「劣等種め、劣等種め、劣等種め！　リンゼリカ様を、今すぐリンゼリカ様を返せ！」

「喉を斬られて！　尻尾を巻いて逃げたあの女がそんなに恋しいのか、お坊ちゃん！」

「うるさい、うるさい、うるさい、うるさい！　下げ賤せんにも劣る醜い雌豚め！　リンゼリカ様は尻尾を巻いて逃げたりなんかしない！　僕たち人間には尻尾がないんだ……！」

「物の喩たとえもわからないのかよ！　帝国の青二才は阿あ呆ほうなのか!?」

　完全にダーリャのペースだとは思うが、遠くから戦いを見守っているロワとしては、あまり無理をして欲しくない。止められるなら止めたいくらいだ。

「止め、……られないかなあ、やっぱり」

「あれを、ですか？」

　ロワは豹蜥蜴リパードという生き物の背に乗っている。ただし、手綱を握ってはいない。すなわち、二人乗りしている。ロワは後ろで、前は何を隠そう腹違いの妹だ。

「天剣持ち同士の戦いに介入できるとは思えませんし、すべきでもありません」

　表向き、アルノワはロワの侍女でしかないし、初めて会ってからまだ半年も経たっていない。そのわりにはずいぶん世話になっている。めちゃくちゃ世話になりすぎていて、妹というよりも姉のようだ。むしろ、保護者だろうか。細身で、平べったくて、銀髪のお人形さんみたいなアルノワに保護されるのも、どうかと思う。

「……だよね。うん。それは僕も同感」

「第一、ロワジュディアン様は連合軍の軍師なのです。もっと後退して、全軍の統御や作戦の立案に専念してください」

「まあね。そうなんだけどね。いや、自分が軍師だとか、そんな大おお袈げ裟さなあれだとは思ってないけど。よく見えないもんだから、つい……」

　ナハンドラ。

　古くから蜥蜴人サラマンたちが住むこの国は、河川や湖、低湿地、沼しよう沢たく地だらけで、場所によっては年がら年中霧が立ちこめている。地形がこみ入っていて、視界が悪いせいで、戦域がどこまで広がっているのか、なかなか把握しづらい。

　おかげでロワは、さして戦えもしないのに、ここまで出てきてしまった。

　危ないことは危ない。今も両軍の兵士が、そこらじゅうで盾をぶつけあい、槍やりで突きあっているのだ。泥水の中で取っ組みあっている兵士も少なくない。巻きこまれたくないし、矢面に立ちたいわけでは決してないのだが、自分の目で見もせずに判断を下すのは気が引ける。ロワ自ら豹蜥蜴リパードを操っていたら、もっと前進していたかもしれない。

「──劣等種は！　残らず死ね！　世のため人のために……！」

「わめくだけで殺せるなら楽だろうなぁ！　でも、死ぬのはおまえなんだよ！」

「僕を、僕を、僕を、殺せるとでも!?　思い上がるな、劣等種、劣等種、劣等種……！」

　赤い戦士ミカエルの息が上がっている。あれだけぶんぶん剣を振り回していたら、いかに人間離れした天剣持ちでも消耗するだろう。ダーリャがそう仕向けているのだ。

「くっ……！」

「ぬぁっ……！」

　二人の剣が激突した。鍔つば迫ぜり合い、──には、ならない。いや、ロワには見えなかったが、おそらく一瞬、鍔迫り合いになった。お互い押したり引いたりして、結果、ダーリャがうまく自分の剣でミカエルの剣を搦からめとったのだろう。

「うっ……!?」

　ミカエルの手から剣が吹っ飛んだ。

　これは、決着がつく。

　ダーリャの勝ちだ。

「──って、ええええぇぇぇぇぇ……!?」

　ロワは最初、沼の中に海底火山ならぬ沼底火山の火口があって、突然、水蒸気爆発でも起こしたのかと思った。驚いて、一緒に豹蜥蜴リパードに乗っているアルノワに、ついしがみついてしまった。

　実際は、何かとんでもなく大きな物体というか生き物が、だしぬけに水中から飛びだした。そして、ミカエルとダーリャのそばに着水し、大量の泥水が撥はね上げられたのだ。

「なっ……!?」

「おぅっ……!?」

　ダーリャとミカエルは滝のような泥水を頭からもろにかぶった。アルノワが呟つぶやいた。

「……竜」

　どちらかといえば、竜というより鰐わになのではないか。でも、分類的には竜なのだろう。たぶん全長十五メートルかそこらはある。見た目はまあ、ほぼ鰐だ。汽き水すい竜りゆう。淡水から、淡水と海水が混じった河口などに棲せい息そくする。このあたりにあそこまで大きな汽水竜がいるなんて聞いたことがない。それもそのはずだ。

　汽水竜の首に人がまたがっている。水中眼鏡のようなものをつけていて、顔がほとんど隠れているが、あれは猫耳人コーサニカだ。人を乗せているということは、つまり、野生の汽水竜ではない。飼育され、調教されている。いわゆる軍用竜だ。

「ファッツの命令だ！　退ひけ、お子様！」

　猫耳人コーサニカの竜騎兵が怒鳴った。東方元帥の親衛部隊だという純潔騎士団の筆頭騎士、しかも天剣持ちのミカエル・ベアトリクスを、お子様扱いする。

「……あれは」

　東方元帥のもとに五将あり。人は彼らを〝鉄血の右手アイアンブラツド〟と称す。

　ロワは一応、面識がある。相手が覚えているかどうかは微妙だが、間違いない、あれは東征軍の竜騎兵団を率いるハーマイン・ロメだ。

「許さないぞ！　絶対、許さない！」

　ミカエルは吐きだした言葉とは裏腹に、身を翻した。存外、思いきりのいい転進だったので、ダーリャの反応が少し遅れたのかもしれない。

「──クソッタレ！」

　追いかけるダーリャを引き離し、ミカエルは自分の剣を拾おうともせず、手ぶらで汽水竜に跳び乗った。

　汽水竜が身をよじりながら躍り上がって、また盛大に泥水が撒まき散らされた。

「おゎっ」

　さしものダーリャも、氾濫したように押しよせる泥水に足止めされた。追ったところで、沼地の汽水竜は素早いだろう。あれだけの巨体となると、どうやってしとめるのかという問題もある。

「あの野郎！　今度戦場で出くわしたら、キンタマひきちぎって、喉の奥まで突っこんでひいひい言わせてやる！」

　ダーリャはなんだかとんでもなく物騒な罵声を発しながら、別の獲物を求めて駆けだした。しかし、どうだろう。ダーリャが気のすむまで殺さつ戮りくに興じられる可能性は、さして高くなさそうだ。

　ミカエルだけではない。東征軍が後退している。

「……アルノワ」

「何でしょう」

「こっちも軍を撤収させる。今、東征軍の指揮をとっているのは、老練なゲルト・ファッツ将軍だ。急に反撃に転じてきたかと思ったら、そこまで粘らないでさっと下がる。気になる動きだし、きっと二の矢、三の矢があるはずだ。昔、……まあ、日本っていうまったく別の国の話なんだけど、釣り野伏せっていう有名な戦術があって……」

　あぁ……れ？

　何、言ってるんだろ。日本のことなんか、口走ったりして。

「ロワジュディアン様、──戦いの最中ですし、あえて申しあげませんでしたが、しばらく前から、熱がおありですね？」

「うん……熱……そうだね……あるかも……あと、頭が痛かったりとか……吐き気、とかも……けど、よくあることだし……しょっちゅうっていうか……慣れてるし……」

「ですが、意識が朦もう朧ろうとするまで我慢するのは、僭せん越えつながら馬鹿です！」

「……反論できない……ごめん……ほんと……僕が悪い……僕の体が弱いせいで……」

「気を失われる前に、ご指示を！　さらなる逆襲が予想されるので追撃を禁止し、散開している軍を集結させればよいのですね!?」

「……それ……お願い……大丈夫……オライオンに言えば……なんとか……ぬぁ……」

　限界、と思ったのが最後だった。

　ロワは豹蜥蜴リパードの背から転げ落ちた。十一月も終わろうとしている沼の泥水はずいぶん冷たかったはずだが、目が覚めることはなかった。ロワは失神した。
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　十一月二十四日の明け方から始まった世にいう〝三さん砦とりでの戦い〟は、ヨルムンドの王太子オライオンを中心とする連合軍が、東方元帥リンゼリカ率いる東征軍を打ち破り、翌二十五日の午前には大勢が決した。

　リンゼリカはヨルムンドの長なが髭ひげ王おうエラストロームを斬殺。連合軍の軍師役を担っているロワも危うく殺されかけたが、悪たれジョージヨー・ヴイシヤスの狐狼団ジヤツカルが駆けつけてくれたおかげで、どうにか命拾いした。リンゼリカは重傷を負いながらも、逃亡。その後の消息は杳ようとして知れない。東征軍は潰走した。──一時は、と言うべきかもしれない。

　ああでもないこうでもないと、夢の中でも考えていたような気がする。いつの間にか眠りから覚めていた。

　どこか屋内のあたたかい場所で横になっていて、何者かに手を握られているらしい。ずいぶん大きな手だ。誰だろう。

　目を開けた途端、「ロワ！」と呼びかけられた。手が大きいわけだ。

「……義兄あに上うえ」

「具合はどうだ!?」

　オライオンはロワの手を握りしめたまま椅子から腰を上げたが、すぐに寝台脇に片膝をついた。義兄の芸術品めいた顔がぐぐっと迫ってくる。香水か何かなのだろう。やたらといい匂いがする。

「意識不明の重体だと聞かされたときは、ぎょっとしたぞ！　結局、薬師の見立てでは体調不良のようだが、なぜ倒れるまで無理をしたのだ、ロワ！　今やおまえは連合軍にとって、むろん我が妹タマミナにとっても、そして何より、このオライオンと我がヨルムンドにとって、替えのきかない、かけがえのない存在だ！　前線での指揮など、おれのような武辺者にでもできる！　おまえは頭脳で、おれたちは手足なのだ！　類たぐい稀まれなその知恵を生かして、おれたちを操ることに専念にしてくれればよい！」

「……や、あの、ちょっとさすがに、いくらなんでも買い被かぶりなんじゃないかと」

「そのようなことは断じてない！」

「……です、かね。あと、……手が、痛かったりして。僕はその、情けないんですけど、貧弱なんで……」

「おおぅ。すまなかった！」

　オライオンはパッとロワの手を放して、ちょっと離れてくれたが、それでもまだ近い。こんなふうに至近距離で見つめあっていて、義兄はどうして平気なのか。ロワはさりげなく視線をそらし、部屋の中を見まわした。

　窓の鉄戸が閉めきられている。明かりは壁掛けの燭しよく台だいと暖炉の火だけで、薄暗い。寝台は低いが、オライオンが座っていた椅子だけでなく、棚や机など、どの調度も明らかに大作りだ。もちろん、巨人族の国ヨルムンドではめずらしいことではない。

「……ここは。──中砦、ですか？」

「うむ。追撃部隊の指揮はスカルに任せた。おれはおまえを連れて戻ってきたのだ」

　ヨルムンドとナハンドラの国境は、北と南から二つの険しい山脈で挟まれている。ヨルムンドは三つの砦を築いてこの国境を守ってきた。中砦はそのうちの一つで、冠かんむり山やまという小さな山の頂に立っている。

「……そうですか。義兄上は巨都ユグドラに帰られるんですね」

「すまん」

　オライオンは頭を下げ、心底から申し訳なさそうに嘆息した。初めて会ったときはこんなに高飛車な人がいるのかと衝撃を受けたくらいなのに、わからないものだ。

「帝国の外道どもを、一人残らず陸西に追い返すまで戦い抜きたいのはやまやまだが、父上亡き今、ユグドラをこれ以上、留守にしてはおけない」

「おっしゃるとおりだと思います。……義兄上には、一刻も早く王位を継いでいただかないと。僕が言うようなことじゃないでしょうけど、……亡くなられたエラストローム陛下の、……義父ちち上うえのためにも」

　エラストローム王はユグドラを守護する最大軍ハルマルクスを率いて連合軍に合流した。つまり、ユグドラの守りは手薄になっている。さらに、長髭王崩御の報は、現在進行形でヨルムンド全体を揺るがしているだろう。

　王なくして、王国は立ちゆかない。

　幸い、オライオンはまだ二十五歳と若いが、王太子として軍事にたずさわり、国政にも参画していた。大臣などの要職にある者たちにも強く支持されている。ヤナロアの王太子ラロン、パルピオットの第三王子ギハッド、ユースカの鉄の王子スカル、ナハンドラの有力者イニオン・シーザといった傑物たちを集め、あっという間に連合軍を結成してしまったように、国内外の人脈も広い。身長二・四メートルで、容姿にも恵まれ、武芸にも秀でている。それで傲岸不遜なのかと思っていたが、かならずしもそうではないようだ。きっといい王になる。

　いや、いい王になってもらわないと困る。

　ロワは寝台の上で半身を起こした。オライオンが手伝おうとしたが、断った。そしてオライオンに向きなおり、熱を宿した宝玉のような彼の瞳を見すえた。

「亡くなられる前、陛下が僕に言ったんです」

「父上が、……何と？」

　思いだしたくない。でも、どうしたって忘れられないし、忘れてはいけない。

　リンゼリカ・フォーエヴァランス。あの女は、エラストローム王を腰のところで両断した。それでも王は即死せず、しばらく息があった。リンゼリカはロワの妻、タマミナにも傷を負わせた。足蹴にされて、かわいそうに、可か憐れんな顔が歪ゆがんでしまっていた。ひどい有様のタマミナが、王を、自分の父親を、なんとか救おうとして、上半身と下半身を繫つなぎあわせようとしていた。たとえ死んでまた生まれ変わったとしても、あの光景が脳裏から消え去ることはないだろう。

「陛下は、……タマミナと、義兄上を、頼む、と。それから、……ヨルムンドを、とも」

「父上は──」

　オライオンの顔が一瞬で真っ赤になった。子供のように落涙しながら、取り乱してはいない。この人ならではの泣き方だ。

「我がヨルムンドを託すに足る男だと、おまえを認め、安心して先立たれたのだな」

　思えば、タマミナと結婚するためにヨルムンド入りし、八月二十二日、初めてエラストローム王と会った。それから、王が亡くなるまでの約三ヶ月間。ロワはいったい王に何を示すことができたのだろう。王はロワの何を認めてくれたのだろうか。もし王が生きていたら、是非訊ききたい。どうか教えて欲しい。僕は本当に、タマミナやオライオンを託してもらえるような男ですか。タマミナを守って、オライオンを支え、ヨルムンドを栄えさせる。そんな器や能力が、果たして僕にあるのでしょうか。

　ああ、でも、王はもういない。この中砦の冷たい安置所で、永遠の眠りについている。エラストローム王とは二度と話せない。

「……当然、あの場に義兄上がいれば、陛下は僕じゃなくて、義兄上に──」

「いいや。おまえでよかったのだ」

　オライオンは涙をぬぐいもせず、ロワの肩に手を置いた。

「タマミナにも、おれにも、おまえが必要だ。父上はそれを見抜いておられた。あらためて、おれからも頼む、我が義弟おとうとよ。至らぬ身でこれから王にならねばならんおれに、どうか力を貸してくれ」

「喜んで」

　内心、よくも迷わず答えることができたものだと、斜に構えて苦笑する。かつてのロワはそんな人間だった。今は違う。やってやるさ、と奮い立っている。少なくとも、全力を尽くす。やれるだけのことはやらないと、死んでも死にきれない。

「ありがとう、ロワ。義弟にして、我が生涯の友と呼ばせてくれ」

　うん。──だけどそれはちょっと、いくらなんでも大おお袈げ裟さっていうか、早すぎるっていうか。まあ、いいけど。ここで拒否したら、ぶち壊しになってしまいそうだし。

「……はい」

「タマミナもユグドラに連れて帰る。その前に会ってやってくれ」

　虚を衝つかれたが、考えてみればあたりまえだ。

　タマミナはリンゼリカに深手を負わされた。連合軍が東征軍を追撃している間も、この中砦で安静にしていたのだ。
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　何回も生まれ変わったが、重傷を負って寝かされている妻に会うのは初めての経験だった。そもそも、妻帯するのも初めてだ。妻がいるのにもかかわらず、いまだに女性経験はない。その機会は当分、訪れないだろう。

　本音を言うと、アルノワに付き添ってもらいたかった。でも、夫として、さすがにそれはどうかと思う。夫らしいことは何もしてあげられていないし、やってもいない。それでもロワは夫なのだ。

「タ、タマミナ、……入るよ」

　ノックしても返事がなかったので、ロワは扉を開けた。

　タマミナは中砦の上階に位置する貴賓室のような部屋に寝かされていた。一家族どころか二家族も寝泊まりできそうな広さだが、暖炉に火が入っていて、少し暑く感じるほどあたためられている。

「……どなた？」

　寝台のほうから細い声が聞こえた。ロワはほとんど走って寝台に近づいた。

「僕だよ、タマミナ。ロワジュディアンだよ。……タマミナ」

「……ロワ様」

　タマミナは仰あお向むけで枕に深く頭を埋うずめたまま、微動だにしない。動けないのだろう。たぶん、動いてはいけない。ロワは寝台の傍らに立って、タマミナをじっと見つめた。膝が震える。脚に力をこめた。へたりこんでしまうわけにはいかない。この寝台は巨人族用だ。ロワの背丈では、立っていないとタマミナが見えない。

「ごめん、タマミナ、僕……」

「……タマミナこそ……もうしわけ……ありません……これからは……タマミナが……ロワ様を、お守りすると……誓ったのに……絶対……この身に、代えても……」

「何、言ってるんだ。……何、言ってるんだよ、タマミナ。……僕なんだ。本当は、僕がきみを守らなきゃいけないのに。……僕が、頼りないばっかりに……」

　リンゼリカめ。怒りが炎と化して体中の穴という穴から噴きだしそうだ。リンゼリカ・フォーエヴァランス。あの女。タマミナに、なんてことを。

　ロワはタマミナを見つめている。でも、タマミナの顔が見えない。タマミナにもロワが見えていない。包帯だ。タマミナの頭部は包帯でぐるぐる巻きにされていて、呼吸ができるように、口や鼻孔のところにだけ隙間がもうけられている。

　オライオンはタマミナをユグドラに連れて帰るという。この状態を目の当たりにしてしまうと、ものすごく心配だ。動かして平気なのか。もし脳にダメージを受けていたりしたら、やばいんじゃないのか。

「……いいえ、ロワ様……それは……違います……」

「え……？」

「ロワ様は……連合軍に、勝利を……もたらした……さもなければ……タマミナは……こうして、ロワ様の声を……ふたたび、聞くことも……できていないはずです……」

「僕の、……僕の力じゃ、……僕だけの力じゃないし、勝てたのは、みんなの──」

「ロワ様が、いらっしゃらなければ……すべて……無駄でした……無数の糸を……ロワ様が、結びあわせて……勝利を……たぐりよせた……ロワ様の、お力で……タマミナは、今、生きています……ロワ様が……タマミナを……守って、くださった……お兄様も……みんな……たくさんの人たちを……」

「だけど、……だけど、きみがいてくれなきゃ、勝ったって意味がない。……きみが、元気になってくれないと」

「……はい……元気に……なりますから……元気に、なって……タマミナは……ロワ様に……早く……」

「うん、僕に、……何？」

「ロワ様に、抱いていただきたいの」

「ああ、……僕もだよ、タマミナ、僕も……」

　ロワは腰を屈かがめて布団の中に手を差し入れた。タマミナの手を探りあてて、人差し指から小指まで、四本の指を包むように、そっと握る。あまり力を入れると、壊してしまいそうで怖い。

「きみを抱きたいよ。……好きだよ、タマミナ。愛してる」

「……愛しています……タマミナも……」

　タマミナは指を動かした。ロワの手が間違いなくそこにあることを確認しているかのようだった。ロワもタマミナの指や手の甲や掌てのひらをこすったり、撫なでたりした。

「……タマミナは……本当に……幸せです……父様には、申し訳ないけど……でも、きっと、父様も、天てん嶺れいで……喜んでくださっている……」

　死者の魂は、玄げん門もんで万まん眼がん王おうという閻えん魔ま大王のような存在の審判を受け、生前に千を超える罪を犯していた場合、冥めい海かいに落とされて永遠に沈みつづける。そうでなければ、天嶺と呼ばれる天国のような場所に至り、そこで神々と暮らす。それが陸東におけるごく一般的な宗教観だ。巨人族は、巨大樹の上に天嶺が、その樹の洞うろには人界が、根の下に冥海が広がっていると考えてきた。

　人に魂があるのかどうか。何度も生まれ変わったロワにもわからない。ただ、天嶺や天国、冥海や地獄といった死後の世界は実在しないだろうと、ロワは思っていた。エラストローム王の魂が天嶺から愛まな娘むすめを見守っている。そんなことはありえない。

　ありえないとしても、あって欲しい。

　タマミナを決して傷つけないように愛あい撫ぶしながら、ロワは亡き義父にあらためて誓った。この人生を賭して、タマミナを守り抜く。かならず幸せにする。できることなら、一瞬たりとも離れたくない。ずっとそばにいられるのなら、どんなにいいか。
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「くれぐれも連合軍を頼んだぞ」

　オライオンはロワの貧弱な肩に大きな手を置いてそう言うと、ティラノサウルスのような愛竜スカーヴァの背に颯さつ爽そうと跳び乗った。

　空は晴れ渡っている。たなびく雲の一つもない。

　ヨルムンドとナハンドラの国境地帯は内陸だ。標高もやや高い。この時期、好天に恵まれた朝はむしろ冷えこむ。中なか砦とりで前の坂道に整列した最大軍ハルマルクスの二千五百人が吐く息が、白煙のようにもくもくと立ちのぼっている。

　最大軍ハルマルクスは通常、巨都ユグドラ防衛の任についている。ヨルムンドの最精鋭部隊である彼らも、三砦の戦いとその後の追撃戦で五百人近くの同胞を失った。それだけ矢面に立って、激しく戦ったということでもある。彼らは連合軍の中核をなす戦力だったと言ってもいいだろう。

　やむをえないことではあるが、最大軍ハルマルクスが離脱するのは連合軍にとって痛い。

　ついでに、ロワはまだ頭が痛かったりする。熱こそ下がったものの、体がだるくてしょうがない。

「即位の儀を終え、落ちついたら兵を送る！　おまえは心置きなく東征軍の壊滅に専念してくれ、ロワ！　──最大軍ハルマルクスよ！」

　オライオンが高らかに呼ばわると、スカーヴァが怪獣のように咆ほう吼こうし、最大軍ハルマルクスの兵士たちが野太い声で次々と唱和した。

「ロワジュディアン！」

「ロワジュディアン・ヨルテュール！」

「我がヨルムンドの誇り！」

「連合軍総そう帥すい！」

「ロワジュディアン万歳！」

　護衛として、ロワの後ろに狐狼団ジヤツカルの面々を引き連れて立っているジョーが、

「……すげえな」

　と呟つぶやいた。ジョーのことだから、少なくとも半分は皮肉だろう。ロワとしても、ヨルムンドの兵たちに誇りとまで言ってもらえて嬉うれしい反面、気恥ずかしいやら、背負わされた責任が重すぎて頭痛が悪化するやらで、いっそのこと逃げだしたい。総帥って。

　総帥って何だよ。軍師扱いされるのも分不相応な感じが拭えなくて精神的にきつかったのに、連合軍総帥って。明らかにトップの肩書きだ。こんな病弱でちびで風采の上がらない弱冠十八歳の若造がトップって。大丈夫なのか。連合軍的に。大丈夫ではないはずだ。

「ロワジュディアン様」

　影のように控えているアルノワにうながされ、ロワは八割方やけくそで最大軍ハルマルクスの喚声に手を挙げて応えた。

「帝国軍のことは僕に任せて、義兄あに上うえはどうか我が祖国ヨルムンドを！　最大軍ハルマルクスの皆さん、我々の新たなる王、オライオン陛下を、どうかよろしくお守りください！」

　ロワは何度も生まれ変わった。平民だったことも、世捨て人だったことも、それから貴族だったこともある。何を隠そう、老練な闘犬のような面構えで、山賊の親玉然としている悪たれジョージヨー・ヴイシヤスの正体は、サントマルタンの王子ピエトロジョーだ。前世のロワは、その幼おさな馴な染じみにして腹心だった。おかげで、身分が高めな者にふさわしい言葉遣いも、意外とできてしまう。

　中砦一帯に歓呼の嵐が吹き荒れた。最大軍ハルマルクスだけではない。中砦の守兵もオライオンやロワの名を連呼したり、万歳、万歳とわめいたりしている。狐狼団ジヤツカルの連中まで悪乗りして大騒ぎしているから、始末に負えない。

「亡き父と巨きよ神しんに誓って、おれは偉大な王となってみせる！　ゆくぞ、最大軍ハルマルクス！」

　オライオンが愛竜スカーヴァを進ませ、最大軍ハルマルクスも行進を開始した。

　隊列の中ほどに二台の竜車が配置されている。一台は陸竜六頭牽びきで、もう一台は四頭牽きの、いずれも大型に分類される四輪竜車だ。六頭牽きの竜車はエラストローム王の遺体を、四頭牽きの竜車は負傷したタマミナを乗せている。

　タマミナともっと一緒にいてあげたかった。あと一言、二言でいいから、言葉を交わしたかった。そんな気持ちがこみあげてくる一方、きりがない、とも思う。状態を考えると竜車での移動は心配だが、オライオンが可愛かわいい妹をぞんざいに扱うわけがない。ロワの義兄は信じるに足る男だ。タマミナのことは任せていい。

　代わりに、連合軍を任せられてしまった。

　タマミナを乗せた大型竜車がどんどん遠ざかってゆく。

「……どこで何を間違えたんだろ」
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　過去、いつ何をどう間違えたにせよ、今後はそうそう間違いを犯せない。

　最大軍ハルマルクスが去って間もなく、ロワとアルノワ、ジョーたち狐狼団ジヤツカルも中砦をあとにして、ナハンドラの前線を目指した。

　現在、逃げる東征軍と追う連合軍の主戦場になっているナハンドラは、年間を通して多湿だ。十一月末のしっとりした冷気が、やせっぽちのロワにはとりわけこたえる。かといって、何枚も着込むと大汗をかく羽目になり、かえって体が冷えるだろう。

　しばらくは歯を食いしばって寒さに耐え、豹蜥蜴リパードを駆っていた。やがて震えが止まらなくなった。騎乗して並走しているアルノワに何か言われるたびに、いや、とか、平気、とか返すのだが、それすら億おつ劫くうというか難しい。見るに見かねたのか、ジョーが、

「嬢ちゃんよ」

　とアルノワに声をかけた。なお、そこそこ急いでいるので、ロワ、アルノワと同行しているのは、大きな黒馬にまたがっているジョーと、魅惑の鋼のレオポルドレオポルド・ホツトステイール以下狐狼団ジヤツカルの騎兵八十騎、それから、なんと徒歩で豹蜥蜴リパードや馬についてこられてしまうダーリャだけだ。剣達者オリヴァーオリヴアー・ソードマンら残りの歩兵や非戦闘員は、遅れてロワたちを追尾している。

「その半人前をどうにかしてやんな。介護はお手の物だろ」

　いや、僕は大丈夫、と反論したところで説得力がないことはよくわかっていた。結局、豹蜥蜴リパードに二人乗りして、手綱はアルノワに委ねることになった。

「情けないやつめ。昔から怠けてばかりで、ちゃんと鍛えてなかった罰だ。せいぜい後悔しながら悶もだえ苦しむんだな」

　おかげで道中、ダーリャやレオポルドにさんざん馬鹿にされ、嘲あざ笑わらわれた。好意的に解釈すれば、発破をかけているつもりなのかもしれない。でも、ロワとしては返す言葉がなく、正直、へこんだ。鉄は熱いうちに打て、という。生まれつき小柄で、病気がちでも、幼いころから真面目に訓練を積んでいれば、今より多少は丈夫だったはずだ。

「後悔先に立たずだなあ……」

　何度かの休憩を挟みつつ一日半ほど移動して、暮れ方、ロワたちは連合軍の野営地に辿たどりついた。

　野営地は平へい坦たんな土地が多いナハンドラにしては小高い、それなりに見通しのきく場所に設けられていた。オライオンが置いていったヨルムンドの親王隊ダルフインドと、最大軍ハルマルクスの予備隊、ユースカの鉄甲兵、ヒューベリーの重兵団、ナハンドラの蜥蜴人サラマン兵、ガルマンティーのローダイン侯国遊撃騎兵隊など、あわせて一万五千ほどの兵が集結しているというし、兵員以外の者も少なからず出入りしている。そうとうな規模の大野営地がロワの到着で沸きに沸き、掛け声や手拍子、足拍子、喇らつ叭ぱや太鼓といった軍楽器の音が乱れ飛んだ。

「こいつはいい気分だ」

　ジョーは黒馬の上から意地の悪い横目でロワを見て、にやりと笑った。

「おまえさん、王侯貴族が板に付いただけじゃねえ。すっかり英雄様じゃねえか。飯も満足に食えねえ半人前がなあ」

　たしかに移動中、ろくに食事をとらなかったのは事実だが、飯も満足に食えないという言い方は語弊がある。胃に固形物を入れると嘔おう吐とを催しがちだから、アルノワが持参した蜂蜜を主食として摂取していただけなのだ。抗弁して訂正を求めたいが、その気力もない。というか、無駄なことはしないで、少しでも体力を温存するべきだろう。

　鼓膜が破けそうなほどやかましい野営地の中を、兵たちにもみくちゃにされて進むと、鋼鉄の鎧よろい人間といった出で立ちの偉丈夫が進みでてきた。

「よくぞ戻った、ロワジュディアン、我が友よ！」

　名にし負うユースカの鉄甲兵は、信じがたいことに、平時でも鎧兜かぶとをつけたまま寝起きするらしい。鉄の王子の異名をとるスカルは、日が沈もうとしている陣中にありながら、兜すら外していなかった。

「貴公がいてくれれば、オライオンが国くに許もとに帰っても安心だ。必要な情報はすぐにそろえさせる。さっそく我ら連合軍に指令を下してくれ！」
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　早い。性急すぎる。五桁の大軍に、そんなにぱっぱと指令を出せるものか。しかし状況的に、言いたいことを好きに言うわけにはいかない。状況というか、立場だろうか。どうして言いたいことも言えないような立場に。愚痴りたいが、体力がもったいない。

「……スカル王子。その前に、軍議を開きたいんです。全軍の意思統一を図っておかないと、何ていうかその、……せっかくの勝利が無駄になってしまうかもしれないので」

「なるほど、さすが陸東の黒い稲妻……」

「え、ちょっ、待ってください、何ですかそれ、陸東の……？」

「黒い稲妻。神算鬼謀、と呼ぶ者もいるが、これはありふれているのでな。不人気だ。やはり、その知謀、稲妻のごとく激しく速く駆け巡り、またたく間に敵を討ち滅ぼす、という意味合いをこめ、黒い稲妻のほうがふさわしかろう」

「つかぬことをお訊ききしますけど、誰のことなんですか、その、黒い、……稲妻って」

「貴公に決まっているではないか、ロワジュディアン」

「なんで、……黒？」

「毛髪の色でしょうか」

　と、アルノワが呟いた。

　ダーリャが、そしてジョーやレオポルド、狐狼団ジヤツカルの騎兵たちが噴きだし、爆笑した。

　何だろう、これは。けっこうがんばったような気がするのに、そのあげく、黒い稲妻。報いられたのだと受け止めるべきなのか。いや、無理だ。黒い稲妻はこっぱずかしい。もしそんな異名が歴史に刻まれてしまったら、末代までの恥だ。どうしよう。

「……とりあえず、軍議をお願いします、スカル王子」

「ああ。うけたまわった、黒い稲妻」

　今、含み笑いしなかった？　したよね？　絶対、した。スカルはずば抜けて責任感が強い、桁外れに生真面目な人だと思っていたのだが、そういうわけでもないのか。

　まあ、軍議まで一休みせよと案内された天幕で再会した猫耳人コーサニカから事情を聞かされ、頭は痛いが受け容いれざるをえないのかなあと納得はした。

「そっか。……僕が倒れたことは伏せられていて、オライオンを見送るため、一時的に前線から離れたことになってるのか」

「あなたの専門は頭脳労働です。とはいえ、戦場で失神するような軟弱者では、兵士たちの尊敬を勝ちえることはできません」

　ユイヒ・マクロバリは本来、ヨルムンドの王直属の家臣だ。彼女の祖父は、エラストローム王の父にあたるモルスゲンク王に終生の忠誠を捧ささげた。主君が崩御すると、マクロバリの祖父は後追い自殺したというから、まさしく筋金入りだ。

　忠義者の代名詞、マクロバリの名を継ぐ者として、彼女は身を挺ていしてヨルムンドの王を守る。王の手足として、使節にも、一軍の将にもなる。諜ちよう報ほう活動も行う。

　新たな王となるオライオンにとっては不可欠の人材だ。にもかかわらず、オライオンはあえてマクロバリを連合軍に残した。マクロバリだけではない。王太子オライオンの私兵に近い親王隊ダルフインドもロワに与えられた。最大軍ハルマルクスの予備隊は、勇猛軍アランデインと名を変えてロワに従うことになる。

「僕はべつに尊敬なんかされなくてもいいんだけど……」

「そうはまいりません。親王隊ダルフインド千五百に、勇猛軍アランデイン二千。狐狼団ジヤツカルの戦闘要員も五百はおりましょう。なおかつ、巨人族の兵は一騎当千。あなたは今や、これだけの戦力を独自に動かせるのです」

「いや、わかってるんだけどね。僕はヨルムンドの看板を背負ってるわけだしね」

「それどころか、陸東の黒い稲妻は連合軍の顔です」

　ロワに割り当てられた天幕は小さいものではない。むしろ、大きい。中にはロワとアルノワ、マクロバリ、ジョー、ダーリャしかいないが、あと二十人くらいは楽に入ってくつろげるだろう。包み隠さず言えば、この野営地に張られている天幕のうち、最大級だ。いいや、はっきり言おう。最大にしてもっとも高級な天幕がロワのために用意された。

「……僕を連合軍の総そう帥すいにするって、本気なのかな。スカル王子とか、パルピオットのギハッド王子とか、ヤナロアのラロン王太子とか、……連合軍には、いろいろいるじゃないか。有力者っていうか、実力者っていうか、多た士し済せい々せいっていうか……」

「連合軍の盟主たる我が君が、あなたを指名されたのです」

　マクロバリはすでにオライオンを自分の王と認識している。主君に対する彼女の忠心は完全無比だ。

「誰も異論を唱えはしません。異議を差し挟む余地がないように、このマクロバリとスカル殿下が手を打ちました」

　アルノワがはっとしたように目を瞠みはって、

「黒い稲妻……」

　と漏らすと、ジョーが腕組みをして、ほお、と唸うなった。

「そういうことかよ。どうりで変だと思ったぜ。悪知恵こそ働くが、瘦せた子犬みてえに頼りねえ半人前が、英雄扱いってのはな」

「……どういうこと？」

　ダーリャが顔をしかめて尋ねると、ジョーは偉そうに鼻を鳴らして、

「ようするにだな。そのマクロバリの手下どもだの、スカル王子だのが、半人前の手柄を大おお袈げ裟さに吹ふい聴ちようして、陸東の黒い稲妻に仕立て上げたわけだ」

「へえ。そういうからくりか。ぺてんみたいなもんじゃないか」

「ロワジュディアン様の軍略なくして、連合軍が三さん砦とりでの戦いに勝利しえなかったことは、紛まごうことなき事実です」

　アルノワに睨にらまれて、ダーリャはわざとらしく肩をすくめた。

「おぉ、こわっ」

「……とはいえ、わたくしも黒い稲妻は正直どうかと思いますが」

「けどよ、いいんじゃねえか？」

　ジョーはロワの肩をつかんで揺さぶりながら笑った。

「二つ名なんてえのは、わかりやすくねえとな。多少馬鹿げてるくらいがちょうどいい。呼ばれてるうちに馴な染じんでくるもんだしよ。なあ、黒い稲妻！」

「馴染んで欲しくないし。定着しちゃったら最悪なんだけど……」

「あの」

　と、マクロバリがめずらしくためらいがちに口を挟んだ。

「……何？」

「黒い稲妻という異名は、そんなに、……馬鹿げているでしょうか？」

「え。まあ、馬鹿げてるっていうか……」

　ロワはジョーやダーリャ、アルノワと目を見交わした。

　これはもしかして、あれだろうか。黒い稲妻を考案したのは、ひょっとしてマクロバリなのか。しかも、マクロバリ本人としては、ことさら滑稽な感じを狙ったわけではなかったのかもしれない。

「ええと、ううん、そうだな、どっちかと言えば、ださかっこいい、みたいな……？」

「……そうですか」

　マクロバリの猫のような耳がくたっとしている。猫耳人コーサニカの耳はときどき口ほどに物を言ったりするので、これは十中八九、意気消沈しているのだろう。

「いや、……いいと思うよ？　黒い稲妻。かっこいいし。うん。いつか気に入るかも。まだちょっと、恥ずかしいけど。馴染んできたら、きっとね……」
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　軍議は夜更けにロワの兄ドゴシアンが野営地入りしてから行われた。豹ひよう騎兵を率いるヤナロアの王太子ラロンと、凶猛な怪猿隊で知られるパルピオットの第三王子ギハッドは、それぞれ東征軍を追跡中で、不参加とのことだった。

　鉄の王子スカルは、自分が使っている天幕の中に大きなテーブルとたくさんの椅子を並べ、ロワたちを招き入れた。ラロン、ギハッドという大物が不在でも、十五もの席が用意されている。スカルはその中でも明らかに上座とわかる席にロワを座らせた。

　柄じゃないし、できれば誰かに代わって欲しいが、たとえばスカルあたりに頼んでも断られるのは目に見えている。ヨルムンド王となる総大将が総帥に任じた男が、何やらいやがっているとか、自信がなさそうだとか、そういった評判が立つのも好ましくない。今も戦いは続いているわけで、連合軍全体の士気を下げるような真似まねは厳に慎むべきだ。

　ということは、もうあきらめるしかないのか。

「さて、待たせたな、弟よ。少し瘦せたか？　俺は太った。戦太りというやつだ！」

　ドゴシアンは、ロワたちの父親である魔王ゴウドリックⅢ世に似ている。容姿だけではなく、豪放磊らい落らくな気性も父譲りなのかもしれない。ただ、ゴウドリックは豪胆の中に繊細さを隠し持ち、百族協和の理想を語りながら、冷徹な現実主義者でもあった。ドゴシアンにはそういった複雑な裏表がなさそうだ。

「……兄上。来てくださってありがとうございます。この軍議のために、というよりも、遠くタイシュから僕たち連合軍のために、よく……」

「礼などいらん。俺は行くと約束したから来たまでだ。帝国の連中をこの陸東でのさばらせておくのは気分が悪いしな」

「もても同感だもる」

　ドゴシアンの隣の席に座っているルルバート王子は、矮小族ドルガだけに小柄だ。おそらく背丈はロワの三分の二くらいだろうが、ドゴシアンが大柄だから、余計に小さく見える。短たん軀くなだけでなく、矮小族ドルガは童顔なので、ルルバート王子が一人でそこらへんを歩いていたら、なんで髪のもじゃついた子供がうろついてるんだと[image: ]られるかもしれない。

「もてらを問答無用で劣等種呼ばわりする帝国のやり口はとても横暴だもる。じつは帝国に侵略されてはるばる陸西からもが国に逃れてきた同族の者たちも少なからずいるのだもる。もてらヒューベリー重兵団にもそうした者たちが参加していて、こたびの戦いでも奮闘したのだもる」

　それから、矮小族ドルガには特有の訛なまりがある。聞きとりづらいほどではないので問題はないが、話の内容が深刻でもつい和んでしまいそうになるから、やや注意が必要だ。ロワはこっそり咳せき払ばらいをして表情を引き締めてから、ルルバート王子に向かって頭を下げた。

「ルルバート殿下にも、あらためてお礼を言わせてください。ヒューベリーの協力がなければ、三砦の戦いの結果はまったく違ったものになっていたはずです」

「黒い稲妻殿の知略があってこその勝利だもる。それに、ドゴシアンもそうだもるが、黒い稲妻殿も、もての婚約者イヴァラーヤの兄だもるから、もてにとっては兄弟同然だもる。兄弟のためには裸足はだしで火の海をも渡るのが矮小族ドルガの誇りだもる。最初はイヴァラーヤの仇あだ討うちのつもりだったもるが、生きていてくれたようだもって、早く会いたいのだもる」

　それにしても、よくしゃべる人だ。

　ロワが妹のイヴァラーヤと会ったのは一度きりだ。当然、よく知らないが、そうとうきかん気が強そうで、一癖も二癖もありそうな娘だった。なんとなく、ルルバート王子とは相性があまりよろしくないのではないか。

「……その、イヴァラーヤの蜂起について、何か続報は？」

「東征軍の占領下にあるグンダナでの出来事なので、確たることは言いづらいのですが」

　と、マクロバリが答えた。

「アークラントの諜報機関リリアックから提供された情報によれば、イヴァラーヤ殿下が挙兵したのは十一月三日とのことです。グンダナの防衛と統治を受け持つ東征軍次将マーヴィン・カルナーが翌四日、鎮圧を宣言しましたが、殿下が捕縛、または討たれたとの報は一切ありません。帝国は反乱者の首級をさらします。これが行われていないということは、殿下はご存命でしょう。また、殿下を旗頭とするアークラント解放軍は、地下に潜伏して活動を継続している模様です」

「もちろんイヴァラーヤは生きているのだもる！　もてはイヴァラーヤをこんなにちっさいころから知っているのだもる。正直、イヴァラーヤが帝国軍に捕らえられて殺されたと聞いたときも、もてはとうてい信じられなかったのだもる。イヴァラーヤは大胆不敵な勇者で、恐るべき策士でもあるのだもる！」

　ロワとしても、無事であって欲しいと本気で思っている。父のゴウドリック以下、家族という実感はほとんどないが、親兄弟や親族がどんどん殺されるのはけっこう応こたえる。これまで疎遠というか、少し前まで存在すら知らなかった妹だが、お互い生きてさえいれば、兄らしいことの一つや二つ、してやれるかもしれない。

「……ともあれ、まずは軍議を。いや、その前に、あれかな。例の総帥問題かな。間もなくヨルムンド王になられるオライオン殿下が、僕を連合軍の総帥に推していることは、皆さんご存じだと思いますが──」

「異議なし！」

「我々は今後、ロワジュディアン・ヨルテュール総帥のもと、一致団結して帝国軍を討ち果たす！」

「私も異論はない！」

「黒い稲妻以外に適任はいないのだもる！」

「異議なし！」

「おう、俺も異議なしだぜ！」

　ロワの個人的な護衛兼オブザーバー的な立場で列席しているジョーまで、ちゃっかり賛意を示さなくてもいいから。ロワはため息をついてしまいそうになり、懸命にこらえた。何度も生まれ変わったとはいえ、当年とってまだ十八歳の小僧なんだけど。みんな正気なのか。ただ、あえてポジティブに考えれば、これはチャンスなのかもしれない。

　東方元帥リンゼリカ・フォーエヴァランス、というか、彼女と同じ顔をした女たちは、ロワから間接的、直接的に、命やそれと同じくらい大事なものを繰り返し奪った。しかし、元凶は帝国なのだ。

　ロワほど帝国に煮え湯を飲まされてきた者はいないだろう。何しろ、帝国は一度ならず二度までも、それどころか何度もロワを殺した。前世や前々世はロワジュディアンではないわけだが、自己同一性というのだろうか、日本人だった自分も、犬頭人ウルフニツドの父と猫耳人コーサニカの血を引く母との間に生まれたポマ村のラニィも、復ふく讐しゆうに燃えたアーカイムのギルヒーも、戦乱を逃れて平穏に暮らそうとした蜥蜴人サラマンのルカリックも、王子ピエトロジョーを支えようとした貴族の子弟アベルカイン・ララクルスも、自分自身だと感じる。やはりロワは複数回にわたって帝国に殺されたのだ。

　帝国はずっと憎かった。機会があれば意趣返しを試みたが、果たせなかった。

　これが初めてだ。何度も生まれ変わった末に、三砦の戦いで初めて帝国に土をつけた。リンゼリカの息の根を止めることはできなかったが、ロワはあの帝国を退けた。

　もっとも、まだ十分ではない。

　三砦の戦いの直後、東征軍は連合軍に追いたてられ、蹴散らされるだけだった。ところが、丸一日もたたないうちに、東征軍の一部が反撃に転じはじめた。東方元げん帥すいリンゼリカを失っても、東征軍にはまだ優秀な将帥が何人もいる。東征軍は敗れ、潰乱するかに見えたが、そうはならなかった。

　ロワは椅子から立ち上がり、背筋をのばした。居並ぶ錚そう々そうたる顔ぶれの視線がロワに集中する。緊張なんかしないと言ったら噓うそになるが、ここは一つ、虚勢を張るしかない。

「それでは、皆さんの総意をいただいて、総帥の任にあたらせていただきます」

　若輩の身ではありますが、よろしくご指導ご鞭べん撻たつのほど、といったような形式張った言葉を並べたくなるのは、かつて日本人だったからだろうか。それとも、自信がないのか。

　胸を張って、そんなことはない、自信はある、とは言えない。でも、これは一生に一度の、いや、一生に一度もない絶好の機会だ。宿敵と呼んでもいいだろう帝国に、勝つ。勝利を確実なものにする。ロワの考えでは、なおも簡単ではないし、道のりは険しく長いが、見込みはある。

「軍議を始めましょう。帝国をこの陸東から一掃するために」
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　孫そん子し曰いわく、戦い方というものは正攻法と奇策の二つしかないが、その組み合わせは無限で、とても極め尽くせない。

　正攻法とは、敵より多くの兵力をそろえ、兵へい站たんを整えて、真っ向勝負を挑むことだ。

　しかしながら、実際の戦場では、地理的な条件や、気候、政治的な状況、将兵の心理など、様々な要素が影響する。戦闘が開始した瞬間にはすべての面で味方が敵を凌りよう駕がしていても、突然の天変地異で何もかもがひっくり返るかもしれない。そこまで極端でなくても、戦況に変化を与える出来事はしばしば起こる。絶えず起こりつづける、と言ったほうがいいかもしれない。

　ゆえに孫子は、正攻法と奇策はぐるぐる回って互いの中に生じあい、その様はまるで終わりのない輪のようだ、と述べている。絶対に揺らぐことがない、恒常的な正攻法などというものは存在しないのだ。

　たとえば、東征軍はどうか。

　彼らは二十万以上という圧倒的な兵力を、北の凍いてつく涙の海、西の太たい砂さという二つの経路で陸東に送りこむことに成功した。そして、北と西からサンドストームの王都サイファを攻め、あっという間に陥落させて、橋きよう頭とう堡ほを築いた。

　凍てつく涙の海は、年中荒れくるう冷たい海で、小舟程度なら丸まる吞のみにするという氷蛇が棲すむ。太砂にしても、徒歩はもちろん、馬では横断できない、炎熱と寒冷が交互に襲いかかってくる大砂漠だ。いずれも一度、通り抜けたからといって、いつ行き来できなくなってもおかしくない。だからこそ、彼らはその両方を押さえた。

　だが、このように彼らは正攻法で陸東を侵略したのだ、と言えるだろうか。

「僕が東方元帥なら──」

　ロワはテーブルの上に広げた地図を指し示しながら説いた。しつこくロワを悩ませていた頭痛が、いつしか不思議とやわらいでいた。
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「こんな攻め方はしません。僕なら、サイファを落としたあとは、サンドストーム、コルビア、カザラシュ、それからマーティアまで完全に制圧して、防備を固めます。それから状況を見つつ、ランハッジかイスカリア諸国域に軍を進めるでしょう」

「それだと、だいぶ時間がかかるのではないか？」

　スカル王子の意見は正しい。

「ええ。年単位か、場合によっては十年とか、それくらいはかかるでしょうね」

「正攻法だよな」

　ジョーが、ふん、と鼻を鳴らした。

「イスカリアにあるような小国家だって、年中戦争してやがるが、そうそう滅びたりはしねえ。国くに盗とりってのは、そもそも大事業なんだ。帝国にしても、陸西であれだけでかくなるのに、二百年やそこらはかかってるんだぜ」

「今、東征軍の指揮をとっているとおぼしきゲルト・ファッツ将軍でも、おそらく僕と同じ戦略をとると思います」

「ファッツか。やつは嫌みなくらい堅実な野郎だからな……」

「優秀な凡人は、失敗しづらくて、高確率で最大限の利益を獲得できる方法を考えます」

　ロワはリンゼリカの顔を思い浮かべた。これから何度生まれ変わったとしても、彼女の面貌だけは決して忘れられないだろう。

「仮に、ですけど。賽子さいころを振って、一の目が出たらすべての望みが叶かなうとします。ただし、その他の目が出たら、何もかもを失う。賽子は振っても振らなくてもいい。皆さんならどうしますか？」

　何人かの出席者が首を横に振った。腕組みをして眉間に縦たて皺じわを刻んだ出席者もいる。

「──じゃあ、一の目が出たら一つだけ望みが叶って、他の目が出たら財産を半分だけ失う。これならどうです？」

「振るかもしれんな」

　と、世にも稀まれな美しい艶つややかな青い鱗りん皮ぴを持つイニオン・シーザが即答した。

　イニオンはもともと、ナハンドラの第二勢力であるシーザ党の若き党首だった。しかし、降伏論に傾いていた国主ラン・クリークが東征軍に殺された今、連合軍に与くみして生き残った主戦派のイニオンは、名実ともにナハンドラの最重要人物だ。神像のようなすばらしく見目形のいい蜥蜴人サラマンで、オライオンの友人で、野心家で、リスクを冒せる。ナハンドラきっての切れ者と評していいだろう。

「東方元帥は違いました。一の目が出ればすべてを手に入れられるのなら、彼女は賽子を振るでしょう。自分が振れば一の目が出る、出せると信じて、躊ちゆう躇ちよなく賽子に手をのばすのが彼女です」

「まるで十年の知己について語るかのような口ぶりだな、弟よ」

　ドゴシアンは小首をかしげて数回まばたきをした。兄は単純に不思議がっているだけのようだが、ロワは内心、焦った。十年どころではない、生まれる前から彼女を知っている。実際のところ、ロワは自然とそう考えていた。でも、そんなわけがないのだ。東方元帥リンゼリカ・フォーエヴァランスはロワと同い年だという。ただ、彼女と同じ顔をした女が、過去、たまたま帝国に、何人もいた。それだけの話だ。

　むろん、ロワもわかっている。いくらなんでも、そんなたまたまはありえない。きっと何かあるはずだ。が、それはいい。いや、よくはないが、優先すべき課題ではない。たやすく解明できる謎だとは思えないし、ひとまず脇に置くべきだ。

「……東方元帥の戦略については、ずいぶん考えましたから。彼女が描いていた絵図は、おそらくこうです」

　ロワは地図上のサンドストーム王都サイファ、アークラントの城都グンダナ、ヨルムンドの巨都ユグドラを指でなぞり、

「サイファから始まって、グンダナ、ユグドラ、そして──」

　さらに、陸東南部の雄国パルメアの黄金城ワードラ、同じく南部の強国ガルマンティーの首府スバーツへと指を動かした。

「ワードラ、スバーツ。これらを短期間で、次々と攻め落とす」

　ジョーが、へっ、と笑って肩をすくめた。

「アークラント、ヨルムンド、パルメア、ガルマンティー。一気に陸東四大国をぶっこ抜くってわけか。気宇壮大もそこまでいったら荒唐無稽だな」

「そうかな？」

「ああ？」

「ここにいる皆さんを信用して、あえて言葉を飾らずに言いますけど、……僕たち連合軍は、三さん砦とりでの戦いで負けていてもおかしくなかった。戦況は僕らに有利でしたが、東方元帥は個人的な武勇だけでぜんぶ覆そうとして、それは成功する寸前だったんです。僕たちが敗れて、東征軍が国境を突破していたら、今ごろどうなっていたでしょう？」

　ユグドラは丸裸に近かった。しかも、エラストローム王という大黒柱がいない。東征軍はすでに難攻不落のグンダナを陥れている。ユグドラは遠からず落ちただろう。

　ヨルムンドからパルメアを攻めるには、パルピオットとヤナロアを通り抜ける必要がある。両国とも、国力はヨルムンドの四分の一以下だ。加えて、どちらの国も連合軍に精鋭部隊を派遣している。

　東征軍はパルピオットとヤナロアを通過する。攻め滅ぼすのではない。押し通って、パルメアに入るだけでいい。パルメアにせよ、ガルマンティーにせよ、軍事力ではアークラントやヨルムンドには及ばないとされている。アークラントに続いてヨルムンドまで倒されたとなると、あるいは戦わずして帝国に屈服するかもしれない。

　ロワがわざわざ説明するまでもなく、軍議の出席者たちは理解したようだ。

　東方元げん帥すいの戦略は、決して荒唐無稽なものではない。

「……だが、何の意味がある？」

　スカルが呻うめくように言った。どうでもいいが、兜かぶとを脱いで髭ひげを剃そった鉄の王子の面差しは、武人というより文学青年のようだ。

「ユグドラ、……ワードラ、スバーツまで攻め落としたとしても、各国の民がすぐさま帝国に服するわけではなかろう。大きな都市や城じよう砦さいもある。ただ首都をとっただけでは、国を奪うことはできん。東征軍はこの陸東で敵に囲まれ、孤立するのではないか？」

「当然、そうなります」

　ロワはうなずいた。

「東方元帥は敵を撃破しつづけるでしょう。彼女は天剣の才に目覚め、軍人になって以来、ひたすらそうしてきたようです。彼女は支配を望んでいるわけじゃない。帝国の敵を打ち破って、勝利をえる。その勝利を帝国に捧げることが、彼女のすべてなんです」

「それは戦略などではない……」

　イニオンがそう言いたくなる気持ちもわかる。ロワも正直、リンゼリカが卓越した戦略家なのかというと、それは違うと思う。

「ですが、もし三砦の戦いで東征軍が、──いや、彼女が勝っていたら、そのままうまくいっていたかもしれない。どこかでつまずいても、彼女が敵を殺すことで打開する。戦略ではないとしても、彼女自身が戦術だという言い方はできます。そして、彼女が勝ちつづければ、帝国は負けない」

　リンゼリカはどこまで自覚的なのか。ひょっとしたら、本当に敵を叩たたき潰つぶすことしか、彼女の頭の中にはないのかもしれない。侵攻経路の選定や、その確保から、部隊運用等々、具体的な実務は、彼女の部下であるゲルト・ファッツら有能な将軍たちに任せてしまっても、滞りなく完遂されるだろう。事実、彼女が行方不明になって四日以上経過しているが、東征軍は崩壊していない。それどころか、日増しに態勢を立てなおしつつある。

「草の根を分けても、リンゼリカ・フォーエヴァランスの死体を見つけださないとならないのだもる」

　子供のようなルルバート王子の発言なので、違和感があるというか、一種、異様な感じがした。

「死体を磔はりつけにして骨になるまで天日で干さないことには、毛糸袋の中にもぐりこんで安眠できないのだもる。そうなると、東方元帥をしとめそこなったのは痛いのだもる」

　矮小族ドルガは毛糸で編んだもこもこの寝袋を使って眠る。そんなことはどうでもいいが、やはりルルバート王子が物騒な科白せりふを口にするのはしっくりこないし、微妙に怖い。

「んなこと言ったってな……」

　むっとしたときのジョーも、威圧感が尋常じゃなくて怖い。

「手負いの天剣持ちほどやべえもんはねえぞ。それに、天剣にも格があってよ。あの女は最上級だぜ。天剣持ち自体多くはねえが、あんなのはめったにお目にかかれねえ」

「その天剣持ちと実際に剣を交えただけでたいしたものだもるし、責めているわけじゃないのだもるが、傭よう兵へい隊長の分際で生意気なのではないだもるか？」

「こいつは失礼つかまつった。名高いヒューベリーの重兵団を率いるご立派な王子様の御ご前ぜんでござったな。俺んとこには、東方元帥と斬り結んだ天剣持ちと、利き腕と引き換えにあの糞くそ女に深手を負わせた剣豪もいるが、たしかに金ごときのために血で血を洗う下品な傭兵には違いねえ。口を慎むとするぜ」

「ジョー……」

　ロワが咎とがめようとすると、ジョーはベッと舌を出してみせ、腹を揺すって笑った。幸いなことに、この場にジョーと狐狼団ジヤツカルの実力と功績を認めていない者は皆無だ。ジョーもそれがわかっているから、傍若無人に振る舞っているのだろう。傭兵はある意味、金で命を売る商売だが、誇りは誰にも渡さない。表面的にこびへつらっても、心底から権力者を畏れ敬うことはないのが傭兵の矜きよう恃じだ。

　まあ、ジョーの場合、高貴な生まれだから、王族だの貴族だのを前にしても、もとよりなんとも思わないのかもしれない。

　ピエトロジョー・サントマルトリス。世が世ならとっくに一国の王になっていたはずの男は、どんな気持ちでスカル王子やルルバート王子と接しているのか。

　いや、それよりもっと訊ききたいことがある。

　リンゼリカと同じ顔をした天剣持ちの女を、ジョーは知っているはずだ。

　当時まだ三十歳くらいだったゲルト・ファッツらとともに、彼女は帝国第五征圧軍を率いてサントマルタンに攻めこんできた。

　名はたしか、シャルゼリカ・フォーエヴァランス。

　彼女たちはいったい何者なのだろう。かつてシャルゼリカを補佐していたファッツなら、きっと何か知っているのではないか。もし機会があったら、直接問い質ただしてみたい。ファッツに限らず、帝国の人々は変だと思わないのか。それとも、絶対種人間とやらの頂点に君臨する帝家の者たちは、近親婚が多くて血が濃いとかいった理由で、誰も彼も瓜うり二ふたつだったりするのだろうか。──きみはどう思う、ピエトロジョー？

　訊けるわけがない。

　ロワはアベルカイン・ララクルスではないのだ。ジョーもサントマルトリスの家名を捨て去って久しい。友だった二人は、それぞれ別の人生を歩んでいる。

「東方元帥の捜索はこれまでどおり、継続します」

「ヨルムンド領内は我々が」

　マクロバリが申し出ると、イニオンが続いた。

「ナハンドラは我らシーザ党が主導して捜索を行おう。ただし、現時点では戦闘と民間人の保護や避難を優先せざるをえない。……私もあえてこの場では率直に言わせてもらうが、東征軍が反撃に転じてくるとは思っていなかった。敵はあちこちで壕ごうを掘ったり、柵を巡らしたりもしている。まさか、この地に居座るつもりではないだろうが……」

　ロワはテーブルの端に並べてあった敵軍の模型を三つ手にとり、地図上に置いた。

「現在、確認されている東征軍の野戦陣地は、……三箇所ですね」

「一日やそこらで築いたとは思えない、なかなか堂々とした陣地だったぞ」

　ドゴシアンは東征軍の野戦陣地を自分の目で確かめてきたようだ。

「俺たち騎兵にとっては厄介だ。ただでさえナハンドラは、馬には酷だからな。かといって、手をこまねいて見ていたら、そのうち砦の一つや二つ建ててしまいかねん」

　イニオンが首を振った。

「それはまずい。多少の犠牲が出ることは覚悟の上で、虱しらみ潰つぶしにするしかないのか」

　ロワは自軍の模型を三つ、野戦陣地を示す敵軍の模型の前に移動させた。ファッツの脳内にある盤上でも、おそらくこれと似たような配置で敵味方の駒が並んでいるだろう。リンゼリカのような常軌を逸した人間が考えることは推し量りがたいが、ファッツは優秀でも常識人だ。理詰めで狙いを読むことができる。

　ロワは三つある自軍の模型のうち二つを、敵野戦陣地前から動かした。

「いいえ。僕らは敵の陣地を無視して、バーミット方面に軍を進めます」

「……そういうことか」

　スカル王子が唸うなった。

「ゲルト・ファッツはナハンドラに居座るつもりなどない。しかし、一時は潰走しかけた東征軍を立てなおす必要がある。野戦陣地の構築は、そのための時間稼ぎなのだな？」

「はい。そもそも、補給線が攪かく乱らんされ、寸断される中、ヨルムンド侵攻を強行したことで、東征軍は失敗しました。東方元帥ならいざ知らず、ファッツの方針は撤退のはずです。アークラントまで退き、凍いてつく涙の海を越えてカザラシュからコルビアに至る北経路と、太砂経路、そして、コルビアからランハッジ、ダナロア、アークラントまでの経路、この三つを盤石なものにする。その上、タイシュを押さえれば、陸東の半分近くが帝国のものになるんです。あとは時間をかけて、じっくりと南下すればいい。数十年後には、陸東全域が帝国に組み込まれているでしょう」

「……ぞっとしない未来予想図だもる」

　ルルバート王子は拳を握りしめただけで、テーブルに叩たたきつけはしなかった。

「すると──」

　スカルが立ち上がって敵軍の模型をバーミット方面に動かした。

「退路を絶たれたくない敵は、早急に移動するしかない。放っておいても陣地は放棄されるだろう」

　ロワはうなずいて、一つだけ動かしていない自軍の模型を指し示した。

「ですが、一部隊だけは野戦陣地を牽けん制せいしつつ、敵が逃げはじめたら追撃します。この役目はイニオン党首にお願いしたい」

「心得た」

　短くそっけない返事だったが、ロワはむしろ頼もしく感じた。

　イニオンの目標は明確だ。東征軍をナハンドラから追い払って、国主になる。そのためなら、彼は全身全霊を捧げるだろう。連合軍との利害が一致している限りにおいて、彼とシーザ党の蜥蜴人サラマンたちはあてになる。ただ、彼らは祖国を離れてまで連合軍のために戦ったりはしない。極端に言えば、自らが所属する党のためには喜んで身命をなげうつが、親兄弟が行き倒れになっていても一顧だにしないのが蜥蜴人サラマンなのだ。親も、兄弟も、選べない。党や友人は選べる。だから蜥蜴人サラマンは、党や友人を何より大切にする。

　オライオンはイニオンの友人だが、ロワはそうではない。イニオンの信頼を勝ちとり、友と認めてもらいたければ、彼を勝たせて国主にすることだ。

「ファッツはナハンドラで東征軍を再編制し、我々連合軍の戦力を削れるだけ削った上で、整然とアークラントに戻るつもりです。そうはさせない。連合軍の主力が野戦陣地を迂う回かいして進軍すれば、東征軍は泡を食って逃げ帰るしかなくなります。僕らはあくまで敵に余裕を与えない。太砂経路は砂の民と連携して絶ちます。北経路も、カザラシュのウシロパ殿が搔かき乱してくれています。タイシュが後押ししてくれれば、北経路を分断することも可能でしょう」

「勝算があると見れば、大たい君くんはすぐにでも軍を動かすだろうな」

　と、ドゴシアンが断言した。

「大君は、カザラシュの王だった観かん嶄ざん家とは折り合いがいまいちだった。カザラシュの嶄族は総じてけちだが、観嶄家の連中はとくにしみったれだからな。しかし、我が友ウシロパは羅ら嶄ざん家の出だ。ウシロパを王につけてやれば、一生でかい顔ができる。大君は見み栄えっ張ぱりだし、勝ち戦を見逃すような間抜けではない」

　兄の養父であるタイシュの大君ハズリットが聞いたら、どんな顔をするだろう。ここに大君がいるわけではないが、もうちょっと言葉を選んだほうがいいのではないかと、つい余計な心配をしてしまう。

「言いたい放題じゃねえか」

　ジョーがそっと呟つぶやいた。見れば、悪相をにやつかせている。どうやらドゴシアンのことが気に入ったようだ。

　じつはロワも、この兄をかなり好ましく思っている。

　魔王ゴウドリックⅢ世が討たれてから、二ヶ月半。

　魔王の長男ヘルメル王太子、そして三男ディアナンも戦死した。城都グンダナは東征軍の手中にあり、アークラントは国の体ていをなしていない。魔王はいまだ不在のままだ。

　次の魔王は誰なのか。

　魔王の血を引く者は複数生存している。たとえばロワが魔王になると言いだしたら、その途端、魔王位を巡る争いが巻き起こるだろう。

　アークラントに限らず、どの王国でも継承順序というものが定められている。現時点における継承順一位は、ゴウドリックⅢ世の次男、ドゴシアンだ。

　つまり、ドゴシアンが魔王位の継承を宣言し、国内外でそれが認められれば、彼は魔王ドゴシアンとして即位できる。

　現状では障害が多いが、仮に連合軍がグンダナを奪回すれば、ドゴシアン自身が望まなくてもそうなるだろう。何しろ、ドゴシアンは連合軍の一翼を担っているし、タイシュの大君という後ろ盾もある。それに、ロワもドゴシアンを支持する。

「我々連合軍は、東征軍をアークラントに閉じこめて、包囲殲せん滅めつします」

　ロワは一つ息をついた。目の前にリンゼリカの顔がちらついて、とにもかくにもあの女を捜しだすのが先決なのではないかと考えそうになる。

　いいや、だめだ。

　ファッツに時間を与えるわけにはいかない。リンゼリカはヨルムンドの深い森の奥で死に、狼おおかみや熊の餌になっているかもしれないのだ。東方元げん帥すいの捜索はマクロバリの部下たちに任せて、ロワは戦いに専念すればいい。

「東征軍を討ち果たしたら、各国の連携を強化して、金輪際、帝国には陸東の土を踏ませない。亡き魔王ゴウドリックⅢ世が掲げた、百族協和の理念。連合軍は、──これから僕たちが成し遂げる勝利は、その礎になります。どうか皆さんの力を貸してください」







[image: Ⅱ章　盤上で踊る僕たち私たち]

　豹蜥蜴リパードの独特な揺れ方にはいいかげん慣れているはずなのに、ときどきものすごい吐き気が襲ってくる。歯を食いしばって我慢していると、そのうちましになるのだが、体が楽になることはない。

　何せ、行けども行けども、ぬかるんだ草地だの、霧深い谷だの、浅い川や沼だのばかりで、平へい坦たんな道はほぼ皆無なのだ。誰にも言っていないが、ロワはナハンドラが嫌いになりかけていた。というか、すでにけっこう嫌いかもしれない。

　まがりなりにも連合軍総帥だ。恥ずかしくない程度には恰かつ好こうをつけたい。というか、多少は恰好をつけないとまずいので、アルノワに豹蜥蜴リパードの手綱を握ってもらい、その後ろに乗って、彼女にしがみついているというわけにはいかない。ロワはちゃんと一人で豹蜥蜴リパードにまたがっている。

　連合軍は敵野戦陣地群を迂回しつつ、百五十リーク、すなわち約六百キロの道のりを移動して、東征軍の退路を遮断しようとしている。

　もっとも、塞げなくてもいい。塞ごうとして東征軍の撤退をうながすのが目的だから、そこまで急ぎに急ぐ必要はない。足の遅い歩兵や輜し重ちよう部隊が一緒だし、ロワも彼らと足並みをそろえて、ゆっくりと豹蜥蜴リパードを進ませている。

　正直、楽をさせてもらっている。そのはずなのに、ちっとも楽じゃない。

　根本的な原因は体力不足だが、最大の直接的な要因は頭痛だろう。

　頭全体が重ったるいこともあれば、後頭部がきりきり痛むこともある。たまに頭の中心に向かって恐ろしい激痛が走り、叫びたくなる。

　この痛み方からして、いわゆる偏頭痛とは違う。まったく痛くない時間のほうが少ない。ひょっとして、何か悪い病気なんじゃないの、これ。たとえば、脳のう腫しゆ瘍ようとか。

　不安だが、どうしようもない。

　どの地域や国でも似たり寄ったりで、医療従事者といえば薬くす師しや聖職者、あとは呪術師くらいだ。

　呪術は当然、お話にならないし、迷信扱いする者も少なくない。聖職者の祈りは気休めだ。信仰心が厚い者には、プラセボ効果があるかもしれない。

　薬師が調合する薬は、経験的、実証的に効用があると認められているもので、それなりに効く。ただ、即効性はあまり期待できない。有効成分を特定して抽出するような高度な技術は確立されていないから、やむをえないだろう。

　ただ、薬師たちが、霊薬、パニシール、エリクラート、等々、いろいろな名前で呼ぶ鎮痛薬は例外だ。

　その主原料となっている植物は、ケシとよく似ている。というかたぶん、ケシだろう。ケシといったら、アヘン、モルヒネ、ヘロインの原料だ。

　アサにそっくりの草も広く用いられている。そう。マリファナのもとである、大麻だ。

　どうしても痛い、苦しい、耐えられない、と騒ぐ患者がいると、薬師は奥の手を出す。大金と引き換えに、霊薬という名のドラッグを与えるわけだ。悪気はないだろう。薬師たちはそれがまさしく万能薬で、切り札だと信じているし、実際、患者は鎮静したり、ハイになったりして、束つかの間ま、苦痛から解放される。もっとも、病気が治るわけではない。

　霊薬とやらは劇薬だ。

　まあ、量を過ぎれば何でも毒なのであって、適量の毒は薬になったりするのだが、日本の医療を知っているロワとしては、そこまで薬師たちを信頼できない。はっきり言ってしまうと、怖い。いくらすすめられても、霊薬のたぐいだけはおいそれと服用する気にはなれず、かたくなに拒んできた。

　霊薬は貴重で、高価だ。それでも、従軍している薬師に頼めば、処方してくれないこともないだろう。いや、総帥なのだ。確実にもらえる。

　いけない、いけない。

　豹蜥蜴リパードに揺られながら、こんなことばかり考えている。

　ただの慢性頭痛なのかなあ、とか。ただの慢性頭痛って何だよ、とか。やっぱり脳腫瘍とかなのかなあ、とか。だったら終わりだろうなあ、助からないよなあ、とか。

　外傷の外科的な処置、切ったり焼しよう灼しやくしたり縫ったりなどは、わりとよく行われる。一部の大胆な薬師は、開腹して内臓の腫れ物、つまり腫瘍の切除を試みることもあるようだ。薬師ではなく、医師を名乗る者もいると聞く。この世界でも医学は進歩している。

　とはいえ、脳の手術はまだハードルが高いだろう。衛生に対する意識が低いので、感染症も危惧される。抗生物質もない。発明できたらいいのだが、残念ながらその方面の知識は皆無だ。生まれ変わると知っていたら、要点だけでも勉強しておいたのに。

「ロワジュディアン様」

　アルノワが馬を寄せてきて、囁ささやいた。

「お加減がすぐれないのであれば、どうかおっしゃってください」

　言ったってしょうがないじゃないか、どうにもならないんだから、と口に出しそうになって、我ながら驚いた。アルノワに八つ当たりしてどうする。それこそ、どうにもならない。何の意味もない。

「放っておけよ」

　ロワの豹蜥蜴リパードのすぐ脇を歩いているダーリャが、吐き捨てるように言った。

「そのタマなし軟弱野郎だって、必死でやせ我慢してるんだ。てんで我慢しきれてないけどな。見苦しいったらありゃしない」

「口を慎みなさい、外道」

　おーい、アルノワさーん、言い方、言い方、と注意したいのはやまやまだが、気力が湧いてこない。喉も若干いがいがする。できればしゃべりたくない。頭が痛いし。

「外道とはご挨拶だな、銀髪子供」

「ぎっ、……わ、わたくしは、子供ではありません！」

「ああ、そうなのか。やたらと平べったいから、クソ生意気な子供なのかと思った」

「平べっ……」

「ガキだから成長してないわけじゃなくて、ガキでもないくせに成長してないんだな」

「なっ、何たる言い種ぐさっ……！」

「べつに気にすることはないさ。乳なんかあったって、戦うとき邪魔なだけだ。かえってうらやましいよ。まったく、女ってのはめんどくさいよな。何の役にも立たないのに、無駄に出っぱってくる」

「……皮肉ですか、それは」

「おまえは平べったくていいなって話をしてるんだろ。どこをどうねじ曲げたら、皮肉に聞こえるんだか」
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「あ、あのぉ……」

　さすがに無関係を装っていられなくなった。

「……何か言わなきゃ、とは思うんだけど。……何を言ったらいいのかな。ちょっと思いつかない。……考えると、頭が痛いし。……ほんと、何だこれ。ずっと痛い。……ひどいな。痛くてさ。何がなんだか、もう……」

「ロワ、おまえ、何をぶつぶつ呟いてるんだ？」

　見れば、ダーリャが鞍あん上じようのロワを仰いで眉をひそめている。

「……あれ？　僕、声に出してた？」

「大丈夫か、おまえ？　いや、大丈夫ではないんだろうけどな……」

「あぁ、うん、や、心配してくれるのはありがたいけど──」

「誰が心配なんかするか！　思い上がるな、鼠ねずみの尻穴！」

　ダーリャはそう怒鳴ると、ぷいっと前を向いた。

「鼠の、尻穴……」

　今までダーリャにはずいぶん面めん罵ばされてきたが、この表現は初めてだ。斬新、ではべつにないか。でも、ちょっと新鮮で、罵ののしられた感じがあまりしない。

「勘弁してやってくれや、嬢ちゃん」

　ジョーが黒馬を進めてきて、へっへっ、と野卑な笑い声を立てた。

「うちのお姫さんはちいとばかし育ちが良くねえからよ。これで中身は口ほど悪くねえんだ。俺としちゃあ、外道呼ばわりはどうかと思うぜ」

「その点については、言葉が過ぎました。申し訳ありません」

　アルノワは素直に頭を下げたが、ただし、と付け加えるのを忘れなかった。

「わたくしも侮辱を受けました。彼女に謝罪されたわけではありませんので、許すつもりは毛頭ありません」

「……そうか。まあ、みんながみんな、お手々つないで仲よしこよしって具合にもいかねえだろうしな」

「そうですね。彼女とはとくにありえないでしょう」

「こっちから願い下げだ！」

　と、ダーリャがぬかるんだ地面を蹴りつけて叫んだ。

　またアルノワが言い返して、そこから一ひと悶もん着ちやく起きるのではないか。ひやひやしたが、そうはならなかった。アルノワは、ダーリャの声など耳に入らない、とでも言わんばかりに無視している。

　ああ、それはそれで、ダーリャがキレちゃいそうだなあ。

　やめて欲しいんだけどなあ。

　頭が痛いんだよなあ……。
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　天地一統全界太平恒久不滅絶対種人間乃帝国──エヴァラスティアの、人暦一一一年に始まった陸東侵攻については、膨大な記録が残された。

　帝国軍の大隊以上には、従軍筆記官という軍属が配置される。従軍筆記官は軍ではなく帝国公文書院に所属し、見聞きしたありとあらゆる出来事を書き記して、院に提出するのが務めだ。

　帝国公文書院には、従軍筆記官以外にも、情報を収集して文書化する専門の官吏が大勢いる。

　民間の図書や手記などを収集し、公文書として帝国公文書院に所蔵する仕組みも、人暦九〇年代から整備され、運用されていた。その一部は、帝国の二等以上の戸籍を有する者、いわゆる絶対種人間ならば、民間人であっても申請して許可をえることで閲覧することが可能だ。そうした公文書や独自の調査、研究をもとにした評伝、軍記物のたぐいも流通している。

　記録によれば、三さん砦とりでの戦いで東方元げん帥すいリンゼリカ・フォーエヴァランスが行方不明になると、序列に従ってゲルト・ファッツ将軍がすみやかに東征軍を掌握した。

　アン・デュー将軍や、純潔騎士団筆頭騎士ミカエル・ベアトリクスは、東方元帥を捜索すべしと再三主張したが、ファッツはとりあわず、ほとんど黙殺したようだ。

　東征軍の過半は、算を乱して逃走している状態だった。そこでファッツは、ナハンドラに入ってすぐ、野戦陣地構築に適した場所を選定した。味方がいて、身を守ることができ、餓うえる心配もない。そんな安全地帯があると知れば、兵たちは勝手に集まってくる。

　第一から第三まで、三箇所の大規模野戦陣地を築き、まずは兵の逃亡、脱落を食い止める。ファッツにしてみれば、これはまったく合理的な判断だった。

　帝国軍は元来、土木工事を得意としている。凍いてつく涙の海を渡る北経路の確立においても、ファッツ麾き下かの工兵隊が港や中継拠点を建設し、ボーン人の土地ミドラムボーンの凍土に道路を切り開いた。東方元帥は機動戦を好んだが、ファッツは陣地を利用した野戦や攻城戦で幾多の武勲を立てていた。

　ファッツはさらに、アン・デューの光こう核かく騎き兵へい隊たい、ミカエルの純潔騎士団、ハーマイン・ロメの竜騎兵団、ニエ・ゾキアの魔導兵団など、依然として高い士気を維持している部隊には、追ってくる連合軍を積極的に迎撃させた。だが、局地戦で優位に立ってもすぐに部隊を移動させ、不利になればすぐさま後退を命じた。

　東方元帥やアン・デュー、ミカエルのような天剣持ちではないが、ゲルト・ファッツは模範的な帝国軍人で、老いてなお屈強な武人でもあり、その体力は衰え知らずだった。

　ファッツは、間断なくもたらされるすべての報告に耳を傾け、息つく間もなく命令を下した。自分の指示が徹底されているかどうか入念に確認し、守られていなければ厳しく督促した。ほとんど不眠不休で、兵たちには椅子に座る姿すら見せなかった。

　東征軍は急速に態勢を立てなおしつつあった。

　三砦の戦いに東征軍が投入した兵は、約十三万五千人。死者は二万人に上り、これに加えて、負傷者や脱走兵を含め、一万五千人が離脱した。帝国史上稀まれに見る大敗だった。

　それでもなお、東征軍は十万人ほどの兵員を擁しており、人暦一一一年十一月末日の時点で、ファッツはその半ばを手足のように動かすことができた。

　対して連合軍は、オライオンが最大軍ハルマルクスを連れて前線を離れたことにより、総兵力はおよそ二万六千人だった。連合軍には十人力の巨人族兵千五百人ほどがいるとはいえ、数の上では東征軍が大きく上回っていた。

「至急！　至急！」

　伝令兵が白い息を吐きながら第一野戦陣地の本営に転がりこんできて、ひざまずいた。

　本営といっても急ごしらえで、掘っ立て小屋と大差ない。また、ファッツの言葉をそのまま引用すれば「戦場の気配を感じとれるように」、前面の壁が取り払われていた。夜が深まり、程なく月が変わる。本営詰めの幕僚たちの中には震えて自分の腕をさすっている者もいたが、ファッツはいつもどおり事もなげに伝令兵を一いち瞥べつした。

「何か」

「ハッ！　第三野戦陣地！　蜥蜴人サラマン兵の攻撃を受けており、防戦中です！」

「この第一、第二に続き、第三もか」

「ミカエル・ベアトリクス筆頭騎士が、反撃のご許可をいただきたいと！」

「反撃は許可しない。別命があるまで陣地の防衛に徹するよう、第三野戦陣地の筆頭騎士に伝えよ」

「ハッ！　第三野戦陣地は防衛に徹します！」

　伝令兵が本営から飛びだしてゆくより早く、ファッツはそばの幕僚に声をかけた。

「第二野戦陣地のアン・デュー将軍にも、打って出るなと重ねて命じよ」

「はい！　ただちに！」

「相も変わらず慎重ねえ、ゲルト」

　本営で寒さを感じていないのは、ファッツをのぞけば彼女だけかもしれない。

　彼女は見るからに異様だった。まず、この本営には女性が彼女一人しかいない。それはさておくとしても、将帥用の機能的な軍装をまとっているファッツと違って、彼女は目を背けたくなるような、もしくは逆に、目が釘くぎ付づけになってしまいそうな、肌も露あらわな装束しか身につけていない。なぜ平然としていられるのか。

　一言でいえば、魔術師だから、ということになるだろう。

　彼女はたいていベールを下ろしているが、素顔は透けて見える。厚化粧を施しているものの、面立ちからすると十代の女性だ。それでいて、若い娘らしくはない。彼女は艶なまめかしいが、情欲より恐れを喚起する。白く滑らかな肌に血の気がないわけではないのに、どうしてか死し人びとを連想してしまう。

「ニエ・ゾキア」

　ファッツの声音に誤解しようのない嫌悪が滲にじんだ。彼に接したことがある者ならば誰でも知っているように、これは大変めずらしいことだった。

「親しげに呼ぶな、魔女め」

「ファッツ将軍？　いやだわ、そんなの。堅苦しくって。窮屈だと、あたし、何もかも脱ぎ捨ててしまいたくなるの」

　ニエ・ゾキアも、れっきとした東征軍の鉄血の右手アイアンブラツドと称されし五大将軍の一人である。彼女が率いる魔導兵団は、総勢百名に満たない少人数とはいえ、全員が魔術の研究者であり、実践者でもあった。

　魔術の詳細は高度な軍事機密だが、帝国はそれを勢力拡大の一助としてきた。もっとも、一人が百人に値するかのように優遇される魔術師たちを、こころよく思わない帝国軍人も少なからずいた。

「貴様がどうしようと一向にかまわんが」

　公平無私の権化のようなファッツだが、ニエ・ゾキアだけは蛇だ蝎かつのごとく忌み嫌っており、その感情を隠そうともしなかった。

「ただ我々の妨げにならんよう、口をつぐんでいろ。微動だにしなければなおよい」

「ずいぶんねえ。それじゃまるで、あたしはのけ者で、我が帝国軍の一員じゃないみたいじゃないの。東方元帥閣下がご不在の今、そんな言い方をして軍内に亀裂が入りでもしたらどうするのかしら。真っ黒だった髪もお髭ひげも真っ白になるまで、せっせと経験を積んできたファッツ将軍のなさりようとは、とても思えないわ」

「このゲルト・ファッツが老ろう爺やなら、貴様は老婆だ。私と貴様は長い付き合いだからな」

「おばあちゃんに見える？　ぴちぴちのあたしが？」

「外見を偽ることはできても、熟れすぎた魂の腐臭までは隠せん」

「果物も女も、腐りかけがおいしいのよ、ゲルト。味見してみる？　それとも、女は若ければ若いほうがいいクチかしら。精力絶倫で、遊びに遊び尽くしたあげく、家柄と見てくれしか取り柄がないお馬鹿な生娘たちを、さんざん食い散らかしたあなただものねえ」

　ただでさえ冷たい本営内の空気が、張りつめて凍てついた。

　二人の不和は今に始まったことではない。幕僚の中には、ニエ・ゾキアと魔導兵団を第二か第三野戦陣地に配置してはどうかとファッツに進言する者もいた。だが、ファッツは聞き容いれなかった。

「敵の当たりが弱い」

　二人の間で緊張が極限まで高まると、ファッツはいつもあっさり矛を収めた。

「蜥蜴人サラマン兵だけというのも気になる。魔女よ、貴様はどう思う」

「そうねえ……」

　一方のニエ・ゾキアも、ファッツが引き下がれば押しはしない。

　帝国軍は、というよりもエヴァラスティア皇帝家は、伝統的に魔術師を重用してきた。しかし、将軍にまで登りつめた魔術師は二人しかいない。

　ニエ・ゾキアはそのうちの一人であり、軍歴は人暦一一一年で四十年を超えていた。

　つまり、ファッツとニエ・ゾキアは帝国軍人として、ほぼ同期なのだ。

「推測しかできないけれど、本気であたしたちの陣地を落とそうとしてるわけじゃないことは間違いないでしょうねえ。少なくとも、今のところは。それか、小手調べか下準備の最中で、本格的な攻勢はこれからなのかもしれないわ」

「その可能性はむろんある」

「でも、あなたはそう考えていないのね？　ロワジュディアン・ヨルテュール。あの子は策士だわ。大きな地図の上で絵筆を滑らせて、図ずう々ずうしく大がかりな絵を描いてしまう。あなたはあの子を警戒しているのね？」

「当然だ。あの者がいなければ、おそらくこのナハンドラで決着がついていた」

「賢い子は指す手、指す手に、表と裏があるものだわねえ。あなた、この攻撃は陽動じゃないかと疑ってるのね？」

　ファッツは肯定も否定もせず、幕僚に声をかけた。

「ロメ将軍を呼べ。飛竜を飛ばしてもらう。大至急だ」
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　天幕の中にアルノワが整えてくれた寝床で横になると、頭痛はましになったが、そうしたらそうしたで、ああでもないこうでもないと際限なく考えてしまう。

　明るくなるまで行軍を停止して、全将兵が代わる代わる休みをとっているし、移動はこれからもずっと続くわけだから、とれるときに睡眠をとっておきたい。

　ロワは寝ようとした。何度か意識が途切れ、自分の鼾いびきを聞いてハッとしたりもしたので、少しは眠れたのではないかと思う。

　夜は明けているだろうか。微妙なところだ。

　天幕は一人用で、正座すると頭がぶつかるほど狭い。なるべく小さい天幕がいいとロワが指定した。大きい天幕だと、たぶんアルノワがつきっきりになる。正直、そばにいてくれると安心できるのだが、アルノワにも多少は休んで欲しい。

　のっそりと身を起こし、芋虫のように天幕から這はい出た。まだ薄暗い。途端に、

「ロワジュディアン様」

「ロワ」

　と、両脇から名を呼ばれた。二人とも、毛布にくるまって地べたに座ってはいるものの、眠りこけていたような様子はない。

　案の定、というべきか。二人は天幕のすぐ外で、ロワを守ってくれていたらしい。

　アルノワはわかる。ずっとそうだった。そこまでしてくれなくていいから、とロワが頼みこんだとしても、アルノワは聞いてくれない。

「……なんでダーリャまで」

「あぁ？　おまえはあたしらの雇い主なんだぞ。金を払うのはヨルムンドだけどな。おまえはヨルムンドの王女のヒモなんだし、連合軍の頭かしらだから、まあ雇い主だろ」

「そう、……だね、まあ。そういうことになるかな」

「雇い主を護衛するのに特別な理由がいるか？　おまえがくたばったりでもしたら、あの、何だ、ライオンだったか」

「オライオンね」

「それだ。オライオン。あのやたらと見み栄ばえのする巨人族のにいちゃんが、金を払い渋るかもしれないじゃないか」

「義兄あに上うえは吝嗇けちな人じゃないし、そういうことはないと思うけど……」

「わかるもんか。貴族だの王族だのは、庶民なんか虫けら同然だと思ってるからな」

「果たして、身分の上下だけが問題でしょうか」

　アルノワが、ふっ、と微かすかに笑ってそう言うと、ダーリャは一瞬で殺気立った。

「言いたいことがあるならはっきり言えよ、平べったいの」

「あなっ！」

　アルノワは声を荒らげそうになったが、ひとまずこらえた。

「……あなたは最低限の礼節を知るべきです。他を侮り軽んじる者が、自身だけ重んじられることを望むなど、笑止千万」

「すぐそうやって小難しいことをまくしたてて、どうだ、みたいな顔をするんだよな、上流階級とやらの連中は。おまえこそ、礼儀を知らないんじゃないか？」

「わたくしの母は酌婦でした。上流階級では決してありません」

「ふうん。どうせあれだろ、親父おやじはやんごとないやつで、その引き合いで侍従だか何だかになれたんだろ。よかったな、せいぜい親に感謝──」

「ちょ、ちょ、ちょっと待って！」

　ロワは二人の間に割って入った。いや、もともとロワは二人に挟まれているのだが、それだけにこの口論は耐えがたかった。

「やめよう、ていうかやめて、そういう話は建設的じゃないっていうか、ね？」

「ずいぶん平べったいのの肩を持つな、ロワ。おまえも偉くなって、すっかりそっち側ってわけか。ああ、おまえは魔王の息子だから、もともとそっち側か」

「呆あきれて物が言えません」

　アルノワはこれ見よがしにため息をついた。

「あなたとロワジュディアン様は戦友であり、……兄妹のような間柄でもあると聞き及んでおります。これまでロワジュディアン様の何をごらんになってきたのですか？」

「ロワジュディアンなんかじゃない！」

　ダーリャは立ち上がった。

「あたしが知ってるのは、ただのロワだ！　意気地なしで、口ばかり達者で、へそ曲がりで、尻の穴から出てきたようなへなちょこ野郎のくせに、仲間を死なせたくなくて、今にもくたばりそうな情けないツラで頭をひねりまくってる、正真正銘のクソッタレだ！」

　褒めてるんだか、けなしてるんだか、わからないよ、ダーリャ……。

　あと、頭が猛烈に痛かったりもするよ……。

　周りで寝ていた将兵たちが、みんな起きだしてこっちを見ている。これでも連合軍総そう帥すいなので、何かコメントするなり、穴を掘って入るなりしたほうがいいのかもしれないが、ロワは地蔵のように固まっていた。地蔵って。ここにはないから、そんなもの。

　アルノワがゆっくりと立った。

　ロワ越しにアルノワとダーリャが対たい峙じして、すさまじい眼光を飛ばしあっている。気のせいだろうか。錯覚に違いないが、バチバチ音がする。

「奇遇ですね」

　と、アルノワは、──拍子抜けというか何というか、笑みを浮かべた。

「わたくしが敬愛するロワジュディアン様も、まさしくそのような人物です。環境や立場はしばしば人を豹ひよう変へんさせるものですが、ロワジュディアン様は傭よう兵へいだったころから変わられていないのでしょう」

「……わかってる」

　ダーリャはうつむいて、右手で自分の左腕をきつく握った。

「あたしだって、こいつが今も同じロワだってことはわかってるんだ。いつの間にか嫁さんなんかもらいやがって。ずいぶん偉くなって、あたしたちを顎あごで使ったっておかしくないのに、こいつは変わらない。……どうしたらいいか、わからないじゃないか」

　べつに、どうもしなくていいんだよ、昔のままで、──と言いたいところだが、本当にそうなのか。

　考えてみれば、ロワは王族の端くれで、連合軍総帥で、妻帯者なのだ。

　アルノワは侍女だし、秘密だが妹でもある。とくに問題はない。タマミナ公認だし。

　しかしながら、ダーリャは事情が違う。

　正直、ロワはダーリャのことなら、わりと何でも知っている。初潮が来たと打ち明けられ、なんで女は股から血が出るんだとぼやかれて、男はちんちんやキンタマから血が出ないのかと訊きかれ、出ないよと答えたら、見せてみろと服を脱がされたのはいい思い出だ。いや、よくはない。むしろ最悪の記憶だが、とにかくダーリャはあけすけで、同い年のロワに隠し立てすることはなかった。ロワも、生まれ変わってきたことをのぞいて、尋ねられればだいたい何でも話した。気の置けない、まさしく兄妹のような関係だった。

　お互い子供だったし。いいや、二人とも十八歳だ。もうとっくに子供ではなかった。

　いつしかロワは、ダーリャの裸を直視しないように気をつけていた。

　ダーリャは頻繁にロワを殴ったり蹴ったり、ヘッドロックをかけたりした。ロワのほうからダーリャにふれることはなかった。

　異性だしなあ、という思いがあったからだ。いやらしいことを考えちゃだめだ、兄妹みたいなものなんだし、というふうに自分を戒めたことも、一度ならずある。ロワのように生気が乏しい人間でも、生理的な現象として溜たまるものは溜まるので、ある種の衝動が避けようがなく沸いてきたりもするのだ。けれども、ダーリャをそういった対象と見なして自分を慰めるようなことはしないほうがいい。一回やってしまうと歯止めが、ね？　きかなくなっちゃったりするかもしれないし。変に意識するようになるのも、いやだし。

　明らかにダーリャは、ロワにとってもっとも身近な異性だった。経験上、身近に異性がいると、好きになってしまう可能性が高い。

　好きか、好きじゃないかで言えば、それはまあ好きなのだが、そういう好きとは違っていて、戦友でもあるし、色恋の要素を抜いた愛、みたいな、そんな感じ？　だろうか。恋心を抱いたことはないと思う。恋じゃない、初恋の相手、みたいな？　何だそれ？

　ロワは頭を抱えた。脳が破裂して頭ず蓋がいが割れそうだ。

「いっ、つっ……」

「ロワジュディアン様!?」

「どうした、ロワ!?」

　アルノワとダーリャがいっぺんに飛びかかってきて、揉もみ合いになった。

「おい、どけ、平べったいの！」

「あなたこそ邪魔です！　無骨な手でロワジュディアン様にふれないでください！」

「不ぶ恰かつ好こうな手で悪かったな！」

「わたくしは無骨と言ったのです！」

「似たようなものじゃないか！」

「あのさ、二人とも、頼むから大きな声、出さないで、響くんで……」

「も、申し訳ありません！　もとはと言えば、このかたが……」

「あたしのせいかよ！　あっ、でかい声、出さないほうがいいんだったな」

「そ、そうでした……」

「ごめん、すぐ落ちつくと思うから、ちょっと放っといて……」

　ロワはうずくまった姿勢で深呼吸をしたり、まばたきをしたり、こめかみや鼻の付け根、耳の後ろや、第一、第二頸けい椎ついのあたりを揉んだりしてみた。もしかすると、うつむいているのがよくないのか。上を向いてみる。いつの間にか、空が白みはじめていた。

「……ん？」

　ロワは目を凝らした。頭痛の影響による幻覚か何かだろうか。だとしたら、いよいよ脳のう腫しゆ瘍ようの疑いが強まる。でも、あれは違う。

「鳥、……かな」

　晴れているのか曇っているのかはっきりしない灰色の濃淡に塗り潰された空を、何かが飛んでいる。もうすぐ日の出だ。鳥が起きだす時間帯ではある。上空をゆったりと旋回しているので、鷹たかや鷲わしといった肉食の鳥だろうか。

「鳥だと？」

　ダーリャは振り仰ぐなり、

「……いや、鳥じゃないだろ。どう見たって、あれは」

　アルノワもそれに視線を向けている。

「違いますね、あれは──」

　ロワはそこまで目がいいわけではないので、大小や形までは判別できない。ただ、二人が鳥ではないと言った瞬間、痛む頭に浮かんだ可能性は一つだった。

「飛竜か。……東征軍に見つかった。予定どおりだ」
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　ハーマイン・ロメは帝国二等戸籍を有していた。

　帝国において、特等、一等、二等までの戸籍を所有する者は皆、絶対種人間と見なされる。ゆえに、ハーマイン・ロメは絶対種人間である。しかし、彼女は黒い毛髪も赤い瞳も持たなかった。それどころか、彼女は耳が大きくかつ有毛であり、尻尾が生えていた。彼女が猫耳人コーサニカの血を引いているのは、誰の目にも明らかだった。

「よし、いいぞ、ツァーディ」

　帝国軍に入隊後、竜騎兵の従卒になると、ロメは間もなく頭角を現した。独特の調教法で気性に難がある竜を次々と手て懐なずけて竜騎兵に昇進、たちまち名うての乗り手となった。飛竜を飼い慣らせるのは、帝国広しといえども彼女だけだった。

　ロメを背にのせた若い飛竜ツァーディが、翼を大きく羽ばたかせて減速しながら、着地しようとしていた。彼女はツァーディの首にしがみつくようにして、その耳みみ許もとでさかんに、いいぞ、いいぞ、と囁きかけた。

「降りろ、ツァーディ、そっとだ、いいぞ、いい、いい子だ、ツァーディ」

　ツァーディは第一野戦陣地に降り着き、ぐっと身を沈みこませて翼を畳んだ。しかし、ロメはまだツァーディから離れようとしなかった。

「よかったぞ、ツァーディ、本当にいい子だ、偉いぞ、ツァーディ、よし、よし」

　褒めるだけではない。飛竜のイグアナを思わせる小ぶりな頭部を撫なでさする。接せつ吻ぷんする。ただ唇を押しつけるのではない。舐なめる。甘あま嚙がみする。

　人が人にするような愛あい撫ぶを竜が喜ぶことは基本的にない。だが、ロメと彼女の教えを受けた竜騎兵たちは竜を愛し、竜に愛された。その調教法はやがて帝国竜騎兵の標準となり、後世に受け継がれていった。

「よし、よし、疲れただろう、ツァーディ。まだ体ができあがっていないのに、おまえには無理をさせている。しっかり休め」

　ロメは、ふぁう、ほぉあぅ、と甘えた声を出すツァーディからようやく離れ、本営に向かった。竜騎兵たちからは絶大な尊敬を集める彼女だが、大半の帝国軍人、とりわけ将校以上には敬遠されていた。陣中を歩く彼女に、逆礼といって、わざと手の向きを変えた敬礼をする者も少なくなかった。この朝も、彼女を見かけるなり逆礼をして、

「……あれのどこが絶対種人間だ」

　と小声で呟く将校がいた。耳のいいロメには聞こえているのだが、知らんぷりをして陰口をたたかせておくのが彼女の流儀だった。竜だけでなく美男、美女を好む彼女には、複数の愛人が軍内にいた。そうした愛人たちに自分への悪口を収集させ、それらを聞いて笑い転げるという奇癖が彼女にはあった。

　およそ生真面目という言葉とは無縁なロメも、本営に入ってファッツの前に立つと、踵かかとをそろえて逆礼ではない、正しい敬礼をした。

「ただいま、ファッツ将軍、戻ったよ。──じゃなくて、戻りましたよ」

「それで？」

　ファッツは実用的な帝国軍人で、帝国特等戸籍を持つ正真正銘の絶対種人間だ。多少の無礼など歯し牙がにもかけない。

　生粋の絶対種人間ほど、出自や由来にこだわらず、二等以上の戸籍を有する者を同じ絶対種人間と認め、対等に扱う傾向がある。それが帝国の国是であり、彼らは物心がついたころから一貫して帝国流の人間教育を受けているのだ。

　特等戸籍は、父母を遡ること四代まで、つまり、直系曾そう祖そ父ふ母ぼまでが絶対種人間である者に与えられる。出生時に直系祖父母までが絶対種人間であれば、一等戸籍の有資格者だ。帝国二等戸籍の取得には、父母ともに絶対種人間なり、という明瞭な要件がある。

　ロメの両親はどちらも絶対種人間だった。ただし、彼女は猫耳人コーサニカの血を引いている。彼女の実母は猫耳人コーサニカだった。すなわち、絶対種人間の夫妻が、彼女を養子にした。

　帝国はこうした養子縁組を制度的に保障していた。とくに、人暦九〇年代からは、税制上の優遇措置を講じて奨励してさえいたが、実際に人間ではない子供を養子にする絶対種人間はまだ稀まれだった。

「見つけたよ。けっこうな数。余裕で一万以上だね。騎兵もかなり多かった。タイシュの騎兵隊じゃないかな」

「やはりか。……敵の本隊は、我々を迂う回かいして北上しようとしているのだな？」

「うん。夜はたっぷり寝ていたみたいだし、そこまで急いでる感じはしなかったけど。ツァーディに気づいてたから、このあとはどうかな」

「退路を塞がれるとおもしろくない」

　ファッツは白い髭ひげを軽くさわった。すでに老境に足を踏み入れているが、常に一手、二手先を読んで考えを巡らせている男だ。決断に時間はかからない。

「じゃ、退ひくんだね？」

　ロメが訊くと、ファッツはうなずかずに、

「アークラントへ向かう」

　と別の言い方で答えて、幕僚たちに指示を出しはじめた。
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　迂回ルートをとる連合軍本隊は、バーミット国境までざっと六百キロ移動しなければならないのに対して、東征軍はまっすぐ進めばいい。その移動距離は四百キロといったところだろう。

　六十キロと四十キロなら、夜を徹して行軍するなど、競り勝つ方法も考えられなくはないが、二百キロの差はどうやっても無理だ。競争したら、まず勝てない。

　勝つ必要もない。ロワの狙いは、あくまでも東征軍をアークラントまで押し下げることだ。逃げ道を奪って、彼らをナハンドラで殲せん滅めつするつもりは毛頭ない。

　正直なところ、東征軍がナハンドラに居座るようなことになったら、けっこう困る。東征軍の補給線は十全に機能していないので、長期間、留とどまるには、略奪に精を出すしかない。というかおそらく、遠からず街を乗っ取ろうとしたはずだ。そうなったら、連合軍に与くみしているシーザ党の蜥蜴人サラマンたちに、どれだけの被害が及ぶことか。

　そもそも、敵はひとたび敗れたとはいえ、いまだ大軍なのだ。さすがにこれはアルノワにも言えないが、ロワには勝ち筋が見えていない。ナハンドラで持久戦を挑んだら、犠牲だけが増えたあげく、最後には負ける。

　アークラントに逼ひつ塞そくさせて包囲殲滅する、という戦略にしても、実現可能性が高くないとロワは思っている。

　現状や、ゲルト・ファッツの性向からして、東征軍をアークラントに逼塞させるところまでは、なんとか持ってゆけるかもしれない。問題はその先だ。

　アークラントに閉じこもった東征軍を、討てるのか。

　まず単純に、兵力が足りない。

「そこは黒い稲妻の知略で」

　などとたわけたことをのたまう馬鹿がもしいたら、ロワはたぶん一瞬でブチキレる。頭にきすぎて、卒倒してしまうかもしれない。兵力を充足させるために策を用いるのが常道であって、兵力の不足を策で補おうとするのは本来、下の下なのだ。

　敵を弱体化させる。敵にとっての敵を増やす。むろん、味方を増やしてもいい。こちらの戦力を増強する。知略はこの段階で駆使するべきだ。

　一人で十人を相手取らなければならない状況に陥って、それから罠わなを仕掛けるのでは遅すぎる。

　連合軍は、東征軍に遅れること二日、ナハンドラとバーミットの国境を越えた。

　バーミットは国というより森の猫耳人コーサニカの縄張りだ。半分以上が森林で、指導者イゴール率いる森の猫耳人コーサニカたちが手入れしているはずだが、ロワの目には原生林にしか見えない。

　森の猫耳人コーサニカは、コムナという集落や、大コムナという街に住んでいるらしい。でも、それらの所在は不明だ。探りあてようとしてバーミットの森に分け入った者は、二度と戻らないか、恐ろしい目に遭って逃げ帰る羽目になる。

　森の猫耳人コーサニカは余所よそ者ものを嫌っているのか。定かではない。彼らは対話すら拒んでいる。ただし、彼らに森を荒らす不ふ逞ていの輩やからと見なされたら、もう腹をくくるしかない。バーミットの森の中にいる限り、彼らはどこからか忍び寄ってくる。

　有史以来、森の猫耳人コーサニカ以外がバーミットの森を版図にしたことは一度もないという。

　イゴールは特定の個人や地位ではなく、神格化された森自体を指すとの説もある。

　やはりバーミットは国ではないのだろう。この森は、神話の時代から残る聖域のようなものなのかもしれない。森の猫耳人コーサニカたちはその守護者なのだ。

　連合軍も東征軍も、バーミットでは川沿いを進むことになる。

　この地で戦端が開かれることはない。実際に、鬱うつ蒼そうとした荘厳な森を貫いて滔とう々とうと流れる川の沿岸に立つと、剣を抜くどころか、しゃべることさえためらってしまう。理屈抜きで、ここで血を流すべきではないと感じる。理詰めで考えても、ここで戦闘行為に及んだ場合、何が起こるか予測がつかないので、やはり攻撃には出づらい。

　東征軍は連合軍より三十キロほど先行している。十万以上の大軍だし、東方元げん帥すいではなく用心深いファッツが指揮を執っているので、東征軍の足は遅い。アークラント入りするまでの二百キロ余りで、もう少し距離を詰められるだろう。

　すでに十二月下旬だ。バーミットの森は常緑樹ばかりで、紅葉も落葉もしないが、気温はそこそこ低い。

　豹蜥蜴リパードの上で、ロワは毛布やら何やらを体中に巻きつけ、さらに大きな外がい套とうを羽織って、着ぶくれしまくっていた。

　体裁はよくないが、何しろ寒い。寒くてしょうがないから、この際、見た目は一切気にしないことにした。頭が痛くて、さらに寒いと、本当に悲惨なのだ。なんで生きていなきゃいけないんだろう、とか、そこまでして生にしがみつく意義とは何だろう、とか、そんなくだらないことしか考えられなくなってしまう。

「おお！　弟よ！　あたたかそうだな！」

　と、やけに大きい、元気のよすぎる声が響いた。

　見れば、騎乗したドゴシアンがすぐ横にいる。ロワは洟はなを啜すすった。

「……兄上」

「ん？　何だと？」

「いや、……兄上、と言っただけです」

「そうか！　声が小さすぎて、聞きとれなかった」

「すみません。……何かありましたか」

「とりたてて何もない。おまえの様子を見に来ただけだ」

「ああ、……それは。なんか、気を遣わせてしまって、申し訳ないです」

「気を遣っているつもりはない。俺はただ、おまえが心配なだけだ。兄弟だからな」

　ドゴシアンは魔王の息子として生まれ、隣国の君主の養子になった。なかなか複雑な身の上なのに、こうもさっぱりしているのは天性なのか。いや、むしろ天然と言うべきかもしれない。

「……ありがとうございます、兄上」

「うん」

　ドゴシアンは馬上から手をのばして、ロワの背中を軽く叩たたいた。

「無理をするな。戦なら、俺がいくらでも助けてやる。おまえはおまえにできることだけやればいい。俺が思うに、それはおまえにしかできないことだ」

　とっさには言葉が出てこなかった。今、何か言おうとしたら、涙ぐんでしまいそうだ。心身ともに弱っているのだろう。きっと、そのせいだ。

　でも、素直に嬉うれしい。こういう兄がいてくれてよかった。ドゴシアンを魔王の座につけるためなら、まだまだがんばれる。体力が尽きるまではがんばろう。

「ちょっと肩の荷が下りた感じがします。……気負いすぎてたのかも」

　ドゴシアンは高らかに笑った。

「おまえは怠けてるわけじゃないんだ。もっと楽にやれ。あとはなるようになる」

「……はい」

「だが、もう少し精をつけねばな。暇になったら、狩りに連れていってやる。山奥の温泉を拠点にして、十日かそこら、ゆっくりな」

「いいですね。楽しみだな」

「噓うそみたいに楽しいぞ。よし。決めた。狩りに行こう。さっさと戦いを終わらせて、帝国の連中を陸東から追いだしてしまわんとな」

　もちろん、そう簡単にはいかないし、ドゴシアンは社交辞令で言っているのかもしれない。他ならぬドゴシアンだから、それはないか。まるで普通の兄弟のように、そんなふうに考えている自分が気持ち悪い。

「約束ですよ」

　その上、不安になって念を押すなんて、恥ずかしいにも程がある。

「おう」

　ドゴシアンが拳を突きだした。王族がやるようなことではないが、庶民の間、とくに傭よう兵へいのような荒っぽい界かい隈わいでは一般的だ。当然、ロワも承知している。やったことはない。生まれて初めてだった。

　ロワはドゴシアンの拳に自分の拳をぶつけた。

「この戦いに勝って、帝国軍を陸東から追い払ったら、一緒に狩りに行きましょう」

「鍛えなおしてやる」

　ドゴシアンはそう言って笑い、両脚で馬腹を締めた。タイシュ騎兵隊のもとに戻ろうとしたのだろうが、ちょうどそのとき隊列を縫って騎馬が近づいてきた。

「これは、ドゴシアン殿下」

「ローダインの……」

　ドゴシアンは助けを求めるようにちらっとロワを見た。兄は度量の広い快男児だが、物覚えはさしてよくない。

「リッテンボル伯はく子しアイザルク殿です、兄上。ローダイン侯国遊撃騎兵隊の──」

「隊長だな。そうだった。リッテンボルのほうがすぐには出てこなかった」

「どうか、アイザルクとお呼びください。以後お見知りおきを」

　と、アイザルクは冗談めかして会釈してみせた。

　伯子というのは南の雄国ガルマンティーに大勢いる小領主だ。その上に三十数人の諸侯がおり、とくに強勢な七侯が王を支えている。というより、七侯の支持がなければ王は何もできない。

　ロワの兄にしてドゴシアンの弟、魔王ゴウドリックⅢ世の四男エルドリックは、七侯の一人、ローダイン侯の養子となり、侯家を相続した。

　七侯の中でも、ローダイン侯、ジーカー侯、オパール侯は三大侯と称される。ガルマンティーの実権を握っているのは事実上、この三人の大貴族だ。

　なお、ジーカー侯にも、魔王ゴウドリックの三女シャナロワが嫁いでいる。アークラントとガルマンティーの結びつきは非常に強い。

　アイザルクはガルマンティーでは名の知れた武人だ。ローダイン侯エルドリックの腹心で、ロワとタマミナの結婚式にも列席していた。浅黒い肌で、目は青く、毛髪の色も明るい。エキゾチックというのだろうか。いろいろな人種の血を感じさせる。いかにも一癖ありそうな男だが、意外と気さくだし、ユーモアがあって、悪い印象はない。

「アイザルク殿。前から思っていたが、貴公、あの陰険なエルドリックの部下にしては、やけに感じがいいな」

　ドゴシアンがあけすけに言うと、アイザルクは悪びれもせずに、

「あれで、侯は侯なりにご兄弟思いなところもあるのですよ。ご自身の不利益にならない範囲で、という条件付きではありますが」

「エルドリックはときにわかりやすいくらい利己的だからな。俺は嫌いではないのだが、あやつは俺を好いてはいまい」

「どうでしょう。そのうちお目にかかることになるかと思いますので、どうか直接、お尋ねになってみてください」

　ロワは思わず眉をひそめそうになった。

「……ローダイン侯がいらっしゃるんですか？」

「ええ。じつは、総帥閣下にその旨を報告するべく、まかりこした次第です」

　アイザルクが言うには、エルドリックは連合軍が三さん砦とりでの戦いで勝利したあと、軍勢を連れて国くに許もとを出発した。今ごろはヨルムンドを通過中のはずだという。

「なるほど。それは聞いてなかったな……」

「信じていただけないかもしれませんが、私も知らされていなかったのです。南部には南部の事情がありますので、なるべく秘匿しておきたかったのでしょう」

「ふむ、エルドリックと会えるのか。久しぶりだ」

　ドゴシアンは満面に笑みをたたえている。喜んでいるようにしか見えない。アイザルクはそんなドゴシアンの真意を測りかねているらしく、微妙な間を置いてから、

「おそらく侯も、お二方との再会を心待ちにしていることかと」

　と、儀礼的な口調で言った。ドゴシアンは噴きだした。

「心待ちに？　あいつはそんな玉じゃない。自分だけ遠くにいたら、魔王になる目が完全に消えてしまいかねんからな。それが耐えられないんだ。兵はどれだけ動員した？　五千というところか？」

「……ご名答です」

　アイザルクは明らかに面食らっている。彼はたぶん、ドゴシアンを侮っていたのだ。

　ロワも少なからず、この兄を見誤っていた。

「五千は、……大きい、ですね。我々にとってはありがたい増援です」

「そうだな。アイザルク殿の遊撃騎兵隊もじつに勇猛だ」

　ドゴシアンはしっかりとアイザルクの目を見て、表情を引き締めた。

「三砦の戦いやその後の追撃戦で、二千のうち五百もの騎兵を失いながら、まったく士気が衰えていない。指揮官の手腕も当然あるだろうが、ガルマンティーの兵は強いな。エルドリックの五千はきくぞ。あいつも魔王の位がかかっているから、いいかげんな戦い方はしないはずだ」

「むろん……」

　アイザルクは、自分たちは最善を尽くす的な常じよう套とう句くを口にしようとしたのだろう。でも、途中でやめ、その代わりに、

「ここだけの話ですが、さらに三千の精兵が後続する予定です。これはローダイン侯が現在絞りだせる、ぎりぎりの戦力とお考えください」

　と、おそらく伏せておくつもりだったはずの秘密を話した。

　ドゴシアンは、やれやれ、と肩をすくめた。

「そういう姑こ息そくな真似まねをしなければ、エルドリックは魔王の器なのだがな」

　不意にロワは思った。ひょっとしたら、ドゴシアンはとっくに腹を決めているのかもしれない。

　そもそも、継承順位でいえば、次の魔王は間違いなくドゴシアンだ。即位を宣言すれば、形の上では今すぐにでも魔王になれるが、兄はおくびにも出さない。なぜかと訊きかれたら、兄のことだから、面倒だ、できれば魔王になんぞなりたくない、と答えるだろう。もっとも、それが本音かどうかはまた別だ。

　たとえば、ドゴシアンが魔王になれば、エルドリックは十中八九、連合軍から離れる。

　エルドリックが魔王になれば、タイシュの大君はドゴシアンに帰国を命じるだろう。

　誰が魔王になっても、連合軍は割れ、東征軍を利する結果になる。現時点では、魔王の座は空位のままのほうが好都合だ。

　ドゴシアンはすべて了解した上で、あえて態度を明確にしていないのではないか。

「兄上……」

　ロワは問い質ただしたい衝動に駆られたが、ドゴシアンに、

「ん？」

　と笑顔を向けられて、思いとどまった。ここで今、尋ねたところで、アイザルクもいることだし、はぐらかされて終わりだろう。いや、案外、あっけらかんと正直に答えるかもしれない。

　ドゴシアンは魔王の器なのか。ロワには判断がつかない。でも、単純そうに見えて、なかなか底知れない人だ。十年後には、さらに奥行きのある男になっているだろう。そのとき、兄はきっと魔王の玉座に腰を埋うずめているはずだ。
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　記録によれば、同じころローダイン侯エルドリックは、ヨルムンド東部のなだらかな丘陵地帯を北上中だった。

　エルドリックは十二歳で前ローダイン侯の養子になった。その二年後、養父が急死すると、権謀術数の荒波が彼をのみこんだ。

　十一人。

　実子がいなかったローダイン侯の隠し子として名乗りでた者の数である。

　確かな証拠を提示できる自称・隠し子は一人もいなかったが、その大半に諸侯の息が掛かっていた。エルドリックのローダイン侯家相続はあの手この手で妨害され、暗礁に乗り上げたかに思われた。

　しかし、若きエルドリックにはある才能があった。より正確に言えば、彼の魔眼はすでに開いていた。

　通常、人の目には見えない悪意、敵意、殺意のたぐいを、彼の魔眼はとらえることができた。おかげで、養父が死ぬ前から、誰が敵で、誰が信用できる味方になりうるのか、彼は把握していた。

　その魔眼と、おそらく生来の性質のせいで、彼はきわめて周到だった。彼は日ごろから敵の不法、あるいは不貞、不和、不信、不実に関する情報を調べ上げていた。それらを利用して、敵を脅迫し、手を引かせた。ここぞというときには、公衆の面前で敵の法令違反や不名誉な悪行を暴露し、追い落とした。

　支援者を失った自称・隠し子は、すごすごと退散するしかなかった。

　三大侯の一人、オパール侯が差しむけたカルフリースという娘だけは難敵だった。彼女はエルドリックを支持する諸侯、伯子らの弱みを握り、離反させたり陥れたりして激しく抵抗した。ところが、ある日突然、二人は和解し、手と手を取りあうことを誓った。

　エルドリックはカルフリースの奸かん智ちを認め、彼女に求婚したのだ。カルフリースはあっさりオパール侯を裏切った。エルドリックの配偶者にして同盟者となり、侯妃として権勢と財産を分け合う道を選んだ。

　その後もエルドリックは、ガルマンティー特有の複雑怪奇で混こん沌とんとした政局を自在に取りさばき、二十二歳にして国随一の政治家と見なされるに至っていた。政治家を、陰謀家、と言い換えてもいい。ガルマンティーでは誰もそれを誹ひ謗ぼう中傷とは受けとらないだろう。ときに欺かれた罪は欺いた罪より重い、とガルマンティー人は考える。なぜなら、たやすく欺かれる愚か者がいなければ、欺こうとする者は現れないからだ。

　エルドリックは押しも押されもしない実力者だったが、軍事には必ずしも明るくなかった。年齢を考慮すれば、実戦の経験がほとんどなく未知数、と表現するのが公平かもしれない。ローダイン侯家には多くの伯子が従属していた。荒事はリッテンボル伯子アイザルクのような勇士に任せればよかった。

　しかし、今回ばかりは事情が違っていた。ローダイン侯というより、エルドリック自身が武功を立てなければならなかった。

　エルドリックはガルマンティーで権勢をふるうローダイン侯の地位に満足してはおらず、自分は最低でも一国の君主であるべきだと考えていた。彼は必要に応じて愛嬌を振りまくことも、へりくだることもでき、それを厭いといもしなかったが、彼の本質は傲岸不遜な自信家だった。わざわざ公言することはなくても、彼が魔王位を望んでいることは、ほとんど周知の事実だった。

　アークラントを踏みにじった東征軍との戦いで、ドゴシアンが、ロワジュディアンが、魔王の息子たちが活躍している。ひるがえって、エルドリックはどうなのか。

　まして、ロワジュディアンはともかく、ドゴシアンは魔王の次男で、エルドリックは四男だ。ドゴシアン以上の武威を示さなければ、我こそは新しき魔王にふさわしいとエルドリックが主張するのは難しい。

　エルドリックには大軍を指揮した経験がなかった。だが、麾き下かにはリッテンボル伯子以下の有能な指揮官が揃そろっていたし、資金は潤沢だった。大量の物資を調達することも、一万人以上の兵員を独自に動かすこともできた。

　千の騎兵と四千の歩兵で構成されるローダイン侯軍本隊は、ヤナロア、パルピオットを通り抜けてヨルムンドに入り、ナハンドラへと向かっていた。

　エルドリックは焦っていたが、指揮官たちを急せきたてることはなかった。ローダイン侯軍の行軍経路は、その大部分が無人の野ではない。宿場町を通り抜けることもあった。沿道には周辺の住民が外国の兵隊を見物しようと集まってきた。もちろん、新王オライオンには前もって話をつけてあるが、ヨルムンドの軍民を刺激するわけにはいかない。ローダイン侯軍は品行方正で、整然と行進する見事な軍隊でなければならなかった。

　その日もローダイン侯軍は、恰かつ好こうの見世物になっていた。一年のうちでもっとも日が短い時期だが、まだ空は黄昏たそがれていなかった。付近に十かそこらの集落が点在しており、百人ほどの老若男女が道沿いでローダイン侯軍の兵士たちを眺めていた。巨人族は少なく、老人や子供が多かった。

　エルドリックは騎乗して、隊列の中ほどにいた。左右には長なが槍やりと盾を持った歩兵たちが列をなし、彼らの主君を護衛していた。

　子供たちが、たいしてわけもわからず、

「がんばれ！」

「敵をやっつけろ！」

　といったような声をかけると、エルドリックはそちらに顔を向け、手を挙げて応えたという。ローダイン侯は誰が見ても美男で、身なりも洗練されていた。ヨルムンドの子供たちは偉い人が手を振ってくれたと大喜びし、老人たちもガルマンティーの大貴族に好感を抱いた。事件はその直後に起きた。

　エルドリックは魔眼を持っていた。彼は敵意や悪意、殺意を、どのような形によってかは不明だが、視覚的に感じとることができたようだ。いずれにしても、とっさに反応したのはエルドリックだけだった。

「これは！」

　と、エルドリックはだしぬけに叫んだ。そのときにはもう、見物人たちの中から飛びだした何者かが、護衛の歩兵二名を薙なぎ倒していた。

　襲撃者は汚れきって黒ずんだ外がい套とうを身にまとっており、物乞いのようだったという。陸東では神しん秘ぴ教きようと呼ばれる宗教団体の信者は、生涯に八箇所の聖所を巡ることで死後、天嶺よりさらに高い空くう界かいに至れるとして、巡礼の旅をする。見る者が見れば、神秘教の巡礼者と間違えたかもしれない。

　襲撃者はまたたく間に馬上のエルドリックに躍りかかり、羽交い締めにした。

「ローダイン侯エルドリック。魔王の息子だな。魔眼を持っているのだろう？」

　ややしゃがれていたが、女の声だった。

「くっ……！」

　エルドリックは襲撃者を振りほどこうとした。しかし、びくともしなかった。

「何者だ、貴様!?」

「魔眼を持つ者は殺しても死なないのか？　違うな。ゴウドリックは死んだ」

　護衛は二人倒されただけで、まだ大勢いた。しかしながら、事実上、ローダイン侯を人質にとられているので、身動きがとれなかった。エルドリックの前後には、クラナイト伯子、メステボー伯子といった名だたる武人もいたが、彼らも鞍あん上じようで打つ手がなく呆ぼう然ぜんとしていた。

「いい。殺してみればわかることだ」

　襲撃者はエルドリックの頭頂に右手を、顎に左手をかけて、百八十度回転させた。たいていの生き物は、顎が天を、頭頂が地を指した状態では生存できない。エルドリックも同様だった。彼の頭部は依然として胴体と繫つながってはいたが、実質的にはねじ切られたようなものだった。

　襲撃者は即死したエルドリックを馬から突き落とすと、手綱を握って馬腹を蹴った。

　護衛の兵たちがわめき、見物人たちが悲鳴をあげた。

「大変だ！」

「侯が！」

「ローダイン侯が討たれた！」

「逃がすな！」

　クラナイト伯子とメステボー伯子は、配下の騎兵を連れて襲撃者のあとを追った。だが、両伯子とも返り討ちに遭い、他にも騎兵三十七人が死亡、十二人が重傷を負った。襲撃者は追っ手を振りきって、行方を眩くらました。

　後日、エルドリック暗殺の急報を受けた侯妃カルフリースは、ただちに撤兵を決断。長男ルーリックにローダイン侯家を継がせると、ヨルムンド王オライオンに事件の責任を問うた。オライオンは関与を強く否定し、弔問の使者を派遣したが、カルフリースは新ローダイン侯ルーリックの名においてこれを拒んだ。

　ローダイン侯、ひいてはガルマンティーは、連合軍から離脱した。
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　今日は十二月二十五日だ。ふと、クリスマスだなあ、と思った。

　クリスマスといえば、イエス・キリストの降誕、つまり、誕生を祝う祭りだ。この世界にイエス・キリストはたぶんいないし、クリスマスという単語を聞いたこともない。

　幼い日本人だったころは、サンタクロースのプレゼントが楽しみだったりしたのだろう。でも、さすがにそのあたりの記憶はない。クリスマス色に染まった街を歩くのがとにかく憂ゆう鬱うつだった。聖夜にまつわる思い出といえば、それくらいだ。

　いや、クリスマスソングを何曲か覚えている。メロディーだけだが、ちょっと鼻歌で歌ってみたら、なんだかやけに懐かしくて胸が締めつけられた。

　最後のクリスマス、とかいう曲だ。いや、前のクリスマス、だったろうか。曲調はなかなか好みで、だから忘れていないのだろうが、歌詞がひどかった。

　たしか、去年のクリスマス、ある人に愛を捧ささげたのだけれど、振られてしまった。自分はまた来年、すてきな人を見つけるのだ、という感じの内容だったような気がする。

　何が愛だ。愛って何だ。教えて欲しい。振られたからどうしたって？　来年、すてきな人を見つける？　勝手にしろ。こっちはずっと一人だ。誰かと付き合ったことさえないし、付き合えるような見込みもない。どうせ死ぬまでひとりぼっちなんだ……。

　実際、独り身で、とくに親しい友人もいないまま、発作的に縁もゆかりもない小学生を助けようとして、死んだ。

　──と、思ったら、生まれ変わってしまった。

　何度も死んでは生まれ変わり、まあ、それなりにいろいろあった。

　先行する東征軍との距離は、十五キロほどだ。バーミット入りした時点では約三十キロだったので、半分になった。ファッツに指揮されているわりには東征軍が飛ばしたので、思ったより縮められなかった。

　あと二日でバーミットの森を抜ける。

　ロワは相変わらず、着ぶくれしまくった姿で豹蜥蜴リパードに揺られていた。

　体調のほうは、これがそれほど悪くない。

　まあ、頭は痛いし、寒いし、体の節々が痛かったりもするのだが、この程度なら我慢できる。つらくても、泣きを入れたくなるほどではない。

　ここ数日、立てつづけに朗報がもたらされて、気分が上向いているのだろう。病は気から、というが、その逆も然しかりだ。精神状態がよくなれば、体も軽くなる。

　まず、イニオン・シーザが無事、ナハンドラの国主に就任して、援兵を出してくれることになった。

　さらに、カザラシュではウシロパが数万規模の集団を形成し、ついに即位を宣言。数万といっても、戦闘に参加しない者たちを含めた数だが、そうはいっても小さくはない。タイシュの大君がこれを大いに助け、凍いてつく涙の海を越えてカザラシュからコルビアに至る東征軍の北経路を完全に遮断する勢いだという。

　ヨルムンドは、隣国ハイデリーに国境を脅かされそうになったりもしたようだが、新王オライオンのもと、今のところは安定しているようだ。タマミナも順調に回復しているとか。妻からは直筆の手紙も届いた。

「……今日もいい日でありますように。……せっかくのクリスマスだし」

　そういうことを呟くと、変なフラグが立ってしまったりしないだろうか。

「今の、なし。なかったことに……」

　ロワは頭かぶりを振った。

「何かおっしゃいましたか？」

　と、隣で馬を進めているアルノワに訊きかれて、

「いや、ぜんぜん」

　平静を装って否定したら、豹蜥蜴リパードの横を歩いているダーリャが小首をかしげた。

「くびとびますって、何だ？」

「僕、そんな物騒なことは言ってないよ……」

「噓うそつけ。聞こえたぞ。ん？　くびとびますじゃないか。くりとります？　くりとり？」

「ち、違うってば、クリスマス！」

「だから、何なんだよ、それ」

「うん、や、まあ、……何だろ、どこかの国のお祭り、かな。なんか、あるらしいよ。クリスマスっていうのが。あったっていうか……」

「聞いたことないな」

　ダーリャは腑ふに落ちない顔をしている。それはそうだろう。

「陸東では聞きませんね。陸西でしょうか」

　アルノワは物知りだから、余計にごまかしづらい。

「……気にしないで。なんとなくあったかもくらいのアレだから。でも、首飛びますとか口に出すのはやめて欲しいかな。怖いし。縁起でもないしね……」

　いい報しらせが続いたので、そろそろよくないことが起こりそうな気がしてしょうがない。とくに根拠があるわけではないが、楽あれば苦あり、だ。最悪のケースを想定して、心構えをしておくべきだろう。想像を絶するようなとんでもない事態が発生したら、どうしようもないわけだが。

「おい、……ロワ」

　ダーリャが足を止めた。険しい顔をして、剣の柄つかに手をかけている。

「え？　何……？」

　ロワは振り返った。妙な音が聞こえる。水音だろうか。連合軍は川沿いを移動しているので、水が流れる音は絶えず耳に入っていて、もはや気にならない。これは違う。何か大きな生き物が川の水をかき分けて泳いでいるような音だ。

　アルノワが手綱を引いて、あっ、と声をもらしたのとほとんど同時だった。

「ロワ様ぁ……！」

　聞き覚えのある声が響き渡った。

　噓だ。

　ありえない。

　クリスマスだから？

　そんな馬鹿な。

　だって、クリスマスなんかない。サンタクロースも当然いない。いたとしても、サンタにプレゼントをもらえる年齢ではない。いいこと続きだったし、これ以上、いいことが起こるわけがない。

　だから、何かの間違いだ。そうに決まっている。

「ロワ様！　ロワ様ぁ……！」

　でも、だとしたら、この声は？　どういうこと？　幻聴？

　何やらあたりが騒然となっている。どよめきがものすごい。もちろん、行軍は停止している。

「兄様！」

　思わずだろう、アルノワが相好を崩してロワの腕をつかんだ。ロワは何か答えただろうか。自分でもよくわからない。豹蜥蜴リパードから飛び降りたのは確かだ。ロワは、通して、通してくれ、といったようなことを叫びながら、兵たちの間を縫って走った。川岸に辿たどりつくと、世にも珍しい光景に圧倒された。

　ティラノサウルスが川を遡上している。

　遡上といっても、泳いでいるわけではない。川の中をざばざば走っている。

　加えて言うと、あれはティラノサウルスではなく、竜だ。

　個体を識別できるほど竜に詳しくないので、断言はできないが、おそらくはオライオンの愛竜、スカーヴァだろう。

「ロワ様ぁ……！」

　彼女が乗っているし。

　乗れるんだ。

　そうだったのか。知らなかった。いいよ。どうだっていい。むしろ、何でもいい。

「タマミナ……！」

「ロワ様……！」

　スカーヴァが急停止し、その直後、ひょっとするとその直前かもしれない、タマミナが竜の背を蹴って、跳んだ。

「わあ！」

　危ないって。跳びすぎだって。まずい。ロワは両腕を広げて、受け止め、──られるわけがない。悲しいことに、体格差がありすぎる。タマミナはロワより遥はるかに上背があるのだ。骨細でやせっぽちのロワと違って、タマミナは骨格も肉づきもしっかりしている。

「大丈夫ですから……！」

　タマミナは空中でそう言うと、ロワのすぐ前に着地した。

　次の瞬間には抱き上げられていた。

「ロワ様……！　やっとお会いできた……！」

「ああ……！」

　何と言っていいのやら。タマミナはロワを抱きしめ、頰ほおずりをしながら、くるくる回っている。胸が一杯だ。タマミナの匂いがする。あと、目が回る。でも、いい。どうなったってかまわない。タマミナがそうしたいのなら、ずっと、永遠に回りつづけてもいい。

　会いたかった。会いたくてたまらなかった。謝りたかった。一緒にいられなくて、ごめん。本当は離れたくなかった。これでも夫なのだ。離れるべきじゃなかった。できることは何でもしてあげたいのに、何もしてやれない。夫失格だ。

「タマミナ！　タマミナ！　タマミナ……！」

「ロワ様……！」

　唇を、唇で、ふさがれた。

　冷たくて、やわらかい。途方もなくすばらしい感触だった。

　ロワはつい目をつぶってしまった。思考が一瞬でぜんぶ吹っ飛んだ。いつまでもむさぼっていたい。他には何もいらない。もうこれだけでいい。

　そういうわけにもいかないことは理解していた。

　第一、人前だ。

　タマミナ、いるよ。人がたくさん。目をつぶっているので、ロワには見えない。でもたぶん、いや確実に、見られているはずだ。めちゃくちゃ見られまくっているに違いない。自分から離れればいいのだが、だめだ。どうしても離れられない。とはいえ、このままだと窒息するかも。べつにいいか。よくはないか？

「ぷはぁっ……！」

　と、タマミナのほうから唇を離してくれた。
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「ふゎっ!?　タマミナったら！　なんてはしたないことを！　ロワ様！　申し訳ありません、ロワ様！　体が勝手に……！」

「……いや、そんな、きみが謝ることは──」

　ぎょっとしてしまった。

　なぜ今まで気づかなかったのか。ちゃんと見えていたはずだ。タマミナは重傷を負った。東方元げん帥すい。リンゼリカ・フォーエヴァランス。あの女にやられたのだ。中なか砦とりでで別れたときは、顔中というか頭部全体に包帯を巻いていた。三砦の戦いで負傷してから、まだ一ヶ月しか経たっていない。

「タマミナ……」

　名を呼ぶと、タマミナは目を伏せた。右目だけを。

　左目は包帯に覆われている。

「……これは、その、……平気です。たいしたことはなくって。ただ、一応、……本当に、そう痛むわけでもないので、何でもありません」

「体を動かして、……大丈夫なの？」

「はい。すっかり元気です」

　タマミナはにっこりと笑ってみせた。無理をしているのではないか。少なくとも、完治してはいない。それなのに、彼女は来てくれた。なんでだよ。

　どうして来たりしたんだ、と咎とがめることなど、ロワにはできない。心配ではある。正直、心配で心配でたまらない。

「……そっか。ありがとう。来てくれて。ものすごく嬉うれしいよ」

「一刻も早くロワ様のおそばに参りたくて、お兄様に、……陛下にお願いしました。もちろん、陛下はお許しくださいました。──そうよね、スカーヴァ」

　タマミナが声をかけると、スカーヴァは恐ろしいのだがどこか愛あい嬌きようのある、ぎゃおおおおおおおん、という咆ほう吼こうで応じた。

「……川から出たら？　水、かなり冷たいだろうし、寒いんじゃ？」

「スカーヴァ、おいで。お座り」

　ずいぶんタマミナに馴なれているようだ。スカーヴァは川原に上がり、後足を折り曲げて尻を下ろした。

「ところで──」

　ダーリャが腰に手をあててロワを見上げている。いたんだ、そこに。いるか。それは。護衛役だし。アルノワやジョー、オリヴァーらも近くにいる。彼らだけではない。数百、数千の兵が、ロワとタマミナに注目している。

「いつまでそいつを赤ん坊みたいに持ち上げてれば気がすむんだ？」

「──はっ！」

　タマミナはロワを下ろすと、顔を真っ赤にしてうなだれた。

「すみません、ロワ様、どうにもこうにも、気持ちが先走ってしまい……」

「い、いや、いいって。いい、……のかな。まあ、でも、……ふ、夫婦なんだし……」

「夫婦、……ですよね、ロワ様と、タマミナは、夫婦……」

「う、うん。夫婦、だからね……」

　いったい何なのだろう、この会話は。我ながら恥ずかしいし、周囲一帯が微妙な空気になっている。

「こいつら殴っていいか……？」

　ダーリャがまた剣けん吞のんなことを言っているが、誰も止めようとしない。やばいって。ダーリャに殴られたら、軽く臨終してしまう。ロワは咳せき払ばらいをした。

「え、ええと、……ひ、一人？　で、来たの？　な、わけないよね、さすがに」

「そうでした！　オライオン陛下のご命令により、ヨルムンドからも援軍が！　まずは先遣隊五百が、近日中に合流できるかと！　三千までの増派を約束するとのことでした！」

　兵たちが沸いた。ヨルムンドはオライオンが即位したばかりだし、すでに大部隊を派兵している。さらに兵を出すのはなかなか難しいだろうとロワは考えていたので、これは喜ばしい誤算だった。もしかして、クリスマスだから？　サンタなんかいるわけがないと思っていたら、じつはいた？　タマミナがサンタクロースだったのか？

「それから、お伝えしなければならないことが……」

　急にタマミナの表情が曇り、急に声音が弱々しくなった。ほら。

　ほら、ほら、ほら。そう来ると思った。いいことばかりは続かない。いや、続きすぎたくらいだ。少しは悪いことが起こらないと、釣り合いがとれない。かえって不安になる。

「うん、何？」

　ロワはあえてさらっとうながした。どんなことでも僕は平常心で受け止められるよ、何でも言ってくれていいよ、という雰囲気を醸しだしてみたつもりだ。

「じつは、……ロワ様のお兄様が──」

　タマミナがもたらした凶報を、ロワは冷静に聞いた。取り乱しはしなかったが、結局、クリスマスはクソだと思わずにいられなかった。
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　ローダイン侯エルドリック暗殺の影響は甚大だった。

　この事件を契機に連合軍から離脱したのは、リッテンボル伯子アイザルク率いる遊撃騎兵隊だけではない。豹ひよう騎兵を率いるヤナロアの王太子ラロンと、パルピオットのギハッド王子も帰国の途についた。

　もともとラロンとギハッドは、大国ヨルムンドとの関係より、オライオンとの個人的な友ゆう誼ぎに基づいて連合軍に参加した。二人とも気位が高く、ロワとはまともに口をきこうともしなかった。オライオンに義理立てして行動を共にしていたのだろうが、ロワごときの指図を受けるのは不本意だったはずだ。

　そこに今回の事件が起きた。

　エルドリックは不幸なことに、ヨルムンド領内で殺された。ガルマンティーとヨルムンドの関係が悪化するのは避けられない。ヤナロアとパルピオットは両国の間に位置しているので、ラロンとギハッドにしてみれば、情勢の変化に備えるという名目が立つ。

　オライオンなら二人を説得して思いとどまらせることも可能かもしれないが、ロワには無理だ。あまり言うことを聞いてくれなかったし、いてもいなくても同じだと考えて、こころよく送りだすしかなかった。

　こうして三千以上の兵が連合軍から離れた。エルドリックが予定していたという八千もの増援も期待できなくなった。

　戦力の減少による連合軍全体の動揺も無視できない。明らかに士気が落ちている。

　さらに、誰がエルドリックを殺したのか、という問題も重くのしかかってきた。

　この時点で殺害の状況を詳しく把握しているのは、おそらく犯人だけだ。ロワは単独犯だということしか知らなかったが、その情報だけで十分だった。

　戦場ではなく行軍中とはいえ、五千もの軍隊にたった一人で突入し、指揮官を殺して逃亡する。人間業ではない。となれば、犯人は十中八九、天剣持ちだろう。

　天剣を自称する者は、とりわけ傭よう兵へいのような職種だとざらにいるが、たいていは偽物だ。現役で本物とされる天剣持ちの傭兵は、陸東全土でも数えるほどしかいない。

　世に知られていない天剣持ちの暗殺者がやった、という線もありえなくはない。しかし、場所はヨルムンドだ。普通に考えれば、特定の候補が浮かび上がる。

　リンゼリカ・フォーエヴァランス。

　あの女が生きていて、エルドリックを殺したのではないか。

「私は負けない」

　と、あの女は言っていた。

「負けられないんだ、私は！」

　そう言い捨てて身を翻し、逃げていった。

　あの女は、三砦の戦いで単身、エラストローム王を斬殺し、ロワの息の根を止めて、勝利をもぎとろうとした。そして今度は、エルドリックを暗殺することで、連合軍から大勢の兵を奪った。

　あの女はあきらめていない。まだ勝とうとしている。勝つために、きっとあの女はこれからも殺すだろう。

　エルドリックの訃ふ報ほうを耳にして以来、ロワは常にあの女の気配を感じるようになった。

　目をつぶれば、あの女の顔が浮かぶ。しかも、自分を殺そうとしている凶悪な顔が。

　不意にあの女の足音が聞こえる。それは空耳か、何か別の音なのだが、あの女はじわじわと近づいてきているはずだ。

　ふとしたときに、血の臭いが鼻び腔こうをくすぐる。とうとうあの女が来たのかと思う。あの女はいつも血臭をまとっている。

　リンゼリカ・フォーエヴァランスは、自らの手で敵を一人一人始末してゆき、根絶やしにするつもりなのかもしれない。

　およそ軍司令官の発想ではないが、あの女ならやりかねない。標的の中にはむろん、ロワも入っているだろう。帝国は陸東を征服しようとしているのだから、要人は誰一人として安穏としてはいられない。

　ロワの身の周りの人々も安全ではない。

　あの女はロワを恨んでいるはずだ。あの女はいわゆる戦略家ではないかもしれないが、愚かではない。戦いの勝ち方を知っている。弱点を攻めるのが戦いの定石だ。幸か不幸か、ロワは天涯孤独ではない。大切な人がいる。一人や二人ではない。けっこういる。

　彼ら、彼女らに、危害が及んだとしたら？

　たとえば、タマミナが、アルノワが、ダーリャが、ジョーが、オライオンが──。

　想像するだけで、頭がおかしくなりそうだ。

　ロワはたぶん、耐えられない。これはロワの弱みだ。ロワがあの女なら、そこを衝つくだろう。だとしたら、あの女がやらないはずがない。

　この先は細心の注意を払って、自衛するだけではなく、大切な者たちを皆、守らなければならない。

　しかし、天剣持ちのリンゼリカ・フォーエヴァランスに付け狙われたが最後、生きのびることはできないのではないか？

　だとしても、穴蔵に隠れてがたがた震えているわけにはいかない。脅威はリンゼリカだけではないのだ。

　ゲルト・ファッツ率いる東征軍の本隊は依然として十万の規模を維持しており、アークラントにはヘルムート・シュタイラス将軍と五万の兵がいる。

　カザラシュを通る北経路はウシロパらが遮断しようとしているが、太砂経路は砂の民に妨害されつつも健在だ。

　サンドストーム、コルビア、ランハッジ、ダナロアの大部分は、帝国の支配下にある。主要な都市や城じよう砦さいには、陸西から送りこまれた数百から数千、それ以上の守兵が配置されている。

　敵は目がくらむほど多く、北経路と太砂経路を堰せき止めなければ、増える一方だ。

　起死回生の一手などない。とにかく、最善手を打ちつづけ、敵の失策や綻びを決して見逃さないことだ。

　楽あれば苦あり。いいことばかりは続かない。

　ままならない人生を送っているのは、ロワだけではないのだ。
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　アークラントとバーミットの国境には複数の砦とりでがある。だが、どの砦も十万もの兵を収容することはできないし、ゲルト・ファッツは国境に留とどまるつもりもなかったようだ。記録によると、ロワが凶報を受けとった翌日の暮れ方近くにアークラント入りした東征軍の本隊は、ネフテ河沿いの原野で野営した。

　連合軍が十五キロ以内に迫っていることは、もちろん承知の上だった。斥候を出して厳重に警戒していたが、もし連合軍が猛追してきたらきたで、この地で会戦すればよい。真っ向勝負ならどうやっても負けない、というのがファッツの判断だった。ファッツは連合軍の指揮官を侮っておらず、愚挙に出ることはないと読んでいた。ゆえに、連合軍は攻めてこないし、ここで戦闘は起こらない。

　半径十五キロ以内に十五万以上の軍兵が集まっているわりには、静かな日没だった。

　なお、連合軍は、ガルマンティー、ヤナロア、パルピオットが離脱し、ナハンドラとヨルムンドの援軍はまだ合流していないため、その兵力は一万五千に届かない。

　東征軍の本隊は約十万だ。

　すなわち、この一帯にはそれ以外の大部隊がいた。

　ヘルムート・シュタイラス率いる東征軍のアークラント残留部隊、その数、五万。

　もとより東征軍は、アークラントの全域を制圧していたわけではない。東方元げん帥すいは城都グンダナを陥落させると、ヨルムンドを目指した。アークラントの東半分には、帝国の手がのびてすらいない。

　アークラント東部の要である第三の都市カーンズは、陸東有数の港町だ。古くからカーンズには、海戦隊を主体とした海洋軍が置かれている。

　グンダナが落ち、魔王ゴウドリックが殺されると、海洋軍のモイラ司令は海を挟んだ同盟国であるセレニアやレスタルクの支援をえて、二万近くの兵員を確保。海洋軍改め、極東軍と称し、アークラント東部全体に勢力を伸張させつつあった。シュタイラスの主な役目は、この極東軍に睨にらみをきかせることだった。

　変事が起こったのは、十一月三日である。

　魔王ゴウドリックの六女イヴァラーヤが城都グンダナで蜂起すると、各地で反帝国活動が続発。グンダナの防衛と統治を任されていた東征軍次将マーヴィン・カルナーは、翌日、早くも騒乱の鎮圧を宣言したが、イヴァラーヤの消息は不明だった。シュタイラスはこれを大いに問題視した。

　シュタイラスはグンダナに急行し、次将カルナーと会談した。この際、何が話しあわれたのかは、記録が残っておらず定かではない。ともあれ、シュタイラスはカルナーを背任の罪に問い、解任したり拘禁したりするどころか、即刻処刑した。

　カルナーは斬首され、その生首はグンダナの広場にさらされた。シュタイラスは兵たちに生首めがけて唾を吐きかけるように命じたというから、尋常ではない。

　ヘルムート・シュタイラスは詩人だった。これは比喩ではない。彼は実際、多くの詩を残した。

　シュタイラス家は名の知れた武官も文官も輩出しておらず、一族で二等戸籍を取得したのはヘルムートが最初だった。彼の髪は漆黒とはとても言えず、瞳も赤くはなかった。法的には絶対種人間でありながら、どこか絶対種人間になりきれない懊おう悩のうを抱えて、彼は何百もの詩を作った。

　天剣を持たないが、それに準ずる剣才ありと、若いころから評されていた。詩人でありながら、論客でもあり、上官に反はん駁ばくして何度か左遷された。しかし、そのたびにめざましい軍功を立てて、昇進を重ねた。四十歳にしてついに、帝国東方征圧軍の一翼を担う将軍に抜ばつ擢てきされた。

　シュタイラスはいわゆるエリートではなかった。際立って優秀な軍人ではあったが、苦労人と言ってもいいだろう。目下の者に対する気遣いは細やかで、兵には慕われていた。

　当時から、シュタイラスの変化をいぶかる声は上がっていた。

　次将カルナーは、騒乱の首謀者であるイヴァラーヤを捜索しようともせず、事態が鎮静化したと公表した。その処置にはたしかに問題があるだろう。それにしても、弁明の機会すら与えず殺し、さらし首にするのは度を越している。

　だが、シュタイラスは鉄血の右手アイアンブラツドの一人だ。東征軍における序列は、東方元帥、宿将ゲルト・ファッツに次ぐ。あえて諫いさめたり、疑義を質ただしたりする者はいなかった。

　記録はこれ以外にも、シュタイラスの異変を伝える。

　グンダナでは部下を遠ざけるようになり、本隊からの再三再四にわたる各種要請にも応じなかった。そして突然、残留部隊のほぼ全軍を連れてグンダナをあとにし、バーミット方面へと向かった。

　そして、日が暮れると、シュタイラスは進軍を命じた。

「これより敵を討つ。各自奮闘せよ」

　個々の偵察兵は、東征軍本隊とこれを追う連合軍の位置をほぼ正確につかみ、シュタイラスに報告していた。ただし、その情報が共有されることはなかった。シュタイラスが制限した。

　野営する東征軍本隊は、黒・赤・黒の二色旗や、『天地一統全界太平恒久不滅絶対種人間乃帝国』と書かれた長旗を掲げていた。すでに夜闇が地上を覆い尽くしていたが、あちこちに篝かがり火びが焚たかれており、ある程度接近すれば誰でも帝国旗を視認できた。残留部隊前衛の足並みが乱れた。そのとき、シュタイラスが馬を疾駆させて最先頭に躍りでた。

「敵は味方を偽装している。ためらうな。あれはすべて敵である。火を放ち焼き殺せ」

　兵士たちはこの声に励まされ、東征軍本隊の野営地に火矢を射いこんだ。

　野営地は見る間に大混乱に陥った。

　本隊からの要請に応えようとしないシュタイラスに、ファッツは不信感を抱いていた。しかし、友軍に攻撃されることはまるで想定していなかったし、無警戒だった。残留部隊も帝国旗を掲げていたので、本隊野営地の兵たちはそれが味方だと明確に認識していた。なぜ味方が次々と火矢を射てくるのか。火に、煙に驚いて怯おびえ、右往左往している兵たちが、野営地に突進してきた同胞に一人、また一人と斬り殺され、突き殺されてゆく。いったい何が起こっているのか。

　報告を受けたファッツは、最初、友軍を偽装した連合軍が攻めてきたものと判断した。

「奸かん計けいに惑わされるな。応戦しつつ、逐次状況を報しらせい」

　帝国旗や帝国軍の装備は、戦場に遺棄されたものを回収したり、戦死者から剝はぎとったりして調達できる。連合軍の一部が、先回りして夜襲をかけてきたのだろう。野営地のほぼ中央にいたファッツは、敵の姿をその目で見ることなくそう考えた。

　だが、純潔騎士団を引き連れていち早く防戦にあたったミカエル・ベアトリクスは、彼らの敵が敵ではないことに気づいた。

「馬鹿な！　我が帝国軍を帝国軍が襲っているだと!?」

　揃そろいの赤い鎧よろい兜かぶとを身にまとった純潔騎士団は、ひときわ目立つ。残留部隊の兵士たちも、ミカエルらの姿を目にすると、これが同士討ちだと悟った。ミカエルはただちにファッツに伝令を送って事態の鎮静化を図ったが、野営地には火が回り、煙が立ちこめ、混こん沌とんとしていた。残留部隊側にも同士討ちを疑う者が現れ、彼らが後退すると、本隊側が野営地を出てこれを追撃した。打って出た部隊に攻撃を加える者たちもいた。

　のちの調査によれば、本隊、残留部隊を問わず、相手が帝国人だと知りつつ、戦闘を継続した兵士も少なくなかった。動機は単純で、同胞に殺されたくなければ、同胞を殺すしかない。自身や戦友に危害を及ぼそうとする者は、たとえ同胞であれ、敵である。

　ただし、ヘルムート・シュタイラスは、──おそらくこの不幸な戦場でたった一人、彼だけは、明確に東征軍本隊を自分の敵と見なしていた。

　シュタイラスは先頭を切って野営地に駆けこんだが、二刀を抜かずにひたすら馬を先へ先へと走らせた。彼は鎧をつけず、兜も被かぶらない。彼の顔を見知っている将兵は本隊にも多く、これはシュタイラス将軍、と声をかける者もいた。彼は何度か、目礼したり、軽く片手を上げたりしてこれに応じたという。残留部隊を率いてアークラントを押さえているはずの彼が、どうしてここにいるのか。怪け訝げんに思う者はいた。しかし、鉄血の右手アイアンブラツドの一人が制止されることはなかった。

　あれよあれよという間に、シュタイラスは野営地のほぼ中央に設けられた簡易本営まで到達した。それはただの大きな天幕だった。シュタイラスは下馬すると、身振りで守兵を下がらせて、簡易本営に入った。簡易本営の中には、ファッツと十名足らずの幕僚しかいなかった。

「シュタイラス？」

　ファッツは当然、驚いた。それでも、シュタイラスが腰の二刀に手をかけた瞬間、老齢とは思えないほど素早く反応した。

　ファッツは天幕の側面に体当たりした。天幕は崩れ、ファッツや幕僚たち、そしてシュタイラスが下敷きになった。ファッツはすぐさま這はいだして呼ばわった。

「出会え！　シュタイラスが乱心した！」

　シュタイラスも、間もなく崩れた天幕の下から転がり出てきて、ファッツを捜した。

「どこだ。出てこい、ゲルト・ファッツ」

　簡易本営の周囲には大勢の兵がいたが、シュタイラスに斬りかかるとなると躊ちゆう躇ちよした。それとは逆に、シュタイラスはまったく容赦しなかった。彼は天剣を持たないが、天剣持ちを打ち負かしたこともある。並の兵士では歯が立たない。とりわけ彼が二刀を使うと、練達の剣客ですら子供扱いされてしまう。

「せめて十歳、……いや、十五歳若ければな。老骨にはきつい相手だ」

　ファッツは兵たちが作る人垣に守られていた。

「ヘルムート・シュタイラス！　何のつもりだ！　なにゆえ帝国に反逆する!?」

「反逆などしてない。俺は己の良心に従っている！」

　シュタイラスは一人で二十八人もの兵士を斬殺した。それにもかかわらず、ほとんど返り血を浴びなかったという。

「シュタイラス！」

　もし、アン・デューが駆けつけてこなければ、犠牲者はもっと増えていただろう。

　輝将と呼ばれた曾そう祖そ父ふダレン・デューがことに名高いが、デュー家は三百年以上の歴史を誇る名門中の名門だ。生粋の絶対種人間であり、数多くの天剣持ちを輩出している。デュー家伝来の黄金剣ルンデニオンと金剛盾フレグリアスは、国宝に等しい。

　アン・デューはシュタイラスと違って鎧こそ身につけるが、兜は被らない。漆黒の髪と赤々とした瞳を見せつけて、帝国の敵を蹂じゆう躙りんする。それが絶対種人間の頂点に近いデュー家の者に課せられた使命だと自任している。

「血迷ったか！　卿けいらしくもない！」

　天剣持ちのアン・デューとシュタイラスが一騎討ちを始めると、余人は固かた唾ずをのんで見守るしかなかった。

「らしくない、だと？　坊ちゃん育ちの貴様に俺の何がわかる！」

「絶対種人間の誇りを汚すような真似まねはしない男だと思っていたのだがな！」

　二人は共に、帝国軍で一軍を率いることができる将軍の地位にあった。

　シュタイラスのほうが東征軍における序列は上だったが、アン・デューは十歳も年下である。

　アン・デューはいずれ、複数の軍によって構成された征圧軍を率いる元帥に任ぜられるだろう。しかし、齢よわい六十を超えても元帥杖じようを手にしていないファッツのように、シュタイラスは将軍止まりだと目されていた。

　ファッツにせよ、シュタイラスにせよ、何代にもわたって皇帝に献身してきた旧家の出ではないからだ。

「貴様は悪だ。貴様らは汚物だ！」

　シュタイラスは二刀のみならず、両脚まで駆使してアン・デューを攻めたてた。

　アン・デューは長身だが、巨漢ではない。それでいて、ルンデニオンで軽々と人体を一刀両断し、フレグリアスで一挙に数人を吹き飛ばす。その体格からは想像できない天剣特有の超人的な身体能力に、シュタイラスは技巧で対抗した。

　シュタイラスは舞い踊るような身のこなしでルンデニオンの斬撃を躱かわした。アン・デューがフレグリアスを突きだすと、シュタイラスはこれを足蹴にして跳びすさった。

「私をからかっているのか!?」

「とんでもない。俺は貴様のような屑くずを侮蔑しているのだ！」

　シュタイラスはまともにアン・デューと斬り結ばなかった。防戦というよりほぼ逃げまわるだけで、ときおり周りの兵たちに飛びかかって斬り伏せることさえあった。

「私との勝負だ、シュタイラス！　兵たちに手を出すのはよせ！」

「俺の望みは貴様らを皆殺しにすることだ！」

　そのときのヘルムート・シュタイラスは異様だったと、数多くの兵士が証言した。シュタイラスはまるで帝国を、あるいは絶対種人間全般を心底から憎悪しているかのようだった。だが、彼自身、絶対種人間である。戸惑いと恐怖がその場を支配していた。ファッツすらも呆ぼう然ぜんとしていたが、その耳みみ許もとでニエ・ゾキアが囁ささやいた。

「彼には死んでもらうしかないわ」

「……手はあるのだな」

「ええ。あたしは魔術師だもの」

　ニエ・ゾキアはすぐさま魔導兵団の魔術師たちに秘術の準備を整えさせた。彼女が合図すると、アン・デューとシュタイラスを取り囲むようにして炎が上がった。

「魔女め！」

　アン・デューはフレグリアスで身を庇かばって、炎の外に飛びだした。

　シュタイラスはアン・デューを追った。彼は金属製の鎧を着ておらず、盾も持っていなかったので、衣に火が燃え移った。

「ファルアロヴィス」

　ニエ・ゾキアが両腕をくねらせて謎めいた呪文を唱えると、魔術師たちがシュタイラスめがけて小さな壺つぼを投じた。シュタイラスはそのうちのいくつかを二刀で斬ったが、割れた壺から液体が飛び散った。魔術師たちが炎えん水すいと呼ぶ可燃性の高い液体だった。シュタイラスは火柱と化した。

「何が人間だ！　人間の帝国だ！　エヴァラスティアに災いあれ！」

　炎上しながらも、彼は二刀を振り回して兵を五人、魔術師も二人、斬り倒した。

「妄言を残して死ぬのが望みか！」

　アン・デューが、金剛石のように硬く煌きらびやかな盾で、火だるまのシュタイラスを殴打して突き倒した。間髪を容いれず跳ね起きようとしたシュタイラスの首を、ファッツが愛用の大おお薙なぎ刀なたで刎はね飛ばした。

「ヘルムート・シュタイラスは惑乱し、断罪された。我々は事態を収拾する」

　ファッツは力強くそう宣言し、呼びかけに応じて停戦、武装解除に応じた残留部隊の将兵は、罪に問わないことをその場で決めた。野営地内での同士討ちは程なく終息したが、暗闇の中ではなおも帝国兵同士が殺し合っていた。逃亡する者も少なからず出た。夜明けはまだ遠かった。
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「……同士討ち？　なんで？」

　アークラントの諜ちよう報ほう機関リリアックの諜報員から報せを受けとった瞬間、ロワがまず考えたのは、罠わなじゃないのか、ということだった。

　連合軍は東征軍本隊から十五キロほど南の地点で野営していた。馬を飛ばせばすぐの距離だから、目と鼻の先といっても過言ではない。リリアックの諜報員が駆けこんでくる前から、東征軍に異変ありとの報告は入っていた。

　帝国軍を攻撃する勢力が連合軍の他に存在するだろうか。アークラント東部に根を張りつつある極東軍の存在は、ロワも認識していた。しかしながら、極東軍の勢力範囲からこの一帯までは、四、五百キロも離れている。山賊、野盗のたぐいが十万もの大軍を襲うとも思えない。

　何らかの理由で、帝国軍と帝国軍が戦っている、という可能性は頭に浮かんだ。

　アークラントには五万ほどの残留部隊がおり、ヘルムート・シュタイラス将軍に率いられている。でも、何らかの理由って？　何だろう。東征軍内での主導権争いとか？　ないとは言いきれないが、ありうるのかどうかもよくわからない。

　ともあれ、リリアックの諜報員は、経緯はまったく不明だが、間違いなく帝国軍同士が戦闘していると明言した。

　同士討ちを偽装して、連合軍を誘いこもうとしているのではないか。いや、それはないか。ファッツはそんな詐術めいたことをしない。だいたい、戦力は圧倒的に東征軍がまさっているのだ。小細工を弄ろうする必要がない。

　迷っているうちにも状況は変化してゆく。ロワは決断した。

「東征軍を叩く。全軍、出撃の用意を」

　眠っている兵は叩たたき起こされた。

　ロワは諸将を集め、手早く陣立てを決めた。

「イヴァラーヤの仕業かもしれんな」

　ドゴシアンが腕組みをして、そんなことを言った。

「……イヴァラーヤって、僕らの妹、……ですよね？」

「そうだもる！　もての許嫁いいなずけイヴァラーヤが魔眼を使ったのかもだもる！」

　子供みたいなルルバート・ヒューデルビー王子が、ぴょんぴょん跳ねて同意した。

「イヴァラーヤの魔眼はとんでもなく恐ろしいのだもる。ただし、リスクも大きいから、おっかなくて抜くに抜けない両もろ刃はの剣みたいなものだもる」

「あいつは怖いもの知らずだからなあ……」

　ドゴシアンも物もの怖おじしない男だが、イヴァラーヤは危険を好むようなところさえあるのだとか。幼児のころから高い場所が好きで、鬼き山ざん城じようの外壁をよじ登ったり、鳥の真似をして塔のてっぺんから飛び降りようとしたりして、騒動を起こしまくっていたらしい。

「〝柘榴姫と林檎の王子エスカリーフ〟。──それがイヴァラーヤの魔眼だもる」

　ルルバート王子が我がことのように誇らしげに教えてくれた。

　曰いわく、イヴァラーヤは凝視した者を虜とりこにしてしまう。虜は彼女の言葉を信じ、彼女のために行動する。ただし、虜にできるのは一人だけで、必ず成功するわけではない。

「俺が知っている限りでは、せいぜい半々くらいらしいぞ」

　もう何年も前の話だが、なんとドゴシアンは、イヴァラーヤと口論したあげく、魔眼を仕掛けられたことがあるのだという。

　イヴァラーヤはドゴシアンを虜にすることができなかった。妹はよからぬことをしようとして、失敗した。ドゴシアンは感覚的にはっきりとそれがわかった。また、彼女はその後も二度、三度と試したが、いずれも効果がなかった。ある人物を虜にする機会は一度きりなのだろう。

　魔眼の力を及ぼすには、目と目で見つめあわなければならない。当然、相手の前に姿をさらさなければ不可能だ。

　イヴァラーヤが敵を、──たとえば、東征軍残留部隊の指揮官ヘルムート・シュタイラス将軍を虜にしたのだとする。彼女はシュタイラスの前に立ち、見つめあった。ドゴシアンの言うとおりなら、二分の一の博打ばくちに彼女は勝ったのだ。しくじっていたら、彼女はあえなく捕縛され、斬首されていたに違いない。

「大胆っていうか、向こう見ずっていうか……」

　仮にロワがそんな魔眼を持っていても、よほど追いこまれなければ使えないだろう。もっとも、イヴァラーヤが嚙かんでいると決まったわけではないし、とりあえずそこは度外視していい。

　連合軍は二陣に分かれて進発した。

　第一陣はドゴシアンのタイシュ騎兵隊が中心で、ロワも、アルノワやタマミナ、ジョーとダーリャ、狐狼団ジヤツカルの騎兵隊と共に、これに加わる。

　それ以外は第二陣だ。指揮は鉄の王子スカルに任せた。

　第一陣は夜の原野を疾駆した。ロワはめずらしく豹蜥蜴リパードと一体感を味わえるほど快調だった。気分が高揚しているのだろうか。行く手の空が明るい。火だ。東征軍本隊の野営地が燃えている。おそらくあと二キロといったところだ。

「半人前！」

　闇夜と同化しそうな黒馬を駆るジョーが叫んだ。

「何か来やがるぞ！」

　その直後だった。

　ロワたちはタイシュ騎兵隊の後ろについている。前方のタイシュ騎兵がわっと散開して、騎射を開始した。敵だ。敵がいる。

「早い……！」

　ロワは上体をのけぞらせて豹蜥蜴リパードを減速させた。さすがファッツだ。こちらの動きを読んで手を打ったのだろう。もしくは、やはり連合軍を誘いだす罠だったのか。

「こっちには二陣もいるだろうが！　しゃんとしろ、総そう帥すい殿！」

　すかさずジョーに[image: ]しつ咤たされた。

「……わかってるよ！　敵は多くない！　突破する！」

　タイシュは馬族の一派、殉じゆん族が建てた国だ。馬族は馬上であらゆることができる。矢を射るなどお手の物だ。彼らは遠射と近射を使い分け、飛ぶ鳥すら簡単に射止めてしまう。自立心が旺盛で、剽ひよう悍かんな戦士たちだ。

　タイシュ騎兵隊はまたたく間に散開した。敵はたぶん、左右から攻めかかってきたのだろう。タイシュ騎兵はとっさに反応し、各自の判断で敵を迎え撃っている。

　ロワたちはどんどんタイシュ騎兵隊に食いこんでいった。このままでは最前列にまで達し、追い抜いてしまう。

「ロワ様！」

　タマミナはスカーヴァの背に乗っている。かなり目線が高いので、視野が広いはずだ。

「ドゴシアン様の旗が！」

　タイシュ騎兵は青衣をまとう。彼らの旗手は殉の一字を大書した青旗を掲げている。大君はドゴシアンに赤い駿しゆん馬めを描いた青旗を与えた。その赤は帝国のショッキングピンクに近い赤とは違う。アークラント魔王の血脈を表す深ふか緋ひ色だ。駿馬は馬族を示す。

「暗いし、僕には見えないけど──」

「ドゴシアァーン！」

　と、豹蜥蜴リパードと並走しているダーリャがとんでもない大声で叫んだ。走りながら、よくもそんな声を出せるものだ。

「ていうか、呼び捨て……？　タイシュの大公子なんだけど？」

「知るか！　ドゴシアァーン！」

　ダーリャはかまわず何度も呼ばわった。

「おう！」

　という声が返ってきて、鳥目に近いロワにも十騎ほどのタイシュ騎兵が見えてきた。

　たしかに、ドゴシアンの旗を持った旗手がいる。一人の騎兵が振り返った。

「どうした、弟よ！」

「兄上！　この敵を撃滅するより、第一陣は先に進みたいんです！」

「わかった！」

　ドゴシアンが何か命じると、供の騎兵たちが、ウーエーオー、といったような声を発しはじめた。人の声というより、まるで管楽器の音のような、ふだん耳にすることがない音色だ。馬族特有の伝達方法で、戦場以外でも彼らはこれを用いている。遮しや蔽へい物がない草原なら数キロ先にまで届くというから、けっこうすごい。

　何しろ暗いので、ほとんど見えないのだが、タイシュ騎兵隊は進路を変えつつあるようだ。雰囲気というほど曖昧ではない。タイシュ騎兵たちは横方向に広がってゆかず、前進している。その気配を感じる。

「兄上、敵を見ましたか!?」

「いや！　だが、どうも竜らしい！」

「竜騎兵ですか！　だとしたら、数百しかいないはずです！」

「帝国の竜はがたいがいいからな！　夜だと、とくにでかく見える！」

　これは足止めだ。ファッツは自軍の混乱につけこんで連合軍が急襲してくるだろうと予想し、その進軍を妨害するため、機動力のある竜騎兵で横っ腹を衝つかせたのだろう。

　逆の言い方をすれば、連合軍を足止めしないとまずい状況なのだ。

「ゲルト・ファッツをしとめられれば……！」

　あの男なしでは、東征軍は保もたない。東征軍には天剣持ちが何人かいるものの、東方元帥リンゼリカ・フォーエヴァランスは不在だ。ファッツ自身は天剣持ちではないから、殺せない相手ではない。

「ぐはははははは！」

　ジョーが野蛮きわまりない笑い声をあげ、背に負う大剣〝粉ふん砕さい丸まる〟を抜いた。

「ずいぶん老けてやがるだろうな！　あの野郎の頭ず蓋がい骨こつを器にしたら、さぞかしうまい酒が飲めるだろうぜ！」

　一気に勝てる。

　──かもしれない。

　そのチャンスは目の前にぶら下がっている。

　ロワは前傾姿勢になって両脚に力を入れ、豹蜥蜴リパードの胴を締めつけた。豹蜥蜴リパードが加速する。気が逸はやっていないか？　冷静になれ、と自分に言い聞かせようとした。

「熱っ……!?」

　と言ったと思うのだが、自分の声もあまり聞こえなかった。

　爆発だ。

　行く手で爆音が轟とどろいて、熱風が吹きつけてきた。騎馬が吹っ飛ぶ。悲鳴が、そして火が上がった。

　幸いにも、ドゴシアンとその供回りは馬を急停止させていた。

「何だ、これは……!?」

「う、わっ……」

　豹蜥蜴リパードが竿さお立だちになった。ロワはなんとか豹蜥蜴リパードを制御しようとしたが、ほとんどなすすべなく落っこちてしまった。

「ロワジュディアン様！」

「ロワ様！」

　アルノワが馬を、タマミナはスカーヴァを止めて、同時に叫んだ。

「鈍くさい！」

　ダーリャが助け起こしてくれた。それはありがたいのだが、乱暴に引っぱられたせいで、危うく腕が抜けるところだった。いや、抜けはしないだろうけど。

「痛いよ……」

「耐えろ、クソ虫」

　まったくひどい言われようだ。いや、そんなことよりも、これは。

「……もしかして、魔術？」

　東征軍は城都グンダナを陥落させた際、鬼山城の城壁を魔術で破壊したという。三さん砦とりでの戦いでも、南砦の防壁が爆破された。

　魔術の正体は、火薬、爆薬のたぐいではないかとロワは怪しんでいる。ロワたちの前に壁のごとく立ちはだかって燃え盛っている炎は、明らかに不自然だ。たしか、硫い黄おうや石油、瀝れき青せいなどを混合したものに着火すれば、水をかけても消えない、きわめて燃焼力の高い火炎になる。一種の焼しよう夷い兵器だが、材料をそろえることさえできれば、ロワでも作れそうな気がしなくもない。

「風が！」

　ジョーが大剣を振り回しながら黒馬を返した。

「だめだ、風向きがよくねえ！　火がこっちに押しよせてくるぞ！　いったん下がれ！」

「弟よ！」

　ドゴシアンにうながされるまで決心がつかなかったことを、ロワは恥じた。

　兵力は連合軍のほうが遥はるかに少ない。この攻撃を成功させるには、迅速に、東征軍の不意を衝かなければならなかった。こうやって対処され、出で端ばなを挫くじかれているようでは、うまくいくはずがない。

「……全軍、すみやかに撤退を！」

　すみません、僕のせいです、と謝罪したかったが、押しとどめた。

　ファッツが甘い相手ではないどころか、堅実な名将だということはわかっていた。自軍が混乱の極にあろうと、手持ちの駒で連合軍を牽けん制せいするくらいのことは当然やってくる。それなのに、勝てる、とロワは思った。

　勝ちたかったから、勝てる、と思ってしまったのだ。

　早く勝って、おしまいにしたかった。

　ロワは間違った手を指し、そのせいでタイシュの騎兵を何十、ひょっとしたら何百と死なせた。

　謝ってすむのなら、いくらでも謝る。しかし、涙を流して頭を下げる総帥を見て、皆、どう感じるだろう。情けない、と蔑むかもしれない。大丈夫なのか、と不安になる。こんなやつの下では戦えない、と思わせてしまったら、それこそ終わりだ。

　兵が指揮官を信じず、従わなくなったら、軍は烏う合ごうの衆になる。勝てるものも勝てない。負ければ、さらに大勢の兵が死ぬ。

　ロワは豹蜥蜴リパードにまたがって、無理やり胸を張った。よくも胸なんか張れるものだ。吐き気がしてしょうがないが、平然としていなければならない。

　失敗して味方を殺しても、戦いは続く。

　次こそは、間違えずに勝たないといけない。そのために必要なら、非情に徹する。少なくとも、非情を装うべきだ。
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　東征軍本隊は、ゲルト・ファッツの機知によって連合軍を追い払うと、程なく残留部隊を掌握した。だが、同士討ちは東征軍に深刻な打撃を与え、死傷者よりも多くの脱走者が出た。なおもその場に留とどまりつづければ、帰還して原隊に復帰する兵もいただろうが、ファッツは連合軍を警戒し、大急ぎで移動した。

　東征軍は、アークラント第五の都市クレイサを目指して北東に進んだ。クレイサは東征軍の支配下にある。交通の要衝で、城都グンダナへの中継点だ。

　クレイサからおよそ百五十キロ南西の地点に、アークラント第二の都市セーレンがある。セーレンもまた、東征軍に制圧されており、守兵が配備されている。

　海に面したセーレンは、港町として発展した。アークラント東部へと通じる陸路の玄関口で、グンダナ、クレイサとも街道で結ばれている。人口百万超のグンダナには及ばないとしても、陸東有数の大都市だ。

　セーレンの防衛と管理を委ねられた東征軍次将クン・ザーンの手勢は、太砂経路で送りこまれてきた帝国兵三千だった。明らかに不足している人員で、セーレンの港湾部を封鎖し、市を囲む防壁の門を通過する者にもれなく厳重な検査を行っていた。

　ザーンは、ヘルムート・シュタイラス将軍に何度も支援を要請した。その結果、ようやく色いろ好よい返事があり、五千の援兵が到着することになっていた。

「結局、来ないではないか」

　ザーンは期日の夜更けまで防壁の上で援兵を待ったが、憤然として自邸に帰り、寝酒をやって眠ってしまった。

　記録によれば、セーレンに援兵が着いたのは翌未明だった。数は千人余りで、その先遣隊を率いる士官は、本隊四千はさらに遅れる見込みだと説明した。士官はシュタイラス将軍直筆の書状を提示し、彼らは全員、帝国軍の兵装を身に着けていた。守兵は疑うことなく先遣隊をセーレンに迎え入れた。

　士官はザーン次将に直接弁明をしたいと申し出た。ザーンは現地の名士から瀟しよう洒しやな屋敷を接収し、居所としていた。士官はこの屋敷に案内された。ザーンは寝起きが悪く、ことに飲酒後は最悪だった。対応した副官がその旨を遠回しに説明すると、士官は屋敷の中で次将が目覚めるのを待ちたいと言いだした。

「ザーン次将にお会いできなければ、面目が立ちません」

「今は中に通すことはできない。次将が起床されたのちに、あらためて参られよ」

「それでは遅い。悪いが、邪魔をするなら死んでもらう」

「何!?」

　士官は即座に抜剣して副官を斬り殺した。士官が屋敷に押し入ると、周囲から帝国兵がわらわらと集まってきてそれに続いた。士官以外の先遣隊千余は守兵の屯営に留め置かれていたが、そのうちの数十名が行方不明になっていた。屯営を抜けだした彼らが士官と行動を共にしたのだった。

　ザーンはそれから間もなく目を覚ました。いきなり彼の寝室の扉が開いて、何の断りもなく大勢が室内になだれこんできたのだ。

「な、何だ、何事だ!?」

　ザーンは寝台から引きずり出され、後ろ手に縛られて、ひざまずかされた。寝室の窓には透明な硝子がらすが嵌はめこまれていた。すでに夜が明けようとしており、侵入者の手で窓掛けが引き開けられ、部屋の中が多少明るくなった。

　薄笑いを浮かべて自分を取り囲んでいる男たちを見て、ザーンは動転した。彼らは全員、帝国兵だった。

　ザーンは寝間着姿で、洗顔もしておらず、豊かとは言いがたい頭髪は乱れていた。なぜ絶対種人間で帝国軍次将たる自分が、帝国軍の兵士たちに辱められているのか。

「いったい、何の、……何のつもりだ？　これは、……夢でも見ているのか？」

　帝国兵たちはどっと笑った。違う、とザーンは悟った。彼らは帝国兵ではない。だとすれば、何者なのか。

[image: ]

　一人の女が部屋に入ってきた。帝国兵のふりすらしていない。あれだけ若ければ、ふりもできないだろう。

「子供……？」

「私は十四歳。もう大人」

　麦むぎ藁わらのような髪をしたその娘は、ぶっきらぼうにそう口答えしたが、やはり子供だとしかザーンには思えなかった。彼には娘が三人おり、上から十八歳、十五歳で、三女は十二歳だった。彼の前で足を止め、顎を上げて下目遣いで彼を見下ろすというより見下げている女は、十五歳の次女より十二歳の三女と同年輩に見えた。

「クン・ザーン。変な名前」

「こ、子供が、何を……」

「だから、子供じゃないってば。私はあなたのご主人様」

「ご主人……？」

「に、なるかもしれない。ならないかも。どっちにしても、セーレンは私のものだけど」

「おまえは、……誰だ？」

「イヴァラーヤ」

　娘は腕組みをして部屋の中を見まわした。

「この家、趣味、悪すぎ。別のとこ探さないと。兄上をお招きしなきゃいけないし」
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　記録によると、ゲルト・ファッツはそれから間もなく、セーレンがアークラント解放軍を名乗る集団に乗っ取られたことを知った。

　斥候や間かん諜ちようが報告したのではない。東征軍を率いてクレイサに向かうファッツのもとを、一人の客が訪れた。面識がない相手であり、拒んでもよかったが、魔女ニエ・ゾキアの仲介だった。ファッツは馬上で、しかも足を止めずに、短時間という条件付きで、会うことにした。

「これは、ゲルト・ファッツ将軍。お目通りが叶かない、光栄です」

　現れた男は、煌きらびやかな馬うま鎧よろいをまとわせた白馬にまたがり、見るからに仕立てのいい装束を着て、物腰もまた高貴だった。髪も、肌も、貴婦人のように手入れしているのだろう、赤子のそれのごとく艶がある。あからさまに只ただ人びとではない。

「手前はファウスト商会の会長を務めさせていただいております、ヨヴェル・ファウストと申します」

「ファウスト商会。存じておる」

「音に聞こえたファッツ将軍にお知りいただいているとは、手前どもの誉れです」

「貴商会の名は近年、陸西でも耳にする。手広くやっているようだな」

「ありがとうございます」

「褒めているわけではない」

「手前どもは主権国の法を守り、秩序を乱すことなく、許され、認められる範囲でのみ、商売させていただいております。その上で、どのような形であれ、ファッツ将軍に当商会の名を認知していただいているのですから、幸甚と申しあげる他ありません」

　放っておいたら、この男はいつまでも笑みを崩さず、ぬけぬけと社交辞令を並べ立てつづけるだろう。ファッツが痺しびれを切らして、

「何の用だ」

　と問うと、ヨヴェルはやはり顔色を変えずに、

「アークラント解放軍を名乗る者たちがセーレンを陥れました。今ごろ、クン・ザーン次将の生首が市民の前にさらされていることでしょう」

　そこまで言ってから、わざとらしく肩をすくめてみせた。

「ご存じありませんでしたか。手前どもは意地汚い商人ですので、儲もうけ話を聞き逃してはなるまいと、絶えず耳をそばだてているものでして」

　ファッツは思わず、アークラント解放軍とは、と尋ねそうになった。しかし、ヨヴェルは自ら宣言したように商人だ。商人にとってもっとも価値のある商材は何か。兵へい站たんに関わる者として、商人と接する機会も多いファッツはよく知っている。情報だ。

　今、ヨヴェルはそれを無料で提示した。ファッツが教えろと頼んだわけではないから、たとえ見返りを要求されたとしても、支払う必要はない。だが、ファッツがある情報を欲しがったら話は変わってくる。ヨヴェルは適切な対価を請求するだろう。

　商人たちは、金や物品の交換に、情報のやりとりを織り交ぜる。そうした情報はときに金を生む。形のない情報こそが大金を生みだす、といっても過言ではないかもしれない。いや、金だけではない。ある種の情報は人の生死をも容易に左右する。国を転覆させることすらある。

　ヨヴェルはファッツの鼻先に餌をぶら下げてみせたのだ。

　この男は、完璧な商売人の笑みを浮かべて、声には出さずにこう言っている。

　いかがでしょう、手前はもっと知っておりますよ、知りたいですか、でしたらお教えしましょう、その代わり、手前どもは下げ衆すで欲深な商人ですから、いただくものはいただきませんと。

「我が人間の帝国は、劣等種とは商取引を行わない。法的に人間としての先天権利を持たぬ者とは、契約が成立しないからだ」

「存じております。しかしながら、言葉さえ通じれば約束を交わすことはできましょう」

　帝国の官吏や帝国軍は、帝国外の者と契約に基づかない取引をすることがある。ヨヴェルはその例外的な事例について言っているのだろう。

「誇りある帝国人は約束を違たがえぬ」

「承知しております」

「貴商会は何を商っておる？」

「何なりと。顧客の望みを叶えるべく粉骨砕身するのが、手前どもの仕事でございます」

「今はいい」

「ご用の際はいついつなりと、お申し付け下さいませ、ファッツ将軍。それでは、今後ともどうかよしなに」

　ヨヴェルは一礼すると、器用に白馬を操ってファッツから離れていった。入れ替わりに、大黒鹿トルマリフという貴重な動物に乗ったニエ・ゾキアが近づいてきた。

「どお、ゲルト？　彼、おもしろいでしょう？」

「魔女め。あの男と何を約束した？」

「なあんにも。貸し借りはないわ」

「今現在は、だろう。手品の道具でも仕入れたか」

「魔術って手間がかかるの。彼、まだ若いけれど、なかなか有能よ。顔も広いし」

「奇術の種を握られるぞ。筒抜けになりかねぬ」

「やだ、ゲルトったら。あたしがそこまで浅はかだとでも？　それにねえ、彼みたいな生き物は先の先まで見越してるわ。少なくとも、見越しているつもりなのよ」

「両天てん秤びんというわけか」

「どうせ、天秤はあたしたちのほうに傾くわけだし、ねえ？」

「当然だ」

　ファッツはしばし思案したが、予定どおりこのままクレイサへ向かうことに決めた。

　セーレンについては、まず斥候を放ってよく確かめ、それから考える。もし本当にアークラント解放軍とやらがセーレンを陥れていたとしても、対応は後回しにせざるをえない。シュタイラスが残留部隊をすべて連れてきたので、グンダナが手薄になっている。セーレンを再占領するにしても、グンダナを固めてからだ。

「魔王ゴウドリックの娘、イヴァラーヤがグンダナで蜂起した折、解放軍を名乗ったというが。──あの血は一滴残らず絶たねばならぬな。我が人間の帝国のために……」
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　まさか、こんな形で里帰りすることになるとは、夢にも思わなかった。

　もっとも、感慨はさほどない。ロワがセーレンで過ごしたのは七歳までだ。何もかもありありと思いだせる、とは言いがたい。

　養い親のモン婆は、ロワをあまり外に出したがらなかった。彼女自身も用事がなければ家の中にいて、編み物や裁縫をし、日が暮れると酒を飲むという生活を送っていた。

　今から考えれば、万が一にもロワの正体が露見してはならないと、びくびくしながら暮らしていたのかもしれない。ただ、家は古めかしいが頑丈で、ひもじい思いをすることもなかった。モン婆は蓄えがあったのだろう。あるいは、ロワを預かって育てる報酬として、それなりの金品をえたのかもしれない。

　モン婆が外出した隙に、何度か家を抜けだしたことがある。そう遠くまでは行けなかった。家の周りを探索した程度だ。

　半ば監禁されているようなものだったから、暴れたり、モン婆に抗議したり、丸めこもうとしたり、いろいろな手段に訴えて、状況を改善しようとした。生まれ変わっても、幼児が二十歳のように振る舞えるわけではない。人間の思考や行動には、脳の発達具合やホルモンの分泌などが関わっているからだろう。

　それでは、記憶はどうなっているのか。そこは本当に謎で、いまだにロワにもよくわからないが、幼児のころはだんだんと蘇よみがえってくる記憶が主な遊び道具だった。

　モン婆はかろうじて読み書きができたものの無学な人で、家の中に書物のたぐいは一冊もなかった。ロワがかつての記憶を頼りに字を書いてみせると、モン婆が、なんてこった、と目を剝むいて驚いたのを覚えている。たしか四歳のときだったと思う。

　モン婆にしてみれば、ここはどこなのかとか、何という国なのかとか、四歳児が矢継ぎ早に訊きいてくるのだ。さぞかし気味が悪かっただろう。

「サントマルタンって知ってる？」

「はあ？　さんと、……何だって？　知らないよ、そんなのは」

「モン婆の話からすると、このアークラントっていう国は、サントマルタンからずいぶん遠そうだな。なんで同じ字を使ってるんだろ。言葉がだいたい一緒なんだよな。方言程度の違いしかない。不思議だな……」

「あたしゃ、あんたが不思議でしょうがないよ」

　そうだった。

　モン婆はロワを恐れていた。

　どうりで外に出さなかったわけだ。この奇妙な子供が何かしでかしたら大変だと、モン婆は危惧していたのだろう。

　当時、家を訪れる者といえば、彼女の姪めいピエレッタくらいだった。ピエレッタは冷たい女で、ロワが近づいてゆくと、しっしっ、と手を振って追い払ったものだ。あれもおそらく、ロワが不気味だったのだろう。

　七年過ごしたわりに、いい思い出はない。

　悪い思い出も、さしてない。

　セーレンはアークラント第二の都市だというが、それだけのことはある。開け放たれた市門を通過する人馬、竜、車は数えきれない。市内に入ったら入ったで、ものすごい賑にぎわいだ。グンダナと違い、海沿いの平地に広がっている街だし、景観は凡庸だが、とにかくあふれかえるほど人が多い。

　十二月三十一日。日本ではないから大おお晦日みそかとは言わないが、年末年始を祝う風習は各地にある。そのせいもあるのか。だが、ロワたちをセーレンまで連れてきたリリアックの長おさノイエ・キルシュによると、帝国軍の支配を脱したことが何より大きいという。

「セーレンは人と物が血液のように絶えず流れることで成立している街です。ところが、帝国は港湾を完全に封鎖し、陸路の物流も制限しました。一時的な措置だったのかもしれないが、おかげでセーレンは半ば死んだも同然だった。ふたたび血液が流れだし、復活しようとしている」

　ちなみにノイエは、先に戦死したロワの兄、魔王ゴウドリックの長男ヘルメル王太子の影武者でもあった。ヘルメルと瓜うり二ふたつなので、目出し帽みたいなものとフードで顔を隠している。奇態な風体だが、道行く人々はまったく気に留めていない様子だ。それもそのはずで、セーレンは犬頭人ウルフニツド、猫耳人コーサニカ、蜥蜴人サラマン、矮小族ドルガ、巨人族から、見たことがないような稀き少しよう種族まで、ありとあらゆる人種の坩る堝つぼと化している。素顔をさらしていない者もめずらしくない。

　ノイエが接触してきたのは、三日前の深夜だった。

　リリアックの諜ちよう報ほう員とは頻繁に会っていたが、長のノイエ自らロワを訪ねてくることはまずない。何か大事かと思ったら、そのとおりだった。イヴァラーヤ率いるアークラント解放軍がセーレンを手中に収めたので、話がしたい、来て欲しいという。ようするに、自分と話がしたければそっちから出向いてこい、と要求してきたのだ。

　ノイエはロワたちに明かしていなかったが、リリアックはしばらく前からイヴァラーヤと連絡をとりあっていた。彼女を支援してさえいたようだ。

　リリアックはアークラントの諜報機関で、ノイエは魔王ゴウドリックから直々に国家再建を図れと命じられたらしい。イヴァラーヤも魔王の遺児なので、リリアックとしては彼女を助けるのにやぶさかではない、ということなのだろう。

　僭せん越えつながら、──と、ノイエは慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度でロワに告げた。

「連合軍だけで東征軍を打倒するのは、控えめに言っても非常に困難でしょう。イヴァラーヤ殿下は手を差しのべておられる。歩みよってその手をとることに躊ちゆう躇ちよする理由があるとは思えません」

　たしかに、味方は喉から手が出るほど欲しい。でも、信用できるのか。

　そこはまあ妹だし、──と思いたくなるが、ロワにとっては赤の他人同然だ。魔眼はさておいても、そうとうあくが強い娘らしい。まだ十四歳だが、年齢は忘れたほうがいいだろう。少なくとも、血を分けた兄妹同士で助けあいたい、などという甘っちょろいことは絶対言ってきそうにない。

　悩んだ末に、鉄の王子スカル、ドゴシアン、ルルバート王子らの意見を聞いて、まずは直接交渉してみることにした。連合軍を引き連れてセーレン入りする手も考えたが、イヴァラーヤはそれを望まないとノイエが断言した。つまり、解放軍は連合軍と争えるほどの戦力を有してはいないのだ。また、イヴァラーヤとしては、連合軍に吸収されたくもない。あくまで独立した勢力として、連合軍と力を合わせたいのだろう。あるいは、連合軍を利用したい。

　連合軍の指揮は、スカルに任せた。

　ドゴシアンは妹に会いたがり、ルルバート王子も許嫁いいなずけとの再会を熱望したが、さすがに重鎮を二人も伴って軍から離れるわけにはいかない。ドゴシアンが譲ってくれたので、ルルバート王子を連れてきた。

　それ以外の随員は、アルノワとタマミナ、ジョーにダーリャと、ルルバート王子のお供が三名だ。

　少人数なら、豹蜥蜴リパードや竜スカーヴァ、馬、矮小族ドルガの体格にあった小馬を走らせれば、一日あたり百キロは進める。ロワたちはセーレン入りすると、現在、解放軍の本部になっているという白亜の旧公館に案内された。

　旧公館といっても、東征軍に制圧されるまで、ようするについ最近までセーレン公館として使われていた。アークラントでは、大都市の長官を公と称する。この館にはセーレン公が居住し、政務を執り行っていた。

　セーレン公は東征軍に降伏する意向を伝えると、ただちに逃亡しようとしたが、民衆に捕まって袋ふくろ叩だたきにされ、殺されたのだという。セーレン公が降伏したおかげで、この街は戦禍を被らなかった。しかし、セーレンの民は無抵抗で白旗をあげた公を許さず、公もまた、民が自分を容赦しないことを知っていた。

　セーレンの民は抜け目がなく、自主独立の気風が強い。

　帝国もこの街の統治には苦心しただろう。旧公館への道すがら、捨てられ、踏みにじられた金属製の札を、何百個も見かけた。

　占領地で現地民に仕事を与え、それと引き換えに賃金と仮かり票ひようをばらまくのは、帝国の常じよう套とう手しゆ段だんらしい。その仮票、金属製の札があれば、帝国の行政庁で六等戸籍を取得できる。六等は最下級で、それを持つ者は未満人として扱われるが、無戸籍の劣等種とは段違いだ。何しろ、劣等種は財産の私有が認められない。帝国の法律は劣等種を一切保護しない。たとえば、絶対種人間が劣等種を殺しても、罪に問われることはない。

　セーレンの民は、もらえるものはもらっておけとばかりに仮票を入手した。しかし、帝国軍が去った途端、投げて捨ててしまったのだろう。

「……ていうか、遅いな」

　ロワたちは応接室のような、というか応接室だろう部屋に通された。

　それからもう、ずいぶん経たっている。

　ノイエ・キルシュが退室したのはいつだったか。べつにイヴァラーヤを呼びに行ったわけではなく、要約すると、自分もそれなりに忙しいのでこれ以上ここにはいられない、というようなことを言って去った。こっちだって暇ではない。

「ロワ様……」

　隣りあって長椅子に座っているタマミナが、少し前からもじもじしている。そのことにはロワも気づいていた。

「どうしたの？」

　お手洗いかな、とロワは思ったが、タマミナの答えを待った。

　タマミナは下を向いて、なかなか何も言おうとしない。ロワは勇気を振りしぼり、タマミナの手を握ってみた。タマミナはやっと決心がついたようだった。

「あのう、タマミナは、……大丈夫でしょうか」

「大丈夫って、……何が？」

「そのう、これからお目にかかるイヴァラーヤ様は、ロワ様のごきょうだいですよね。それですのに、タマミナは……」

　彼女は何かをひどく気にしているらしい。でも、それが何なのか。ロワには皆目見当がつかない。

「馬鹿か」

　壁を背にして立っているダーリャにいきなり罵られた。

「おまえの嫁さん、顔に怪我けがしてるだろ。あたしみたいに、傷なんて勲章だと思う女ばかりじゃないんだ」

　長椅子の傍らに控えていたアルノワが、はっ、と息をのみ、あたふたと頭を下げた。

「申し訳ありません、タマミナ様。わたくしとしたことが、まるで思いが至らず……」

「いいえ、そんな、アルノワさんに謝っていただくようなことでは……」

「まあ、でもよ」

　と、肘掛け付きの椅子にふんぞり返っているジョーが、へっ、と鼻を鳴らした。

「マジで気にすることはねえと思うぜ。勲章だとは言わねえが、そいつは立派に戦って負った傷だろ。俺から見りゃあ、粋なアクセサリーみてえなもんだ。何せ、もとが器量よしだからな。半人前にはもったいねえべっぴんの嫁さんだ」

「ほんと。上玉すぎてさ。萎しなびたクソキンタマ野郎とは釣り合いがとれないよな」

　ダーリャに、美女と鼻クソってやつだ、と嘲あざ笑わらわれて、腹が立たないわけではない。でも、実際、そのとおりだと納得してしまった。

　タマミナの左目を覆う包帯はなかなか外れないようだ。見慣れてしまって違和感はないが、もちろん痛ましい。その痛ましさが、何というか、変な話ではあるのだけれども、胸にぐっときたりもする。

　妻なんだなあ。

　ものすごくかわいらしくて、とてつもなくきれいでもあって。

「……噓うそみたいだ」

「はい？」

　タマミナはちょっと首をひねって右目をぱちぱちさせた。そういう仕し種ぐさがまた可か憐れんだ。

「あ、いや、……ええと、何だろ、きみが僕の奥さんだなんて、なんか、いまだに信じられないっていうか、……噓みたいだな、と。もちろん、いい意味で、なんだけど」

「タマミナこそ、ロワ様の、つ、つ、妻にしていただけて、幸せで、たまに、夢かもしれないと思ったりして……」

「えええええ、ゆ、夢じゃないよ、ていうか、それは僕の科白せりふっていうか……」

「うっわ、気持ち悪いな、こいつら……」

　ダーリャは体中を搔かいている。痒かゆいの？　じんましんかな？　違うか。応接室内の空気は大変微妙なことになっている。だしぬけに扉が開き、彼女が入ってきてくれて、むしろ助かった。

　麦むぎ藁わら色の髪の毛がふわふわしていて、何もかもお見通し、知らないことなんか一つもない、とでも言いたげな目をした十四歳の妹は、黙ってロワたちを見まわすと、なぜか呆れたように、ふっ、と笑った。

　イヴァラーヤは世を舐めきったような顔をした四十絡みの偉丈夫を従えていた。金をちりばめた豪華な鎧よろいをまとい、そうとう金が掛かっていそうな拵こしらえの剣を佩はいているが、一目で傭よう兵へいだとわかる。軍人はいくら出世してもあそこまでふてぶてしくはならない。ジョーはどうやら男を知っているようだ。

「金貨兵団の、──ガラハイラム・ビュローだと……」

　男はジョーに笑いかけた。人を食ったような笑みだった。

「狐狼団ジヤツカルの悪たれジョージヨー・ヴイシヤス」

「おまえさん、セレニアのお抱えになったんじゃなかったか」

「俺がなぜここにいるのか。あんたが言ったことの中に答えは含まれている」

「ほお、……アークラント解放軍とやらには、セレニアの後ろ盾があるってことかよ」

　セレニア大公国は一風変わった国だ。セレニアの君主は王ではなく、貴族ですらない。とんでもない富豪で、商人の間では現あら人ひと神がみとして崇あがめられるような存在だが、大商人かというとそれも違う。セレニアの大公デンシュタット家は、何も売り買いしないからだ。

　デンシュタット家は銭金だけを専門に扱う。セレニアは銀行国家なのだ。

　陸東の多くの国がセレニアから融資を受けている。セレニアが両替する各国通貨の量は莫ばく大だいだ。また、金持ちはセレニアに金を預けて利子を受けとる。アークラントの魔王家は陸東有数の資産家で、セレニアとの関係は深い。現セレニア大公カール・デンシュタットは、魔王ゴウドリックの五男タルキアンを養子にしている。

　ちなみに、タルキアンは二十歳くらいのはずだ。

　エルドリック亡き今、タルキアンの魔王位継承順位はドゴシアンに次ぐ。

　ロワは長椅子から立ち上がった。イヴァラーヤは、年齢からして当然なのかもしれないが、アルノワよりも背が低い。さすがにロワのほうが上背がある。それにもかかわらず、小さくは見えない。

　そういえば、──と、ルルバート・ヒューデルビー王子の様子をうかがってみたら、ただでさえ椅子の大きさが合わないほどの短たん軀くを、よりいっそう縮こまらせていた。王子は許嫁に惚ほれこんでいるという話だったが、めちゃくちゃ怖がってない？

　たしかに、怖い娘だ。

　十四歳？　これが？　冗談でしょ。いや、見た目は年相応か、もう少し幼いくらいだが、大人顔負けの貫かん禄ろくがある。

「やあ、イヴァラーヤ」

「久しぶり。黒い稲妻さん」

　イヴァラーヤはまばたきもせずにロワの目を見すえている。何を考えているのか。その表情から読みとることはできない。

　黒い稲妻、のところで笑いが起こってもおかしくないのに、応接室内にいる全員が息を殺しているかのようだ。間違いなく、イヴァラーヤがこの緊張感を生みだしている。

「……その呼び方はやめてくれないかな。僕に話って？」

「ドゴシアン兄さんは来なかったんだ」

「きみに会いたがっていたけどね」

「私はどうでもいいかな」

「婚約者は一緒だよ」

「それはもっと、どうでもいい」

　イヴァラーヤは少しだけ苛いら立だたしげな色を声に滲にじませた。

「……イヴァラーヤぁ……」

　ルルバート王子は半泣きになっている。かわいそうだが、ロワの妹は王子の手には負えないだろう。

　下手に出たら、どこまでも軽く扱われる。威圧は通じない。イヴァラーヤはたぶん、自分が一番だと思っている。自信過剰とも言いきれない。彼女は十四歳にして、陥落したグンダナで生きのびた。東征軍を手玉に取り、このセーレンを奪取したのだ。

「用がないなら、帰る」

　ロワはぷいと妹から目をそらして、タマミナの手をとった。

「さあ、行こう」

「……はい」

　タマミナは困惑を隠せないでいるが、それでも夫に従って長椅子を立った。アルノワやジョー、ダーリャは心得たものだ。

「かしこまりました」

「セーレンは久々だし、どっかで一杯やってくか。なあ、うちのお姫さんよ」

「オヤジと吞のむと、きりがないんだよな。いいけどさ」

「も、もては残るのだもる！　せっかくイヴァラーヤに会えたのだもる！」

　ルルバート王子は顔を真っ赤にして椅子にしがみついている。まあ、好きにすればいい、という感じで、ロワたちは応接室をあとにしようとした。

「それでいいの？」

　と、イヴァラーヤに呼び止められなければ、ロワは本当に部屋を出ていた。

「いいよ」

　脅しが効くほど、生やさしい相手ではないと思っている。だとしたら、本気でやりあうしかない。

「仲間はいればいるだけ助かるけど、信用できなきゃそもそも仲間になれない。きみは僕を呼びつけておいて、たっぷり待たせた。その上、謝りもしない。僕はきみのことをまったく知らないから、その行動で判断するしかない」

　イヴァラーヤは微笑ほほえんだ。ここで笑うのか。それも、じつに楽しげだ。なんという娘だろう。怖すぎるって。

「私は信用できない？」

「うん。ついでに言っておくけど、次の魔王にふさわしいのは、タイシュの大公子ドゴシアン殿下だと僕は思ってる。継承順位だけが理由じゃない。兄上は魔王の器だ」

「私はタルキアン兄さん推し。わかってるだろうけど」

　イヴァラーヤがそう言った瞬間、金貨兵団のガラハイラム・ビュローがわずかに片眉を上げた。彼はセレニアと専属契約を結んでいるらしい。ようは、セレニアの人間だ。

　セレニアはアークラントの同盟国だが、あの銀行国家が義理人情で動くわけがない。

　イヴァラーヤはセレニアの支援をとりつけた。見返りは何か。

　アークラントを奪い返した暁には、セレニア大公の養子であるタルキアンを魔王に、という約束を、イヴァラーヤはしたのではないか。

　ビュローはたぶん、イヴァラーヤを助けながら、監視してもいる。力を借りている以上、彼女はセレニアを裏切れない。

　ロワは内心ほっとしていた。ドゴシアンを連れてこなくてよかった。あの人のことだ。もしイヴァラーヤに、タルキアンを次の魔王にすることを条件に協力する、とでも言われたら、いいぞ、と答えてしまいかねない。

「そのタルキアン、……殿下、でいいのかな。今、どこに？」

「カーンズに向かっている」

　イヴァラーヤはなぜか胸を張って即答した。なぜか、というか、思わず感情的になりかけて、それを隠そうとしたのだろう。

　カーンズはアークラント第三の都市で、現在は極東軍の拠点になっている。セレニアからは海を挟んで三百キロくらいだ。遠いようで、船だとそうでもない。

　セーレンにも港はある。セレニアからは海路で五百キロといったところだろう。しかし、イヴァラーヤがセーレンを落としたのはつい先日のことだ。カーンズに向かっているというタルキアンには、まだその情報が伝わっていないかもしれない。

　そもそも、タルキアンは本当にカーンズに向かっているのか。

　イヴァラーヤのことだから、魔王にしてやるから兵をどっさり連れてこい、くらいのことは言いそうだ。タルキアンは、わかった、行く、カーンズに向かう、と返事をしたが、なかなかやって来ない。どうなってるんだ、あいつは、とイヴァラーヤはキレている。おおかた真相はそんなところではないか。

　ドゴシアンは、そして、はばかりながらロワも、それからイヴァラーヤだって、体を張っている。エルドリックも前線に出てこようとしていた。その結果、命を落としてしまったわけだが、人任せにはしないという気概はあった。

　精神論ではない。人の上に立つ者として、先頭に立つ姿勢はやはり必要だ。さもなければ、誰もあとに続いてこない。

「イヴァラーヤ」

「何？」

「肝心なのは、アークラントから東征軍を追い払うことだ」

「それは、そう」

「その一点において、僕らは一致している。足を引っ張り合っている場合じゃない。そんなことをしていたら、勝てるものも勝てないしね」

「勝つ気でいるんだ」

「当然、勝つよ」

「封鎖して、閉じこめるつもり？」

　イヴァラーヤは聡そう明めいだ。行動力も並大抵ではない。さらに、彼女には魔眼という切り札がある。できれば敵対したくない。

「イヴァラーヤ。僕らは兄妹だ」

「母親はみんな違うけど、あの男の血を引いてる。女好きで、大物ぶって大口をたたいてたわりに、あっさり殺された大馬鹿男」

　唇の両端を吊つり上げて、イヴァラーヤは笑おうとしたのだろう。でも、目が笑っていない。彼女はたぶん、怒っている。東征軍に敗れた父親が許せないのか。グンダナ陥落という結果をひっくり返せなかった自分自身にも腹が立っているのかもしれない。

　なんとなくだが、イヴァラーヤは魔王ゴウドリックが好みそうな娘だ。

　性別はもちろん違うし、目も、鼻も、口も、彼女はまるで父親に似ていない。それにもかかわらず、どこか亡き魔王を思わせる。ロワの勝手な想像だが、二人は似た者同士で、表面的には反発しあいながらも、深い部分では繫つながっていたのではないか。父親の死で誰より大きな痛手を負ったのは、案外、彼女かもしれない。

「僕は西を押さえる」

「私は東。極東軍をそっくりもらう予定だから、戦力的には私のほうが上になる」

「勝てれば、僕は何でもいい」

「野心がないんだ。兄上。あなたも魔王に近い男だって自覚はある？」

「僕が魔王の柄だと思う？」

「思わない」

　むしろ、魔王にふさわしいのは私、というのが妹の本音なのかもしれない。

　もっとも、過去、女性の魔王は一人もいないはずだ。継承権はあるものの、女性というだけで順位が低くなる。男性は女性よりすぐれているのか。優遇されるのは正当なのか。ロワはそう思わないが、多くの国、地域、あらゆる場面で、男尊女卑がまかり通っている。それが現実だ。

　だからイヴァラーヤは、自分こそが魔王に、とは口にしない。

　生意気盛りで、実際、強烈な自負心を漲みなぎらせているが、それをちゃんと抑制できてしまう。これでまだ十四歳なのだ。

　ロワは素直に感銘を受けていた。何しろ妹でもあることだし、なんとしても争いたくない。それに、無事でいて欲しい。

　ロワはイヴァラーヤに歩みよって、右手を差しだした。

　妹はあっさり兄の手を握った。小さい手なのに、力が強い。指が細いぶん食いこんで、痛いくらいだ。

「東征軍を倒すまでは共闘ね」

「よろしく、イヴァラーヤ」

「ええ。ロワ兄さん」

「僕らは狙われている」

　ロワはイヴァラーヤの手を強く握り返すのではなく、自分のほうに引き寄せた。

「きみがどこまで知っているのかわからないけど、僕たちの兄、──エルドリックを殺したのは、東方元げん帥すいリンゼリカ・フォーエヴァランスだ。彼女の天剣は尋常じゃない。一番の標的はおそらく僕だけど、魔王の血を引く者は警戒するべきだ」

「私を心配してるの？」

「うん。あの女に身内を殺されるのはもうごめんだ」

　イヴァラーヤはロワを見つめたまま、しばらく考えこんでいた。

　それから目を伏せて、ぽつりと、

「そうね」

　と呟くように言った。
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　イヴァラーヤとは今後、緊密に連絡をとりあい、東征軍を打倒するべく共同戦線を張ることを確認した。彼女のアークラント解放軍を連合軍に組み込むことができれば最上だったが、まあ悪くはない。上々の結果と言ってもいいだろう。

　ロワたちは急いでセーレンをあとにした。ルルバート・ヒューデルビー王子は残りたがって駄だ々だをこねたが、イヴァラーヤに、

「目障り」

　と一言で無残に切り捨てられ、やむなくロワについてきた。

　連合軍はアークラント第四の都市ワーズリーの攻略を目指しており、ロワたちが合流したときにはその目と鼻の先まで迫っていた。リリアックの情報によると、東征軍もこれを察知している。すでに数万の援軍がワーズリーに向かっているという。

　ワーズリーはセーレンよりずっと小さいが、西や南の国境に近いこともあって、アークラント有数の堅固な城塞都市だ。守兵は三千程度だとか。ルルバート王子率いるヒューベリーの重兵団は城攻めが得意だし、間もなくナハンドラの蜥蜴人サラマン兵や、ヨルムンドの援兵も来る。押しきれるだろうが、時間がかかると東征軍の救援が到着してしまう。

　東征軍の別動隊はアン・デュー将軍が指揮を執っているらしい。ハーマイン・ロメの竜騎兵が含まれているとの情報もある。手て強ごわい相手だ。戦うとしたら、総力をあげなければならないし、無傷では勝てない。

　じつは、イヴァラーヤと話した直後に、ロワは決めていた。スカルやドゴシアンもロワの案に賛成してくれた。

　ワーズリーは攻めない。

　連合軍はワーズリーの脇をすり抜けるようにして、ヒューベリー入りした。

　ロワが考えるに、ワーズリーを落としてアークラント内に足場を築くのも悪手ではないが、ほぼ確実に別動隊に妨害される。戦力の損耗を覚悟しなければならない。ならば、それはひとまず捨て、先に太砂経路を塞ぐ。すなわち、サンドストームを解放する。

　東征軍は、サンドストームの王都サイファを陥落させたあと、すぐさま東進してランハッジ、ダナロアを電光石火のごとく次々と打ち破り、アークラントに侵入した。なお、彼らがアークラントで最初に奪いとった都市はワーズリーだ。

　陸西から太砂を越えて王都サイファに至るまでが太砂経路だが、その先もランハッジ、ダナロアからワーズリー、交通の要衝クレイサ、そして城都グンダナへと通じている。

　この物流路は主要な街道を通るので、徒歩でも馬でも行き来しやすい。また、サイファからランハッジ、ダナロア、ワーズリーまではほとんど直線的で、無駄もない。

　ロワたちもこの道を突っ切りたいところだが、各所に帝国が兵を置いている。帝国が支配している都市も複数あるし、道は広く平へい坦たんでも、障害が多すぎる。

　だから、ランハッジ、ダナロアの南に位置するヒューベリーを経由して、サンドストームを目指す。

　ルルバート王子のおかげで、連合軍はフリーパスでヒューベリーに入国できた。今後も最短ルートを選択できるとはいえ、目的地までまっすぐ進めるわけではない。そもそも、ヒューベリーに入った時点で遠回りしている。

　ロワの概算では、東征軍が自由に使える物流路と比べて、距離的にはおおよそ二割増しになる。険路もあるので、時間的なロスはさらに大きい。それでも、敵を排除しながら直進するよりは遥はるかに速いはずだが、急ぐに越したことはない。

「……ていうか、急げるだけ急がないと」

　声や足音が反響してやかましい。そのせいか、いや、そうでなくても同じだろうか、頭が痛くてかなわない。

　あと、暗い。昼間なのに。あたりまえか。

　トンネルだし。

　ヒューベリーを初めて訪れた者は、例外なく首を傾かしげるだろう。ここは矮小族ドルガの国だというが、いったい彼らはどこにいるのか。人っ子一人いないし、踏み固められた道はあっても寸断されている。街らしきものも見あたらない。

　よくよく探せば、森や丘に人工物が隠れている。それらはたいてい、木と石、土で作られた小屋や倉だ。出入口は施錠され、鍵を壊しでもしないと中には入れない。山の斜面に段々畑があったり、家畜としか思えない獣の群れが草を食はんでいたりもする。しかし、肝心の矮小族ドルガはどこにもいない。

　彼らは地中に住んでいる。段々畑があったら、その近くをくわしく調べてみるといい。きっと出入口がある。

　彼らは住み処かだけでなく、通り道も地中に造る。そう。トンネルだ。

　果たして、ヒューベリーの矮小族ドルガは、自国内のトンネルをすべて把握しているのか。ある者は、もちろんだもる、と自信満々に答えるし、別の者は、馬鹿を言うなだもる、と笑う。試しにルルバート王子に訊きいてみたら、返事はこうだった。

「知り尽くしていると言ったら誇張があるのだもるが、知らないと言えば噓うそになるのだもる。知るべき道を知る者はすべてを知る、という言葉がもてらにはあるのだもる。ようするに、そういうことなのだもる」

　どちらにしても、王子の案内に頼るしかない。

　トンネルはヒューベリー中に張り巡らされていて、無数の出入口があるようだ。外国人にとっては、そのうちの一つを発見するだけでも骨が折れる。入りこんだトンネルがどこに通じているのか、進んでみなければわからない。分岐していたり、侵入者を嵌はめるための行き止まりなどもあったりする。矮小族ドルガの国ヒューベリーならではの事情もある。

　彼らは小柄だ。ものすごく背が高い矮小族ドルガでも、百三十センチくらいだろう。この国のトンネルは、彼らが彼らのために掘った彼らのものだ。

　従って、幹線道路的に用いられているトンネル以外は、ロワでも天井に頭がぶつかりそうなほど小さい。いや、まあ、意外とぶつかりそうでぶつからなかったりするのだが、タマミナは屈まないと歩けないし、標準サイズの乗用馬や竜もまず無理だ。首が短い豹蜥蜴リパードでも、あまり入りたがらない。

　そんなわけで、ヒューベリーにおける行軍は、完全にルルバート王子任せだ。

　地上は大部分が自然のままだから、基本は大きなトンネルを通る。大きなトンネルが途絶えたら外に出て、王子の指図どおり野山を行進する。王子がここだと示した出入口から大きなトンネルに入って、行けるところまで行く。その繰り返しだ。

　ときどき地図を使ってルルバート王子に現在地を教えてもらう。一日二十キロから二十五キロは進んでいるので、まあまあだろう。というか、これ以上だとオーバーペースになるので、ぎりぎりと言うべきか。

　健脚な人なら、時速四キロから五キロくらいで一日の半分以上歩くことも不可能ではない。ただ、道が悪いと速度は落ちるし、何日も続けたら体を壊す。徒歩だと、整備された道で一日三十キロといったところが限度だろう。

　どうやら東方元帥リンゼリカ・フォーエヴァランスは、賞金を出して部隊同士を競争させるなど、軍隊らしくない手段を用いて超強行軍を実現していたようだ。これは言ってみればドーピングみたいなもので、長期的には兵を消耗させる。

　ファッツが総指揮を執る東征軍なら、そこまではやらない。それでも、ロワたちは急げるだけ急がないと、おそらく追いつかれ、追い越されてしまう。

　リリアックの諜ちよう報ほう員によれば、アン・デュー率いる東征軍別動隊は、ワーズリーを素通りして西進している。

　別動隊の任務は、連合軍からワーズリーを守ることだったはずだ。ところが、連合軍はワーズリーを攻撃しなかった。この場合、別動隊がとりうる選択肢はいくつかある。

　一つは、引き返して本隊と合流する。

　もう一つは、予定どおりワーズリー入りして、ファッツの指示を仰ぐ。

　だが、別動隊はためらわずにワーズリーを通りすぎた。

　前もってファッツから指示を受けていたのか。アン・デューが独自の判断で動いているのか。どちらにしても、別動隊は西へ、西へと突き進んでいる。

　ロワの狙いが読まれているとしか思えない。

「……トンネルは暗くてさ。しょうがないけど。圧迫感が……」

　自分は閉所恐怖症だったのか。このごろはもう、トンネルに入った途端、息苦しくなって、頭痛がひどくなる。

　タマミナやアルノワがたびたび声をかけてくれて、ありがたいのだが、正直、いちいち返事をするのが億おつ劫くうだ。かといって、変に心配させたくないから、答えないわけにもいかない。

「……大丈夫だよ。……うん。……平気。……なんともないから。……大丈夫……」

　トンネルを出ると、少し気が晴れる。ほんの少しだけだ。

　ルルバート王子を呼んで、地図を開き、連合軍の現在地を確認して、えられた情報から東征軍別動隊はだいたいこのあたりだろうと見当をつけ、速いな、とか、これはもっと急がなきゃ、とか、どうやって急ぐんだよ、とか、考えているうちに吐き気がしてくる。

　吐いている場合じゃない。吐くのはけっこう体力を使うし、ただでさえロワは食が細いのだ。主食は蜂蜜だが、一切れでもいいからパンやチーズを必ず胃に入れるようにしている。せっかく体内に押しこんだ食べ物を戻してしまうのはもったいない。

　わざわざ天幕を張る手間を省けるので、眠るのはトンネルの中だ。タマミナが同行していて、彼女はロワのれっきとした妻なわけだが、周りの目が気になって一人で寝ている。兵たちに、何だよ、行軍中なのに俺らの大将女と同どう衾きんしてるのかよ、いい身分だな、みたいに思われると、士気に関わるし。今はタマミナに指一本ふれたくない、という気持ちもひそかにあったりする。

　寄り添ったら、抱きしめたくなる。──いや、抱きしめられたくなる。もし彼女に抱きしめられたら、きっと甘えたくなってしまう。たぶん、緊張の糸が切れる。高熱が出て、立てなくなるかもしれない。

　タマミナはちょっと寂しそうだ。でも、理解してくれているだろう。ここは踏んばりどころなのだ。
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　一月二十四日。

　連合軍はクッタープルトという大きな街に到着した。

　ヒューベリーなので、都市の大半は地中にある。それでいて、かなり明るい。地上から採光したり、照明をたくさん設置し、その光を反射させたりして、ずいぶん工夫しているようだ。やけにあたたかいのは、温泉が湧いているからだという。たしかに、あちこちから湯気が出ていて、それっぽいにおいがする。

　クッタープルトは、首都ノクトーンプリンプルトに次ぐ規模の地中都市で、最大の軍事拠点だ。市域は数キロ四方に広がり、地下数十メートルにまで及ぶ。数十万の矮小族ドルガが暮らしており、その中には数万人の兵士が含まれている。

　実数どころかおおよその数すら明らかにしないのは、いかにも矮小族ドルガらしい。彼らは隠された物に美を感じるようで、不明瞭なものや奥深さを愛する。

　たとえば、ヒューベリー重兵団の兵士たちは、鉄の王子スカル率いる鉄甲兵に勝るとも劣らない重装備だが、これも徹底的に体を見えなくすることにこだわりがあるのだとか。彼らは男女とも、他人には顔くらいしかさらさない。恥ずかしいのではなくて、隠したほうがいいものを隠さずにあえて見せるのは無礼だと彼らは考えるらしい。

　そんなわけで、市街地に足を踏み入れても、ここがどんな街なのか、どれだけの矮小族ドルガがどのように住んで、どういう生活を送っているのか、よくわからない。これは家かと思ったらただの障害物だったり、大きな水道管みたいなものが通路だったり、見上げると建物があったり、道脇に窓だけが立っていたりする。

　何はともあれ、連合軍はヒューベリー軍駐屯地の一角を一時的に借用し、ここで一泊することになっていた。骨休めとまではいかなくても、将兵に一息つかせたい。それに、大事な用もある。

　ルルバート王子に頼んで、駐屯地の一室を使わせてもらえることになっていた。

　ロワはドゴシアン、スカル王子、ルルバート王子、それからタマミナ、アルノワ、ジョーと共に会見に臨んだ。相手はロワより先にクッタープルト入りし、部屋で待っていた。待ちかねていたのかもしれない。

　ロワが入室すると、彼女は襲いかかるような勢いで近づいてきた。

「特使殿。いえ、今は連合軍総そう帥すいでしたね。異名は黒い稲妻でしたっけ」

　圧が。

　というか、目力がすごい。

　彼女と会うのはこれが二度目だが、名高い〝風の戦士〟ナバク・ハーザードとよく似た鋭い眼光が印象に残っていた。

「……その、……黒い稲妻だけやめていただければ、肩書きはどうでも。なんなら、ロワでかまいません、シャリファ殿下」

「殿下はやめてください。これ、前にも言いましたよね、ロワ殿」

　シャリファ・ハーザードはくすりと笑った。笑顔になると、何というか、怖くない。

　砂の民の王、ジャヒン・ハーザードが彼女の実父だ。当代ナバク・ハーザードは王弟なので、風の戦士の姪めいにあたる彼女は、

「これを」

　と、手にしていた包みをロワに向かって差しだした。
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　受けとって、中身をあらためると、折りたたまれた手拭き布だった。

「ああ、……あのときの」

　初対面の折、シャリファはナバクの病状について話している最中、いきなり泣きだした。それでロワが未使用の手拭き布を渡したのだった。

「いいのに。わざわざ返していただかなくても」

「貸しは雨に流し、借りは砂に埋めろ。砂の民に伝わる言葉です」

「貸しは忘れてもいいけど、借りは絶対に忘れるな、……みたいな意味ですか？」

「ようするに、人は根に持つものだということです。借りはどんなに小さくても返しておいたほうがいい」

　手拭き布ごときを借りだと見なすのは大おお袈げ裟さだと思うが、あくまで対等でいたいということなのかもしれない。ロワは手拭き布をしまった。

「ところで、その後、風の戦士殿はいかがですか。……お加減のほうは」

「じつは──」

　シャリファは顔を伏せて、ため息をついた。
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　サンドストームには二人の王がいた。

　国の東部に広がる緑の平原を治める沃野の王と、国土の過半を占める太砂で生き抜く術すべを知り尽くしている砂の王だ。

　現砂の王ジャヒン・ハーザードは、岩の王とも称されるほど保守的で慎重な男のようだ。しかし、太砂での暮らしは数百年前からさほど変わっていない。伝統を守り、慣例に従って太砂中に散らばっている部族間の利害を調整し、砂の民としての連帯を維持する。それが砂の王の役割なのだから、ジャヒンはうってつけの人物だった。

　それに、ジャヒンにはナバクという弟がいた。

　砂の民は名前のバリエーションが少なく、ジャヒンもシャリファもめずらしくないようだが、ナバクは特別な名だ。昔から、砂の王の血縁者が天剣の才に目覚めたときだけナバクを名乗り、風の戦士と呼ばれる。

　当代のナバク・ハーザードは神童の誉れが高く、九歳にして天剣が判明した。ジャヒンも若かりしころはナバクを妬んだという。もっとも、弟は常に兄を立てて、決して出しゃばらなかった。

「風は兄者にない武の才を俺に与えた。しかし、兄者が持つ王の才は、自らの手でそのかけらを砂の中から探しだし、磨いて育んだものだ。俺は兄者に仕えられることを誇りに思う。兄者を支えるために、風は俺に天剣をもたらしたのだ」

　本当にナバクがジャヒンにそう言ったのかどうか。定かではないが、砂の民の間では真実だと信じられている。

　いずれにせよ、砂の民はこの兄弟を両輪として結束してきた。サンドストームは長らく陸東と陸西を隔てる高い壁だった。

　ナバクは陸西まで出向いて帝国軍と戦ったこともある。あるいは、陸東の武人でその名が陸西まで鳴り響く者といえば、唯一、ナバクだけかもしれない。だが、兄王が太砂を滞りなく統治しているからこそ心置きなく戦えるのだと、風の戦士は公言していた。

　そのナバク・ハーザードが病の床に臥ふしていなければ、東征軍の太砂横断が失敗していた可能性もある。

　ナバクの重病は伏せられていた。東征軍は隙を突いて太砂に踏みこんだわけではない。砂の民の精兵を率いるナバクと戦い、これを撃破して押し通るつもりだったはずだ。ところが、ナバクは戦場に出られるような状態ではなかった。おかげで東征軍は楽々と太砂を渡ることができた。

　ナバクは砂の王ジャヒンがいつでも振り下ろせる伝家の宝刀だった。それが抜けなくなった。実際的な力を失えば、当然、王の権威にも翳かげりが出る。

　去年、ロワは砂の民と手を結ぶため、ジャヒンに会いに行ったが、不在だった。各部族の間を駆けずり回って、統制をとるのに必死だったのだ。

　その後、砂の民は、シャリファ・ハーザードの指揮のもと、太砂経路を行き来する帝国軍の輜し重ちよう隊を攻撃しはじめた。これは一定の成果を挙げているが、太砂経路を遮断するまでには至っていない。太砂は広大だ。通る者すべてを虱しらみ潰つぶしにするのは難しい。

　やはり、沃野の王の領土であるサンドストーム東部、とくに王都サイファが帝国の勢力下にある限り、太砂経路の機能を停止させることはできないだろう。

　サイファを奪還し、サンドストームを再興して、太砂経路を完全に遮断すれば、東征軍を陸東で孤立させることができる。

　連合軍はサイファ奪還に助力するべく、クッタープルトまでやって来た。そう。あくまで、助力だ。

　サンドストームを奪い返すのは、ロワたち連合軍ではない。祖国を踏み荒らされ、誇りを汚された、沃野の民と砂の民だ。

　砂の民の兵は、ジャヒンというよりナバクの秘蔵っ子であるシャリファが率いる。

　沃野の民については、ロベルト王以下、王家の者がことごとく東征軍に殺害されたので、指導者選びが難航したようだ。

　沃野の民はもともと四つの氏族で構成され、そのうちの一つ、ティール氏族の長おさが代々王を務めてきた。王家ティール氏族だけでなく、他三氏族の有力者も大半が殺されてしまったから、血統がよく、著名で、軍事に明るい人材は皆無だった。

　最終的に、ブアル氏族の傍系、セラッド家の商人ディーンという三十歳の男に白羽の矢が立った。

　ディーンはサイファ陥落後、サンドストーム軍の残党を糾合し、各地を転戦していた。どうして一介の商人が兵を統率することになったのか。その経緯は非常にこみ入っている。本人にも、

「数奇な巡りあわせと成り行きで、なぜかこうなった」

　としか説明できないらしい。

　ただ、この男、サンドストーム内を平定しようとする帝国軍の部隊を相手に、連戦連勝している。いずれも小規模の戦闘だし、ディーンの軍は根拠地を確保できず、移動を繰り返した。ようは逃げまわっていたのだが、勝てる戦いしかしない、という点だけ見ても、その戦略眼は評価できる。逃げても兵がついてきたのは、人望があるからだろう。意外と掘り出し物かもしれない。

「……叔父様は──」

　ヒューベリー軍駐屯地の一室で、ロワたちは大きいが低い円卓を囲み、やはり低い椅子に腰かけていた。

　シャリファはうつむけていた顔を上げ、もう一度、叔父様は、と言ってから、

「元気です」

「はい……？」

　と訊きき返してから、はい、はどうだろうとロワは思ったが、でも、──はい……？

「げん、……え？　病状はかんばしくないと、うかがっていた、……ような？」

「もちろん、病気がよくなったわけじゃありません。叔父様は死にかけです。長くはないでしょう。年を越えられるとは思っていなかったくらいです」

　シャリファはやたらとぱきぱき話しながら目を潤ませている。ちょっと変わった人だ。

「持ちなおした、とは、わたしは考えていません。重病人が死の寸前に突然、はつらつとするのはよくあることです。そうして残った力をぜんぶ使い果たしたら、ふっと火が消えたように死ぬんです。叔父様も同じでしょう」

「……そうですか」

　つい慰めたくなってしまうが、不要だろう。もしかしたら、シャリファは人一倍、情感豊かなのかもしれないが、感情で目を曇らせることはない。彼女はとても理知的だ。

「それで、風の戦士殿は、今……？」

「叔父様はご自分で砂の民の兵を率い、サイファを攻略するつもりでいます。わたしも、もう止めはしません。最後までついていようとは思っていますが、今ごろ死んでいるかもしれないし、それもどうだか」

「指揮をお執りになれる状態なんですか」

「息をしてさえいれば、叔父様はやるでしょう。腐っても天剣です」

　それにしても、言葉がきつい。そのせいか、タマミナやアルノワはともかく、スカル王子やルルバート王子、ドゴシアンとジョーまで、やけにおとなしい。

「風の戦士殿が参戦してくださるなら、僕としては心強いです」

「仮に途中で死んでしまっても、兵は奮い立って戦ってくれるでしょう。叔父様が長くないということは、もはや砂の民のほとんど全員が知っていますから。皆、心のどこかで覚悟しているはずです」

　ナバクとシャリファ率いる砂の軍は、砂猪ゾア騎兵三千と、歩兵七千。

　ディーン・セラッドの沃野の軍は、サンドストーム軍の残党を中心にした千の騎兵と、六千の歩兵。

　合わせて、一万七千。

　連合軍は、ヨルムンドの親王隊ダルフインドと勇猛軍アランデイン、ユースカ鉄甲兵、ヒューベリー重兵団、タイシュ騎兵隊に、オライオンが増派してくれた部隊、ナハンドラ新国主イニオン・シーザからの援兵を加えて、ざっと二万。

　王都サイファは一万以上の帝国軍兵によって守られているという。

「……鍵は東征軍の別動隊だ」

「連中は今現在、ハートラムあたりか」

　とスカルが言って、低く唸うなった。

　ランハッジの首都にあたるハートラム中央市からサイファまでは、二百キロ余り。一方、クッタープルトからサイファまでは、三百キロ以上ある。

　連合軍は遠回りし、別動隊は直線コースで進んでいるのだ。両軍とも精一杯の速度で移動している。そうなると必然的に、別動隊のほうが早く着く。

「別動隊は二万程度だそうだもる」

　ルルバート王子は顔をしかめて腕組みをした。

「奇くしくも、もてらと同じくらいだもるな……」

　情報を総合すると、東征軍別動隊の主体はアン・デュー将軍直属の光核騎兵隊四千程度とハーマイン・ロメの竜騎兵約二百で、これに一万五、六千の歩兵が付き従っているようだ。ルルバート王子が言うように、その戦力は連合軍とほぼ拮きつ抗こうしている。

　当初の目もく論ろ見みでは、別動隊が追いかけてくるにせよ、先んじることができるという見込みだったので、速攻でサイファを奪い返してしまうつもりだった。しかし、別動隊は予想以上に機敏だったせいで、──だから、……そうだ、別動隊が──。

「……ええと」

　ロワは頭を振った。いけない。振ると、余計に痛くなる。ああもう、頭痛のない国に行きたい。何だよ、頭痛のない国って。国の問題じゃない。

「ロワ殿？」

　誰だろう。

　僕を呼ぶのは。

　──って。

「はい、……シャリファさん。何か……？」

「何かじゃないです」

「……よくわからないな。どういう意味ですか」

「あなた、震えていますよ」

「ふうえへ？」

　おかしいな。

　と、思ったのは覚えている。

　気がついたら、横になっていた。

　何やら妙にばたばたしている。

　タマミナ？　アルノワ？　シャリファさんもいる、……のかな？

　彼女たちは地べたに、いや、床か、──床に座って、ロワを見下ろしている。

　ロワ様、ロワジュディアン様、ロワ殿、とやかましいったらない。

「……大おお袈げ裟さだよ」

　ただ頭が痛いだけだ。

　がんがんする。

　どうして寝そべっているのか。

　ここはどこなのだろう。

　寒いな。やけに寒い。寒気がする。それで震えているのか。

　どっちにしても、起きないとな。寝てはいられない。起き上がらないと。

　体を起こそうとしたら、タマミナとアルノワに押さえつけられた。

「……何するんだよ」

「いけません、ロワジュディアン様」

「そうです、安静になさっていてください！」

「……なんで」

「ロワ様は気を失われたのです、覚えておられないんですか？」

「……や、だって、……話してるよ、僕。……気を、失った？　そんな……」

「ロワ殿は健康に問題がおありなんですか？」

　シャリファはロワではなくて、タマミナとアルノワに訊きいているようだ。そんなこと、本人に尋ねればいいじゃないか。

「……ないよ。問題なんか。……体は強くないけど。ただそれだけで……」

「しばらくお休みいただくしかあるまい」

　スカルの声がする。

「この様子だと、そうだもるな。クッタープルトにはヒューベリーの矮小族ドルガ以外は入りこめんだもるし、もての別荘もあるのだもる。安全に養生できるのだもる」

　なんか、ルルバート王子も、勝手なことを言っているし。

　養生なんてしない。それどころじゃないんだから。

　みんな、わかっているはずだ。

「まあ、遅かれ早かれ、こうなっていただろうな。弟はどうも無理をしすぎる。俺のように、適当に手を抜けばよいのに」

「……兄上。……くっそ！」

　またタマミナとアルノワに邪魔されてはかなわない。ロワは勢いをつけて一気に跳ね起きた。

　ドゴシアンはすぐそこにいた。詰め寄ろうとしたら足元がふらつき、転びそうになって兄に支えられてしまった。

「おい、だから、無理をするなと──」

「無理でも何でも、……やるしかないんだ！　戦うからには、勝たないと、……なるべく被害を抑えて、……本当は、……一人も死なせたくないんだから……」

「弟よ。そんなふうに考えていたら、気持ちがもたんぞ。よい指揮官の下で、価値があると信じられる勝利のためなら、兵は命懸けで戦い、誇りを持って死ねるものだ。俺が思うに、おまえはよい指揮官だし、おまえが欲している勝利には価値がある」

「いいとか悪いとか、……僕にはよくわからないけど、だったら、……そうだとしたら、僕だって、命を賭けないと……」

「ロワ殿」

　呼びかけられ、振り向こうとしたら、持ち上げられた。

　持ち上げる、というか、抱き上げる、というか。

　ロワはまるで赤ん坊のように横抱きにされてしまっていた。

「……シャリファ、……さん？」

「軽いですね。わたしは女にしては力があるほうですが。それにしても軽い。わたしよりずっと軽いんじゃありませんか」

「僕は、……背が、低いし……」

「にしても、です」

　シャリファはロワを抱えたまま、タマミナの前まで歩いていった。

「どうぞ、奥方様」

「……あっ、……はい」

　受け渡された。

　物じゃないんだけど。この扱いはそれなりに屈辱的だ。

　ショックを受けてもいた。巨人族のタマミナなら、まだわかる。しかし、シャリファにあんなふうに軽々と抱えられてしまうほど、この体は瘦せ衰えていたのか。

　まずい、──ような、気もする。

　消えない頭痛のこともあって、ぜんぜん、まったく大丈夫だと思っていたわけではないのだが、意外と本格的にやばくない？

「少し休んでいなさい、ロワ殿」

　シャリファはむしろ淡々と告げた。それがまた有無を言わせない感じで怖かった。

「さもないと、叔父様よりあなたのほうが早く死にそうです。何か策があるなら、わたしたちがそれを実行しますから。どうかわたしたちを信じてください」

「僕が、僕がってな」

　ジョーが変に高い声を出して、ロワの真似まねでもしたつもりなのか、がはは、と笑った。

「悪い癖だぜ、半人前。おまえさんの兄貴はなかなかの武人だし、他にも鉄の王子だの、小さき勇者殿だの、粒ぞろいじゃねえか。いざとなりゃあ、このジョー様が連合軍を指揮してやったっていい。おまえさんより、よっぽどうまくやれるだろうよ」

「……それは、……本当にそのとおりだから、何も言い返せないな……」

　ロワはまだ虚勢を張りたいという欲求を拭えずにいた。もっとも、妻にだっこされた状態で強がる男が、他人の目にどう映るか。滑稽なだけだろう。

　ごめん、と謝ろうとしたら、タマミナにぎゅっと抱きしめられた。彼女のやさしさとやわらかさに包まれて、ゆっくり眠りたい。心の底からそう思った。

　でも、その前に策を練らないといけない。あとのことは、信じられる仲間たちに託そう。情けないし、申し訳ないが、ロワは休んで、一刻も早く体力を回復させるしかない。

　リンゼリカ・フォーエヴァランスの件があるので、ダーリャがロワの護衛役につく話も持ちあがったが、クッタープルトは土地鑑がなければ所在を突き止めることさえ難しい。ここで暗殺の憂き目に遭うことはさすがにないだろう。それに、連合軍にとって、天剣持ちのダーリャは戦術的に重要な存在だ。タマミナとアルノワだけ残り、他は全員、ロワが寝床の上で練った策を成功させるために出発した。

　居ても立っても居られず、休むどころではないかもしれない、という懸念は杞き憂ゆうに終わった。まず高熱が出た。頭痛は悪化した。頭だけではない。体中の関節という関節が痛んだ。それから、原因は不明だが、顔全体が腫れた。口の中、鼻の中が炎症を起こして、しばしば呼吸困難に陥り、水を飲むのも一苦労だった。

　何か報しらせが届いていないか、アルノワやタマミナに訊こうにも、ろくに声が出せない。それでも彼女たちは、ロワの思いを察して情報が入るごとに隠さず教えてくれた。
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　馬族とは、大昔、陸西の北中部に広がる大平原で暮らしていた遊牧騎馬民族の総称だ。

　彼らは比較的短たん軀くで、体形は胴長であり、一ひと重え瞼まぶたの扁へん平ぺいな顔をしている。黄色系の肌は乾燥によく耐え、瞳や体毛の色合いは幅広い。嶄ざん族、獅し族、朦もう族、殉じゆん族、灰はい族の五馬族が有名で、ほとんどの馬族はこの五馬族の子孫を名乗っている。

　馬族以外には、嶄族も獅族も見分けがつかない。馬族同士は、物腰や馬の乗り方、食事の仕方、口笛、指笛の吹き方などで、やつは獅族だとか、あの女は朦族だとか、あれは殉族の子だとか、すぐにわかるという。

　タイシュの殉族に限らないが、馬族騎兵の最大の長所は、実のところ機動力よりも自立性だ。

　狩猟、採集、調理やちょっとした裁縫、そして略奪まで、生存に必要な技術をひととおり身につけなければ、馬族の間で一人前と見なされない。馬が食はむ草さえあれば、彼らは補給なしで数十日、いや、数ヶ月、それ以上の期間、活動しつづけられる。

　ドゴシアンはクッタープルトを出ると、七千ほどのタイシュ騎兵のみを率いて北上し、ランハッジに進入した。

　馬族の騎兵は、たとえば帝国軍の軽騎兵と比べても、ずっと身軽だ。タイシュの馬は小さめだが頑健で、体格のわりに足は遅くないし、持久力がある。また、馬族は馬に負担をかけないため、最低限の荷物しか持たない。軍隊として考えれば、彼らの速さは驚異的で、恐ろしいほどだ。タイシュ騎兵隊は、ランハッジの首都ハートラム中央市までの三百キロ足らずを、三日かけずに走破してしまった。

　ハートラムに配備されている帝国軍守備隊は、仰天し、慌てふためいた。

　アン・デュー率いる東征軍別動隊は、その前日、ハートラムを通過している。ハートラムの帝国軍は、ただちに使者を走らせて別動隊に救援を乞こうた。しかし、そのころにはもう、タイシュ騎兵隊はハートラムのそばを駆け抜け、北へと移動していた。

　この続報を聞いて、アン・デューは迷ったはずだ。

　タイシュ騎兵隊、ひいては連合軍の狙いは、どうやらハートラムではない。だとしたら、もしや、ランハッジの北、コルビアなのではないか。

　コルビアのさらに北には、カザラシュがある。カザラシュでは、羅ら嶄ざん家のウシロパが王を名乗って勢力を拡大中だ。さらに、タイシュの大君ハズリットがこれを強力に後押ししている。ドゴシアンはタイシュの大公子だから、当然のごとく、大君の意を汲くんでいるはずだ。ドゴシアン率いるタイシュ騎兵隊は、ウシロパを支援するために連合軍を離れたのではないか。

　結局、アン・デューはタイシュ騎兵隊を無視することにしたようだ。

　すると、ドゴシアンは転進して、帝国軍の小拠点や輜し重ちよう隊を襲いはじめた。

　繰り返しになるが、馬族にとって略奪はお手の物だ。彼らは素早く標的に駆け寄って、馬上から矢を放つ。防御側が迎撃しようとすれば、彼らは即座に馬首を巡らす。逃げながら、後方に向かって弓射を行う。そうかと思えば引き返してきて、また矢を浴びせる。これを繰り返し、獲物をいたぶるようにして十分に弱らせてから、騎馬突撃を行う。斬りかかって、とどめを刺すのだ。

　馬族は身の代金がとれそうな重要人物でなければ、捕虜にすることはない。敵はきっちり殺す。馬族の男は女性に乱暴することもあるが、たいていそのあと殺してしまう。

　残酷なようだが、彼らは決して無情な人々ではない。ただ、天空を父なる神レイとし、大地を母なる神アヌとして、人はレイとアヌの子だが、獣たちも同じくレイとアヌの子だと彼らは考えている。生きとし生けるものはレイとアヌのもとに還かえり、またレイとアヌから生まれるのだ。彼らは常に、生まれては死に、死んではまた生まれる循環の中にいる。おそらくそれゆえに、死ぬこと、殺すことを特別視しない。獣を狩って食するのも、敵を殺して奪うのも、彼らにとっては大差ないのだろう。

　ドゴシアンはタイシュ騎兵たちに思う存分、馬族の本領を発揮させた。獲物は帝国軍だが、帝国軍に荷担する者、いや、荷担していなくても、一緒にいる者は容赦なくタイシュ騎兵に狩られた。

　殉族がタイシュ、嶄族がカザラシュといった国を建ててからも、馬族の戦争は人を殺して物資や家畜を奪う。他国の領土を荒らして去り、復興したころにまた攻め入る。

　おかげで、馬族国家は長らく近隣諸国と険悪だった。忌み嫌われてきた、と言ってもさほど大おお袈げ裟さではない。アークラントとタイシュが同盟を結んだのは、驚天動地の大事件だったのだ。

　帝国軍のハートラム守備隊は対応に追われた。だが、討伐部隊を出しても、タイシュ騎兵はどこかへ消えていた。もしくは、討伐部隊がタイシュ騎兵に奇襲され、壊滅するという事態も起きた。そして、弱り目に祟たたり目とばかりに、狐狼団ジヤツカルとヨルムンド各隊あわせて約七千がハートラムに迫った。

　東征軍別動隊がとって返してくるまで、執しつ拗ように揺さぶりをかけつづけるように、ロワはその手順を含めて指示を出しておいた。もしも、アン・デューがあくまでサイファ入りにこだわったら、その場合は次善の策としてハートラムを攻略し、ランハッジから帝国軍を追い払う。

　だが、そうはならないだろうとロワは予想していた。

　案の定、アン・デューはこちらの動きを看過できなくなった。東征軍別動隊は、サンドストーム国境を目前にして、踵きびすを返した。
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　陸東、陸西にあまねくその名が知れ渡る不世出の剣士リー・ブラックは、齢よわい九十を超えるまで実戦を繰り返し、ついに生涯無敗だったという。その剣技の要諦をまとめた撃剣百般は、弟子アラシュ・ジャリードに受け継がれた。

　ジャリードは師を天と仰ぎ、天より与えられし剣技を七つに大別して、これを源げん流りゆう七しち天てん剣けんと称した。死するまでの十年間に数人の弟子しかとらなかったリー・ブラックと異なり、ジャリードは数多くの門弟を抱え、手とり足とりこの源流七天剣を教えた。

　ジャリードの高弟の中に、デュー家の開祖とされる、グレイ・デューがいた。

　のちに、リー・ブラックのごとく天才的、超人的な剣士が、天剣、と呼ばれるようになり、次第に彼らの超人性が解き明かされてゆく。

　グレイ・デューは最初期の代表的な天剣であり、伝説的な英雄でもあった。彼が恐るべき巨竜を殺し、黄金剣ルンデニオンと金剛盾フレグリアスを獲得する物語は、エヴァラスティアの建国譚たんと並ぶほど、帝国では広く知られている。

　エヴァラスティアで、デュー家が名門であることを疑う者はいない。

　アン・デューは、若くして天剣の才に目覚め、軍功と昇進を重ねてきた。二十六歳で軍を預かる将軍に任ぜられ、当年とって三十歳。デュー家の名に恥じない武人で、いずれ皇帝から元げん帥すい杖じようを授けられることが確実視されていた。

　一方で、青年とは呼べない三十男のアン・デューを、御曹司、と陰で呼ぶ者は決して少なくなかった。

　なるほど、その軍歴は華々しい勝利で彩られている。二十六歳にして将軍になってもおかしくはない。勝利の数だけで言えばそうだが、つぶさに検討すると、どうだろう。たとえば、一進一退の西部戦線、数十年続く泥沼のような南西戦争など、帝国軍が苦杯を嘗なめている戦いに、例の御曹司は一度でも参加したか？

　否、だ。

　極論すれば、御曹司は初陣からずっと、楽な戦場で、勝つべくして勝ってきた。もちろん、軍人は自分の意思で好みの戦地に赴くわけではない。御曹司自身が選んでそうしたわけではないだろうが、すなわちそれは、上に贔屓ひいきされているということではないのか？

　記録によると、御曹司は存外戦下手だ、との評は根強くあった。

　アン・デュー本人もそれは認識していた。陸東遠征は、彼にとって大きな好機だった。帝国軍内部でも、東方元帥の計画は遠大すぎる、直言すれば無謀ではないか、という声は上がっていた。間違いなく、西部戦線や南西戦争に匹敵するくらい困難な、厳しい戦いになるだろう。成功すれば、東方元帥だけでなく、アン・デューの名も高まる。

　もはや御曹司などではないことを、アン・デューは自らの手で証明しなければならなかった。さもなくば、たとえそのうち元帥に任ぜられたとしても、実力ではなく家柄のおかげだと侮られるだろう。

　彼は陸東で輝かしい勝利をもぎとり、名実ともに将来の元帥にふさわしい軍人になるつもりだった。よって、三さん砦とりでの戦いにおける敗北は、彼の自尊心をいたく傷つけた。行方不明の東方元帥を捜しだすこともできず、アークラントまでずるずる後退するのは、痛恨の極みだった。

　ファッツに別動隊の指揮を言い渡されたとき、アン・デューは五万の兵を要求したが、容いれられなかった。万事慎重なファッツは、アークラント解放軍や極東軍への備えという大義名分のもと、手て許もとに十万以上の兵を置いておきたがっていた。そして、アン・デューに課せられた任務は太砂経路の確保であり、連合軍の撃滅ではなかった。

「あのじいさんは、馬鹿の一つ覚えのように守ることしか考えない。端はなから勝つ気がないのだ。だから元帥になれず、一介の将軍のまま引退することになる……」

　未来の元帥アン・デュー将軍は勝利を欲していた。しかし、彼は十分な戦力を持たされていなかった。

　だが、ゲルト・ファッツにしてみれば、功を焦って血気に逸はやる若いアン・デューを案じ、あえて二万の兵しか与えなかったのだ。

　相討ち覚悟で連合軍と正面切ってぶつかるほど、デュー家の御曹司は馬鹿ではあるまい、とファッツは考えていた。宿将ファッツから見れば青二才だが、天剣持ちだし、愚鈍でもない、確実に帝国軍の柱石となる人材だ。老骨はその教育係でもあると、ファッツは自任していた。

　もっとも、アン・デューに言わせれば、余計なお世話でしかなかった。

　東征軍別動隊は、ハートラム中央市目指して突き進んだ。タイシュ騎兵は約七千、ハートラムに攻めかかろうとしている部隊も七千ほどだから、合わせても一万四千だ。タイシュ騎兵は、どうせ不利になれば逃げるだろう。アン・デューは麾き下かの光核騎兵隊四千の突進力に自信を持っていた。敵が一万四千ならば、総兵力二万の別動隊で撃破できる。

　ところが、ハートラムを攻撃しようとしていた狐狼団ジヤツカルとヨルムンド各隊が、間もなく後退しはじめた。

　肩すかしを食ったアン・デューは、主にハートラムの北を荒らしまわっているタイシュ騎兵隊に狙いを定めた。その途端、タイシュ騎兵隊はさらに北上し、コルビアに向かう構えを見せた。それと連動するかのように、いや、実際、連動して、狐狼団ジヤツカルとヨルムンド各隊が後退から前進に転じた。

　報しらせを受けると、アン・デューは不敵な笑みを浮かべたという。

「この私を翻弄しているつもりか。汚らわしい劣等種どもめ」

　一部の将兵は知っていた。御曹司には、苛いら立だった際、笑う癖がある。
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　ロワは四日ほどでなんとか起き上がれるようになり、タマミナとアルノワに手伝ってもらいつつ、自己流のリハビリテーション的なことをしているうちに、だいぶましな状態になってきた。飛んだり跳ねたりするのは無理だが、豹蜥蜴リパードには乗れる。そうなると前線に出たくなるが、ぐっとこらえた。

　熱に浮かされながら、途切れがちな思考を無理やり繫つなぎあわせ、よくよく考えてみた。考えれば考えるほど、やはり自分はうぬぼれていたのだとしか思えない。僕は人より上手に大きな絵を描ける。ひとかどの戦略家だ。僕が指揮官として差配すれば勝てる。もっと言えば、僕がいないと勝てない。そんなふうに増長していたのだ。

　しかしながら、ロワなしでも連合軍はうまくやっている。

　今のところ、スカルやドゴシアン、ジョーたちがロワの作戦どおりに進めてくれてはいるが、現場では日々、想定外のことが起こっているはずだ。それらに対処しながら、状況の推移に合わせて部隊を動かしているのはロワではない。あくまで仲間たちだ。体が弱く、いつ倒れるか定かではないロワが軍中にいても、不安要素にしかならないだろう。

　指揮官はときに、将兵を死地へと赴かせる決断を下さなければならない。だからこそ、将兵と苦難を共にするべきだ。後方で一人、安楽に過ごしている指揮官の命令に、誰が喜んで従うものか。

　それはたしかにそのとおりなのだが、みんなが不便や不自由に耐え、不安や不満を押し殺してがんばっているのに、虚弱なせいで勝手にぶっ倒れて目を回す指揮官は、単純に足手まといだ。

　少なくとも、健康を取り戻すまでは、戦場に立つべきではない。その資格がロワにはないのだ。

　かといって、ただ養生していればいい、とは微み塵じんも思っていない。戦場に出られなくても、できることはある。

　二月一日の午後、ロワが間借りしているルルバート・ヒューデルビー王子の別荘を、四人連れの客が訪れた。

　一人をのぞき、初対面だ。ロワは多少緊張してタマミナと二人、応接室で客を待った。ややあって、アルノワの案内で応接室に入ってきたのは、ヨヴェル・ファウストとロワの姉、その夫と息子だった。

「初めてお目にかかります、姉上」

「お招きいただきありがとうございます、ロワジュディアン・ヨルテュール殿」

　魔王ゴウドリックⅢ世の次女バルディラは、二十三歳。豪勢すぎるご馳ち走そうのような金髪碧へき眼がんの美女だが、目をつぶって彼女の顔を思い描くのは難しそうだ。なぜか記憶に残らない。アルノワから聞いたところによると、魔王は生前、次女をこう評していたという。

「あれは幽霊だな。いるのかいないのかいまいちわからぬが、突然、化けて出てくる」

　自分の娘を幽霊呼ばわりするのはどうかと思う。でも、こうして面と向かってみると、なんとなく理解できなくもない。

　その幽霊の夫、パノン公ロレンツは、どういう男なのか。

　年齢はたしか三十五歳とか、そのくらいのはずだ。丸顔で中背、わりと肉づきがいい。やたらとにこやかで、二歳の息子の手を引いている。この時代というか、この世界ではたぶん、めずらしいタイプの父親だ。

　ランハッジは八つの国が統合してできた。その後、紆う余よ曲きよく折せつあって、六つの領区を五人の公と一人の王が治める形となり、今に至る。

　いや、賢王ゲスターは東征軍に降伏後、自死し、リンジャー公は戦死、フーバー公、エナン公は斬首された。カディナ公は消息不明だが、遺体が見つかっていないだけで死亡したものと思われている。彼らの一族も多くが斬首された。

　今となっては、五公一王の中で健在なのはパノン公ロレンツだけだ。そのパノン公にしても、妻子を連れて領区から落ち延び、ファウスト商会に匿かくまわれていた。

　この先、帝国軍を追い払ったとしても、五公一王六領区制を維持することはできないだろう。旧来のランハッジは事実上、瓦解したのだ。

「とにもかくにも、皆さん、どうでしょう、まずは座りませんか？」

　ヨヴェル・ファウストがまるで主人か座長のようにそう言い、優雅な手振りで長椅子を示した。ルルバート王子の豪邸なので、部屋の広さや天井の高さはそれなりだが、テーブルや椅子の高さは矮小族ドルガに合わせてある。

「イレク公子にはちょっと大きいかもしれませんが、長旅でお疲れのことでしょうしね」

「馬車でぐっすり眠っていたから、そうでもありませんよ。なあ、イレク？」

　パノン公ロレンツが身を屈かがめて声をかけると、二歳のイレク公子は無言でこくりとうなずいた。父親と母親のいいとこどりで、とても端整で愛らしい男の子だ。

　──と、イレク公子に見入っていたら、いつの間にかバルディラが長椅子に腰を下ろしていた。本当に、いるのかいないのかたまにわからなくなる。幽霊のような姉だ。

　一同着座して、しばしあたりさわりのない、といっても、姉一家は逃亡中だし、ロワも連合軍の総帥として戦争をしている身だから、どうしても気楽な雑談にはならないが、お互いに近況を伝えあうなどした。もっとも、姉は一言もしゃべらない。おかげでタマミナは気詰まりのようだ。アルノワは侍女としての役割に徹している。話し役はもっぱら、ロワとパノン公、そしてヨヴェルだった。

　姉バルディラはいったい何を考えているのか。さっぱり読めない。とくに意思がなく、夫にすべて任せっきりなのかというと、パノン公は事あるごとに妻をチラ見して顔色を窺うかがっているから、そういうわけでもなさそうだ。姉は前に出てこないだけで、実際は夫を尻に敷いているのかもしれない。

「ところで、僕としては、パノン公に是非、ランハッジを立てなおしていただきたいと考えています」

「立てなおす？」

　と言ったのは、パノン公ではなく、バルディラだった。前に出てこないと思ったら、唐突に出てきた。

「ロワジュディアン・ヨルテュール殿。あなたはどのような立場でそれをおっしゃっているのです？」

　無表情で、声音は淡々としている。パノン公と、それからイレク公子までが全身を硬直させ、顔を青ざめさせているところを見ると、バルディラは怒っているのか。

「……もちろん、連合軍の総帥として、です」

「連合軍とやらの総帥に、我がランハッジの国情に介入する権利があるのですか？」

「僕はただ、願望を申しあげただけで……」

「迂う遠えんですね。愚かしい。わざわざ足を運んで、大損をしました」

「バ、バルディラ、弟御に向かってそんな言い方は……」

「黙りなさい、ロレンツ」

「は、はいっ」

　汗びっしょりになっているパノン公を横目で見て、ヨヴェルがにやにやしている。ファウスト商会の大旦那は、相変わらず人が悪い。

「……申し訳ありません、姉上。僕の言い方がよくありませんでした。連合軍はパノン公を支援します。ランハッジの民や兵の旗印となっていただきたい」

「私が、……旗印に」

「黙っていろと言ったでしょう、ロレンツ」

「は、はひっ」

　パノン公は泣きそうだ。イレク公子に至っては、かわいそうに、両眼に涙をためている。それでも声を出して泣かないあたり、そうとう母を恐れているのだろう。

「総そう帥すい殿」

　バルディラはほんの少しだけ身を乗りだした。顔つきや声色はまるで変わらない。

「パノン公に、ランハッジの王になれと言っているのですね」

「そうです」

「連合軍がそれを後押しすると」

「ええ」

「六領区の正規軍は崩壊しています。帝国の支配に抵抗している地方の警備隊はいくらかありますが、これを結集させる力もパノン公にはありません」

「正規軍残党や警備隊への呼びかけは、僕たちがやります」

「パノン公は軍務に就いた経験が皆無です。統治はともかくとして、軍事については無能ですよ」

「馬にはお乗りになれますね？」

　ロワが訊きくと、パノン公は頭を縦に何度も振った。

「の、乗るだけなら。……若いころは、狩りをたしなんでおりました」

「それでしたら、問題ありません」

「……お、王になりたいとは、思いませんが……」

「黙りなさい、ロレンツ」

「はひぃっ！」

　パノン公は跳び上がって、とうとう泣きだした。

「当代パノン公はともかくとして、イレクが王になるのは結構なことです」

　バルディラは初めて表情を変えた。笑顔なのだろうか。間違いなく笑っている。どう見ても嬉しそうなのに、恐怖しか与えない。化けて出た、と言いたくなる笑みだ。

「ランハッジのため、この姉のために、力を尽くしなさい、ロワジュディアン」
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　ランハッジの正規軍残党や地方警備隊をぜんぶかき集めたとしても、せいぜい一万程度にしかならない。しかも、その一万が軍として戦える集団になるには、求心力のある指導者が必要不可欠だ。

　パノン公ロレンツに、指導者の役回りはやや荷が重いだろう。妻に頭が上がらない点を度外視すれば、パノン公は良識的な好人物だが、いかにも乱世には向かない。

　本人の資質を抜きにしても、ランハッジは元来、六領区に分かれており、一国としてのまとまりに欠ける。ランハッジの民は、ランハッジ人である前に、各領区の領民なのだ。王ならまだしも、パノン公がランハッジ全体の象徴になるのは難しい。

　それでも、ランハッジ人よ、立て、と檄げきを飛ばせば、奮い立つ者たちもいる。

　パノン公ロレンツが自ら馬を駆って各地を回り、共に戦う同志を募っていると聞いて、蜂起する集団も現れた。

　ランハッジの地方警備隊は、かねてより物資調達を通してファウスト商会と繫がりがあった。商会の働きかけで、残存する地方警備隊が続々とパノン公のもとに馳はせ参じた。

　いずれも数十人から百人程度、多くても二、三百人といった規模だが、塵ちりも積もれば山となる。パノン公を領袖とするランハッジ独立軍は、少しずつではあるものの、日増しに戦力を強化していった。

　ロワは、ランハッジと同じく、帝国の支配下にあるダナロアの工作も画策したが、こちらは捗はかどらなかった。

　ダナロアは、古代帝国ミレニアムの末まつ裔えいを自称するダナ家が建てた由緒ある国だ。しかし、次第に王権が弱体化して、国内で九く月がつ教きようという怪しげな秘教が跋ばつ扈こするようになった。しまいには、三代前の王が九月教に入れ込んで改宗を宣言、教団の幹部を宰相や大臣などの要職に就け、国政を委ねた。

　ダナ家と九月教団の教主や幹部は、婚姻によって深く結びつき、見る間に一体化した。

　九月教団の言い分によると、ダナ家の王は天嶺究極神ザイツェルエンクが現世に降臨した姿らしい。よって、ただの王ではない。神王である。

　たかだか三十年ほどで、ダナロアは九月教に染め抜かれた。

　九月教には独自の儀式や生活様式がある。たとえば、九月教の信者は日の出前に起床しなければならない。一日五度の礼拝を欠かしてはならない。生水を口にしてはいけない。口を隠して笑わなくてはいけない。性別や年齢に応じた食事や着衣に関する厳格な規定があり、これに従わなければならない。ダナロアでは九月教の信者以外は白眼視される。

　このような国なので、隣国との関係はかんばしくなかった。

　とりわけアークラントとは紛争が絶えなかったが、魔王ゴウドリックⅢ世は根気強く融和の道を探り、ついに長女ジルミーヤを神王パプティマンに嫁入りさせた。

　この縁組みについて、魔王は生前、次のようにぼやいたという。

「パプティマンを口説き落とすよりも、ジルミーヤを改宗させ、第二夫人の立場を受け容いれさせるほうが何倍も難渋した。さんざん苦労したあげく、あっさり出戻りだ。やむをえぬ仕儀とはいえ、たまったものではない」

　当のジルミーヤに言わせれば、

「あの国は何もかもが傾いているか、曲がっているか、ひっくり返っているかしていて、国自体が倒錯している」

　とのことで、神王と魔王の長女の結婚はすぐに破綻した。両国の間にはもとどおり、不穏な空気が漂うようになった。

　たしかに、東征軍に侵略されると、神王パプティマンが非戦不服従を宣言し、失踪するなど、まともな国ならありえない。

　ようするに、東征軍と戦ったところで敵かないっこないとパプティマンは判断した。かといって、降伏し、帝国に未満人扱いされたくもない。何しろ、彼は王にして神なのだ。

　そこで、神王は身を隠した。信者である国民たちに徹底抗戦を命じなかったのは、せめてもの良心だろうか。信者を玉砕させ、自分だけ逃げるのはさすがに忍びなかったのかもしれない。

　東征軍に投降し、棄教したダナロア人もいるが、大勢の敬けい虔けんな信者が神王の掲げた非戦不服従の方針に従い、街を捨てて山野に潜伏した。餓死した者、この冬に凍死した者も少なからずいるという。

　ロワは、リリアックやファウスト商会の助けを借りて、山中に隠れ住むパプティマンを捜しあてた。

　だが、神王は使者と会うだけでも多額の寄進を要求した上、ロワらが九月教に改宗しなければ連合軍と協調することはできない、と明言した。また、使者に対して、エヴァラスティア皇帝を九月教に帰依させる壮大な計画をまくしたてるなど、神王は正気が疑われる状態だったようだ。

　神王パプティマンを味方にしたり、利用したりするのはきわめて難しいだろう。

　パプティマンの非を曝あばいて新神王を立て、信者を呼び集めて反帝国運動に火をつける、といったような陰謀めいた手法も考えられなくはない。ただ、そうとうな労力を費やさなければならないだろうし、実現性が低すぎる。

　ダナロアには手を出せない。

　というか、現時点では出しようがない。

　ロワはランハッジの調略に専念しながら、連合軍諸隊の動向をうかがい、体調管理に努めた。そして、いよいよ苦もなく動けるようになると、アルノワ、タマミナと少数の護衛を伴って、クッタープルトを出た。
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　記録によれば、東征軍別動隊を率いるアン・デュー将軍がヒューベリー重兵団や蜥蜴人サラマン兵に関する報告を受けたのは、二月七日の早朝だった。

　別動隊は、ランハッジ首都ハートラム中央市の約五十キロ南で、狐狼団ジヤツカルとヨルムンド各隊の背中を追いかけていた。あと少しで捕捉できそうだったが、兵たちが疲労していて、野営せざるをえなかった。朝、目覚めるなり、その報しらせが届いたのだった。

「サンドストーム国境付近に、ヒューベリーや蜥蜴人サラマンの部隊が出現した、だと？　しかも、東に、……こちらに向かっているというのか？」

　アン・デューはとっさにタイシュ騎兵の動きを気にした。タイシュ騎兵隊はハートラムの北をうろついているが、新手と連動して南下してくるのではないか。

　パノン公のランハッジ独立軍も、喉に刺さった小骨のように御曹司の神経に障っていた。ランハッジ独立軍については、正確な情報を摑つかみきれていなかったが、連合軍と連携していると見て間違いないだろう。

「もしや、──連合軍の狙いは最初からサンドストームではなく、ランハッジ、……サイファではなく、ハートラムだったのか？」

　思いついた途端、彼は確信した。そうだ。そうに違いない。連合軍の目標は初めからハートラム中央市攻略、ランハッジ解放だった。ランハッジさえ先に手に入れてしまえば、サンドストームを攻める際の足がかりにもできる。どう考えても、遠くのサンドストームより、近くのランハッジだ。

　アン・デューはハーマイン・ロメを呼び寄せて協議した。といっても、あくまで形式だ。ロメは明らかな猫耳人コーサニカの身体的特徴を持つ。両親が絶対種人間でも、彼女はその血を引いていない。養子だ。デュー家の御曹司は、口には出さないものの、ロメを下に見ていた。ロメ将軍の言い分は聞くが、聞き容れるつもりはない。それを承知していながら、ロメは平然と、あるいは超然としていた。

「いったんハートラムに入って、ファッツ将軍に指示を仰いだら？　ツァーディを連れてきていたら、私がひとっ飛び、行ってくるんだけどな」

「飛竜か。あれはまだそう長く飛べるものではないのだろう？」

「若いからね。でも、休み休み飛んだって、馬や陸竜よりはずっと速いよ。しばらく会ってないから、寂しいな。グンダナで元気にしてるといいけど」

「わざわざファッツ将軍に伺いを立てるまでもない。我々別動隊の任務は太砂経路の確保だ。そのためには、連合軍を撃滅しなければならない」

「ハートラムに籠ろう城じようするんじゃないの？」

「籠城して連合軍を討てるのなら、そうする」

「私たちはハートラムで守りを固めて、救援を呼べばいいじゃないか」

「大軍が押しよせてきたら、連合軍はハートラムの攻囲を解いて逃げるだろうな」

「逃げたところを攻撃すれば？」

「タイシュ騎兵隊は足が速い。逃げ撃ちも得意だ」

「じゃ、どうするの？」

「敵は愚かにも戦力を分散させている」

　アン・デューは地図を広げ、別動隊や連合軍諸隊の現在地に駒を置いた。そうして別動隊の駒をつまみ上げ、連合軍諸隊の駒に次々とぶつけて倒していった。

「我々はこれを各個撃破する」

「なるほどね」

　ロメは倒れた連合軍諸隊の駒を一つずつもとどおりにしていった。

「……何をする？」

　アン・デューがぴくりと眉を震わせて訊きくと、ロメは首を傾かしげてため息をついた。

「いや、逆にこっちが包囲されそうな気がしたからさ」

「それは取り越し苦労というものだ、ロメ将軍」

　アン・デューはふたたび連合軍諸隊の駒を倒していった。

「包囲されなければいい」

　東征軍別動隊は反転し、北上を開始した。

　連合軍は、別動隊がハートラム入りすると見なすだろう。そう思わせておいて、別動隊は西へと転進する。

　目指すは、サンドストーム国境から東進しているヒューベリー重兵団と蜥蜴人サラマン兵だ。

　程なく、この部隊にはユースカの鉄甲兵も含まれており、鉄の王子スカルが指揮を執っていることが判明した。

「むしろ、好都合だ。劣等種ながら侮れない敵だが、鉄甲兵は足が遅い。我が光核騎兵隊で粉微み塵じんに打ち砕いてみせよう」

　アン・デューはスカル部隊を急襲すべく、光核騎兵隊四千を直ちよく率そつして、残余の別動隊を引き離しはじめた。歩兵と竜騎兵あわせて一万六千は、ロメ将軍に託された。

　スカル部隊はこの動きを知ったのか、慌てて東進をやめ、北東から南西に向かって流れるエーグ河の西岸に陣どった。光核騎兵隊は、エーグ河を越えなければ、スカル部隊を攻撃できない。スカルは光核騎兵隊の猛烈な速度と勢いに驚き、逃げたところで追いつかれると考え、エーグ河を利用して防御を固めることにしたのだろう。アン・デューは愛馬を走らせながら嘲笑した。

「急場しのぎだな、鉄の王子スカル。所詮は劣等種か」

　ランハッジ制圧後、東征軍は細密な地図を入手し、かなり高い精度で地勢を把握していた。スカル部隊が陣どっている地点から北に十キロほど行けば、徒歩や騎馬でエーグ河を渡れる。多少迂う回かいすることになるが、騎兵の足ならあっという間だ。もっとも、ランハッジの地理を知ち悉しつしているのは東征軍だけではなかった。

　エーグ河の東岸に、農村がいくつか集まったようなドールーイという小さな町があった。ドールーイからエーグ河を望むと、中州が複数あり、これを伝うようにして進めば子供でも歩いて渡河できる。

　光核騎兵隊の先頭が一つ目の中州に到達したとき、ダァーラァー、ダァーラァー、という野太い声が湧き上がるように轟とどろきはじめた。

　タイシュ騎兵隊だった。

　青衣をまとい、青旗を掲げたタイシュ騎兵たちは、ドールーイの市街地を駆け抜け、あるいは、河沿いを疾駆して、エーグ河以外のありとあらゆる方向から光核騎兵隊に襲いかかってきた。

「謀られたか！」

　アン・デューは即座に自分が罠わなに掛かったことを悟った。スカル部隊は囮おとりだったのだ。スカル部隊という餌に食いついた光核騎兵隊を、タイシュ騎兵隊が丸まる吞のみにする。それが連合軍の思惑だろう。

「しかし、我が光核騎兵隊を見くびってもらっては困る」

　アン・デューは渡河を取りやめず、続行させた。

　光核騎兵隊の人馬は、純潔騎士団のように赤く着色した見かけ倒しの鎧よろいではなく、軽量にして強固な、帝国軍が誇る最新式の甲かつ冑ちゆうを身にまとっている。タイシュ騎兵の矢など恐れるに足らない。よしんば多少の損害が出たとしても、光核騎兵隊が怯ひるむことはない。アン・デューが死ねと命じれば、その場で即座に死んでみせる勇猛にして高潔な将兵を集めている。むろん一人の例外もなく、二等以上の戸籍を有する絶対種人間だ。

　タイシュ騎兵どもの矢が降りそそぐ中、アン・デュー自身も泰然自若として渡河を完了した。光核騎兵隊は八十騎ほどを失ったが、かすり傷でしかない。タイシュ騎兵隊は畏れ入ったのだろう、エーグ河を渡ってこようとはせず、そのまま去った。

　スカル部隊は十キロ先にいる。騎兵にとっては鼻先だ。

「光核騎兵隊、このアン・デューと共に奔はしれ！　我が人間の帝国エヴァラスティアに勝利の栄光を！」

「人間！」「人間！」「我が人間の帝国！」

「エヴァラスティア！」「エヴァラスティア！」

「アン・デュー将軍と共に！」

　日が傾き、エーグ河沿いを南西に突き進む光核騎兵隊の列は、光り輝いていた。

　斥候からスカル部隊が前進を開始したとの報を受けとると、アン・デューは快かい哉さいの声を上げた。

「真っ向勝負を挑んでくるか！　劣等種とはいえ、それでこそ私が見込んだ武人だ。せめて死に花を咲かせるがいい」

　行く手に盾を並べたユースカ鉄甲兵とヒューベリー重兵団の軍列が見えてきて、御曹司は全軍突撃の号令を下そうとしていた。

　ところが、不意に光核騎兵隊の最後尾がどよめき、隊たい伍ごを乱した。

「何事だ!?」

「わ、我が軍の後背に、敵が！」

「敵だと!?　馬鹿な、タイシュ騎兵隊は……」

「タイシュ騎兵隊ではありません！　敵は、砂の民のようです……！」

「砂の民……!?」

　なぜここに砂の民がいるのか。どのくらいの数なのか。歩兵なのか。騎兵か。いや、砂の民は、砂猪ゾアという優美とは言いがたい動物を駆る。

　アン・デューがとっさに理解したのは、ここで逡しゆん巡じゆんすれば勝ちが遠のく、ということだった。もはやスカル部隊は目視可能な至近距離にいる。騎兵はすぐには止まれない。逆戻りすることもできない。

「このままだ！　このまま前面の敵を突破する！」
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　そのころロワはサンドストームにいた。

　王都サイファの南東八十キロに、アルサイス宮殿跡という遺跡がある。

　サンドストーム建国前のまだ沃野の民と砂の民が対立していた時代、沃野の王がこの地を都にしていたが、砂の民に攻撃され、おびたただしい量の血が流れた。沃野の民、砂の民、双方にとって忌まわしい土地で、打ち捨てられたあと、再建されることなく風化していった。今となっては、ほとんど都市の痕跡をとどめていない。

　草くさ生むして人が寄りつかないこの遺跡で、ロワは沃野の軍を率いるディーン・セラッドと初めて会った。

　ディーンは砂猪ゾアに乗り、供も連れずに一人でやって来た。

「ここには夜しか来たことがありません。昼間はどうということもないな」

　赤茶けた髪を短く整え、彫りの深い顔は日焼けしている。腰に剣を佩はいているが、武人という感じはしない。人当たりはいいようだ。かといって、商人らしくもない。

「……夜、来たんですか。日が落ちると、このアルサイス宮殿跡には怨霊が集うという噂うわさを聞きましたけど」

「それを確かめに。ちょっとした好奇心です。悪霊も善霊も見かけませんでした。善霊なんて言い方はしませんか」

「聞いたことはありませんね」

「そうですか。私も生まれて初めて口にしたので、さもありなんです」

　冗談を飛ばしているのか、本気なのか、よくわからない。飄ひよう々ひようとしているが、度胸は据わっていそうだ。

「ところで、ロワジュディアン殿。お連れの方々は、お二人とも奥様ですか？」

「はい？」

　一瞬、ディーンが何を言っているのか、理解できなかった。

「……ロワジュディアン様の奥方は、こちらのタマミナ様です」

　とアルノワが言うと、タマミナはふわっと笑った。

「こちらは、ロワ様とタマミナを支えてくださっている、アルノワさんです」

「ああ、これは失礼しました。私の勘違いでしたか」

　ディーンは謝りながらも、悪びれた様子はない。

「我が国では、たいてい妻を何人か持ちます。砂の民のほうが妻の数は多いようですが」

「でしたら、旦那様が何人かいらっしゃる女性のかたも？」

　タマミナがそう訊きくと、ディーンは大真面目に、

「それはおりません。考えてみれば不思議ですね。男が二人、三人と娶めとるなら、女性が同じように二人、三人と夫にしてもよさそうなものです」

「なぜ、そうはならないのでしょう？」

「さて。男が女性より見み栄えっ張りだからでしょうか。私の知る限り、女性のほうが達者で長生きだし、何のかの言って強いものです。見栄くらい張らないと、男はやりきれないのかもしれませんな」

「女のほうが強いとは、タマミナは思いません。ロワ様はとてもお強いかたです」

「連合軍総そう帥すい閣下の名望は私も聞き及んでおりますが、こうもまっすぐのろけられると、かえって気持ちがいい」

「あっ、も、申し訳ありません、そのようなつもりは……」

「ところで、ロワジュディアン殿」

　タマミナを赤面させておいて、間髪を容いれずロワに話を振ってくる。本当にとらえどころのない男だ。
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　セラッド家は名門とは程遠く、代々商いを生業にしているというが、ディーンは二流以下の商人だった。大商人のヨヴェル・ファウストがそう評していたし、今回の動乱が起こるまでは完全に無名の人物だったのだ。

「サイファを奪還したら、私はシャリファ様に結婚を申しこもうと思っています。ついては、ロワジュディアン殿に媒ばい酌しやく人にんになっていただきたい」

「……え。シャリファ、さんと──」

　シャリファは風の戦士ナバク・ハーザードの姪めいだが、何より砂の王ジャヒンの娘だ。

　ディーンは現在、沃野の軍を率いている。一連の戦いに片が付けば、彼が推されて沃野の王になる可能性もなくはない。ただし、すべて終わってから、我こそは、と手を挙げる者もいるだろう。ほぼ確実に、何人かは現れる。その中に、ディーンより毛並みのいい者がいたとしても不思議ではない。

　ディーンの弱点は、端的に言って家柄だ。

　シャリファを妻にしてしまえば、これは解消しうる。彼女は砂の民随一の高貴な女性なのだ。下世話な言い方だが、ものすごい逆玉の輿こしが成立してしまう。

　加えて、砂の王の娘が沃野の王の妻となることで、沃野の民と砂の民が一致団結してサンドストームを再建する、という強烈なメッセージを内外に打ち出せる。

　この縁組みは妙手だ。

　誰かの入れ知恵ではなく、ディーン自身が考えついたのだとしたら、なかなかの策士というか、食わせ者というか。

「そう、……ですか。シャリファさんと。ううん……」

　彼女はナバクと一緒に砂猪ゾア騎兵を指揮し、今ごろランハッジで戦っている。そんなタイミングで言いだすことか、とも思わなくはない。

　しかし、もともと砂の軍に助力を仰いだのはロワだ。

　最初はディーンも沃野の軍を率いて参戦する意向を示したのだが、ロワがこの申し出を断り、足の速い砂猪ゾア騎兵だけでランハッジに向かってもらうことにした。それで現在、砂の軍の歩兵隊はディーンが預かっている。

　ここに来て、ロワと打ちあわせができるサンドストーム側の要人は、ディーンしかいない。ディーンにしてみれば、おかげでロワと密談する機会ができた。それが初対面の今であっても、逃すべきではない。

　媒酌人とはいわゆる仲人なこうどのことだが、今回のような場合だと、その仕事は多岐にわたる。家同士を結びつけるのと同時に、当人同士を取り持たないといけない。上手に話を進め、つつがなく結婚させるところまでやり遂げて、ようやく媒酌人の面目が立つ。

　国や地域によってもだいぶ異なるが、相応の格というか、権力や経済力、あるいは人徳、そして交渉力がないと、媒酌人は務まらない。

　この縁組みは、ディーンの家格が劣るし、複雑な政治状況も絡んで、簡単にはまとまらないだろう。

　ロワはサンドストームと縁の深い魔王ゴウドリックⅢ世の息子で、大国ヨルムンド王女の夫だ。連合軍の総帥でもある。黒い稲妻の異名はどうにかして消し去りたいし、買い被かぶりだとロワ自身は思うが、ひとかどの戦略家と評されていたりもする。

　ロワがディーンでも、ロワジュディアン・ヨルテュールに依頼するかもしれない。当然、頼まれると立場上、断りづらいだろう、というあたりも加味して、だ。

　ディーン・セラッド。

　この男はやり手だ。

　機を見るに敏で、如才なく、抜け目がないのに、そんなふうには見えない。

　敵ならだいぶ厄介だが、幸い彼は味方だ。

　恩を売っておいたほうがいい。沃野の民も砂の民も、義理堅いことで知られる。革袋は血に代えよ、という有名な言葉がサンドストームにはあって、これは、喉が渇いたときに誰かに水筒をもらったら己の血で、ようするに命懸けで恩返しをしろ、という意味だ。

「考えておきます、という返事でかまいませんか」

　どうして、喜んで、と答えられなかったのか。

　正直、ロワにもよくわからなかった。

「もちろんです」

　ディーンは落胆の色をまるで見せずにそう即答した。失望していないのか。本心はどうなのだろう。てんで読めない。

「……僕なんかより、ふさわしい人がいるかもしれませんし。たとえば、……ナバク・ハーザード。風の戦士殿なら、必ずあなたの意図を汲くんでくれると思います」

「それは考えが至りませんでした。たしかに、ナバク様が媒酌人になってくださるのなら、これに越したことはない」

「サイファを落としたあとなら、きっと検討していただけるはずです」

「しかし、ナバク様は、目の中に入れても痛くないほど、シャリファ様を可愛かわいがっておられますからな。私のような男でご納得いただけるかどうか」

　ナバクは長くない。いつ寿命が尽きてもおかしくない状態だと、シャリファが言っていた。そのことはもちろん、ディーンも承知しているはずだ。ナバクがディーンとシャリファの結婚をとりしきるのは、現実的には難しいだろう。それなのに、ロワはなぜナバクの名を挙げたりしたのか。

「シャリファさんは、……何というか、自由な御お方かたですから。結婚は、人生の終わりだといったようなことを、前におっしゃっていました」

　そこまで言ってから、そうか、とロワは気づいた。

　シャリファ・ハーザードはじつに小気味のいい人だ。彼女のような人でも、女性という枠の中でしか生きられない。悔しいに違いないが、砂の王の娘としてしょうがないと、彼女はあきらめている。

　ロワはきっと、あきらめて欲しくないのだ。結婚したくないのなら、しなくていい。もし彼女にその意思があるのなら、砂の女王になって砂の民を率いればいい。

「非常識かもしれませんが、僕としては、……シャリファさんの意向を尊重したい。政治的には正しくないと思うんですけど……」

「私も政治的に正しくない言い方をしますが、どうかご容赦いただきたい。ロワジュディアン殿、あなたはそうとうな変わり者ですな」

「かも、……しれませんね」

　何しろ、何度も生まれ変わっている。日本での暮らしを知る者は、この世に一人もいないだろう。

「いいのか、悪いのか……」

「私はあなたが好きになりました。その上で、シャリファ様とのことは重ねてお願いしたい。ですが、あの御方が私のことなど歯牙にもかけないというのなら、無理にとは申しません。私は一度、妻に出てゆかれたことがある身ですし、良縁とは言えない。ただ、サンドストームのためにはなります」

「そういうことでしたら、……わかりました。いずれにしても、一連の戦いが終わってから、ですけど」

「ええ。我々は勝つでしょう」

　ディーンは平然と言いきった。完璧な社交辞令なのか。いや、案外、この男は本当にそう信じているのかもしれない。

　仮に、裏表が一切なく、これが素なら、商人としては大成しないだろうが、人としては信頼できる。それで兵たちの人望を集めているのか。負け戦をしないのは、むやみに人を死なせないということだ。判断力があり、人命を軽視しない。だが、戦うことを恐れてもいない。

「そうですね。僕たちは勝ちます」

　ロワは右手を差しだした。ディーンはその手を握ると、目を細めてうなずいた。繊細な人となりがうかがえる、やわらかな握手だった。

　今この瞬間も、仲間たちは敵としのぎを削っている。戦い、散りゆく命の重さを考えると、胃が痛い。しかし、その苦痛に耐えかねてロワが逃げだしたとしても、戦争は続く。ここまで連合軍に関わってきた責任もある。途中下車はありえない。ロワは一人ではないのだ。

　これは自分一人の戦いではない。

　タマミナやアルノワがそばにいてくれる。

　ジョーやダーリャ、剣達者オリヴァーオリヴアー・ソードマンや魅惑の鋼のレオポルドレオポルド・ホツトステイールら狐狼団ジヤツカルの皆は、数こそ多くはないが、連合軍にとっては貴重な戦力だ。ロワにとっては、とくにジョーとダーリャが忌き憚たんのない意見を言ってくれるのも、大いに助かる。

　兄ドゴシアンは、血の絆きずなを感じられる大切な人で、彼が率いるタイシュ騎兵隊は連合軍最大の武器だ。どうせなら、兄には次の魔王になってもらいたい。

　鉄の王子スカルは、本来なら連合軍総そう帥すいになるべき人だし、彼がいれば、変な話、ロワが病気か何かで倒れても、連合軍がばらばらになることはないだろう。

　ルルバート・ヒューデルビー王子も、ちょっと性格に癖があるが、それでいて何でもそつなくこなす、タフで器用で頼もしい仲間だ。

　ヨルムンドの親王隊ダルフインド、勇猛軍アランデイン、増派軍を率いる巨人族の武人たちや、イニオン・シーザが派遣してくれた蜥蜴人サラマン兵隊のシーザ党指揮官も、実直で信用できる。

　他にも、ノイエ・キルシュのリリアック、ヨルムンドのマクロバリといった人々や機関が、諜ちよう報ほう活動で連合軍を支えてくれている。

　ヨルムンドの王オライオンは、連合軍の生みの親だ。現在も、ロワが現場監督なら、オライオンは社長か会長、といった役どころだろう。実質的な盟主と言ってもいいし、もちろん、ロワの義兄でもある。これからも最大の支援者でいてくれるはずだ。

　ナバク・ハーザード、シャリファ、そしてディーン・セラッドといった者たちと手を取りあい、サンドストームを取り戻すことができれば、砂の民と沃野の民も対帝国戦略の一翼を担ってくれるに違いない。

　カザラシュの新王ウシロパも重要な存在だ。現時点ではその勢力範囲は限定的で、権力基盤も脆ぜい弱じやくと言うしかないが、彼がしっかりとカザラシュを掌握すれば、東征軍の北経路は跡形もなくなる。

　ウシロパを後押しするタイシュの大君ハズリットは、ひょっとすると超重要人物かもしれない。何しろ、ハズリットは、今は亡き魔王ゴウドリックⅢ世の同盟者だ。魔王が掲げた百族協和の理念に共鳴していたというし、ドゴシアンに騎兵隊を与えて連合軍に参加させ、ウシロパを援護している。むろん、君主として、自国の利益を最重視しているだろう。しかし、タイシュを守るには、陸東諸国が一丸となって帝国の侵略を撥はね返さなければならないのだ。大君ハズリットは確実にその理屈を理解している。

　妹のイヴァラーヤも、敵の敵は味方という意味においては、やはり味方だ。というか、血を分けた妹と争っているようでは、あの帝国に抗あらがうのは難しい。彼女のアークラント解放軍と敵対するのだけは絶対に避けたいし、なるべくなら味方につけたいところだ。いや、是が非でも味方につけなければならない。アークラント東部に割拠しているモイラ司令の極東軍も同様だ。

　ヨヴェル・ファウストのファウスト商会は、この世界にそういう言葉はないが、資本主義の権化のようなものだから、迂う闊かつに信用することはできない。ファウスト商会を遠ざけることもできる。だが、そうすれば、彼らは帝国に接近するだろう。危険性を十分認識し、用心しつつ、互いに便宜と利益を与えあって共存共栄を図るべきだ。

　ロワは勝てるという確信を持っているわけではなかった。むしろ、このままだといずれは負けると常に思っている。

　途方もなく大きな帝国の侵攻を食い止めるには、ひたすら抵抗しつづけるしかない。

　今のところ、足あ搔がくことはできている、という手応えはあった。
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　僕は取り憑つかれたように帝国東方征圧軍の遠征について調べた。

　帝国公文書院で閲覧できる公文書は、手当たり次第に読んだ。新書、古書を問わず、評伝や軍記物、公文書院が集めきれなかった手記や、脚色だらけの講談本のようなものも、できる限り目を通した。

　僕は知りたかった。どうしても知らなければいけなかった。

　わかったこともあれば、わからないこともある。

　たとえば、ロワジュディアン・ヨルテュールがアルサイス宮殿跡でディーン・セラッドと会談した、人暦一一二年二月十一日。

　その日、彼女はどこにいたのか。

　残念ながら、彼女の足どりに繫がるような記録は、一つも残っていない。

　彼女がその気になれば、ゲルト・ファッツ率いる東征軍本隊に復帰することもできたはずだ。でも、そうしなかった。

　彼女はあえて、たった一人で行動していたのだ。
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　東征軍別動隊にとっての二月十一日を適切に表現する言葉は、なかなか見つからない。あえて言えば、厄日、ということになるだろう。

　エーグ河を渡り終えたアン・デューの光核騎兵隊は、ナバク・ハーザードとシャリファ率いる砂猪ゾア騎兵隊に後背から奇襲された。光核騎兵隊は、前方のユースカ鉄甲兵及びヒューベリー重兵団に突撃するべく猛進しており、振り返って迎え撃つことはできない。そこでアン・デューは、鉄甲兵と重兵団の隊列を突破することにした。

　我が光核騎兵隊ならば可能だろうと、デュー家の御曹司は見込んでいた。図に乗っていたと言わざるをえないだろう。

　鉄の王子スカルはいつものように自ら最前列の中央に位置し、麾き下かの鉄甲兵たちと共に盾を構えた。彼らの盾は骨組みこそ木製だが、その前面は鋼鉄で覆われている。これをしっかりと保持して、

「セッ！　セッ！　セッ！　セッ！」

　という独特の掛け声をかけながら、攻め寄せる敵を見すえ、まるで呼びこもうとするかのように待ち受ける。鉄甲兵たちの後ろには、ヒューベリーの重兵団がやはり盾を並べており、鉄壁の様相を呈していた。まともな神経の持ち主なら、とてもではないがまっすぐぶち当たってゆく気にはなれない。

　しかし、選えり抜きの帝国騎兵たちは大胆不敵だった。彼らは速度を落とさないどころか、逆に加速した。彼らは経験的に知っていた。騎馬突撃を敢行する際、怖がって足を緩めれば、かえって痛い目を見る。

　鉄の王子スカルやルルバート王子は、帝国騎兵を侮ってはいなかった。ゆえに、彼らは準備をしていた。

「セッ！　セッ！　セッ！」

　鉄甲兵たちは敵と激突する寸前、声を合わせて、ダァーイ、と叫ぶ。

　その瞬間が訪れる前に、光核騎兵隊の騎兵たちが次々と馬ごとつんのめった。あるいは、馬が竿さお立だちになった。

　ヒューベリーの矮小族ドルガが、荒れ馬転がし、と呼ぶ罠わなだった。いわゆる虎挟みとくくり罠を合わせたようなものだが、これを踏むと馬の足に鉄索が絡みつく。また、地中深くまで杭くいを打って固定してあるので、馬の力でも容易には抜けない。重兵団はこの荒れ馬転がしをクッタープルトで調達し、持ち運んでいた。

　荒れ馬転がしに引っかかった騎馬はせいぜい五十騎かそこらでも、直接的な波及効果がある。転倒した騎馬に別の騎馬がどんどんつまずく。荒れ馬転がしに後足をとられ、もがいている馬に他の騎馬がぶつかったりもする。

　それでも光核騎兵隊は止まらなかった。ただ、突撃の勢いはだいぶ弱まった。騎馬が整然と列をなし、動く壁のように攻め寄せてくるのと、歯抜けになってばらばらに突っこんでくるのとでは、だいぶ違う。スカル以下、最前列の鉄甲兵たちは、

「ダァーイッ！」

　と一斉に絶叫し、騎馬を盾で防ぎ止めた。受けきれず、よろめく鉄甲兵もいくらかはいた。だが、すかさず後ろの鉄甲兵が前の鉄甲兵を押して持ちこたえさせた。鉄甲兵たちは敵を盾で止めると、すぐさま鎚つちを繰りだす。彼らは一歩も退ひかなかった。

　それを見て、ルルバート王子が号令をかけた。

「エルパ！　ロコモオ！」

　戦場に限らないが、ヒューベリーの矮小族ドルガは呪文のような文句をよく用いる。

　重兵団の兵士たちは、左右に分かれて鉄甲兵の隊列を追い越していった。あっという間に凹型の陣形ができあがり、その凹くぼんだ部分に光核騎兵隊が嵌はまりこむ恰かつ好こうになった。

　重兵団の小柄な兵士たちは、全長五メートル以上の長なが斧おの槍やりを巧みに使いこなす。長斧槍の先端は刺突用のスパイクで、これと一体化した斧おの刃ばと鎚つち頭がしらを備えている。騎兵に対しては、スパイクで馬を傷つけ、怯ひるませて、鎚頭で騎手を一撃し、落馬させるのが彼らの常じよう套とう手しゆ段だんだ。

　自分から下馬したのならともかく、落馬してしまった騎兵は、ほとんど戦力にならない。味方の騎兵や乗り手を失った馬に蹴られ、踏まれることもある。最前線で馬から落ちた騎兵は無事ではすまない。たいていは命を落とすか、深手を負う。

「将軍！　我が隊は前面の敵を突破できません！」

　側近にそう言われて、アン・デューはとっさに、

「ならばどうしたらいい!?」

　と怒鳴り返したが、意見を具申する者は皆無だった。部下たちにしてみれば、まさにどうしたらいいかわからないので、指揮官に指示を仰いだのだ。

　デュー家の御曹司は冷静さを失っていた。少なくとも、彼の部下たちはそう感じていた。だが、御曹司には奥の手があった。

「ええい、私のあとに続け！　このアン・デューに従えば、必ずや虎口を脱することができる！　私がこの手で突破口を開いてみせる！」

　アン・デューは伝来の黄金剣ルンデニオンを振りかざし、愛馬を煽あおった。いかに指揮官として欠陥があろうと、天剣持ちという一点のみで部下たちを奮い立たせる力が、この御曹司にはあった。

　アン・デューと直属の五十騎ばかりが猛然と速度を上げ、混こん沌とんとしている最前線に飛びこんだ。

　鉄の王子スカルはすぐにその動きを察した。

「よし、天剣持ちとはやりあうな！」

　鉄甲兵たちは両開きの扉を引き開けるように隊列の中央を割った。示しあわせていたかのような滑らかな陣形変化だった。それも当然で、実際これは、ロワがスカルらに伝えた作戦計画に含まれている、予定どおりの対応だった。

「逃げるのか!?」

　行く手に立ちふさがっていたはずの鉄甲兵たちがほぼ瞬時にいなくなったのを見て、アン・デューは自分一人でも追いかけて皆殺しにしたい衝動に駆られた。しかし、彼は指揮官だ。指揮官として現在、最優先するべき戦術目標は、敵陣の突破である。それが容易に達成しうる状況になったのだから、むしろ喜ぶべきだろう。

「腰抜けの劣等種どもめ！　あとで鏖おう殺さつしてくれる！　待っていろ！」

　アン・デューと直属の約五十騎は見る間に敵陣を通り抜けた。他の騎兵たちがそれに続こうとすると、スカルは扉を閉める命令を下した。

「これよりは一騎も行かせるな！」

　鉄甲兵たちはスカルの手足のごとく、一糸乱れず隊列を押し閉めた。

「将軍！　敵が！」

　側近に声をかけられ、アン・デューは馬上で振り向いた。そして即座に、と言うべきか、はたまたようやく、と言うべきか、何が起こったのか理解した。

「味方がついてきていないではないか！」

　アン・デューは馬を返した。直属の五十騎は彼の側近であり、最精鋭である。周りに敵もいないので、急旋回も容易だった。

　鉄甲兵七百人の隊列は薄く、四列ないしは五列だ。そのうちの一列のみがアン・デューらに正対していた。あの一列を破れば、残りの三、四列は背後を衝つかれて脆もろくも崩れ去るだろう。

「ゆくぞ！　我が剣ルンデニオンにかけて！　鏖殺だ！」

　アン・デューは鐙あぶみで容赦なく愛馬の腹を蹴りつけた。御曹司は馬を可愛かわいがったが、どの馬も短期間で乗り潰した。また、馬を代えても同じ名で呼んだ。

「アン・デュー将軍とお見受けする！　我こそはスカル・ユースティン！」

　こちらを向いている鉄甲兵の中に、ひときわ丈高く肩幅の広い偉丈夫がいた。鉄の王子スカルその人だった。アン・デューは答えずにスカルめがけて馬を突進させた。すれ違いざまに黄金剣で一刀両断にするつもりだったが、スカルは落ち着き払った絶妙の位置取りで馬の真正面に立ちつづけた。

　間もなく両者は激突した。スカルは盾でアン・デューの馬を受け止めるどころか、吹き飛ばした。

「おお……！」

　アン・デューは、身をよじって宙を舞う馬から、天剣の反射神経で飛び離れた。着地したときにはスカルが詰め寄せていた。

「愚かな！　私に勝てるとでも!?」

　アン・デューは激げつ昂こうし、雷速の連斬撃をスカルに浴びせた。その大半は盾を避けてスカルに届いたが、鎧よろい兜かぶとを斬り破るまでには至らなかった。

「宝剣といえど、鋼でしかないのだな。安心した」

「劣等種め、何を！」

　アン・デューは攻めに攻めた。スカルを防戦一方に追いこんでいながら、御曹司の心中は穏やかではなかった。

　まるで巨木を棒で打ちすえているように手応えがなく、鉄の王子は山のごとく揺るがないのだ。もしや、これは攻めているつもりで、攻めさせられているのではないか。

　相あい対たいした者が天剣持ちかどうか、天剣持ちにはすぐにわかる。動作の質がまったく異なるからだ。スカルは明らかに常人、いや、ただの劣等種に過ぎない。それなのに、なぜ天剣持ちと互角に戦えるのか。

　そして、指揮官が一騎討ちを演じている間に、部下が一騎、また一騎と命を落としていることに、アン・デューは気づいていなかった。天剣持ちといえども、スカルが持つ鎚で急所を一撃されたら即死を免れない。デュー家の御曹司は目の前に立ちふさがる鉄の王子に全神経を集中していた。スカルはそうしなければならないほどの相手だった。
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　二月十一日は東征軍別動隊にとって厄日だった。

　ハーマイン・ロメ将軍は、歩兵一万五千余と竜騎兵約二百を率いてエーグ河沿いのドールーイを目指していた。まさにそのドールーイでアン・デュー将軍の光核騎兵隊に矢を浴びせて去ったタイシュ騎兵隊が、今度はロメの部隊に迫りつつあった。

　歩兵隊は、弩いしゆみと投なげ槍やり、刀剣を装備した帝国突撃歩兵と、大弓を持った軽装の帝国軽歩弓兵によって構成されていた。竜騎兵も、ロメは小型で軽けい捷しような猟りよう竜りゆうと呼ばれる竜のみを選んで連れてきた。

「軽歩弓兵、大弓を用意！　突撃歩兵は弩を構えて！　竜騎兵は待機！」

　ロメは飛竜すら手て懐なずける帝国随一の竜騎兵である。なおかつ、指揮官としても数々の戦場で武勲を立てており、そつのない用兵術には定評があった。

　帝国軽歩弓兵が使う大弓の射程距離は、最大五百メートルにも達する。ただし、扱いが難しく、兵の筋力や練度に左右されるので、有効射的距離は三百五十メートルといったところだ。

　タイシュ騎兵が大弓の矢が当たる距離まで近づいてきたら、まず軽歩弓兵が連続斉射する。さらに、百メートル以内まで接近された段階で、突撃歩兵が投槍、弩の順で放つ。その後、両歩兵とも抜剣し、竜騎兵の側面支援を受けながら、白兵戦を行う。

　ロメ部隊は見晴らしのいい平地にいた。小細工を弄ろうする余地はない。ロメは騎兵の突撃に対する順当な戦術を選択した。

　しかし、ドゴシアン率いるタイシュ騎兵隊は、ロメ部隊を遠巻きにして、回遊する魚群のように馬を走らせた。

「小馬鹿にして。まあ、やらせておくさ」

　ロメは泰然自若としていたが、兵たちは焦じれた。タイシュ騎兵の中には、わざと馬をのんびり歩かせたり、足を止めさせたりする者や、鞍あん上じようで宙返りを披露する者までいた。あからさまな挑発だった。あげくの果てに、タイシュ騎兵隊は踵きびすを返して離れていった。

「ロメ将軍、追撃しますか!?」

「軽歩弓兵、突撃歩兵、ともに射撃準備体勢を維持したまま、ゆっくり前進。竜騎兵も続け。慌てなくていい。それから、斥候をもっと後方に。ヨルムンドの部隊が気になる」

　もともとハートラム中央市を窺おうとしていた狐狼団ジヤツカルとヨルムンド各隊、総勢七千ほどの部隊が、ロメ部隊を追尾しているのは間違いなかった。ただ、生還する斥候が少ないため、正確な距離を推し測ることができない。

「そうだな。竜騎兵を半分偵察に出す。挟み撃ちされるのはおもしろくない」

　ロメの懸念は的中した。

　百騎の竜騎兵は狐狼団ジヤツカルの騎兵隊と交戦、これを蹴散らして程なく戻ってきた。狐狼団ジヤツカルとヨルムンド各隊は、ロメ部隊の尻に食らいつこうとしていたのだ。

　竜騎兵から報告を受けると、ロメは苦笑したという。

「やってくれるよ、御曹司」

　それでも、動揺するそぶりは一切見せず、素早く淡々と決断を下した。

「逃げる。ばらばらになってもかまわないから、ハートラムに向かえ。いいかい、みんな、死んじゃだめだよ。我が帝国のために、生き残るんだ。竜騎兵たちは私につきあってくれ。しんがりをやる」

　軽歩弓兵と突撃歩兵たちがハートラム中央市めがけて移動を開始すると、ここぞとばかりにタイシュ騎兵隊が押しよせてきた。

　ロメ率いる二百騎の竜騎兵隊は、初め突撃歩兵に紛れていたが、タイシュ騎兵隊に追いつかれる寸前、竜特有の跳び返しという動作で百八十度方向転換した。

　竜は馬と違って雑食で、とりわけ獣肉を好む。軍用竜は草や木の葉と根、昆虫をよく食べさせて躾しつけるが、生肉を欲する本能が消え失うせることはない。

「最後だ。好きなだけ食べていいよ」

　ロメら竜騎兵はタイシュ騎兵隊の真っ只ただ中なかに飛びこむと、猟竜を好きなだけ暴れさせた。ロメの命令で、彼らは猟竜にクィアマットという植物から抽出した成分入りの飴あめを舐めさせていた。強力な興奮剤である。ロメが自身の意思で竜にクィアマットのドロップを与えたのはじつにたった一度、このときだけだった。

　二百頭の猟竜たちが食い荒らした人馬は、千を超えたという。

　竜騎兵たちのおぞましいほどにめざましい働きがなければ、四千以上の帝国兵がハートラム中央市に辿たどりつくことはできなかっただろう。加えて、驚くべきことに、兵の中には竜を失った二十八人の乗り手たちも含まれていた。

　ハーマイン・ロメも奮闘の果てに竜を失ったが、それでもタイシュ騎兵から馬を奪って戦いつづけた。同じように竜を亡くした部下を見かけると、ロメは、もういい、行け、せっかくだから生きのびろ、と声をかけ、落ち延びさせようとした。

　そのうちの一人は、

「ツァーディを放してやってくれ。あれは私しか乗せない。ずっと檻おりに閉じこめられているのは不ふ憫びんだ」

　と遺志を託され、東征軍本隊に復帰後、これを叶かなえた。

　ゲルト・ファッツはこの竜騎兵を処罰し、飛竜ツァーディと共に軍籍を剝はく奪だつした。
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　その翌日、ディーン・セラッド率いる沃野の軍と砂の軍の歩兵隊は、夜明け前の闇に紛れて王都サイファに肉薄した。

　ロワとタマミナ、アルノワも、この軍に加わっていた。もっとも、沃野の軍、砂の軍共に、まだ正式には連合軍に加わっていない。指揮官はあくまでディーンだ。ロワは彼の助言者のような立場でしかない。

　沃野の軍は騎兵千と、歩兵六千。砂の軍の歩兵隊は七千。サイファに駐留している帝国軍の守備隊は一万ほどなので、これを数で上回る。まず大軍と言っていいだろう。これだけの兵を、ディーンは細かく分けて商隊や野盗集団に偽装させ、方々に散らばらせておき、この日、サイファに集結させた。

　言うは易やすく行うは難かたしで、これは曲芸に近い、いや、もはや曲芸そのものか、もしくは職人芸的な部隊運用だ。そんな芸当をさらりとやってのけるディーンの手並みに、ロワは舌を巻いた。サイファの守備隊にしてみれば、明るくなったら、突然、敵に包囲されていたわけだから、さぞかし仰天したことだろう。

　だが、ディーンはサイファ防壁から五百メートル以内には兵を進めようとしなかった。防壁上には帝国軍の投射兵器が設置されており、その射程距離が四百メートルから四百七十メートルの間だという情報を、ディーンは前もって入手していた。サイファ内にはディーンの協力者が五十人以上いて、守備隊の装備や配置、人事に至るまで、ほとんど筒抜けの状態だった。

　協力者の全員がディーンの親類や友人で、血酒を交わした間柄だというあたりも、抜け目がない。サンドストームには、互いの血を混ぜた葡ぶ萄どう酒しゆを酌み交わし、絆きずなを結ぶ風習がある。血酒を交わした相手を裏切ったら殺されても仕方ない。古いしきたりだが、裏切り者の頸けい動どう脈みやくを切り、その血で杯を満たして飲み干す事件が、今でもたまに起こるという。

　サイファの守備隊には、寄せ手を注視しつつ、守りを固める以外の選択肢がない。籠ろう城じようする以上、援軍を要請したいところだろうし、彼らは実際、何度か門をわずかに開けて使者を出した。しかし、無駄だった。使者はすべて沃野の軍の騎兵に捕らえられた。このためにディーンは、千の騎兵を一箇所にまとめず、分散させていた。

　サイファの守備隊は辛抱するしかないと腹を固めたかもしれないが、そうは問屋が卸さなかった。包囲を開始し、太陽が中天に達するころには、次々とランハッジでの戦況に関する報しらせが舞いこんできた。

　曰いわく、鉄の王子スカルの部隊と、ナバク・ハーザードとシャリファ率いる砂猪ゾア騎兵隊が、アン・デューの光核騎兵隊を挟撃した。

　曰く、鉄の王子スカルはアン・デューと一騎討ちに及んだ。そこに風の戦士が駆けつけると、アン・デューは脱だつ兎とのごとく逃げだした。

　曰く、この戦闘は短時間でけりがつき、光核騎兵隊は壊滅、大敗した。

　曰く、アン・デューの生死は不明である。

　曰く、タイシュ騎兵隊が、ハーマイン・ロメの歩兵及び竜騎兵隊を急襲、狐狼団ジヤツカルとヨルムンド各隊もこれに加勢した。

　曰く、ロメ部隊はハートラム中央市方面へ逃走しようとしたが、間もなく潰かい乱らん、大惨敗を喫した。

　曰く、タイシュ騎兵隊はハーマイン・ロメを討ちとった。

　沃野の軍と砂の軍歩兵隊は、沸きに沸いた。

　ディーンはこうした報告を逐次、捕らえた守備隊の使者にあえて教えた。

「さあ、仲間のもとに戻れ。ここで見聞きしたことはすべて、好きに打ち明けるといい。今、何が起こっているのか、おまえの仲間たちもきっと知りたいだろう」

　ディーン・セラッドは敵だろうとむやみに殺したりはしない。だが、意味もなく生かすこともない。

　サイファの守備隊は放たれた使者たちから東征軍別動隊の敗報を聞くと、市民にまで伝わるのを恐れ、全隊に箝かん口こう令れいを敷いた。それでも、情報の漏ろう洩えいを完全に防ぐことはできなかった。

　守備隊の兵士は陸西の帝国人だが、軍隊、とくに外地に駐留する部隊は、将兵だけで成り立っているのではない。サイファ占領後、六等戸籍を与えられた大勢の現地民、いわゆる未満人たちが、守備隊の物資調達や施設の維持などにたずさわっていた。また、帝国の戸籍を取得しないまま、帝国軍と比較的良好な関係を築いている者も、商人などを中心にいくらかはいた。

　守備隊の誰かが、そうした者に話して聞かせたのかどうか。いずれにせよ、兵士らの会話を立ち聞きした者が一人でもいれば、そこから噂うわさが一気に広まってしまう。

　明くる日には、サイファ市内に不穏な空気が立ちこめていた。浮き足立つ守備隊をよりいっそううろたえさせる出来事が、その日の夕刻に起こった。

　東に土煙が上がり、みるみるうちに近づいてきた。

　砂猪ゾア騎兵隊が、沃野の軍と砂の軍歩兵隊に合流したのだ。

「ロワ殿！　セラッド殿！　遅参しました！」

　シャリファは砂猪ゾアを飛ばしてディーンとロワに挨拶をしに来た。

　もちろん歓迎すべきことなのだが、ロワはちょっと呆あきれてしまった。

「いや、だいぶ早かったんじゃ……」

「さすがは風の戦士とその姪めい御ごです。ところで、ナバク様は？」

「叔父様はなぜか元気ですよ。まだ戦い足りないからか、死ねないようだと、昨日も言っていました」

「え？」

　ロワはあたりを見まわした。

「一緒に来た、……んですよね、あれ？　どこに？」

「……ロワジュディアン様！」

　アルノワが指したほうに目をやると、一騎の砂猪ゾア騎兵がサイファの防壁めがけて疾駆していた。

　夕ゆう陽ひを一身に浴びて、騎兵が被る頭巾や外がい套とうは燃え盛っているかのようだった。

「ちょっ、……なっ──」

　ロワは絶句した。

　間違いない。あの騎兵はナバク・ハーザードだ。でも、いったい何をしているのか。

　サイファ防壁上の投射兵器が、槍やりのような投とう擲てき体や砲弾をばらばらと発射した。帝国軍の投射兵器は数種類あるが、基本的には超大型の弩ど砲ほうか、命中精度の高い砲弾を撃ちだす投石機だ。

　ナバクは避けない。直進する。

　それなのに、降りそそぐ砲弾も、投擲体も、ナバクには当たらない。

　やがて砲弾と投擲体の発射がやんだ。代わりに守備隊は弓や弩いしゆみで矢を放ったが、これもわざと外しているのではないかと思えるほど、かすりもしない。

「聞け！」

　ナバクはようやく転進した。ロワの気持ちとしては、いいかげん引き返して欲しい。そうしないのが風の戦士なのか。

　ナバクを乗せた砂猪ゾアは、サイファ防壁と平行に走る。

　走る。

　ひた走る。

「王都サイファの民よ！　ナバク・ハーザードの声を聞け！」

「ていうか……」

　なんて声だ。

　まず音量がものすごい。ロワからナバクまでは五百メートル以上離れている。サイファの周囲は開けているが、声が届くだけでも異常だ。そのうえ、はっきりと聞き分けられる。しかも、ナバクはあれで病人なのだ。去年会ったときは、身を起こしているだけでもつらそうだった。
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「明日！　俺はサイファを帝国からサンドストームの手へと奪い返す！　壁や矢弾で俺を阻むことはできん！　サイファの民よ！　故郷を愛し、家族を、友を、同胞を守らんとする者たちよ、俺は諸君の味方だ！　だが、諸君は何もするな！　戦うのはこの俺だ！　そして、俺と志を共にする勇敢な戦士たちだ！　諸君はこれ以上、傷つかなくていい！　諸君が血を流す必要はない！　ただ息を潜めて俺が勝利するのを待っていろ！」

　防壁からの射撃はだんだん弱まり、矢がぽつぽつ飛ぶ程度になった。

　ナバクは叫びつづけた。

「明日、敗北する帝国の将兵よ！　俺と俺の仲間を恐れるがいい！　おまえたちはこれより死ぬのだ！　東征軍の将軍アン・デューは部下を見捨て、尻尾を巻いて逃げた！　ハーマイン・ロメも無残に死んだ！　次はおまえたちの番だ！　おまえたちが俺に抗あらがう限り、一片の望みもない！　はるばる太砂を渡り、屍しかばねをさらして、弔う者とていない！　それがおまえたちの定めと知れ！」

「ナバク！」

「ナバク・ハーザード！」

　最初にその名を呼ばわったのは、おそらく砂の軍の歩兵だろう。

　間もなく数十人、いや、数百、数千人がそれに続いた。

「風の戦士！」

「ナバク・ハーザード！」

「我らの誇り！」

「ナバク！」「ナバク！」

「サンドストーム！」

「ナバク・ハーザード！」

「サンドストーム！」「ナバク！」「ナバク・ハーザード！」

　もう沃野の軍と砂の軍だけではない。サイファの民も連呼している。明日と言わず、今、攻めかかったとしても、落とせるのではないか。ロワがそんな気分になっているくらいだ。沃野の軍と砂の軍はもっと盛り上がっている。

　ナバクが耳が割れそうな歓呼に迎えられて、ディーンやシャリファ、ロワたちのもとにやって来た。

「一別以来だな、ロワジュディアン殿」

　間近でその顔を見ると、衝撃を受けた。去年よりも明らかに頰ほお骨ぼねが目立っている。やはりナバクを蝕むしばむ病は進行しているのだ。

「風の戦士殿」

　ロワはそう呼びかけて会釈をし、笑みを返すだけで精一杯だった。

　ナバクは笑った。

「明日だ。半日で片をつける」
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　その夜のサイファ市内は異様だったという。

　ナバクは止めたが、住民の一部は蜂起を画策して集会を開いた。守備隊はこの動きを察知しても対処できなかった。防壁の内側より外側に注意を払わなければならなかったし、兵士たちの士気が極端に低下して、脱走者が続出した。といっても、市外には逃げられない。脱走兵たちは空き家などに潜んだ。脱走にまでは至らなくても、錯乱して暴れる兵、乱酔する兵があとを絶たなかった。

　帝国軍が敵軍に降伏した例も、なくはない。しかし、ひとたび劣等種に降くだった者は、帝国の戸籍を喪失する。再取得はまず認められない。帝国軍に所属している者なら、誰もがそのことを知っている。屈服する道はないのだから、死にものぐるいで戦うしかないのだ。守備隊の士官らは兵を[image: ]しつ咤たしたが、誰も自軍の勝利を信じておらず、むしろ敗北を覚悟していた。

　翌朝、日の出を合図に戦端が開かれた。その前に勝負はついていた。それでも戦局を決定づけたのは、やはり風の戦士ナバク・ハーザードだった。

　沃野の軍と砂の軍はゆっくりと前進を開始したが、ナバクは違った。前日と同じように一騎駆けした。

　ナバクが近づいてゆくだけで守備隊は周章狼狽した。投射兵器はナバクを狙って砲弾や投擲体を発射したが、なぜか当たりそうになかったし、実際、そのとおりだった。弓や弩も、ナバクを脅かすことはできなかった。

　ナバクは防壁に取りつくと、砂猪ゾアから飛び降りた。彼は長い鎖に頑丈な杭くいをたくさん括くくりつけた道具を用意していた。その鎖を振り回しては杭を防壁に打ちこみ、振り回しては杭を打ちこんだ。言うまでもなく、人間業ではない。彼は鎖と杭を駆け上がったり蹴ったりして、防壁を登ろうとしていた。いくら懸命に登ろうとしたところで、そんな方法で垂直の防壁を登れるものではない。

　だが、彼はまさしくナバク・ハーザードであり、風の戦士だった。

　あれよあれよという間に登ってしまった。

　登ってしまえば、あとはやりたい放題だった。

　ナバクは手ずから何人斬ったのか。それはこの際、さしたる問題ではない。防壁上の守備隊兵たちは、十人、二十人が束になってかかっても、ナバクには太刀打ちできなかった。観念して斬り殺されるのを待つか。悪わる足あ搔がきをしたあげくに斬り殺されるか。逃げるか。彼らはその三択を突きつけられ、防戦どころの騒ぎではなくなった。

　ナバクはまた、投射兵器を一つずつ潰していった。さすがに兵器自体を破壊するとなると手間だが、それを操作する兵を殺すだけなら、風の戦士にとっては造作もなかった。

「ナバク・ハーザード！　風の戦士に続け！　沃野の軍よ！　サイファを、サンドストームを、我らの手に！」

「砂の軍よ、これは私たちの戦いです！　ここで血を流さぬは恥と知りなさい！」

　ディーン・セラッドに、シャリファ・ハーザードに鼓舞され、沃野の軍と砂の軍が全速で突撃した。

　市内で予期せぬ動きも起こった。数千の市民が市門に殺到し、内側から開けたのだ。守備隊が完全に戦意を喪失したのは、この瞬間だったかもしれない。

　程なく沃野の軍と砂の軍がサイファになだれこむと、半分以上の市民が家を飛びだし、帝国兵狩りが始まった。昨日まで帝国に尻尾を振っていた者たちの大半も、仮票を投げ捨ててこれに加わった。そうしなければ、帝国兵同様、袋ふくろ叩だたきにされかねない。市内のそこらじゅうで、逃げ惑う帝国兵が沃野の軍や砂の軍、市民に捕まり、引き倒されて、むごたらしく殺された。戦闘は朝のうちにほとんど決着がついたが、帝国兵の私刑は日が傾くまで続いた。

　ロワもその光景を自分の目で見た。止めてはどうかとディーンに掛け合ってみたが、にべもなく断られた。

「食べたものに毒が入っていたら、嘔おう吐としたり腹を下したりするでしょう。今、皆がやっていることは、あれと一緒です」

　ディーンとナバク、シャリファらとロワたちは、帝国軍によって閉鎖されていたイクアート宮殿を解放した。

　サンドストームのロベルト王以下、王族やその親族は、この宮殿で討ち死にするか、自死するか、捕らわれて斬首された。王太子ウーランの妻にしてロワの姉ランサリヤも、ここで殺されたのだ。宮殿は徹底的な略奪に遭い、荒れ放題に荒れていた。王族や彼らを守ろうとした者たちが流した血の痕あとさえ、そのまま残っていた。

「なんと痛ましい。だが、一度真っ平らにして、新たな宮殿を建てなおすというわけにもいかんだろうからな……」

　ナバクは倒れた玉座を見下ろし、顎あご髭ひげをしごきながら呟つぶやいた。

「我ら砂の民には太砂がある。沃野の民にとっては、これからがまさに正念場だ」

「私たちは今まで以上に固く手を取りあわねばなりません」

　ディーンはただナバクに向かって言ったのかもしれないが、ロワとしては自分がせっつかれているようにしか思えなかった。一連の戦いが終わったら、シャリファとディーンの結婚話をまとめるべく善処すると、約束している。戦争の計画を立てるよりもある意味、厄介だが、これも戦略の一環だ。やるしかない。

　ロワはこの件について、タマミナやアルノワには相談していなかった。どうしてかそういう気になれなかった。

　その夜、ロワたちは、ディーンの協力者が提供してくれた屋敷に宿泊した。先にナバクと話すべきか。それとも、シャリファか。だいぶ迷ったが、二人はナバクの部屋で一緒にいるという。いっそのこと、という思いで、ロワは二人がいる部屋を訪ねた。ナバクは寝台にクッションを敷きつめて横おう臥がし、シャリファはその傍らに腰を下ろしていた。

「すまんな。このような姿で。ロワジュディアン殿はすべて諒りよう解かいしているので、無理をする必要はないとシャリファが言うのだ」

　ナバクは微笑をたたえていたが、声に張りがなかった。

「……はい。どうかお気遣いなく」

「今日は愉快だった。人殺しを愉たのしがるのもどうかと思うがな。歴代、どのナバクも戦いたがりで、あちこち飛んで回ったという。俺には野蛮な血が流れている」

「もういつ死んでもおかしくないのに、まだ殺し足りないだなんて、本当に馬鹿です」

　言葉とは裏腹に、シャリファの口調は穏やかだった。愛する叔父と共に過ごすこの一瞬一瞬が、彼女にとっては何ものにも代えがたい貴重な時間なのだろう。

　二人を邪魔したくない。ただでさえ切りだしにくい話題だ。ますます言いづらい。

「ディーン・セラッドのことか？」

　とナバクが先にふれてくれなければ、ロワはろくに話せないまま退室していたかもしれない。

「じつは、……砂の民と、沃野の民の今後にも関わる問題なんですが、……いや、部外者の僕が口を挟むのはおこがましいんですけど、僕の父はサンドストームのロベルト王と懇意でしたし、僕個人としても、貴国の再興には無関心ではいられないというか、やっぱり責任もありますし……」

「何をおっしゃりたいんです？」

　シャリファは呆あきれている。

　ロワは頭かぶりを振り、ため息をついた。

「率直に言わせてもらいます。サンドストームの未来のために、シャリファさんとディーン殿が縁を結ばれ、砂の民と沃野の民が一致団結するべきなんじゃないかと」

「その手は俺も考えた」

　ナバクはあっさり答えた。これは意外と簡単に事が運ぶか。だとしたらロワとしては一安心だが、べつに嬉しくはないような気もする。なぜ嬉しくないのか。普通に喜ぶべきなんじゃないの？

「結婚、ですか……」

　シャリファの表情が曇った。

「私もそういう年齢ですし、いつかは嫁がねばならないと、わかってはいました。結婚する相手を自分で選べる身分でもありません」

「こればかりはな」

　ナバクは髭をさわって、むうん、と唸うなった。一般論だが、高貴な者ほど結婚に政治や経済の事情が色濃く絡む。ロワとタマミナも政略結婚だ。というか、魔王は大国ヨルムンドの王女と政略結婚させるためだけに、消息不明だった隠し子のロワを捜しださせた。

　あまり乗り気ではなさそうなシャリファには悪いが、納得してもらうしかない。ディーンはとても優秀だし、バツイチだと言っていたのがちょっと気になるが、よさそうな男だ。結婚したらしたで、けっこううまくいったりするかもしれない。ロワだって、夫らしいことができていなくて心苦しいが、それでもタマミナを愛している。恋愛経験が極端に乏しい身なので、偉そうなことはまったく言えない。でも、肝心なのはおそらく出会い方より、お互いの人間性とか、相性とか、思いやりとか、そっちのほうなのではないか。

　そのへんのことを、上手に表現するのは難しいとしても、自分なりに一生懸命語ろうという意思はあった。

　できなかった。

　シャリファはロワを見すえた。ナバクばりの鋭い眼光に射すくめられると、金縛りに遭ったようにロワの全身が硬直した。

「ディーン殿と結婚するのは、私はいやです」

　ただし、──と続くんじゃないかな、という期待は甘かったのか。そんなことはないと思う。シャリファ・ハーザードは砂の王の娘だ。結婚相手を自分で選べる身分ではないと、本人がさっき言っていたではないか。

「どうしても彼と結婚せよと言うのなら、私は地の果てまで逃げます」

　ナバクは右手で額を押さえ、天井を仰いだ。

「まあ、おまえがそこまで覚悟している以上、無理強いは……」

「勘違いしないでください、叔父様。私は政略結婚を否定しているわけでも、断だん乎こ拒否すると言っているわけでもありません」

「何だと？　シャリファ、おまえ、まさか──」

「叔父様のことです。すでに見抜いているかもしれませんが、私には意中の人がいます。もちろん、ディーン・セラッドよりも将来有望で、砂の民、ひいてはサンドストームに資するであろう男性です」

「……どなたなんですか？」

　ロワはとっさに尋ねてしまった。

「あ、……や、……差し支つかえがあるようでしたら、お答えいただかなくても。……単純に、誰なのかな、と。気になっただけなんで」

「あなたです」

「へえ」

　ロワは首をひねった。

　あれ？

「……え？」

「ロワ殿。私をもらってください」

「もらっ……」

「本当なら、一連の戦いが終わってから、父や叔父様と相談の上、正式に申しこむつもりでした。けれど、叔父様はいつ死んでしまうかわかりませんし、父は最終的には私の言うことを聞きます。いい機会だし、今ではいけないということもないでしょう。ディーン殿との縁談が持ちあがるのは予想していましたが、時が来れば本人が直接言ってくると思っていたので、そこは外れました。私は回りくどいのが嫌いだし、あの御仁の小こ賢ざかしいところが気に入らない。私には従妹いとこが何人かいます。おとなしくて器量のいいエーリスかパーテマあたりをくれてやればいいでしょう。あの子たちは私ほどではありませんが賢いので、必ず役目を果たしてくれます。──ということで、どうですか、叔父様？」

「本音を言えば、俺はおまえがいいようにするのが一番だと思うが、……何だ、照れているのか、シャリファ？」

「照れていますよ。悪いですか」

　即座に言い返したシャリファの頰ほおが、よく見なければわからない程度ではあるものの、紅潮している。

「どうか結婚して欲しいと自分のほうから申しこんでいるんです。政略結婚とはいえ、よほど鈍感でなければ、相手に好意を持っているのは見え見えですからね。さすがの私でも多少は照れます」

「好意……」

　だめだ。頭が回らない。だが、そうも言っていられない。ロワは当事者なのだ。

「や、……ちょっと、……待ってください、え？　あの、僕、……そうだ、そうですよ、何だろう、ありがたい？　ていうか、ええと、悪い気はしない……？　いや、いや、じゃなくて、僕、既婚者なんですけど！」

「あ、忘れてた」

「へっ」

「──わけがないでしょう？　奥方様とも何度となくお会いしているじゃないですか。タマミナ様と離縁して、私と結婚して欲しいなんて思っていません。だいたい、政略結婚の観点から言えば、それでは旨味が少なくなってしまいます」

「です、よね、そっか、え、……だったら、……ど、……え？」

「私は第二夫人でかまいません」

「あぁ、第二で、なるほど、……第二？」

「砂の民の男は複数の妻を持つのが当然ですし、妻が多ければ多いほど尊敬されるものです。馬鹿馬鹿しくはありますが、その男に魅力がなければ、誰も妻になりたがらないし、娶めあわせようともしません。魅力的な男ほど尊敬されると考えれば、そうおかしなことではないのでしょう」

「俺も妻は六人いるしな」

　ナバクがとんでもないことをさらっと言った。いや、ロワにしてみればとんでもないが、砂の民にとっては驚くに値しないのだろう。

「うむ。そうだな。ヨルムンド王女の夫にして、黒い稲妻の異名をとる神算鬼謀の大戦略家として名高い連合軍の総そう帥すい、亡き魔王ゴウドリックⅢ世の血を引き、魔王位継承順位は三位。悪くないどころか、かなり条件のいい相手だ。しかも、シャリファ自身が結婚したがっているわけだから、俺としては後顧の憂いも少ない。我が砂の民と沃野の民の融和に関しては、実際のところ、いくらでも手の打ちようがある。ロワジュディアン殿」

「……はい」

「俺からも頼む」

　ナバクはわざわざ身を起こし、膝に手をついて頭を下げた。

「どうかシャリファをもらってやってくれ。俺が言うのもなんだが、稀まれに見る有能な女だ。邪魔にはならん。きっと助けになるはずだ」

　余命いくばくもない風の戦士が頼みこんでいる。思わずうなずいてしまいそうになるが、二つ返事で承諾したらどうなるのか。予想もつかない。正直、あまり考えたくないが、よくよく考えないといけない。

「……一度、持ち帰らせてください」
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　しかし、持ち帰って、どうすればいいのか。

　検討するのだ。もちろん、検討しないわけにはいかない。

　割り当てられた部屋に戻ると、タマミナとアルノワが待っていた。踵きびすを返して逃げだしたくなった。

「どうなさいました？　何かあったのですか、ロワ様？」

　タマミナに心配されてしまった。アルノワも怪け訝げんそうにしている。

「いや、何も、べつに、……何も……」

「何かあったのですね」

　アルノワは断定した。それでもロワは八方手を尽くしてごまかそうとしたのだが、二人には通用しなかった。追いこまれて、白状するしかなくなった。

「──ディーン・セラッドに、シャリファ・ハーザードとの縁談をまとめて欲しいと頼まれて……そのことを、ナバク殿に相談しに行ったんだけど、逆に、……や、逆？　なのかな？　逆ではないかもしれないけど、……け、結婚を、申しこまれて……」

　タマミナは右目を見張った。左目はまだ包帯がとれていない。

「ナバク殿に、……ですか？」

「あぁ、そうじゃなくて、……ええと、つまり、何だろ、シャリファさんもナバク殿と一緒にいたんだけど、それで、まあ、ようするに、あの……」

「もしかして、シャリファ様が、……ロワジュディアン様に、ということですか？」

　アルノワは右眉を吊つり上げ、左頰を引きつらせて、首を右に傾けている。なんだかおかしな所作だ。

「……そう、……なんだよね」

「シャリファさんが……」

　タマミナはまだ理解が追いついていないようだ。ぽかんとしている。

「だ、……第二夫人でいいからって。そういう問題じゃない、……と、思うんだけど。サンドストームではわりと普通らしくて。でも、ヨルムンドでは第二とか第三とかないだろうし。ない、……よね？　あったとしても、いいんじゃない、みたいな感じにはならないけどさ。……ならないよ？　なるわけないし。ただ、その、……ほら、ナバク殿は、アレだし。ご病気なんで、……頭を下げて、頼まれちゃったもんだから、さくっとは断りづらかったっていうか。……断るよ？　当然。うん。断るつもりなんだけど、うまい言い方がないかなあって。角が立つといけないし。ナバク殿を気落ちさせるのも、なんかこう、状況が状況だけに……」

「参考までに申しあげておきますが」

　と前置きして、アルノワが説明してくれたところによれば、アークラントも一夫一妻が標準的だという。例外は魔王で、複数人の側室を持つことはよくある。側室の身分も規定されている。ただし、側室は魔王の家族ではない。制度的には魔王の個人的な臣下として扱われる。その意味では、かつてアルノワが所属していた侍従団とやや似ている。

「──ちなみに、わたくしが承知している限りにおいては、ヨルムンドにも王家に適用される類似の仕組みがございます。現王オライオン陛下とタマミナ様の祖父君にあたる先々王ビルシュケルト陛下には、三人の側妻がおりました」

「うん、まあ、制度はね、あってもおかしくないよね。血統の保存っていうか、必要な場合だってあるかもしれないし。でも、制度は制度だしね。それとこれとは別っていうか。関係ないっていうか。や、なんで、問題は、どうやって断ろうかなっていう、それだけで。角が立つといけないし。言ったっけ、これ。同じこと。言ったよね。とにかく、そこなんだよね。僕が気になってるのは。政治的な事情っていうか……」

「それにしても、その場で断だん乎ことして断られるべきでした」

「……アルノワの言うことも、たしかにわかるんだけど」

「本当にわかっていらっしゃいますか？　タマミナ様のお気持ちを考えておられるのでしたら、どのような理由があるにせよ、迷うべきではありません」

「それは、……そう、だよね。だから、……うん、僕も、黙ってるつもりだったんだけど。いい断り方がすぐには思いつかなかったもんだから、困ってはいて、それで、……言い訳にしかならないけど、……ほんと、ごめん……」

　アルノワは完全無欠に正しい。ロワはこの問題を持ち帰ってはいけなかった。即座に断らなかったせいで、シャリファ本人やナバクは変に期待を持っているかもしれない。その上、タマミナを傷つけてしまった。これは大いに反省しないといけない。

　いつの間にかロワはうなだれていた。まずはタマミナに誠心誠意詫わびよう。顔を上げたら、愛する妻と目が合った。

「あの──」

「いいお話だと、タマミナは思います」

「え。いい、……お、……は？　え？　な、……えっ!?」

「シャリファさんはとても聡そう明めいなかたです。軍隊をじょうずに指揮することもできますし、たいへんおうつくしい」

「や、……まあ、……で、……でもっ、そ、そういうことじゃ……」

「きっと、ロワ様を支えてくださいます。……タマミナにはできない方法で」

「あ、やっ、……えぇっ!?　ちょっ、タマミナ、なんていうか、それはっ」

「タマミナは、ロワ様のおそばにいられるだけで、十分なのです。それ以上は望みすぎです。タマミナには、……もったいない」

「えぇ……？　意味が、……ちょっと、僕には、意味が……」

「すみません」

　タマミナは妙にぎこちない笑みを浮かべた。

「少しだけ、……疲れたみたいです。先にやすませていただいてもいいでしょうか」

「あぁ、うん、それは、……疲れてるなら、早く寝たほうが」

「失礼します」

　タマミナはアルノワに付き添われて部屋から出ていった。

　一人きりになると、侘わびしさが押しよせてきた。

　立っているのも何なので、寝台に腰を下ろしてみた。ふと、一人で寝るのか、と思い、余計に寂しくなった。

「最近、体調がわりといいし、……ひょっとしたら、今夜こそは、みたいな……」

　何を言っているんだか。

　乾いた笑いがこみあげてきた。

　何をひとりぼっちで呟つぶやいているんだか。

　泣きたくなってきた。誰のせいでもない。ロワだ。ぜんぶロワが悪い。

　そのうち頭が痛くなってきた。ため息をついたり、唸うなったりしていると、アルノワが戻ってきた。

「ロワジュディアン様──」

「わかってる。……言わないで。お願いだから」

「わたくしも、言いたくはありません。ですが、これだけはうかがわせてください。なぜタマミナ様があのようなことをおっしゃったのか、ちゃんと理解されていますか？」

「……それは、……僕が無神経だからじゃない？」

「ええ。そのとおりです、兄様」

　あえてロワを兄と呼ぶということは、たぶんアルノワはそうとう憤っている。ロワが怒らせているのだ。

「タマミナ様はずっと悩んでいらした。兄様は無神経だから、ちっとも気づいていなかったでしょう」

「悩む、……って、タマミナが、……なんで？」

「左目です」

「……怪我けが、してるってことは、僕もわかってるけど」

「ただの怪我ではありません」

「どういうこと？」

「傷が深く、失明の危険があると。治らないかもしれないということです」

「……や、……僕、それ、……聞いてない、……よ？」

「タマミナ様のご性格を考えてください。兄様を悲しませたくなくて、打ち明けられなかったのです」

「左目、……見えない、……の？　これから先も？」

「眼球がいちじるしく損傷しているようで、……タマミナ様は、傷跡もいたく気にしていらっしゃいます」

「まさか、……そんなの、僕は、……傷なんか、どうだって……」

　たとえその傷跡が一生消えなくても、ロワのタマミナへの愛情は揺らいだりしない。それは誓って断言できる。でも、ロワが傷を負ったわけではない。タマミナとしてはやはりつらいだろう。

　リンゼリカ・フォーエヴァランスは、タマミナの体だけでなく、心まで傷つけたのだ。

「……くそ。だめだ。あたりまえだけど、縁談は断るよ。今すぐナバク殿に伝えてくる。これ以上、タマミナを苦しませたくない。大事にしたいのに、ぜんぜんできてない……」

「そうですね。……手遅れでなければいいのですが」

「え？」
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　ロワは慌ててシャリファの部屋を訪ねた。扉を叩たたいて名乗ると、どうぞ、と言われたので入室したら、タマミナとシャリファが向かい合って座っていた。

　砂の民は、椅子を使うより、地面や床に毛足の長い絨じゆう毯たんを敷き、その上にクッションを置いて座ることを好む。二人は砂の民スタイルで談笑している友だち同士、といったふうに見えた。

「ずいぶん泡を食っているようですが、どうしたんです、ロワ殿？」

　シャリファは心底不思議そうに小首をかしげてまばたきをしたが、不思議なのはこっちのほうだ。

「いや、……それは、だって、……タマミナがシャリファさんと直接、話しに行ったって、アルノワから聞いて……」

「タマミナのわがままを、シャリファさんはこころよく聞き容れてくださいました」

　なぜ妻はにこにこしているのだろう。ロワにはさっぱりわからない。だいたい、疲れたから先に寝ると言っていたはずだ。なんでまたこんな行動に。熱が出そうだ。すでに発熱しているかもしれない。

「わ、……わがままって」

「ロワ様とはもちろんですが、タマミナとも是非、仲よくしていただきたいと」

「タ、タマミナ、とも……？」

「これから腹を割ってじっくり語りあおうとしていたところです」

　見れば、シャリファはタマミナと手を繫いでいる。砂の民は夫婦でも人前ではいちゃつかないが、同性同士は仲がいいと平気でべたべたする。

「私は幼いころから叔父様にくっついて歩いていたせいか、同年代の友人がいません。僭せん越えつながら、タマミナ様とは深いお付き合いをさせていただけそうな気がします」

「まあ、うれしい。タマミナも友だちが少なくて。これからよろしくお願いします」

「こちらこそ。本当に不思議ですが、タマミナ様とは、友人というよりも姉妹のような感じさえするんです」

「タマミナもそう思っていたところなの。シャリファさんといると、とても落ちつくから。どうしてかしら」

　いや本当に、どうしてなの？　不思議でたまらないんだけど？

　タマミナはおっとりふわふわしていて、シャリファはキリッときびきびしている。似ても似つかない。共通点が一つもなさそうな二人だ。いや、そんなことはないか。ある。

　ロワだ。

　タマミナはロワの妻で、シャリファはロワの第二夫人になりたいと望んでいる。ロワがいなければ、二人は知り合うことすらなかったかもしれない。

　二人はロワきっかけで出会い、意気投合している、──のだろうか。それとも、がんばって意気を投合させようとしているのか。

　わからない。二人の心理が。ロワには想像もつかない。

「……あの、……疲れてるみたいなんで、先にやすませていただいてもいいでしょうか」

　ロワは退室した。頭が痛いし、やっぱり熱がある。自室の寝台に身を横たえても、なかなか寝つけなかった。眠れるわけがない。

「……これから、どうなっちゃうんだろ」

「誰よりも聡明なのに、馬鹿な兄様」

　声を聞いてから、アルノワが付き添ってくれていることを思いだした。

　アルノワはロワの額に手をあてた。ひんやりとして気持ちよかった。

「どうなるのかより、どうなさりたいのかをお考えください」

「……東征軍を倒したい。正直、さ。それ以外のことは、二の次、三の次っていうか。今は、ね……」

「タマミナ様を愛していらっしゃるのでしょう？」

「……妹に言うのはなんか恥ずかしいけど。……うん。愛してる」

「シャリファ様のことは、どう思っていらっしゃいますか？」

「どうって。……すごい人だよ。ナバク殿もおっしゃってたけど、まだ若いのに、女王の風格がある。たぶん、その能力も」

「ですが、あの御お方かたは、まだよく知りもしない男に淡い恋心を抱く、一人の女性でもあったのです。砂の王の娘として、いずれは有力者と結婚しなければならない。どうせ結婚するのならば、自分が恋した相手と結ばれたい。そのために手段を選ばないあたりは、天性の政治家なのかもしれませんが」

「……僕と結婚するために、タマミナと仲よくなろうとしてるってこと？」

「意外と馬が合うのは事実なのではないかと。お二方のご気性は正反対ですから」

「正反対だと、普通はそりが合わないんじゃ……」

「そうとは限りません。人は自分にないものを求めますから。それにお二方とも、妻として、兄様のことを第一に考えておられるはずです。それぞれ別の面を補い、支えたいと願われているでしょう」

「……タマミナも、そんなこと言ってたけど。……いいんだよ。僕のことなんか、考えてくれなくたって。僕はタマミナを守りたいし、守らなきゃいけないけど……」

「思い上がらないで、兄様」

「……え？」

「兄様と同じように、誰にだってそれぞれ意思があります。タマミナ様は兄様の思いを受け止めるだけの人形ではありません。兄様を守りたい。力になりたいのです。わたくしだって、そう」

「アルノワ、……僕は、ほんとに、……馬鹿だな。だけど、怖いんだよ」

　大切なものが、どんどん増えてゆく。

　それはすなわち、失いたくないものも多くなる、ということだ。

「大丈夫です」

　アルノワはロワの手をとって両手で握ると、手の甲にやわらかな、少し湿りけのあるものを押しつけた。

「わたくしたちはそんなに弱くありませんから。むしろ、兄様が最弱です」

　妹が手の甲に口づけをしたのだと、ちょっとしてからわかった。そんなことをされたのは初めてだし、驚いた。気恥ずかしくもあったが、アルノワに手を握られていると、眠気が襲ってきた。

「……まったくだ」

　その後、朝までぶっ通しで熟睡できたわけではないが、それなりに眠れた。

　目が覚めると、頭が切り替わっていた。

　ディーンには事の経緯を正直に説明して、媒酌人を辞退させてもらうことにした。

　無責任かもしれないが、縁談に関しては周りに任せ、奪還したサイファやサンドストームのことはディーンになんとかしてもらう。それが沃野の王を目指すディーンのためにもなるはずだ。

　ナバクは砂の民と沃野の民を融和させるべく、シャリファの従妹いとこにあたるエーリスという娘を、ディーンに嫁入りさせる腹づもりらしい。どうやらディーンもこれを受け容いれる意向だという。

　ロワは次の戦いへと赴かなければならない。

　ナバクとシャリファは、砂猪ゾア騎兵隊を率いてロワに同行することになった。今後は彼らも正式に連合軍の仲間だ。

　サイファを発たち、二日後にはランハッジ入りして、鉄の王子スカルやルルバート王子と合流した。兄ドゴシアンのタイシュ騎兵隊及びジョー率いる狐狼団ジヤツカルとヨルムンド各隊は、すでにランハッジのハートラム中央市へと向かっている。

　その翌日には、アン・デュー将軍が東征軍別動隊の残存兵と守備隊を連れて、ハートラムを脱出したとの報が届いた。

　無血開城したハートラムで、ロワは兄のドゴシアン大公子、ジョーらと再会した。

「聞いたぞ、弟よ！　嫁が増えたらしいな！」

「……まだ決まったわけじゃ。サンドストームではめずらしくないみたいですけど、王でもないのに妻が複数いるなんて、どうなのって感じだし……」

「それなら、王になってしまえばいい」

　ドゴシアンはあっけらかんと言った。本気とも冗談とも判断しがたい。ロワが反応に困っていると、ジョーが悪乗りして、

「そういやあ、魔王はたいてい愛人だらけだよな」

「や、だからやめてよ、ジョーもそういうこと……」

「俺は、おまえさんが王さまになってくれりゃあ、得する立場なんだぜ。何せ、育ての父親みてえなもんだからな。息子が王さまに成り上がったら、領地くらいねだっても罰は当たらねえだろ」

「とにかく、ないから。僕が王とか。そんなことより、アン・デューを追わないと」

　アン・デュー以下、ハートラムの守備隊を吸収した東征軍別動隊は、ダナロア方面に向かって移動している。歩兵が大半だし、敗残兵を多く含むので、足は鈍い。騎兵や砂猪ゾア騎兵なら追いつけるだろう。

　事実、ハートラムを進発したタイシュ騎兵隊とナバクの砂猪ゾア騎兵隊は、数日後には東征軍別動隊をとらえた。東征軍別動隊は一方的に攻めたてられ、あっという間に潰走した。アン・デューはろくに指揮を執らず、ごく少数の側近を伴って戦場を離脱した。

　連合軍はアークラントを目指して進軍した。

　ランハッジは、パノン公ロレンツを旗頭とするランハッジ独立軍が席せつ巻けんしつつある。独立軍がランハッジの過半にまで版図を広げれば、パノン公は王を称するだろう。そうすれば、あの恐ろしい幽霊のような姉バルディラが王妃となり、彼女の息子イレクが王太子となる。血縁をあてにするわけではないが、バルディラにしてみれば、連合軍やその参加国の力を利用したいはずだ。というか、少なくとも当面、それなしでは国が立ちゆかないだろう。ランハッジは連合軍に与くみするしかない。

　二月末日、ダナロアを東進する連合軍のもとを、神王パプティマンの使者を名乗る者が訪れた。神王の使者は、暴虐無道なる帝国の軍を排除すべく神王が直々に立ち上がるので、これに協力せよと、要請ではなくて、連合軍に命令した。よっぽど無視してやろうと思ったが、金をせびられなかっただけましかもしれない。ロワはあえて使者を歓待し、連合軍から提携を申し出る旨、懇切丁寧に伝えた上で追い返した。

　連合軍は三月四日、アークラント入りした。アークラント第四の都市ワーズリーまで二日の距離だ。

　ワーズリーは堅固な城塞都市だが、もともと三千程度の守兵しか配備されていなかった。しかし、別動隊の敗北を知ったゲルト・ファッツが、ミカエル・ベアトリクス率いる純潔騎士団を含めた三万もの兵を分遣隊と称して派遣し、守りを固めさせている。アン・デューもワーズリーに逃げこみ、復ふく讐しゆう心を滾たぎらせているという。

　対する連合軍は、タイシュ騎兵隊、ヨルムンド各隊、ユースカ鉄甲兵、ヒューベリー重兵団、蜥蜴人サラマン兵、狐狼団ジヤツカルに、砂の軍の砂猪ゾア騎兵隊を加えて、二万二千余。

　さらに、アークラント解放軍から、五千の兵が援軍として駆けつけてくる予定だ。

　総兵力は三万に及ばないものの、連合軍には巨人族の兵士が二千ほどもいる。彼らは大おお袈げ裟さでも何でもなく、十人力だ。戦力的にはまず互角以上と言ってもいいだろう。
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　連合軍はワーズリーを包囲しようとした。だが、そう見せかけただけで攻撃を行わず、アークラント解放軍の到着を待ちもせずに、素通りした。

　記録によれば、防壁の上で連合軍の動向をうかがっていたアン・デューは、顔を真っ赤にし、歯茎から出血するほど歯は嚙がみしたという。

「なぜだ！　なぜ劣等種どもは攻めかかってこない！」

　デュー家の御曹司は、司令部と称する館に陣どっている筆頭騎士ミカエルと激論を交わした。御曹司はただちに打って出て連合軍を攻撃するべし、という意見で、ミカエルはこれに反対した。

「臆したか、青二才！」

「今のは聞かなかったことにします。ファッツ将軍からこの分遣隊を任されたのは僕なんだ。言葉を慎んでください。大人なんだから」

「卿けいには大軍を動かした経験がない。分遣隊などと銘打たれていても、実質的には軍だ。将軍どころか次将ですらない卿は、軍を指揮する資格を有していないのだぞ」

「臨時の特例的な措置で、問題ないとファッツ将軍はおっしゃってましたよ。しょうがないじゃないですか。今、東征軍には将軍が足りないんだ。ロメ将軍がお亡くなりになられてしまったし」

「私のせいだと言いたいのか」

「そんなこと、僕は一言も言ってませんよ。あなた自身がそう思っているんでしょう」

「とにかく、打って出るべきだ。敵はおそらくクレイサを狙っている。クレイサには五千かそこらの守兵しかない。攻められたら、ひとたまりもないぞ」

　アークラント第五の都市クレイサはワーズリーと違って、もともと国境からかなり遠いため、高い防壁や濠ほりなどの防御設備を持たない。人や物が行き交う交通の要衝だ。

　クレイサから城都グンダナまでは約三百キロあるが、整備された街道はほぼ平へい坦たんで、万単位の軍勢でも容易に行き来できる。

「わからないのか、ミカエル。クレイサをとられたら、グンダナが危うくなる。それだけではない。遺憾ながら、我々はサンドストームとランハッジにおける拠点を失った。ダナロアでも神王が返り咲こうとしているという。西からの救援は期待できないということだ。ワーズリーとグンダナの中間あたりに位置するクレイサまで奪われたら──」

「僕たち東征軍は分断されて、……ファッツ将軍がいるグンダナも、ここワーズリーも、それぞれ孤立する」

「そうだ。ファッツ将軍は判断を誤った。戦力を分散させず、あくまでグンダナを死守するか、もしくは全軍をワーズリーに集結させ、西進を目指すべきだったのだ」

　ミカエルはゲルト・ファッツを陰で、あのご老公、と呼んでいた。若く血気盛んな彼には、ときにファッツが鈍重な老牛に見えた。何しろあのご老公は、ミカエルが生まれる遥はるか前から戦場に立っている。その経歴と戦績には敬意を表すべきだが、年をとれば頭も体も衰えるのが必定だ。

　あのご老公は長い間、帝国に尽くしてきた。しかし、とうとう元げん帥すいになれなかった。

　アン・デューはこの遠征で大きな挫折を味わった。とはいえ、汚名を返上する機会はあるだろうし、あのデュー家の御曹司だ。いずれは元帥にまで登りつめる公算が大きい。

「たしかに、僕には大軍を指揮する経験が欠けています。ファッツ将軍は正式な手続きを踏んで僕に軍を託したので、軽々しく指揮権を委譲することはできませんが、……アン・デュー将軍、我が人間の帝国のために、僕を助けていただけますか」

「当然だ、筆頭騎士殿。約束しよう。私にできることは何でもする」

　ミカエルは分遣隊に出撃を命じ、そのうち騎兵六千をアン・デューに委ねた。

　分遣隊がワーズリーを出て猛追すると、連合軍は迎え撃つ構えを見せた。ヨルムンド各隊や鉄甲兵、重兵団、蜥蜴人サラマン兵といった歩兵を中央に置き、足の速いタイシュ騎兵隊が北に、砂猪ゾア騎兵隊が南に張りだしてきた。

「三方から攻めようというのか。小こ癪しやくな。そうはさせん」

　アン・デューは南から寄せくる砂猪ゾア騎兵隊めがけて騎兵隊を突撃させた。

　砂猪ゾア騎兵は突進力こそ目を瞠みはるものがあるが、タイシュ騎兵ほど身軽ではない。砂猪ゾア騎兵隊は三千ほどで、アン・デューの騎兵隊はその倍だ。真っ向勝負なら粉砕できると、アン・デューは考えた。天剣持ちのナバク・ハーザードは厄介だが、アン・デュー自ら止めればいい。風の戦士はエーグ河沿いの戦いでアン・デューを一度、取り逃しているので、今回こそはと意気込んで向かってくるだろう。果たして、御曹司の目もく論ろ見みは外れた。

　砂猪ゾア騎兵隊は、アン・デュー騎兵隊の鼻先をかすめるようにして、西へ、西へと疾駆した。最初からやりあう気がなかったとしか思えない。

「卑ひ怯きような！　逃げるのか！」

　アン・デューとしては追いかけたかったが、そのためには騎兵隊をほとんど反転させなければならない。前方からは連合軍の歩兵が押しよせてくる。騎兵隊が反転すれば、彼らに背を向ける形になってしまう。

「やむをえん、このままミカエルと歩調を合わせて前面の敵に突っこむ！」

　アン・デューは素早く決断を下した。

　一方、二万四千もの歩兵を率いるミカエルは逡しゆん巡じゆんしていた。

「……何だよ。敵の騎兵は僕らじゃなくて、……もしかしたら、ワーズリーを狙ってるんじゃないのか？　だいたい、アークラント解放軍とやらはどこに行った？　解放軍はこっちに来ると思わせて、クレイサを攻めてるんじゃ……」

　いずれにせよ、目の前に敵がいる。ミカエルは麾き下かの純潔騎士団を引き連れ、先陣を切って連合軍中央の歩兵と激突した。

　揃そろいの赤い鎧よろい兜かぶとをまとった純潔騎士たちは、ヨルムンドの親王隊ダルフインド、増派軍の巨人族兵と対等に渡りあった。

　とりわけミカエルは、十人力の巨人族兵らを撫なで斬ぎりにした。

　斬れば斬るほど、その剣は鋭さを増した。ミカエルはデュー家の御曹司のように由緒ある剣を所有してはいない。他の純潔騎士たちと同じ、帝国軍お抱えの鍛冶かじが打った剣を使っている。ベアトリクス家も名門ではない。両親は絶対種人間だが、二等戸籍しか有しておらず、ようやく彼の代で一等戸籍を取得する資格をえた。彼が天剣に目覚めるまで、一族中に名のある者はいなかった。ゆえに彼は、幸運が自分に与えてくれた天剣を誇りにしていた。宝剣など彼には必要なかった。彼の剣が斬れるのは、剣のおかげではない。天剣持ちの彼が振るえば、石の剣であっても鋼を断つ。

　自らを引き立ててくれた東方元帥に献身し、敵を殺して、流した血のぶんだけ栄達するのがミカエルの望みだった。だが、肝心の東方元帥はいまだに帰らない。生存は絶望視されている。かくなる上は、あのご老公だろうと、デュー家の御曹司だろうと、何でも利用して手柄を立て、這はい上がるしかない。

　ミカエルが斬り進み、純潔騎士たちがそれに続いた。

「筆頭騎士！　筆頭騎士！」

　だが、伝令が来るたびに、分遣隊の指揮官として耳を傾けざるをえなかった。

「何だ！」

「タイシュ騎兵隊が我が軍の左翼外側を通過！　背後に回りこもうとしているものと思われます！」

「なんとかして止めろ！」

「ですが、相手は騎兵ですので……」

「アン・デュー将軍は何をやってるんだ！」

「ハッ！　アン・デュー将軍は我が軍の右翼から敵軍を攻撃中です！」

「そうだった、右翼からは兵を回せないか……」

「敵、砂猪ゾア騎兵隊も、右翼外側を通り抜けたとのことです！」

「それはわかってる！　御曹司め、せめて右翼だけでも押さえてくれていれば……」

「筆頭騎士！」

「今度は何だ！」

「敵騎兵は我が軍の背後を衝つくのではなく、ワーズリーに向かっているようです！」

「やっぱりそうか！　そうなんじゃないかと思ってたんだ！」

「どういたしますか!?」

「……放っておく！　まずは目の前の敵を撃破するんだ！　ワーズリーのことは、それからでいい！　いいか！　動揺することはない！　僕らは強いんだ！　まともに戦えば、僕らが勝つ！　僕が手本を見せてやる！　デュー家の御曹司に伝えろ！　僕らはひたすら前の敵を撃滅することに専念する！　振り返るな！　一人でも多く劣等種を殺せ！　あまねく地上に劣等種が一人もいない、絶対種人間だけの世界こそ、我が人間の帝国が目指す理想郷だ！　僕が！　僕らがそれを実現させる！　僕らにはできるんだ！　信じろ！　僕が信じさせてやる……！」
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　頭よりも胃が痛い。目も痛いのは、あまりまばたきをしていないせいだ。脂汗が止まらない。慣れないな、と思う。ロワの采配に従って人々が動いている。その結果、一人、また一人と命を落としているのだ。慣れるわけがない。

　痛くても、苦しくても、ロワは生きている。息をしている間は、随時もたらされる情報を整理し、適切な指示を出す。それがロワの役目だ。

「……強いな。帝国軍は」

　呟くと、すぐ隣で黒馬にまたがっているジョーが、ヘッ、と笑った。

「どうする、半人前。デュー家の坊ちゃんもたいがいだが、あの赤いやつもなかなかだぜ。風の戦士はワーズリーをとりに行っちまったしな。うちのお姫さんをぶつけるか？」

「いや、……予定どおりに進める」

　戦闘中の部隊を生き物のように動かすのは、規模が大きくなればなるほど難しくなる。たいていの場合、部隊は動かそうとしても思うように動かず、勝手に動くものだ。

　部隊の隊形を戦況に応じて柔軟に変化させるとなると、以前は戦争が日常だった狐狼団ジヤツカル並みの団結力と練度があっても簡単ではない。しかし、たとえば、
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　以上三つの部隊を一つ一つのブロックとして考えれば、各部隊に別々の命令を出し、
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　といった具合に組みかえることで、全体の陣形を変更できるのだ。

　現在、連合軍の右翼は、スカルの鉄甲兵とヒューベリー重兵団が受け持ち、アン・デュー率いる騎兵隊をどうにか防ぎ止めている。

　ヨルムンドの親王隊ダルフインドと増派軍によって構成される連合軍の中央は、ミカエル・ベアトリクスの純潔騎士団に攻めたてられ、いつ支えきれなくなってもおかしくない。

　連合軍の左翼は、ヨルムンドの勇猛軍アランデインと蜥蜴人サラマン兵が敵をやや押しているだろうか。

　ロワは狐狼団ジヤツカルやタマミナ、アルノワと共に中央の後ろに控えている。通常、何かのときのために予備戦力を残すものだし、ロワだって欲しいが、残念ながら兵力に余裕がない。同数以上の分遣隊とこのまま潰しあえば、勝てたとしても大勢の兵を死なせてしまう。

「左翼の勇猛軍アランデインと蜥蜴人サラマン兵は前進。中央の親王隊ダルフインドと増派軍、右翼の鉄甲兵と重兵団には後退してもらう。……タイシュ騎兵隊と砂猪ゾア騎兵隊は、そのあとのタイミングで敵の後背に食いついてくれるはずだけど、念のため、確認の伝令を。──ジョー、僕らは右翼に移動して、スカル王子、ルルバート王子と合流したら、中央の親王隊ダルフインドと増派軍をとりまとめて、左翼の後ろにつく」

「ちいと複雑すぎねえか？　うまくいくのかね」

「できるよ。みんななら、やってくれる」

　ロワがいなくても、スカルたちはほとんど完璧な用兵でアン・デューの別動隊を壊滅させ、ハーマイン・ロメを討ちとった。連合軍には、ロワの構想をしっかりと形にしてくれる指揮官と兵たちがいる。

　ロワたちと狐狼団ジヤツカルが右翼側に移ってしばらくすると、中央と右翼がじりじりと下がりはじめた。左翼は押し上げきれない。どうしてもあと一押ししたいので、急きゆう遽きよ、ジョーに頼んで狐狼団ジヤツカルを左翼の前線に投入することにした。その効果は劇的だった。連合軍の左翼は程なく敵を突き崩した。

　ただ、右翼よりも中央のほうが押されていて、厳しそうだ。

　ロワの目算では、左翼、中央、右翼と、陣形を左上がりの階段状にしたかったのが、このままだとそうはならないだろう。

「プランＢに移行する。──右翼は踏み止とどまって、中央だけ後退。タイシュ騎兵隊のドゴシアン大公子と、砂猪ゾア騎兵隊のナバク殿に伝令を。砂猪ゾア騎兵隊には敵の背後を衝ついてもらう。タイシュ騎兵隊は追撃態勢に入って欲しいと伝えて」

　ままならなくて、胃の痛みはひどくなる一方だ。でも、思ったとおりにならないものだということはわかっているから、備えはしている。

　プランＡが最善だが、だめならプランＢ、それでもだめならプランＣ、プランＤと、最低でも四つは用意しておくべきだ。この戦いのために、ロワはプランを十まで考えておいた。様々なケースを想定し、予想外の事態に出くわす可能性をなるべく減らしたい。そのおかげか、今のところは慌てふためかずにすんでいる。

　気がついたら指を嚙かんでいた。息苦しい。頭が痛くて、胃も痛い、けれども、その程度だ。ロワは冷静だし、仲間たちを信じて、自分の役割を果たすことができている。

　連合軍の中央が、押し流されるような勢いで下がりだした。動じるな。これでいい。でも、かなり損害が出ている。兵士たちが死んでいるのだ。一人一人の人生が潰ついえてゆく。耐えろ。いや、耐えているのは将兵だ。ロワじゃない。せめて堂々としていろ。

　スカル王子らの右翼はよく持ちこたえている。

　左翼は狐狼団ジヤツカルの投入が効いて、完全に敵を打ち破った。

　間もなく砂猪ゾア騎兵隊が引き返してきて、後背から敵軍に突入した。

　ここがプランＢの山場だ。

　分遣隊は連合軍に取り囲まれつつある。後ろからの攻撃はことに応えるはずだ。この苦境から脱するために、どうするか。

　たぶん、分遣隊は死にものぐるいになって、連合軍の中央を引き裂こうとする。

　ロワとしても、是非そうして欲しい。かといって、本当に引き裂かれてしまうのは困る。ただでさえ中央の被害は小さくないのだ。できるだけ死傷者を増やしたくない。

「親王隊ダルフインドは右翼側に！　増派軍は左翼側に寄るように伝令を！　真ん中から敵を通してしまっていい！」

　ロワはこういう局面のために、連合軍の中央右には親王隊ダルフインド、中央左には増派軍を配置していた。

　オライオン直属だった親王隊ダルフインドは、ヨルムンド各隊の中でもとりわけ士気が高く、きわめて精強だが、やや尊大で、他部隊との協調性、連動性に欠ける。

　一方、増派軍は、意い気き軒けん昂こうではあるものの、実戦の経験が浅い。巨人族兵が少ないこともあって、あけすけに言えば味方にもやや侮られている。

　親王隊ダルフインドは装備を統一しているが、増派軍はまちまちなので、ぱっと見ただけでも違いがわかる。両者を一致協力させるのは正直、至難だ。競わせるか、個別に動かすか。今までは競わせて中央でがんばってもらったが、ここで思いきって左右に分けた。

　分遣隊にしてみれば、いきなり抵抗が弱まって、前進が容易になったはずだ。後ろから砂猪ゾア騎兵隊につつかれてもいる。こうなったら一気に前へ、前へと進むしかない。

「よし。……よし。これでいい」

　ロワは、さながら濁流のように北西方向へ突き進んでゆく東征軍分遣隊を、連合軍右翼部隊の中から見た。

　何が、よし、だ。これでいい、だ。犠牲にした兵たちのことを考えたら、とても喜べない。手が、膝が震えている。頭や胃の痛みはかえってありがたい。この程度の痛みは当然だし、痛くなくなったらおしまいだろう。

「全隊、反転して、全方位から敵を攻撃！　殲せん滅めつする！」

　敵はもちろん、味方も、これからもっと、もっと、もっと死ぬ。

　ロワは自分の手を汚さずに敵味方を殺さつ戮りくする卑ひ怯きよう者ものだ。

　不意に、あの変な形をした武器を振るうリンゼリカ・フォーエヴァランスの姿が脳裏をよぎった。

　彼女は帝国のために、手ずから帝国の敵を、誰よりも多く殺してきた。

　もし、ロワにもそれができるのなら、──力があれば、たとえば天剣を生まれ持っていたとしたら、彼女と同じことをするかもしれない。タマミナやアルノワに殺させるくらいなら、自分の手で殺す。家族や友にやらせるよりも、自分自身で手を下したほうがいい。

　おそらく、そんなふうに考えるのはロワだけではないだろう。

　人が戦争という手段を捨て去らない限り、誰もがリンゼリカになりうるのだ。

「……思想とか理念とか正義じゃなくて、戦争が間違いなんだ」

　戦争をなくしたい。そのために、百族協和を実現させる。それには、帝国を陸東から叩たたきださないといけない。どうか出ていってくれと頼んだところで、帝国が聞き容いれることはないだろう。結局、戦うしかない。

　戦争を根絶するための、戦争。

　この大いなる矛盾を引き受けて、今は前へ進むしかない。

　そして、分遣隊は、比喩的な意味でなく、実際、前へ進まざるをえなかった。

　分遣隊はほとんど押しだされるようにして前進していた。両側面と後ろから攻められまくっているので、彼らにはそれ以外の選択肢がない。

　指揮官は前進しているつもりかもしれないが、敵がいないほうへ向かっているわけだから、兵たちにしてみれば逃走だ。

　しかも、逃げた先では、タイシュ騎兵隊が待っていた。

　ドゴシアンはタイシュ騎兵隊を何度も分遣隊の横っ腹に突撃させた。タイシュ騎兵隊はまつり縫いのような要領で分遣隊を貫き、身を翻しては貫いて、また返しては貫いた。

　分遣隊の兵士たちは、突っこんでくるタイシュ騎兵に轢ひかれたくなければ、避けないといけない。タイシュ騎兵は馬を疾走させながら矢を射ることもできる。すれ違いざまに片刃の曲刀で首を刎はねるのも得意だ。タイシュ騎兵を恐れて足を竦すくませていると、味方に突き飛ばされかねない。まごまごしていたら、後ろから連合軍の兵士たちが襲いかかってくる。立ち止まってはだめだ。必死で逃げるしかない。

　アン・デューが騎兵をとりまとめて反撃を試みたが、これは砂猪ゾア騎兵隊が阻んだ。ナバクはアン・デューと一騎討ちに及ぶと、またたく間に圧倒した。勝ち目がないと悟ったらしい。アン・デューは宝剣を放り投げて逃げだした。

　デュー家の御曹司が離脱した時点で、分遣隊の中で組織だった行動をとっているのは純潔騎士団だけになった。

　ミカエル・ベアトリクスを中心とした赤い戦士たちは強固だった。また、彼らは目立つので、分遣隊の兵士たちはその周りに集まった。

　日が暮れて暗くなるまでの間に、ミカエル一人に百人以上、ひょっとしたら数百人の連合軍兵が斬殺された。追撃戦は夜を徹して続いたが、アン・デューに加えてミカエルも行方知れずとなった。

　翌日、アークラント解放軍がクレイサを陥落させた。

　連合軍は残敵を掃討しながら東へ進軍し、クレイサに向かった。
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　クレイサはお祭り騒ぎだった。連合軍は住民たちの歓声や口笛、歌声、拍手、足踏みの音に迎えられ、兵士の一人一人に至るまで英雄扱いされた。

「連合軍万歳！」「いた、黒い稲妻だ！」「黒い稲妻！」「ありがとう、黒い稲妻！」

「ああ、……はい、……どうも……」

　いっそ開きなおって、そうです、僕が黒い稲妻です、と宣言してしまおうかとも思ったが、さすがに踏ん切りがつかなかった。豹蜥蜴リパードの上で曖あい昧まいな笑みを浮かべ、会釈したり手を振ったりしてお茶を濁していたら、突然、ダーリャに引きずり下ろされた。

「えっ、何すっ、──」

「大勝ちしたってのに、そんな辛気くさい顔してる腐れ馬鹿がどこにいるんだよ！」

　見る間に狐狼団ジヤツカルの傭よう兵へいたちが群がってきて、ロワを持ち上げた。

「わっ、やめっ、ちょっ、怖っ……」

　体が浮いた。投げ上げられたのだ。落下して、受け止められては投げ上げられる。

「黒い稲妻！」「おい、飛んでるぞ！」「おお！」「飛んでる！　黒い稲妻が！」

　いわゆる胴上げというやつだ。決して一般的ではないが、傭兵のような荒くれたちが酔った勢いでたまにやる。しらふなのに、なんで。しかも、よりによってロワを。

「だめっ、もっ、おねがっ、うぉっ、あぁっ、だかっ……」

　ロワが宙に浮くたびに、黒い稲妻コールが起こる。いつの間にか、ダーリャやジョー、狐狼団ジヤツカルの面々だけでなく、兄ドゴシアンとタイシュ騎兵、ヨルムンドの将兵、ルルバート王子以下矮小族ドルガの戦士、蜥蜴人サラマン兵、真面目な鉄の王子スカルと鉄甲兵たちまで、胴上げに加わっている。アルノワやタマミナ、シャリファも、制止するどころか手を叩たたいて煽あおっているし、ナバクは呵か々か大たい笑しようしている。皆、ロワを出しにして喜びを爆発させているのだろう。楽しそうだし、水を差したくはないが、つらい。

「やっ、ほんとにっ、吐くっ、吐いちゃうから、たのっ、あっ、ひぃっ……」

　ロワは何度、宙を舞ったのだろう。なんとか人前で嘔おう吐とすることなくふたたび豹蜥蜴リパードにまたがることができたものの、しばらくの間は泥酔したような気分でパレードを続けなければならなかった。

　実際、ロワは酔っているのかもしれない。黒い稲妻と呼ばれて褒ほめ称たたえられるのは相変わらず恥ずかしかった。でも、誰も彼もがこの勝利を祝っている。それは素直に嬉うれしい。誇らしくもある。自分自身ではなく、一緒に戦ってくれた仲間たちのことを誇りに思う。

　かつてクレイサ長官が政務を執っていた旧公館前は円形の広場になっており、そこでちょっとした歓迎の式典のようなものが行われた。仕掛け人はイヴァラーヤだった。住民や兵士たちが見守る中、魔王の子であるドゴシアンとロワ、イヴァラーヤが向かい合い、勝利を喜びあって、それを皆が祝福するという趣旨だった。

「さあ、兄上！」

　と、満面に笑みをたたえて目を潤ませたイヴァラーヤが、両腕を広げて何かをうながしていた。何かって？　具体的に、何をすればいいのか。ロワには見当もつかなかった。

「おう！　妹よ！」

　ドゴシアンがイヴァラーヤを抱擁するのを見てから、ようやく理解した。なるほど、そういうことか。でも、兄上と妹が抱きあってみせれば、それでいいんじゃ、僕はいらないんじゃ、──と思いながら突っ立っていたら、イヴァラーヤがさかんに、おい、こら、このアホ、と目でロワに語りかけていることに気づいた。

「……はい」

　ロワはおずおずと、ぎこちなく兄弟の抱擁に参加した。イヴァラーヤはたちまち泣き笑いの顔になったが、案の定、小声で、

「やるべきことくらいちゃんとやりなさいよ。一応、年上でしょ？　この間抜け。私をがっかりさせないで。兄なんだから。兄らしくしなさい。いい？　わかった？」

　とロワをなじりつづけた。ドゴシアンはおかしそうに笑っていた。

　しかし、こんな演技に意味があるのか。大いにあったようだ。

　殺された魔王の遺児たちが手と手を取りあい、帝国を打ち負かした。クレイサの住民たちは、そう耳にしただけではない。その出来事を象徴する光景を目撃したのだ。一切の誇張抜きで、広場に詰めかけた住民たちは一人の例外もなく涙を浮かべていた。号泣している者もめずらしくなかった。ロワも思わずもらい泣きしそうになったが、あとで絶対、イヴァラーヤに何か言われる。懸命に我慢した。

　それからイヴァラーヤは、住民たちと連合軍の兵士たちに酒食を振る舞うと宣言した。広場に次々と酒さか樽だるだの食べ物だのが運びこまれ、大宴会が始まった。

　イヴァラーヤは広場中を回って老若男女に話しかけ、握手に応じて、ドゴシアンやロワにも同じことをさせた。目の回るような忙しさ、というか、本当に目を回して倒れそうになっていたら、イヴァラーヤに呼びだされた。

　旧公館の一室には、イヴァラーヤと、ドゴシアン、それにロワの三人しかいなかった。

「私、決めた」

　三人揃そろうと、イヴァラーヤは前置きなしに宣言した。

「タルキアン兄さんを推すつもりだったけど、やめた。ぜんぜん動かないし、あれはほんとに使えない。有害。ドゴシアン兄さんか、ロワ兄さん、どっちかを次の魔王にする」

「どっちかって。……次の魔王は兄上だよ。僕は器じゃないし……」

「俺こそ、魔王の器ではない」

　いきなりドゴシアンがそんなことを言いだしたので、ロワは心底驚いた。

「や、……え？　僕は、グンダナを取り返したら、兄上に即位してもらうつもりで……」

「まあ、考えんでもなかったのだがな。やはり、俺には無理だろう」

「無理じゃないと、僕は思うんだけど……」

「そうか。そうだな。無理ではないかもしれん」

「で、でしょ？　そうだよ。僕も、できるだけのことはするし……」

「だが、弟よ。おまえのほうがいい。俺も適当に言っているわけではないぞ。ちゃんと根拠がある。これは俺たちの父が目指していた百族協和のためだ」

　すぐにはぴんとこなかった。ロワが魔王になったと仮定してみて、やっとドゴシアンの言わんとしていることがのみこめた。

　魔王ゴウドリックⅢ世は、自分の子を陸東各国の有力者と結婚させたり、養子にしたりすることで、繫つながりを強めようとした。もしゴウドリックに何百人も子がいたら、すべての国の王や王子、王女と結婚させようとしたかもしれない。骨肉の争い、という言葉もあるくらいだから、血縁者同士が殺しあうこともある。そうはいっても、婚姻ほど手っとり早く、また、効率的に他人同士を結びつける方法はなかなか存在しない。

　じつは、スカル王子のユースカ、ラロン王太子のヤナロアは、もともと巨人族が建てた国だ。ラロンの姉ナンナはオライオンの妻だから、二人は義兄弟でもある。

　血は水よりも濃い。

　アークラントと隣国タイシュは不仲だった。ゴウドリックは大君ハズリットと友情を育み、争いを避けようとしたが、それだけでは足りないと踏んだ。だから、自分の息子ドゴシアンをハズリットに預け、養子にさせた。

　ドゴシアンが魔王になれば、養父であるハズリットとの縁は当然、重視されるだろう。もっと言えば、アークラントはタイシュの影響を強く受けることになる。ハズリットが存命の間は、アークラントとタイシュが対立することはないかもしれない。しかしながら、ハズリット亡きあとはどうか？

　また、ドゴシアン個人は、連合軍の一翼を担っているとはいえ、とくに他国の要人や将とよしみを通じているわけではない。度量の大きい好漢だとロワは思うが、少なくとも現時点においては人脈が広いとは言いがたいだろう。

　それでは、仮にロワが魔王になったとしたら？

　努めて客観的に見れば、ロワジュディアン・ヨルテュールは弱冠十八歳にして連合軍総そう帥すいだ。鉄の王子スカルやルルバート王子、ナハンドラ国主イニオン・シーザの信任をえている。さらに、ヨルムンド王オライオンの義弟だ。

　魔王ゴウドリックの息子、娘たちとの血縁はドゴシアンと同条件だが、ロワには他にも強みがある。

　サンドストームだ。砂の王ジャヒン・ハーザードの娘シャリファを第二夫人にしている。いや、まだ結婚したわけではないし、どうなるか不透明ではあるが、将来的にそうなるかもしれない。

「……兄上は、タイシュの大君になるおつもりですか？」

「ああ。おまえが魔王をやってくれるなら、俺は是が非でも大君になる。もちろん、おまえたちにも手を貸してもらうがな」

「兄上は、アークラントの魔王にも、タイシュの大君にもなれる。でも、……僕は魔王にしかなれない」

「ようするに、そういうことだ。あたりまえだが、俺たちは自分にできることしかできないからな。ロワジュディアン」

　ドゴシアンはロワの肩に手を置いて、微笑した。

「魔王になれ。共に戦い、おまえを見てきた。おまえならできる。何の問題もない」

「はい」

　これは拒めないな、と思う前に返事をしていた。答えてしまったら、撤回できない。もう腹をくくるしかない。

「決まりね」

　イヴァラーヤはきっと、こうなることを予想していたのだろう。そうでなければ、わざわざドゴシアンかロワかという二択を提示したりしないはずだ。

「魔王はロワ兄さん。ドゴシアン兄さんはタイシュの大君に。私はアークラントの宰相でもやろうかな」

「ルルバート王子との結婚はどうする？」

　ドゴシアンが訊きくと、イヴァラーヤは露骨にいやそうな顔をした。そんな表情を浮かべたときだけは、妹は年相応というか、ちょっと子供っぽく見える。

「好きとか嫌いとかは、べつにどうだっていいんだけど。もっとましな相手、いないのかなって。ヒューベリーは確実に押さえておきたいし、しょうがないのかな」

「ルルバートは何しろ、おまえに入れ込んでいるからな。振ったら、あとが怖いぞ」

「ま、我慢するか。もし男が欲しくなったら、他に作ればいいわけだし」

「俺も嫁をもらわねばな。ロワジュディアン、イヴァラーヤ、誰か見繕ってくれ。大君も納得せざるをえないような相手を頼む」

　さっそく兄にふさわしい女性について、ああでもないこうでもないと議論した。

　これが兄弟の会話だろうか。魔王ゴウドリックⅢ世の血を引く兄弟ならでは、とも考えられる。

　ロワはすでに、ドゴシアンには全幅の信頼を寄せていた。

　イヴァラーヤはいろいろな意味で恐ろしいが、それだけに頼りになる。妹は兄を傀かい儡らいの魔王にしようとしているのかもしれない。ロワは当然、むざむざと操られるつもりはないものの、よしんば操られたとしても、おそらくそこまでひどいことにはならないだろう。妹が腕によりをかけてロワを立派な魔王に仕立て上げてくれるなら、それはそれで一向にかまわない。

　三人で今後の戦略についても話しあった。ロワが描く青写真に、ドゴシアンは全面的な賛意を示し、イヴァラーヤは細かく鋭く突っこみを入れてきた。ちゃんと言い返せない箇所には不備があるということだ。イヴァラーヤと意見を戦わせてゆけば、さらに計画の精度を高められるだろう。

「そういえば、弟よ。俺の魔眼を教えておく」

　と言いだしたドゴシアンの両目が妖しい光を放ち、──急に、消え失うせた。

　ドゴシアンがいなくなってしまった。

「……兄上？　どこに……」

「ここにいる」

　声は聞こえるのに、姿は見えない。どういうことなのか。

　いや、そういうことなのだ。

「……消える、……魔眼？」

　イヴァラーヤが肩をすくめてみせた。

「正確には、見えなくなるだけ。しかも、私には見えてるから」

「一人にしか、効果がないのか……」

「そういうこと。〝取るに足らない日常の死角タイトリスクード〟。しょぼい魔眼」

「使いようによっては、役に立たないこともないぞ」

　無から生じたかのように、ドゴシアンがもといた場所に現れた。

「何度も殺されそうになったが、たびたびこの魔眼のおかげで命拾いした」

「殺されそうに……？」

「タイシュとアークラントは長らく宿敵同士だったからな。俺をこころよく思わんやつも少なからずいた」

　異国で育ったドゴシアンは、並々ならぬ苦労をしてきたのだ。それにもかかわらず、タイシュに馴な染じみ、ふだんはタイシュ人のように振る舞っている。

「私の魔眼は〝柘榴姫と林檎の王子エスカリーフ〟。どうせ知ってるんでしょ。ロワ兄さんは？」

「……僕は」

　どう説明したものか。うまくまとめる自信がなかったので、ロワの魔眼によって引き起こされたとおぼしき現象をありのままに話した。

「つまり、弟よ。おまえは魔眼が発動している限り、死なないわけだな？」

「感覚的には、死んでるんだけど。その結果がなかったことになる、みたいな……」

「興味深い魔眼ね」

　イヴァラーヤは少し考えこんでから、どこに忍ばせていたのか、ナイフを抜いた。

「試しに殺してみていい？」

「やめて？」

「なんで？」

「そこ、説明必要……？」

「どうせ死なないんでしょ」

「だから、死ぬんだってば。死ななかったことになるけど。死ぬのって、けっこういやな感じなんだよ。きみは死んだことないだろうから、わからないだろうけど……」

「つまらない」

「楽しむために、人を殺そうとしないでもらえるかな……」

「でも、好材料かな。魔王になったら、ドゴシアン兄さんなんてものじゃないくらい、命を狙われまくるし。殺されても死なないなら、警備しやすい」

「うん、……僕としては、そんなに喜べないんだけど」

「私はほっとした。魔王に死なれると……」

　イヴァラーヤはうつむき、きゅっと唇を嚙かんで、

「……すごく困るんだから」

　と、小さな声で言った。
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　節目節目でどっと疲れが出て、体調を崩す癖はどうにかしたい。

　兄弟会談が終わったあと、ロワは旧公館の部屋を一つ借りて、さっさと横になった。頭が痛くてたまらなかった。それでも、明かりを消して寝台の上で目をつぶっていると、少し楽になって眠気が襲ってきた。うとうとしていたら、アルノワが様子を見に来た。

「大丈夫、ちょっと休めば、よくなると思うから……」

　そう言ったのは覚えている。実際、頭痛はだいぶ治まっていた。一眠りすれば、すっきりしそうだ。

「かしこまりました。タマミナ様とシャリファ様にその旨、お伝えします」

　アルノワのそんな言葉を聞いたような、聞いていないような。はっきりしない。寝てしまっていいのか。やるべきことがあるんじゃないのか。葛藤はあったが、ロワは結局、眠りに落ちた。しょうがないよなあ、と思った記憶がおぼろげにある。

　夢を見た。タマミナやシャリファ、それからアルノワやダーリャまで出てきた。不謹慎というか、ちょっと他人には言えないような夢だった。

　目が覚めても、一人ではないような、誰かがそばにいる、それどころか、密着しているような感じがして、まだ夢の中なのではないかと疑った。

　あたたかいし。感触までしっかりとある。気配のようなものも感じる。

　というか、耳みみ許もとで聞こえるこの息遣いは何なのか。

「……は？」

　気のせい、ではない。何か、いや、たぶん誰かが、ロワにしがみついている。

　寝入ったときは一人だった。今は違う。添い寝、と言えるのか。とにかく、何者かがロワにくっついている。

　タマミナかな、と思ったが、さすがにそれならすぐに妻だとわかる。タマミナではないが、女性なのではないかという気がした。もしかして、シャリファだろうか。

　その何者かはロワの右側にいる。ロワは仰あお向むけだが、何者かは体を横向きにし、両腕、両脚をロワの体に絡ませているようだ。

「あの、……」

　ロワは顔を右に向け、「シャリファさん？」と尋ねようとした。シャリ、くらいまで発音したところで、何者かが、

「誰だと思ったんだ？」

　と囁ささやき声で言った。

「……ダーリャ。……な、……何、して……」

「夜よ這ばいだろ。他に何をしてるように見えるんだよ」

「よば、……え、……ど、どうし、……て？」

「勝手に嫁さんもらいやがって。一人でも頭にきたってのに、二人目かよ。どういうことだよ。ふざけるな」

「や、……ふざけてるわけじゃ」

「だろうな。わかってる。おまえはそういうやつじゃない。あれだ。政略結婚ってやつなんだろ」

「……まあ、そう、……だね」

「まんざらでもないのかよ。モテたことないもんな、おまえは。あんないい女たちと結婚できたら、そりゃ嬉うれしいか」

「たしかに、僕はモテないけどさ……」

　堂々と言うようなことではない、というか、言えないが、何度も生まれ変わったのに、今世でやっと結婚できた。しかも、ダーリャの言うとおり、政略結婚だ。そんな機会でもなければ、今回も独身のまま人生を終えていたかもしれない。

　ダーリャは、はあ、とため息をついて、ロワの肩に顔を押しつけた。どうでもいいのだが、さっきから彼女の右腿がロワの股間のあたりにふれている。夢のせいだろうか、ロワの下半身のある部分に血液が集中していた。朝でもあまりこういうことはない。ロワにとってはわりとめずらしい現象だ。刺激しないで欲しい。

「ヤッたんだよな。嫁たちと」

「やっ……？」

「あたりまえだよな。結婚したんだもんな。くそ。ヤッてないわけないか」

「……って、……ない、けど」

「あ？　何だって？」

「だから、その、……やって、……」

「噓うそだろ」

「……僕も、ね。どうなんだろ、みたいな。おかしいよね。……おかしいよ。そうなんだよね。ようやく結婚して、二人も奥さんがいる、みたいな形になってるのに……」

「ロワ、おまえ、童貞、……なのか？　嫁さんが二人もいるのに？」

「……できれば、ここだけの話にして欲しいんだけど。……うん」

「なんで……」

「ちょっと、……忙しかったりとか。ほら、僕、体が強くないからさ、倒れたりとか。何だろう。ようは、それどころじゃなかったっていうか。基本、戦争してたしね……」

「じゃあ、まだ誰ともヤッてないのか」

「……ない、ね」

「そう、か」

　気まずい沈黙が二人を包んだ。

　いや、そもそも、なぜ二人なのか。どうしてダーリャはここにいるのだろう。

　夜這い、と言っていた。ロワは夜這われた？　現在進行形で夜這われてしまっている？

　不意にダーリャが右脚を上下動させた。

「……ちょっ、……ダーリャ、……や、やめっ……」

「だめ？」

「そ、そりゃ……」

「あたしとは、いやか？」

「へ？」

「……あたしも、ヤッたことはないけど。どんなことをするのかは、だいたいわかる。どうせヤるなら、おまえがいい、……じゃなくて。ずっと、おまえとヤりたかった。……あぁ、言い方があれか。ごめん。こういうの、慣れてないから。あたしは、……気づいてたかもしれないけど、おまえのことが好きだから」

　いや？

　まったく気づいてなかったよ？

「……え？」

　聞き違えだろうか？　好き？　誰が、誰を？

　誰が、は当然、ダーリャだろう。誰を？　ひょっとして、……ロワを？

　ダーリャはそういうそぶりを見せていた、ということだろうか。同期だからある意味、兄弟のような関係で、なおかつ戦友でもあったし、好きとか嫌いとか、そういった感情を超えた関係、──だと、ロワは認識していた。

　荒くれ者しかいないような狐狼団ジヤツカルで、軟弱者のロワは明らかに異分子だった。それじゃいけない、ああしろこうしろと、ダーリャにはよくどやされた。殴られたこともある。蹴られたりもした。ダーリャにしてみれば、じれったくて見ていられなかったのだろう。目障りでも、同期だし、放ってはおけなくて、ついかまってしまう。ダーリャにとっては、腐れ縁に近い。ロワはそう思っていた。

　違ったのか。

　あるいは、かまっているうちに、なんとなく愛着が湧いてきた、とか。

　だとしたら、それは恋心とは違うんじゃないの、みたいなことが言えるほど、ロワは色恋を知らない。

「……あの、……でも、……僕、……つ、妻が……」

「そんなこと、わかってる。だけど一回くらい、いいだろ」

「よくは、……ないかと。……よく、ないよ。だって、ダーリャ、初めてだって……」

「おまえもなんだろ。嫁が二人もいるんだ。あたしとヤッて、慣れておけよ。……むかつくけど。おまえが他の女とヤるのは。でも、しょうがないよな。嫁がいるんだから。あたしは、……ただの傭よう兵へいだし……」

　いきなり涙声になったので、驚いた。

「……おまえはどんどん、遠くへ行っちゃうんだ。王の娘とかじゃないと、今のおまえとは釣り合わないだろ。あたしは、……おまえの剣でいい。死ぬまで、おまえのために戦う。おまえの敵を倒す。おまえを守る。……一回でいいんだ。これが最初で、最後だから。ロワ。あたしを抱いてよ。……お願いだから」

　どう、──すれば、いいのか。

　生理的な欲求を抑制して、拒むしかない。

　でも、ダーリャを傷つけたくない。

　何かいい方法はないのか。あっちを立てればこっちが立たない。優先順位をつけて、何かを犠牲にするしかない。ただし、犠牲は最小限に抑えるべきだ。

　ふと、バレなきゃいいんじゃないの、という考えが急浮上してきた。

　ダーリャと一度だけ行為に及ぶ。やってしまえば、なかったことにはできないだろうが、共通の秘密にする。何より、ダーリャがそれを望んでいるのだ。望みを叶かなえてあげればいい。この場は丸く収まる。ロワも貴重な経験ができる。万々歳なんじゃ？

　もちろん、そんなわけがない。我ながら、よくこんなことを思いつくものだ。反吐へどが出る。最低の発想だ。

　ロワは断腸の思いでダーリャを突き放そうとした。その前にダーリャが全身をこわばらせた。次の瞬間、彼女は寝台から飛びだした。

「……な、何？」

「様子がおかしい」

　ダーリャは床に置いてあったらしい剣を拾って、扉に近づいてゆく。部屋の中はほとんど真っ暗だが、目が暗さに慣れているので、多少は見える。ロワも寝台から出て、立てかけてあったヨルテュール家伝来の木剣、巨樹の枝リグナムデインを手にとった。

「様子って……」

　ダーリャが扉の脇で左手をあげた。黙れ、ということだろう。ロワは口をつぐんで耳を澄ました。何か音が聞こえる。足音か。ロワは明かりをつけようとした。

「待て」

　とダーリャに止められた。その直後だった。誰かが外から扉を叩たたいた。

「ロワ！　俺だ！　開けろ！」

「……ジョー？」

　間違いない。ジョーの声だ。

　ダーリャは一瞬、迷ったようだが、扉を開けた。ジョーは一人ではなかった。別の男に肩を貸していた。ジョーは部屋に入るなりその男を床に座らせた。

「ああ!?　なんでダーリャがいやがるんだ!?　いや、それどころじゃねえか。ここはやべえ、今すぐ逃げるぞ、ロワ！」

　何かとんでもないことが起こっている。とりあえず、それだけは理解できた。ジョーが連れてきた男は、自力では座ることもできないようで、倒れ伏してしまった。

「兄上!?」

　ロワは男に駆け寄って、抱き起こそうとした。それがドゴシアンで、血だらけだということは、暗くてもわかった。兄は負傷している。ものすごい出血だ。無理やり起こしてもいいのか。

「……弟よ……」

　か細い声だった。ロワは兄の口くち許もとに耳を寄せた。息も絶え絶えだ。何か言おうとしている。でも、声にならない。

　ドゴシアンは、すっ、と息を吸った。それを最後に呼吸が途絶えた。

「……噓、……だよね」

「噓じゃねえ。立て、ロワ」

　ジョーはロワの腕をつかんで引っぱった。ロワはジョーの手を振り払おうとした。

「いや、だけど、あ、兄上がっ──」

「俺んとこに来たときには、もう手の施しようがねえ状態だった。放ってはおけねえから連れてきたが、──いいから、出るぞ！　ダーリャ！　おまえさんが先導しろ！」

「わ、わかった、オヤジ！　市外に出ればいいんだな!?」

「まずはな！　その先のことは追い追い考える！」

　ロワはジョーに担ぎ上げられ、強制的に部屋をあとにする羽目になった。

「タマミナ！　アルノワは!?　シャリファさんは……!?」

「やかましい、黙ってろ！　おまえさんさえ生きのびりゃあ、なんとかなる！」

「なんとかって！」

　ジョーは何を言っているのか。何を考えているのだろう。いったい何がどうなっているのか。廊下はところどころに壁掛けランプがある。何か起こっているにしては静かだ。

「あっ……！」

　と、先を行くダーリャが足を止めた。誰かが立ちはだかっている。白い頭巾を被っていて、肩幅の広い、あれは──、

「逃げろ」

　ナバクだ。風の戦士。ナバク・ハーザードが、呻うめくようにそう言って、身を翻した。そのとき、ロワは気づいた。ナバクは変だった。あるはずのものがない。両腕が。

「がっ……」

　両腕に続いて、ナバクはなくてはならないものを失った。

　頭部だ。

　どうやら、何者かがナバクの首を刎はねたらしい。

　ナバクの生首が床に転がり落ちて、間もなく彼の体もくずおれた。

　その向こうに、彼女が立っていた。

　彼女は白ではなく、黒い衣服を身にまとっている。いや、あれは服なのか。ただ黒っぽい布をあちこちに巻きつけているだけなのかもしれない。

　右手に持っている剣は、おそらくありふれたものだ。左手には別のものをぶら下げている。あれは何だろう。手提げ鞄かばんのたぐいか。一つではない。複数だ。

「言っただろう、ロワジュディアン。私は負けない、と」

　赤い。

　むしろ、ショッキングピンクだ。

　両眼が爛らん々らんと光っている。
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「なんてこった……」

　ジョーがロワを下ろし、背に負っている大剣、粉ふん砕さい丸まるの柄つかに手を掛けた。

「行け、ロワ。……ここは俺たちが食い止める」

　ダーリャはすでに剣を抜いて身構えている。無言だ。目の前の敵に全神経を集中させているのだろう。

　しかし、彼女は、──東方元げん帥すいリンゼリカ・フォーエヴァランスは、ダーリャには目もくれない。

　ロワだけに視線を注いでいる。その眼まな差ざしでロワを焼き切ろうとしているかのように。

「死にかけている間、私は考えた。ロワジュディアン。私はおまえに教えられたようなものだ。おまえが気づかせてくれた。私は負けない。必ず勝つ。勝たねばならない。勝つためには、大軍を率いて我が人間の帝国に刃向かう国を一つ一つ叩いて潰す必要などなかった。殺すべき者と、私を阻もうとする者だけ殺せばいい。簡単なことだった。ロワジュディアン。私からおまえへの贈り物だ」

　リンゼリカは鞄のようなものをいっぺんに放った。

　それらはロワの足あし許もとに落ちて、転がった。三つだった。

　三人だ。

　ロワは、わあ、とか、ああ、とか、何か声を発した。言葉にはならなかった。

　髪が長い。髪。そう。髪の毛だ。鞄じゃない。鞄なんかじゃ。違う。女性だ。女性の頭部。生首だ。頭髪の色はそれぞれ異なっている。三者三様だ。認めたくない。いやだ。これはきっと現実じゃない。夢だ。悪い夢に決まっている。だって、そうじゃなかったら、こんなこと、あっていいはずがない。ありえない。あってはならない。

　彼女たちの名を呼びたくはなかった。呼んだら本当になってしまいそうな気がする。

　たぶん、彼女たちは返事をしてくれないだろうから。

　それとも、答えてくれるだろうか。

　彼女たちはどうしてか、三人とも目を開けている。半眼くらいだったり、なぜか片目だけ開けていたり、両目ともしっかり開けていたり。なんでだろう。

　すべてがおかしい。

　納得できない。

「ダーリャッ、気を抜──……！」

　ジョーの叫びに、悲鳴のようなダーリャの声が続いた。

「あぅっ」

　見ると、ダーリャの右腕がぼとりと床に落下したところだった。彼女の背中から剣の先が突きだしている。リンゼリカだ。リンゼリカの剣がダーリャの右腕を斬り落とし、そして彼女を刺し貫いている。

「く、そっ……」

　ダーリャは左手をリンゼリカに向かってのばそうとした。その瞬間、リンゼリカは剣を引き抜き、無造作にダーリャの首を刎はねた。

「……うちのお姫さんは、天剣持ちなんだぞ……」

　ジョーは、斬りかかろうにも、足が前に出ないようだ。あの恐れを知らない傭兵の中の傭よう兵へい、悪たれジョージヨー・ヴイシヤスが震えている。

「平凡な剣が一番扱いやすいな」

　リンゼリカは笑みを浮かべ、首から上を失って物言わぬ、言えるわけもないダーリャを蹴り倒した。

　ジョーがロワの胸を左手で突いた。

「行け！」

　それから、粉砕丸を抜こうとしたのだろう右手が、腕ごとジョーの胴体から離れた。リンゼリカの仕業に違いなかった。

「見えっ──」

　ジョーは、見えない、と言おうとした。言い終えることはできなかった。これもリンゼリカのせいだ。

　リンゼリカはジョーの口の中に剣をぶちこんだ。

「おごぉっ……」

「あまり私を舐なめるな。貴様は天剣持ちですらない。私を相手に何ができる？　何もできない。私に殺されること以外、何一つ」

「ろあぁっ」

　ジョーはロワの名を呼んで振り向こうとしたのだろう。リンゼリカは許さなかった。彼女の剣はジョーの口内から後頭部に達した。彼女はさらにそのまま股間まで斬り下ろした。ジョーの内臓が血液などの体液と一緒にどばどばと床にぶちまけられた。

　逃げなきゃいけない、と思った。逃げないと。

　何かにつまずきそうになった。タマミナの生首だった。

　アルノワもいた。シャリファもいた。

　いや、彼女たちはそこにいるが、どこにもいない。

「ずっと考えていた。ロワジュディアン。おまえをどうやって殺してくれよう」

　リンゼリカ・フォーエヴァランスが歩み寄ってくる。

　逃げなくてはいけないのに、ロワは尻餅をついてしまった。

「私はおまえを何度も殺したはずなのに、ロワジュディアン、おまえは死ななかった。わかっている。魔眼とやらの力だろう？　魔眼は一様ではないようだな。おまえは死なない。それがおまえの魔眼なのか？」

　リンゼリカに見下ろされている。そうだ。ロワは死なないのだ。リンゼリカはロワを殺せない。ロワは笑った。そうだ。僕は死なない。

「いろいろ考えたんだが、私がもっともおまえにしてやりたいことを試してみよう」

　リンゼリカは剣を捨てた。

　身を屈かがめて、どうするつもりなのか。

　ロワはあとずさろうとしたが、座りこんでいるので、たいして下がれない。

　リンゼリカがのしかかってくる。ロワは押し倒された。

「剣で殺すのは味気ない」

　氷のような両手が、ロワの首をやさしくそっと絞めはじめた。

「苦しめ。ロワジュディアン。死なないなら、死ななくてもいい」

　すぐにロワは息ができなくなった。心臓が激しく脈動してけたたましく鳴っている。目や鼻、耳の奥が痛みだした。

「言ったはずだろう？　私は負けない。負けるのはおまえだ。わかっただろう？　わからせるために、おまえの大切なものを、おまえを殺す前に奪ってやった」

　視界が狭まってゆく。気が遠くなる。暗闇に落ちて、何も感じなくなった。

　そのはずなのに、苦しい。まだ見える。息ができない。心臓が、頭ず蓋がい骨こつの内側が、痛い。痛いなんてものじゃない。

「本当に死なないな、おまえは。嬉うれしいよ。簡単に死なれたらおもしろくない。おまえはいい気になっていたんだろう？　ずいぶん勝ったものな。東征軍はぼろぼろだ。よくもやってくれた。有頂天になっていたのか？　ロワジュディアン。ロワ。そうだ。おまえはロワと呼ばれているようだな。私もそう呼ぶことにしよう。ロワ。ロワ。ロワ。ロワ」

　気が遠くなる。

　──闇。

　また、光が射さす。

「油断していたのか、ロワ？　私に狙われているとは思わなかったのか？　いいや、ロワ、おまえのことだ。わかっていたよな、ロワ？　私を感じていたか？　私の足音が聞こえていただろう？　おまえはどれくらい私のことを考えていた？　私はおまえのことばかり考えて、ずっと機会を窺うかがっていた。ロワ、おまえはどうだ？　まさか、忘れていたわけじゃないよな？　ちゃんと私のことを考えてくれていたか？　しかし、いい勝ちっぷりだったな、ロワ。おかげで、さしものおまえも気を抜いたか？」

　遠ざかる。

　暗闇に包まれて。

　光。

　溺おぼれる。

「安心しろ、ロワ。連合軍とやらの重要人物は、私がこの手で一人残らず殺してやる。それから、オライオンだったか。ヨルムンドの王も殺す。タイシュの大君とやらも殺す。帝国に逆らう愚かな国の王やら王子やらを一人ずつ殺してゆく。私ならできる。増長しているわけじゃない。ロワ、おまえも賛成してくれるだろう？　私にはできる。ロワ。おまえが教えてくれたようなものだ。勝つために、私は何をすべきなのか。おまえと出会って、はっきりとわかった。ロワ。私はおまえに感謝している。だから、どうか死なないでくれ。ロワ。ロワ。ロワ。ロワ。ロワ。ロワ。ロワ。まだだ、ロワ。まだ死なないで」

　一瞬ごとに、ロワは死んでいる。

　死んではまた、死の直前に引き戻される。

　許してください。

　もう、許して。

　死なせてください。

　どうか、終わりにして。

　心臓が破裂しそうだ。

　鼓動は甚大な痛みでしかない。

　早く止まって欲しい。

　この心臓が完全に停止するまで、きっと死ねない。

「ロワ。なあ、ロワ。おまえにだから話すよ。私のような者はそう長く生きられない。私の人生は長くない。私は帝国の花嫁だ。我が人間の帝国に何もかもを捧ささげている。この先、私の前に、おまえほど憎らしい相手は現れないだろう。いくら殺しても殺しても殺しても殺しても殺しても殺しても殺しても殺し足りない。そんな敵はきっとおまえで最後だろう。ロワ。私はおまえのことを考えて考えて考えて考えて考えて考えて考えつづけた。ひょっとしたら、私はおまえを愛しているのかもしれない。そう錯覚したくらいだよ。ロワ。おまえを殺したい。ロワ。でも、まだ死ぬな。ロワ。ロワ。ロワ。おまえをもっと殺したいんだ。私を置いていくな、ロワ。




　──ロワ。




　ロワ？」
















　ところで、生まれ変わりを信じるか？
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　その建物はあまりにも高い、高すぎる壁に囲まれていて、軍本部というよりも収容所を思わせた。

　白と黒の軍服を着た門番は、僕も同じ軍服を着ているのに、徹底して冷淡で、帝国軍総司令部が発行した辞令書と命令書だけでなく、身分証、人種票まで厳しくチェックした。僕が猫耳人コーサニカの血を引いていることは一目瞭然なので、怪しまれているのだろうか。でも、僕は二等戸籍を有している。制度上は絶対種人間だ。

「通っていい」

　門番にそう言われるまで、生きた心地がしなかった。何か不正を働いているわけでもないのに、どうしてこんな思いをしなければいけないのか。

　門を通り抜けてからも、気が休まることはなかった。そもそも、帝国軍からの辞令自体が青天の霹へき靂れきで、命令を受けて以来、立ちくらみ、胃痛、食欲減退、動どう悸き、息切れといった症状が僕を襲いつづけている。僕は軍人じゃない。軍に入隊するつもりは毛頭なかった。なぜいきなり軍に召集されるのか。もちろん問い合わせたが、返答は「帝国人として命令に従え」の一点張りだった。

　無機質な建物内に入ると、表札や標識のたぐいがあるわけではないが、総合案内的なものとおぼしきカウンターがあった。カウンターの向こうに立っている案内係らしい長身の女性軍人を見て、僕は卒倒しそうになった。

　しゃがみこんだ僕にその女性軍人が気づいて、カウンターから出てきた。

「大丈夫ですか？」

「……あ、……はい、だ、大丈夫、……です」

　本当のことを言うと、ぜんぜん大丈夫じゃなかった。女性軍人は僕が知っている人に似すぎていた。体格も、軍帽からあふれている煌きらめく髪も、童顔と言っていいだろう顔つきも、声も、何から何までそっくりだ。ここまで似ているということは、もう本人なんじゃないだろうか。いや、それはありえない。絶対に。

「す、すみません」

　僕は立ち上がり、女性軍人の胸についている階級章を確認した。彼女は准尉らしい。すぐに慌てて目をそらした。他意はなかったが、女性の胸を凝視するのはどうかと思う。

「ええと、……准尉」

「広報部のアユミカ・ヨルギュレン准尉です」

　ヨルギュレン准尉も僕の階級章を見た。

「特務少尉？　あぁ。ダークルト・ロメ特務少尉ですね。うかがっています」

「……あ、そうなんですね」

「ご案内します。こちらへどうぞ」

　ヨルギュレン准尉は僕に背を向けて歩きだした。初めて来た場所なので、先導してもらえるのは助かる。一方で、僕の心境は複雑なんてものじゃなかった。

　ヨルギュレン准尉は小柄な僕よりも頭一つぶん以上、背が高い。おそらく彼女は巨人族の血を引いている。というか、ヨルギュレンという家名からして、ヨルテュール家と関係があるはずだ。陸東でヤナロアを建てたヨルア家、ユンヘルのヨルベク家、ユースカのヨルギル家などはすべてヨルテュール家の分家で、それ以外にも、ヨル何とか家はたくさんある。

　ヨルギュレン准尉は、違う。僕が知っている人じゃない。でも、准尉にはあの人と同じ血がいくらかは流れている。

　僕らは一階から二階、二階から三階へと階段を上がった。

　ヨルギュレン准尉はたまに振り返って、ちらりと僕を見た。ちゃんと僕がついてきているのか、確かめているのだろう。その際、目が合うと、准尉は儀礼的に表情を緩めた。この殺風景な建物や、ここにいる軍人たちが身にまとう、──まあ、准尉も、それから僕も同じものを着ているわけだけれど、白と黒の喪服みたいな軍服にそぐわない、やわらかな雰囲気を醸しだしている人だ。僕は思わず涙ぐんでしまいそうになって、必死にこらえないといけなかった。

　三階の廊下で、一人の士官とすれ違った。やはり白と黒の軍服を着ていて、階級は中佐だった。漆黒の髪。ショッキングピンクの瞳。面差しは端整で、ヨルギュレン准尉ほどではないが、上背がある。僕とは比べものにならない、堂々とした体たい軀くだ。

　軍人同士は普通、敬礼か目礼を交わすものだが、どうやらこの軍にはそういう習慣がないらしい。ヨルギュレン准尉も、中佐も、無言だった。

　僕はつい、中佐を目で追ってしまった。

　中佐が足を止めた。

「私に何か？」

「あ、や……」

「ジャン・デュー中佐」

　と、すかさずヨルギュレン准尉が助け船を出してくれた。

「こちらはダークルト・ロメ特務少尉です。特命により、今日付で我が帝国矯きよう正せい軍に着任されました」

「そうか」

　中佐は歩みよってきて右手を差しだした。握手を求められているのだろうか。中佐は上品に微笑している。

　ジャン・デュー。名門デュー家の御曹司だ。

　僕はこわごわと中佐の手を握った。

　中佐は僕の手をじわじわと締めつけるように握り返した。

「よろしく。ロメ特務少尉」

「……よろしく、お願いします。……中佐」

「総督も物好きだな」

　と小声で呟つぶやいてから、中佐は僕の手を放して歩き去った。

「行きましょうか」

　ヨルギュレン准尉にそう声をかけられるまで、僕は動けなかった。辞令を受けてからこのかた、一秒ごとに寿命が縮んでいるような気がしてならない。

　僕は十八歳になったばかりだ。先年、帝国政府が公表した絶対種人間の平均寿命は、男性が七十三歳、女性が七十七歳だった。統計的には、僕はまだまだ生きられる。今回こそは長生きするつもりだった。その方針に沿って、なるべく災難や面倒を避けて生きてきたのに、なぜこんなことになってしまったのか。

　総督室の黒く重々しい扉の上にも、表札などは掲げられていなかった。

「それでは、わたしはここで失礼します」

　ヨルギュレン准尉は一礼して行ってしまった。

　僕は一人になった。

　たとえ施錠されていなくても開きそうにない重厚な扉と向かい合って、僕は考えた。

　アユミカ・ヨルギュレン准尉は、どのような経緯で軍人になったのだろう。

　僕は、職業柄、──帝国軍総司令部からの辞令を拒否するわけにもいかず、軍に中途入隊することになり、退職したので、もう前職、ということになるが、いろいろなことを調べられる立場にあった。じつを言えば、僕には知りたいことがたくさんあって、ひょっとしたらあれもこれも調べられるかもしれないと思い、その仕事を選んだのだ。

　家庭の事情も絡んで、皮肉にも僕は帝国に貢献しなければならなかった。

　僕を養子としてロメ家に迎えた両親は、士官学校を出て軍に入隊して欲しいと願っていたが、よりにもよって帝国の軍人になるなんて冗談じゃない。だから僕は、全身全霊を傾けて勉学に励み、帝国高等学校を通常六年のところ三年で卒業して、十四歳で帝国公文書院に奉職した。

　帝国公文書院は、行政機関でも、立法機関でも、司法機関でもなく、むろん軍でもないが、れっきとした帝国の官庁だ。花形とは言えないものの、帝国の各機関を支える重要な独立機関なのだ。

　軍と行動を共にする従軍筆記官にだけはなりたくなかったが、高等学校で優秀な成績を収めていれば、幹部候補扱いとなる。現場仕事を経験することなく、帝都にある帝国公文書院、いわゆる本院の中だけで一生を過ごすことも不可能じゃない。一般人にはほとんど認知されていないが、本院勤めはエリート中のエリートだ。

　あのあと、何が起こって、どうなったのか。僕は詳しく知りたかった。知らずにはいられなかった。

　僕は帝国公文書院の内局で熱心に仕事をした。

　内局は、要請に応じて該当の公文書を探したり、未整理の文書類を読んで要約を書いたり、それらの目録を作って分類し、公文書化したりする部署だ。外局が行う文書類の作成と収集にも興味はあったが、僕は軍にも文官にもできるだけ接触したくなかった。

　僕は誰よりも早く登庁した。上司に促されるまで退庁しなかった。僕は食事をする間も惜しみ、読める限りの公文書と未整理文書に目を通した。休日も、許可がえられれば登庁した。まるで帝国公文書院に住んでいるかのようだから、僕の渾あだ名なは「住人」だった。

　僕は自分に課せられた仕事に直接関係ない公文書も読みあさっていた。しかし、内局の職員は多かれ少なかれ、同じことをしていた。とにかく大量に読んで、記憶していなければ、いざというときに目的の公文書を見つけだせない。いい要約を書けない。目録もうまく作れない。だから、機密度の高い公文書を別とすれば、勝手に読んでも咎とがめられることはまずないのだ。機密度の高い公文書も、時と場合によるが、いろいろな裏技を駆使すれば読める。とどのつまり、内局では、多く読み、多くを知っている者が偉い。

　僕にはうってつけだった。僕は知らなければならなかったからだ。

　知ることは僕にとって、ときに苦痛だった。生半可じゃない、すさまじい痛みをもらたすこともあった。でも、いったん足を踏み入れてしまった以上、引き返すことはできなかった。どんなに恐ろしい悲劇的な展開でも、その先があるなら知らずにはいられない。

　人暦一一二年三月十四日未明、アークラント第五の都市クレイサでロワジュディアン・ヨルテュールが死に、連合軍は敗北した。

　リンゼリカ・フォーエヴァランスは東征軍に復帰し、その後、人暦一一七年までの間に陸東の大半を制圧してしまった。

　ダークルト・ロメは、人暦一七二年三月十七日に生まれた。いや、出生してから乳児院に収容されるまでは名無しだった。乳児院では、ダー、と呼ばれていた。二歳のとき、ロメ家の養子になり、ダークルトと名づけられた。

　人暦一八六年三月、帝国高等学校を卒業。四月、帝国公文書院に奉職。

　僕には知りうることと、知りえないことがあった。機密度が最高、あるいはそれに準ずる公文書は、帝国公文書院の最奥部に封印されていて、どんな裏技を使っても手が届かない。院長ですら、皇帝の許しがなければ近づくこともできないという。断片的な記録さえ残っていない出来事も多々ある。それでも僕は、この人生を賭けてすべてを解き明かすつもりだった。

　ところが、帝国軍総司令部の命により、人暦一九〇年四月一日、僕は帝国矯正軍に着任することになってしまった。

「ダ、……ダークルト・ロメであります」

　名乗ってから、順序が逆だと気づき、黒い扉をノックした。

「総督！　お、お召しによって、参上いたしました！　じ、自分はダ、ダークルト・ロメと、特務少尉であります！」

「入れ」

　という声が扉越しに聞こえた。

「失礼します！」

　僕は扉を開けた。何かとてつもなく怖くて、下を向いて入室した。

　うつむいたままでいるわけにもいかないから、顔を上げた。

「……し、……失礼しました」

「ん？」

　彼女は白と黒の上衣を手にしていた。どういうことなのか、僕にはまったくわからないのだが、手にしているということはすなわち、着ていない。

　ちなみに彼女は、下も、つまりズボンも、穿はいていなかった。

　ついでにブーツも、靴下も、履いていない。

　彼女が身につけているものといったら、わずかに肌着だけだ。しかも、その肌着は彼女の下腹部しか覆っていない。

　しかし、独特な部屋だ。執務机に、椅子、棚、暖炉、それから、副官用らしい机と椅子、窓枠や窓掛けを含めて、どの調度も立派だが、ありていに言えば、とっちらかっている。様々な物が散乱しているのだ。彼女が手に持っている上衣以外の軍服は、椅子の背もたれや肘掛けならまだわかるが、なんと執務机に引っかけてある。書類はとくにひどい。執務机の上だけでなく、椅子の座面や、床にまで散らばり、ぐちゃぐちゃに重なっている。足の踏み場もほとんどない。まったくないわけではなさそうだ。床のところどころに、何も置かれていない場所がある。それらを飛び移って移動することはなんとかできるだろう。とにかく、尋常じゃない有様だが、そんなことよりも彼女だ。

　彼女の髪は、完全なる暗闇を溶かして染めたように黒すぎるほど黒い。

　帝国で真の赤と言えば、彼女の瞳の色を指す。発光しているかのごとく感じられる、あまりにも鮮烈なショッキングピンクだ。

　彼女の顔立ちは特異で、大きすぎる目や、細い鼻び梁りよう、尖とがった顎など、何もかもが過剰なのに、これ以上ないくらい危うい均衡を奇跡的に保っている。どれか一つが少しでもずれたら、怪物並に醜悪だろう。でも、彼女は明らかに美しい。彼女はいながらにして不可能に挑戦している。人は彼女を目の当たりにして、美しいと感じずにいられるだろうか。顔だけではない。どこもかしこも、彼女は美しい。

　そう、──どこもかしこも。

「しまった」

　彼女は手にしていた軍服の上衣で顔を覆った。

「……また間違えた。待て、と言うつもりだったのに、入れ、と言ってしまった」

「で、……出ます、い、今すぐに！」

「いや、いい。入れと言ったのは私だ。……すまないが、後ろを向いていてくれるか」

「は、はい！」

　僕は即座に回れ右した。それだけでは足りない気がして、目をつぶった。

「す、……すみません！」

「謝るな。謝罪しなければならないのは、私のほうだ……」

　音からすると、彼女は靴下やブーツを履いたり、軍服を着たりしているようだ。それはそうだろう。彼女は全裸に近かった。着るさ。着ないわけがない。いや、というか、なんで裸だったの？　ここ、私室じゃないよね？　総督室でしょ？　執務室だよね？　仕事用の部屋で裸になる？　ならなくない？

「もういい。大丈夫だ」

　と言われたので、とはいえ警戒しつつ、僕はまた回れ右した。

　彼女はちゃんと白と黒の軍服を身にまとっていた。ちゃんと、でもないか。襟元が閉じられていない。胸元が開いている。上半身には肌着をつけていないらしい。肌の上に直接、軍服を着ているのだ。そういう軍服の着方はちょっと聞いたことがない。当然、見たこともない。彼女は咳せき払ばらいをした。

「言っておくが、……私は体を締めつけられるのが大の苦手だから、一人でいるときはよく裸になっている」

「あ、……はい」

「しかし、──人前では、服を着るようにしている。そのほうがよかろう？」

「……え、……ええ、そうです、……ね」

「私はこの部屋で一人だった。ゆえに、裸になっていた。きみが来た。服を着て迎えようとした。手違いで、服を着る前に入室を許可してしまった。理解したか？」

「……はい。……承知しました」

「裸で人と会う人間だと誤解されてはたまらんからな。私にも慎みはある……」

　彼女は執務机の上の物をどけたり、そのへんに放ったりしはじめた。どうやら、何か捜しているらしい。

「……ないな。どこに行った……」

　彼女は慌てているようだ。頰ほおばかりか、耳まで紅潮している。彼女の胸には、──当然、素肌ではなくて、軍服に、だが、見たことがない意匠の階級章がついている。実物は初めて見たけれど、それが帝国軍元げん帥すいに比肩する、帝国特別軍総督という特殊な地位を表すものだということを、僕は知っている。彼女は間違いなく帝国矯正軍の総督だ。

　矯正軍総督にして、現皇帝スティアランの娘で、当年十八歳、僕と同年のはずだ。

「……あった」

　彼女は書物の山の下から一枚の書類を発掘すると、さっと一読してうなずいた。

「ダークルト・ロメ。帝国公文書院内局では将来を嘱望されていたようだな」

「……我が帝国に、尽くしていただけです。帝国人として、……ロメ家の人間として」

「うん。ロメ家については知っている。帝国竜騎兵に画期をもたらしたハーマイン・ロメ将軍以外にも、我が人間の帝国に多くの血を捧ささげてくれた。率直に言って、きみに来てもらった理由の一つは家柄だ」

　生まれは選べない。

　ロメ家は伝統的に、絶対種人間ではない孤児を引きとって育成してきた。あのハーマイン・ロメもそうだ。彼女も僕と似たような境遇だった。僕はロメ家に生まれついたわけじゃないが、物心がつく前に養子になった。

　成長するにつれて、僕は苦悩した。帝国は憎い。ひとかたならぬ恨みがある。けれども、帝国を支えようとするロメ家の人たちは、善意のかたまりだった。僕には今、両親がいる。祖父母もいる。叔父や叔母、従兄弟たち、そして、兄弟が五人いる。さすがに中にはねじくれたやつもいるが、大半は本当に善良な人たちだ。とくに両親と兄弟は、いつも僕に寄り添ってくれようとした。何くれとなく僕を励まし、助けてくれた。彼らはみんな、僕のことを深く、深く愛してくれた。

　帝国に生まれ、帝国に絶対の忠誠を捧ささげるロメ家の一員になってしまったことを、僕は嘆いた。

　でも、家族は僕を大切にしてくれた。彼らを愛さないなんて、僕には無理だった。

「もちろん、家柄だけじゃない。私がきみを選んだのは──」

「え、……選んだ？　総督、……閣下が、僕を選ばれた、……んですか？」

「条件を提示して候補を複数挙げさせた。その中から、私がきみを選定した」

　偶然と呼ぶには、僕と彼女の運命は交わりすぎている。

　いや、違う。そうじゃない。

「どうした？」

　小首を傾かしげて目をしばたたかせる彼女は、僕を何度も殺した彼女たちとは似て非なる別人だ。瓜うり二ふたつでも、同一人物である可能性はない。ゼロだ。

「……いえ。どうもしません。……緊張、していて」

「すぐ慣れる」

　ほんの少しではあるものの、彼女は笑った。まるで僕を気遣っているかのようだ。なんとも信じがたい。

　彼女は僕の首を絞めた。僕は何回も、何回も、数えきれないほど何回も、魔眼の力で死という結末を回避してはやりなおした。そのたびに、彼女は僕を絞め殺した。あの手の感触を、僕にまたがる彼女の重みを、彼女の顔を、僕はありありと覚えている。

　でも、彼女は東方元帥リンゼリカ・フォーエヴァランスじゃない。

「知っているかもしれないが、私はこの矯正軍の総督に任ぜられてからまだ日が浅い」

　彼女は一枚の書類を手に持ったまま、執務机に腰かけて脚を組んだ。皇女で、元帥に匹敵する総督職にある軍人にしては、ずいぶん砕けている。胸元も開いているし。

「……なにぶん、帝国公文書院は閉鎖的で、外の世界には疎いものですから……」

「らしいな。だが、今後はその外の世界で働いてもらう。きみは私と同い年だ。まだ若いし、見聞を広めるのも悪くないだろう？」

「……はい」

「元気がないな。体調がすぐれないのか？」

「いいえ。……そんなことは」

「それならいいんだが」

　彼女は執務机からひょいと下りると、床の空き地をぴょんぴょん跳んで、僕に近づいてきた。

「私は陸東に赴く」

　鼻先に書類を差しだされて、見ると、それは命令書だった。

「ん」

　と、彼女は顎をしゃくってみせた。受けとれ、ということだろう。僕は慌てて一礼し、両手で命令書を押しいただいた。頭を下げたまま、身動きがとれなくなった。

「……陸東？」

「数年かけて、彼かの地の反乱者を一掃し、非恭順者を矯正する。きみも一緒だ、ロメ」

「……僕、も？」

「私はきみの知識を非常に買っている。副官として、このリンゼローザ・フォーエヴァランスを扶たすけてくれ」

　僕はうんともすんとも言えなかった。

　命令書には、彼女の署名がある。僕はすでに帝国軍総司令部からの辞令を受け、帝国矯正軍に所属している身だ。総督の命を拒んだら、抗命罪に問われ、軍事法廷で裁かれる。ロメ家の名は汚れ、家族が傷つき、悲しむだろう。

　僕は命令書を小脇に抱えて背筋を正し、敬礼をした。

「ご命令、謹んでお受けいたします」

「ありがとう」

　リンゼローザは夏に咲く花のような笑みを浮かべた。彼女はリンゼリカじゃない。僕を絞め殺した東方元帥に似てはいるけれど、似ても似つかない。でも、僕は十九歳を迎えられないような気がしていた。彼女はきっと、また僕を殺す。今回も十八歳で僕は死ぬ。

　死んでも、僕は生まれ変わるだろう。僕は何度も生まれ変わる。

　もしかしたら、何度でも。
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あとがき







　僕は小説家なのですが、縁があって、二〇一九年四月から放送される『Fairy gone（フェアリーゴーン）』というアニメの企画やシリーズ構成、脚本に携わる機会をえました。

　今までも、自作のメディアミックスに関わる脚本を書いたことはあります。ですが、映像作品の脚本に取り組んだのはこれが初めてです。

　小説に生かせるのではないかと考え、かねてより脚本の勉強を個人的にしてはいました。しかし、関連書を読んでイメージするのと実際にやるのとでは大違いです。一昨年おととしの終わりごろから脚本を執筆しはじめたのですが、壁にぶつかりまくりの毎日でした。

　僕は協調性に欠ける人間でした。小学校四年生のとき、通信簿でその旨を指摘されたことを覚えています。たしか、「協調性がなく、口達者で、容赦なく人を言い負かすなどし、よく問題を起こす」といったようなことが書かれていました。小学校二年生までは、どちらかと言えばおとなしい、「いい子」だったと思うのですが、小学校中学年から中学校、高校まで、僕は一貫して問題児でした。周りの人々に迷惑をかけ、先生たちにしばしば[image: ]られました。また、それを何とも思わないどころか、どこか誇ってさえいる、今から考えれば度しがたい、ろくでなしだったのです。

　小説家は、他人とうまくやれない僕にうってつけの仕事でした。少なくとも、原稿を書いている間は、誰も僕を邪魔できません。ぜんぶ一人で決めて、一人で進め、一人で終わらせることができます。

　脚本はそうではありません。頻繁に会議をして、色々な意見を採り入れ、創り上げてゆきます。その脚本もある意味、主要な素材でしかなく、多種多様、大勢のスタッフ、キャストが関わって、映像作品になるのです。徹頭徹尾、共同作業です。そう、僕が小学生のころから大の苦手としていたものです。

　ところが、今だからだと思うのですが、やってみるとこれがおもしろい。学ぶことがたくさんあって、まだうまく応用できていませんけれど、今後、小説にもいい影響が出てきそうな予感があります。

　最後に、１巻に引き続きすてきな絵を描かいてくださっただーくろさん、本書の制作、出版、販売に関わったすべての方々、そして今、本書を手にとってくださっている皆様へ、ありったけの感謝と胸一杯の愛をこめて、今日のところは筆をおきます。『僕まれ』、自分で書いていて何ですが、この先どうなってしまうのか、大変気になっているので、１巻とこの２巻が売れてくれて、３巻でまたお会いできたら嬉うれしいです。


十じゆう文もん字じ　青あお　　
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